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圏 ユ コー ザー ズ マ ニュ アル 

は じ め に 

この マニ ュ ア ル は BASIC の 初歩 か ら 、 本 機 の 特長 で ある グラ フィ ッ ク 機 能 、 日 本 語 処理 機能 、 
デジ タル テロ ッ パ ペパー 機能 な ど を 使い こなし て いた だ く た め 項目 別に 説明 し て いま す 。 

目的 に 応じ て 各 章 を お 読み くだ さい 。 

な お 、 本 機 を 正しく ご 使用 いた だ く た め 、 ま ず 取 扱 説明 書か ら お 読み くだ さい 。 . 


DISK _ BASIC が 起動 され る と 自動 的 に Start uD と いう プロ グラ ム が 実行 され 、 
各種 の 初期 設定 が 行なわ れ ま す 。 

初期 設定 に は 、DISK BASIC が 起動 され る と き に すでに 行なわ れ て いる も の と 、St 
art up プロ グラ ム 中 で 行なわ れ て いる も の が あり ます 。 

DISK BASIC 起 動 時 の 初期 設定 は 変更 で きま せん が 、Start up プロ グラ ム 中 
で 行なわ れる も の は 、 こ の プロ グラ ム を 自分 の 希望 する よう に 書き 換え て お け ば 、 初 期 状 態 を 自 
由 に 決め る こと が で きま す 。 

Gi) DISK BASIC 起動 時 の 初期 状態 

3) 財 U 理 
WIDTH 80,25 ( 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド の と き ) 
WIDTH 80, 1 2 (標準 ディ スプ レイ モー ド の と き ) 
KMODE 1 
OPTION SCREEN1 
CLEAR &HF400 
CLICK OM 
REPEAT ON 
(ini) Start up で 設定 する も の 
CLEAR &HFO の 00 ( 音 訓 辞 書 使用 時 ) 
FUNCTION KEY の 設定 
内 蔵 時 計 の 「 年 」 の 項 の 設定 
NE WON の 設定 
Start up で は NEWON 4 を 実行 する よう に プロ グラ ム が 組ま れ て いま す 。 
し か し 、lrrp| キ ー を 押し な が ら DISK BASTIC を 起動 する と 、 
NEWON 
と 表示 し 、 キ ー 入 力 待ち の 状態 と を な り ま す 。 こ こ で の 一 9 まで の 数 値 か また は 数 値 省 
略 (全て の コマ ンド 使用 可 ) を 入力 すれ ば 希望 の レベ ル の NEWON が 設定 で きま す 。 
詳細 は 「2 章 、5、 NEWON と フリ ー エ リア 」 参 照 
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1 草 
プロ グラ ミン グ の 初歩 


さて 、 そ れ で は ディ スプ レイ 画面 を 見 て 下さ い 。 画面 に 四角 く て 明 滅する も る の が あり ます 。 こ の チ 
カチ カ す る も の を カー ソル と いい ます 。 カー ソル は 表示 位置 を 示し つつ コン ピュ ー タ が あな た か ら の 
メッ セー ジ を 待っ て いま す 。 

で は 、 手 は じ め に 、 

C em ea 
と キー を 打っ て cr 避 | キー を 押し て みて くだ さい 。 (r| は 画面 に 表示 され ませ ん ) 
<d は リタ ー ン (Re t urn) キー で 画面 に 表示 され て いる 命令 を コン ピュ ー タ に 伝え た 後 、 
カー ソル が 次 の 行 の 先頭 に 移り ます 。 
Symntax error 
Ok 
日 
と AN う メッ セー ジ が 画面 反 返 っ で 拉 ま し た ね 。 これ は 、 コ ンピュータ が 「 "CC" と 言 が で も いっ た 
い 何 の こと か わか ら な い 」 と 言っ て いる の で す 。 
次 に 、 
( 半 財 
と キー を 打っ て [ 当 | キ ー を 押し て みて くだ さい 。 ま た また 、 
Syntax error 
Ok 
周 
GWS ウメ セー ツク が 返っ で 来 ま し ル た ね 。 て れ は 、 コ ヨン ュー クタ が 「"T と 宮 あ おれ で .、 や らっぱ b 
何 の こ と か わか ら な い 」 と 言っ て いる の で す 。 
で は 今度 は 、 
(人 
と 打っ て rl| キ ー を 押し で みて くだ さい 。 今度 は いま まで と 少し 違う よう で す 。 や っ と 、 あ な た の メ 
ッ セ ー ジ が コン ピュ ー タ に 通じ た よう で す 。 デ ィ ス プレ イ 画 面 が 消え て 、 画 面 の 左上 隅 に 、 
Ok 


と 表示 され まし た ね 。 

CLS に は 「 画 面 を きれ い に し て くだ さい 」 と いう 意味 が あり ます 。 "CTLS " の よう に コン ピュ 
ー タ が わか る 言葉 を キー ワー ド と いい ます 。 キ ー ワ ー ド は 全部 で 2 0 の の 以上 あり ます 。 い っ ぺん に は 
合え られ ませ ん か ら 。 少し ずつ 算 え る よう に し まし ょ う 。 

それ で は 次 に 、PR TINT と いう キー ワー ド に つい て 次 て み ま し ょ う 。 


PRINT"X1" 

と 打っ て [ 如 | キ ー を 押し て 画面 を よく 見 て みる と 、 す ぐ 下 の 行 に 、 
1 
Ok 


と 表示 され て いる の が わか り ま す 。 
PRINT"23+44" 
と 打っ て [ 同 | キー を 押す と 、 


2 9i ド 人 4 
Ok 
唱 

画面 に 表示 され ます 。 

これ は 、PR INT が 「 引 用 符 (") で 囲ま れ た 文字 を 画面 に 表示 し な さい 」 と いう 意味 を も っ た 
メッ セー ジ だ か ら で す 。 

それ で は 、 次 に 示す 例 を 順に 試し て みて くだ さい 。 | の 記号 は 、「 そ の 位置 で [ 語 | の 記号 を 打っ 
で て くださ W'j と いう 意味 で すず 。 

( 例 1) PRINT 23+44 当 | 
6 7 
Ok 
田 
( 例 2) PRINT (23+44) * ネ 2/ ノ 5 
26 . 8 
Ok 
口 
( 例 3) PRINT SUM (10) r 当 
5 
〇 k 
口 
( 例 4) ? 23+44r 選 
6 7 
Ok 
L 

上 の 例 は 、 ( 例 1) が 23+44 の た し 算 を 、 ( 例 2) が (23+44) X2 ょ 5 の 計算 を 、 ( 例 
3) が 1] から 1 の まで の 和 を 求め る 計算 を 、 そ れ ぞ れ コ ンピュータ に させ 、 そ の 結果 を 表示 させ た も 
の で す 。 

これ は 、PRINT に 「 引 用 符 (") で 囲ま れ た 文字 を 表示 し な さい 」 と いう 意味 以外 に 、「 計 算 
し た 結果 を 表示 し な さい 」 と いう 意味 も ある の で 、 そ れ を 利用 し た も の で す 。 

な お 、 ( 例 4) だ け は ちょ っ と 別 の キー ワー ド の 例 の よう で す が 、 実 は 、PRINT は ? (疑問 
符 ) で 置き 換え て 使う こと が で きま す 。 キ ー ボ ー ド か ら P、R、1I 、N、T と 5 文 字 入 れる と ころ が 、 
? の 1 文字 で 済む の で これ は た い へ ん 便利 で すね 。 

これ まで みて きた よう に 、 キ ー ワ ー ド は 、 そ の 名 の 通り あな た が コン ピュ ー タ に メッ セー ジ を 伝え 
る た め の 鍵 と な る 単語 で 、 キ ー ボ ー ド か ら 正 し く 打 ち 込 ん で 中 | キー を 押す と 、 コ ンピュータ は その 
メッ セー ジ に 応じ た 仕事 を し て くれ ます 。 


ます は 簡単 な プロ グラ ム 作 りか ら 
それ で は 、 
MUSICr 当 
と 打ち 込ん で 下さ い 。 
Missing operand 
Ok 
較 
と いう メッ セー ジ が 返っ て 来 ま し た 。 
これ は 、 コ ンピュータ が 「MUS 1I 〇 と いう キー ワー ド の 意味 は わか る けれ ども 、 MUS 1 C の 後 
ろ に 必要 な デー タ が 書か れ て いな い の で 何 も で きま せん 」 と 途方 に 暮れ て いる の で す 。 そ の 必要 な デ 
ー タ を いっ し ょ に 打ち 込ん で み ま し ょ う 。 


IS) 


MUS1C" BG"r 当 

さあ 、 ど うな り ま し た か ? 何 に も 起こ ら な いと いう 人 は 、 デ ィ ス プレ イ テ レ ビ の ボリ ュー ム を 上 
げ て も う 1 度 打ち 込ん で みて くだ さい 。「 シ ー・ ソ ー」 と いう 電子 音 が 出る は ず で す 。 

MUS 1 C は 音 を 出す た め の キ ー ワ ー ド で 、 音 を 表わす 文字 を 引用 符 (" ) で 囲ん で 指定 する と 、 
音 を 出す こと が で きま す 。 こ こ で は 、B ( シ の 音 ) と G ( ソ の 音 ) を 指定 し た の で 「 シ ー・ ソ ー」 と 
いう 音 が 出 た の で す 。 こ れ は 、 さ き ほ どの PR INT と 使い 方 が 似 て いま す 。 

PRINT "CHIME"[ 当 
打ち 込む と 、 引 用 待 で 囲ん だ 文字 CH 1 ME が 表示 され ます ね 。 で は 、 次 の よう に 打ち 込む と どう 
で し ょ りう 

中 凍 。 ERR ド IT@ 知 山 MIRT 
何ごと も 起こ り ま せん ね 。「CH IME」 と 表示 し な いし 、「Syntax error」 な どの メ 

ッ セ ー ジ が 返っ て 来る わけ で も あり ませ ん 。 

今度 は 、 

29 MUSIC" BG"[ 過 | 

と 打ち 込ん で くだ さい 。 や は り 何 ご と も 起き ませ ん 。 で も 、 次 の よう に 打ち 込む と どう な り ま すか ? 

RUN| 
画面 に 「CHIME」 と 表示 され て 、「 シ ー・ ソ ー」 と いう 音 が 出 た で し ょ う 。 

RUN と 打ち 込ん で 、[| キ ー を 押し て や れ ば 、 何 度 で も 同じ こと を 繰り 返す へ こと が で きま す 。 い 
っ だ い ど うい うお け で し ょ う 。 

LSW 

と 打ち 込ん で みて くだ さい 。 

中 の | 選民 UNUNYORUM 世 『 
20 MUSIC" BG" 

〇 k 

男 

と 画面 に 表示 され る で し ょ う 。 

PR INT や MUS 1 C の 前 に 1 9 と か 20 の 番号 を つけ る か つけ な いか で コン ピュ ー タ の 反応 が 
違っ て いま す 。 

番号 を つけ な いで 、 キ ー ワ ー ド を 打ち 込ん で rl| キ ー を 押す と 、 コ ンピュータ は すぐ その 場 で 実行 
し て 、 画 面 に 文字 を 表示 し た り 、 音 を 出し た り し ます 。 

番号 を つけ る と 、 コ ンピュータ は すぐ に は 実行 し ませ ん が 、 打 ち 込 まれ た メッ セー ジ を きち ん と 覚 
えて いる の で 、 あ と か ら HRUN[ 当 | と 打ち 込め ば 何 度 で も 実行 する こと が で きま す 。 こ こ で 、 

の BHTNTIIMIMEY 

20 MUSIC" BG" 
の 2 行 の こと を プロ グラ ム と いい 、 1 の や 20 の 番号 の こと を 行 番号 、 行 番号 の 後ろ の の PRINT" 
G 員 IME "や MUSIC TB" の こと を ステ ー ド メシ ント と いい まず すず 。 

また 、 プ ログ ラム を 実行 する た め に 打ち 込ん だ RUN と いう キー ワー ド の こと を コマ ンド と いい ま 
す 。 コマ ンド は 、 プ ログ ラム を どう する の か コン ピュ ー タ に 指示 す と き に 使い ます 。 ア ンダ ー ラ イン 
の つい た 言葉 は 大 切 で す の で よく 覚え る よう に し て くだ さい 。 

RUN は 「 プ ログ ラム を 実行 し な さい 」 

LIST は 「 プ ログ ラム を 画面 に 表示 し な さい 」 

CL S は 、「 画 面 に 書か れ た 内 容 を 消し な さい 」 

と いう 意味 の コマ ンド で す 。 

生野 間 

と 入れ る と 、 画 面 に プロ グラ ム が 表示 され ます 。 

RUNrl 
と 入れ る と 、 プ ログ ラム を 実行 し ます 。 
(の Sd 


と 入れ る と 、 画 面 が きれ い に な り ま す が 、 プ ログ ラム も いっ し ょ に きれ い に 消え て し まっ た か と いう 
と 決し て そう で は あり ませ ん 。 そ の 証拠 に 、 

LIST 
と 入れ る と 、 プ ログ ラム が 表示 され ます 。 


プロ グラ ム の 作成 (その 1) 


3。.14 プロ グラ ム の 入力 

プロ グラ ム を キー ボー ド か ら 打 ち 込 ん で コン ピュ ー タ に 覚え 込ま せる こと を 、 プ ログ ラム を 入力 す 
る と いい ます 。 

さき ほど 入力 し た アプ ログ ラム は た っ た 2 行 で し た が 、 何 十 行 、 何 百 行 と な る の が 普通 で す 。 そ うい 
っ た 大 きく て 複雑 な プロ グラ ム を 入力 する 際 に は 必 ら ず 途 中 で 追加 、 変 更 、 削 除 な どの 編集 を 行なわ 
ね ば な り ま せん 。 

ここ で は 、 小 さ な プ ログ ラム を 例 に と り 、 プ ログ ラム の 編集 方 法 を 具体 的 に 説明 し まし ょ う 。 
まず 、NEW と いう コマ ンド を 使っ て 、 コ ンピュータ 内 に 残っ て いる プロ グラ ム を きれ い に 消 し ま 
馬 お 95 


NE Wrl 
店 し に 、 
向山 S 寺 昭 
と 打ち 込ん で みて 〈 く だ さい 。 
Ok 
圏 
と 表示 され て 、 プ ログ ラム が きれ い に 消 えて いる こと が わか り ま す 。 
次 に 画面 を きれ い に し ま し ょ う 。 
(9 逢 半 ーー 
さあ 、 プ ログ ラム を 入力 する 準備 は 整い まし た 。 ス ペル を 間違え な いよ うに 、 プ ログ ラム を 入力 し 
で 人 1 き 電化 お の 。 
ll0 PRJNT "XX " 語 
プロ グラ ム を 1 行 入力 し た ら 、 ま ず 正 し く 入 力 さ れ た か どう か 見 な むし ます 。 間 違い が 見 つか っ た 
ら 、 面 倒 で も も う 一 度 入力 し な な し て くだ さい 。 何 も 全 部 入力 し な お むさ なく て も 、 も っ と よい 方 法 が 
ある の で す が 、 そ れ に つい て は あと で 説明 し ます 。 
正しく 入力 され た こと を 確か め て 、 
RUNrl 
XAL 
Ok 
園 
と 表示 され た ら オ ー ケ イ 。 も し 、 
Sn まき 丈 SGSPowm iL 
Ok 
圏 
と メッ セー ジ が 出 た ら 、 
中 め の RUET 交 ま "一 
を 再選 義 力 し な お し まし ょ う 。 
2 の 9 MUSIC" BGADDR "ri 
LU き 貞 属 昌 
移民 RIN 克 中 " 
20 MUSIC" BGADDR" 


Ok 
ロ 

これ で プロ グラ ム が 2 行 に な り ま し た 。 実行 し て み ま し ょ う 。 
RUN| 
X 1 

と 表示 され て 音 が 出る で し ょ う 。 
3 の 9 MUSIC"DE#FGGR"[ 沼 | 
Li STE 
1 下見 TNT"I" 
29 MUSIC" BGADDR " 
39 MUSIC"DE#FGGR" 
Ok 
ロ 

これ で プロ グラ ム が 3 行 に 増え まし た 。RUNr| と 入力 し て 、 こ の プロ グラ ム を 走ら せる (RU 

N の 本 来 の 意味 は 「 走 る あ 」 で す ) と 、「X 1 」 と 表示 し て 、 さ き ほ ど よ り 長 い メ ロディ ー が 流れ ます 。 


3.2 1 行 の 挿入 
15 PRINT"CHIME"[ 当 
ST 
] り 箇 此 和 RMNIT ア 区 1“ 

15 PBIUNTTGHUIME“ 
290 MUSIC" BGADDR" 
3 の 9 MUSIC"DE#FGGR " 
Ok 
園 
1 の と 20 の 間 に 新 し い 1 5 の 行 が 挿入 され て 、 プ ログ ラム が 4 行 に 増え まし た 。 
RUN[| 
X 1 
CHIME 
上 の よう に 表示 され て 、 音 が 流れ まし た か ? 
プロ グラ ム は 基本 的 に は 若い 行 番号 か ら 順 に 実行 され ます 。 こ こ で は 、 ま ず 行 番号 10 の PRIN 
T、 次 いで 15 の PR INT、 そ し て 2 と 30 の MUS 1 C の 順に 実行 され ます 。 


3.3 1 行 の 削除 
それ で は 、X 1] と 表示 し な いよ うに する に は どう すれ ば よい の で し ょ うか 。 最 も 簡単 な 方 法 は プロ 
グラ ム か ら 1 の 番 の 行 を 取っ て し まえ ば よい の で す 。 そのため に は 、 行 番号 の うし ろ に 何 も 入 力 し な 
いで リタ ー ン キー を 押 ぜ ば よい の で 、 
1 0 に 

き 米 作 E あ あー 

本 S0 昭 

U5、 量 選 NTCRUIME5Y 

20 MUSIC" BGADDR" 

3 の 0 MUSIC"DE#FGGR" 

] 9 番 が 削除 され て 3 行 の プロ グラ ム に な っ て いる こと が わか り ま す 。 走ら せる と 、 
RUNrl 
CHIME 

と 、「X ] 」 を 表示 し な いで メロ ディ ー が 流れ ます 。 
この よう に 、 プ ログ ラム か ら 1 行 削除 する に は 、 そ の 行 番 号 だ け を 入力 し て [| キー を 押せ ば 済み 


5 


まず 


3.4 1 行 の 変更 
3 の 9 の MUS IO の 音 を 変え て み ま し ょ う 。 3 の ステ ー ト メン ト を 新た に 入力 すれ ば よい の で す 。 
3 の 9 MUSIC"DABGGR "r 
上 間際 9 雪 
由 @ BRMNNIUI TGME T 
20 MUSIC" BGADDR " 
3 の 9 MUSIC "DABGGR " 
Ok 
圏 
前 の 3 9 番 の 行 が いま 入力 し た 行 に 変更 され まし た 。 さ っ そく プロ グラ ム を 走ら せ て み ま し ょ う 。 
どん な 音 が 出る の か な ? 
RUN| 
ゃ も し 「Symtax。 error」 が 出 た ら 、 も う 1 庶 入 力 し な お すこ と を 忘れ ず に 。 
5 CLS 
LIST 
な MG 人 る 
1 ERINW YRULNE “ 
20 MUSIC" BGADDR " 
3 の 9 MUSIC"DABGGR" 
Ok 
賠 
CT S は 、「 画 面 を きれ い に す る 」 と いう 意味 の コマ ンド で す が 、 プ ログ ラム の ステ ー ト メン ト と 
し て も 使う こと が で きま す 。 
RUNI| 
画面 を きれ い に 消 し て か ら 「CH1IME 」 と 表示 し て 音 が で る よう に な り ま し た 。 


3.5 行 番号 の つけ な お し 
RENUMI| 
Ok 


あれ っ 、 何 を し た の か な ? 
LIST 
10 CLS 
20 PRINT"CHIME" 
390 MUSIC" BGADDR" 
490 MUSIC"DABGGR " 

よく 見 る と プロ グラ ム の 行 番号 が 変わ っ た の が わか り ま す 。 で も 、 プ ログ ラム の 内 容 ま で 変わ っ た 
ね ゆで 佐 充 い の で 実 選 し で ぐだ きい 。 

RUNI| 
と 込 連 し で 直 ゆ 世 る と 、 コ ロン シン ゼ ュ ー タ は 、 前 た 同じ こと を や っ 人 で 者 放 で し ょ う 。 

RE NUM は 、「 プ ログ ラム の 行 番号 を つけ な お し な さい 」 と いう 意味 を も つ コ マン ド で す 。 こ の 
コマ ンド は 、 プ ログ ラム に 新しい 行 を 挿す る た め に 行間 の スペ ー ス が な く な っ た と き に 使う と 便利 
3 で as 

Ce グ 可 グ ラム を 増やし まし ょ う 。 

5 の 9 MUSIC"GBADDR" 
69 MUSIC"DABGGR" 


本 
要 


7 の PRINT"END"r 可 | 
プロ グラ ム が 正しく 入力 され た か どう か を 確か め て か ら 、 走 ら せ て み ま し ょ う 。 
L 1 STr 
+ 倫 - @ 生 8 
2 の 9 PRINT"CHIME" 
3 の MUSIC" BGADDR" 
4 の MUSIC"DABGGR " 
5 の MUSIC"GBADDR" 
6 の 9 MUSIC"DABGGR " 
7 の PRINT"END" 
Ok 
RUNr 
どう で すか 。 チ ャ イム らし い 音 が 出 ま し た か 。 
この プロ グラ ム は いま 先頭 の 番号 が 1 9 に な っ て いま す が 、RENUM を 使っ て プロ グラ ム の 先頭 
の 行 番号 を 変え 0 る こと が で きま す 。 た と えば 、 先 頭 を 1 09 に し た いと き は 
RENUM1090rl 
Ok 
と 入力 し ます 。 
LIST 
199 CLS 
119 PRINT"CHIME" 
129 MUSIC" BGADDR" 
139 MUSIC"DABGGR " 
14 の 9 MUSIC"GBADDR" 
159 MUSIC"DABGGR " 
169 PRINT"END" 
Ok 
口 
試し に 走ら せ て みる と 、 さ き ほ ど と 同じ プロ グラ ム で ある こと が わか る で し ょ う 。 
RUNr 当 | 


3-6 複数 行 の 削除 
さて 、 今度 は この プロ グラ ム を 消す こと を 考え て み ま し ょ う 。 残ら ず 消 し て し まう に は NEW と い 


う コ マン ド を 使え ば よい の で す が 、 も し 1 の 90 て 160 ま で ある プロ グラ ム の うち 110ー150 の 
行 を 消し た いと き に は どう すれ ば よい の で し ょ うか 。 
消し た い 行 の 行 番号 を 1 つ ] つ 入 力 し て 行く の も よい で し ょ う が 、 面 倒 だ と いう 人 の た め に も っ と 
よい 方 法 が あり ます 。 そ れ は 、DELETE と いう コマ ンド を 使う 方 法 で す 。 こ の コマ ンド を 使え ば 、 
プロ グラ ム の いら な く な っ た 行 を まとめ て 消し て し まう こと が で きま す 。 
] 1 の 9150 の 行 を 消し た いと き は 次 の よう に 入力 し ます 。 
DELETE119-150r 昭 | 
これ で 、 コ ンピュータ は 1] 1 の 9 一 15 の 0 の プロ グラ ム を すべ て 消し て し まい まし た 。 確か め る た め 、 
プロ み ラ ム を 見 て みみ まし ょ う 。 
生ま SL 語 
]⑳⑳) MS 
16 の 9 PINTP 民 NID デ 
この プロ グラ ム を 走ら せる と 、 画 面 が 消 を て 「EIND」 と 表示 され る は ず で す 。 
RUNr| 


END 
Ok 
ここ で 、 こ れ ま で 説明 し た プロ グラ ム の 編集 方 法 に つい て 1 度 ま と め て お きま し ょ う 。 
之 プロ グラ ム の 編集 方 法 (その 1) 区 
1 . 1 行 挿入 する に は 
挿入 し た い 行 の 上 と 下 の 行 の 行 番号 の 間 の 番号 を 行 番号 に 選ぶ 。 
た と えば 、 行 番号 2 0 と 3 の の 間 に 挿入 し た いと き は 2 1 て 29 の 行 番号 で 始ま る 1 行 を 入力 す 
る 。 
2 . 1 行 削除 する に は 
層 削 除 し た い 行 の 行 番号 の み を 入力 する 。 
3 . 何 行か まとめ て 削除 する に は 
必 DELETE コ マン ド を 使う 。 
た と えば 、 行 番号 1 1 の て 180 の を 削除 し た いと き は 、 
D 思 人 馬 世 中 尼 江 1 まま 80c 
と 入力 する 。 
4 . ] 行 変更 する に は 
避 変 更 し た い 行 の 行 番号 で 始ま る 1 行 を 改め て 入力 する 。 


プロ グラ ム の 作成 (その 2) 


次 に 進む 前 に 、 プ ログ ラム と 画面 を きれ い に 消 し て 起き まし ょ う 。 
NEWr 当 l 
Ok 
男 
CLS に 
Ok 
恒 


候 


4.1 カー ソル の 移動 と 文字 の 修正 
ここ で は 、 新 た に 簡単 な 曲 を 演奏 する プロ グラ ム を 入力 し て み ま し ょ う 。 
10 MUSOC "CRCRGRGRARARGGRR "に 
ここ で MUST と 入力 する と ころ を 誤っ て MUSOC と 入力 し た こと に 類 2 い 友 と ます 。 
こう いう 場合 、 ど う や っ て 誤り を 訂正 し た ら よ いで し ょ うか 。 も う 1]1 度 「1 の …… 」 と 行 番号 1 0 
か ら 入 力 し な お す の も ー つ の 手 で す が 、 も っ と よい 方 法 が あり ます 。 
それ は 、 キ ー ボ ー ド の テン キー 部 分 の 下方 に ある カー ソル コン トロ ー ル キー を 使う 方 法 で す 。 
カー ソル コン トロ ー ル キー は 矢印 の つい た キー で 、 中 に | に に の 4 つ あ り 、 画面 上 の カー ソル を 上 下 
左右 好き な 方 向 に 動か すこ と が で きま す 。 
MUSOC の 「 〇 」 を 「 1I 」 に な お す た め に は 、 ま ず カ ー ソ ルコ ント ロー ルキ ー を 使っ て カー ソル 
を MUSOC の 「 〇 」 の と ころ まで も っ て 行き ます 。 
10 MUSOC "CRCRGRGRARARGGRR" 
」 
l 
カー ツ 
の 状態 で 、[ 語 を 1 回 、 中 を 6 回 打っ て みて くだ さい 。 カ ー ソ ル が 、 ち ょ うど 「 〇 」 の と ころ に 来 た ら 
オー ケイ で す 。 も し 、「 〇 」 を 通り 過ぎ て し まっ て も 、 慌 て な いで 4 つの カー ソル ・ キ ー を うま く 使 
っ て 「 〇 」 の と ころ に 持っ て 行っ て くだ きい 。 
1 の MUSIOC"CRCRGRGRARARGGRR" 


([」 は カー ソル を 表わす ) 
ここ で 1] を 押す と 、「 〇 O」 が 「 1 」 に 変わ っ て MUS 1C と な り ま すず 。 カ ー ソ ツル は 「『C」 の と ころ 
に 来 て いま すか ら 、 そ の まま そこ で [| キー を 押し て くだ さい 。 
これ で 修正 が 完了 し まし た 。 
試し に デア ログ ラム を 見 て み ま し ょ う 。 
LISTri 
1 の 9 MUSIC"CRCRGRGRARARGGRR" 
Ok 
それ で は 次 に 、 1 行 入 力 中 、| を 押す 前 に 入力 の 誤り に 気づい た 場合 に つい て みて み ま し ょ う 。 
29 MUSOCH 
ここ まで 打っ て 、MUS 1 ご C の 「 1 」 が 「 〇 」 に な っ て いる 誤り に 気づい た と き 、 そ れ を な お す に 
は 2 通り の 方 法 が あり ます 。 
まず 、 第 1 の 方 法 は 左向き 矢印 の カー ソル コン トロ ー ル キー を 2 回 打っ て カー ソル を 「 〇 」 の と 
ころ に 持っ て 行き 、1 と 打つ 方 法 が あり ます が 、 第 2 の 方 法 と し て | 距 | キ ー を 2 回 打っ て 、 
29 MUS 口 
「 〇 C」 の 2 文字 を 消し て し まい 、1 、C と 打っ て 修正 する 方 法 も あり ます 。 
さて 、 ど ちら か の 方 法 で 修正 が 終わ っ た ら プ ログ ラム の 入力 を 続け る こと に し まし ょ う 。 


4.2 効率 の よい 入力 方 法 
2 の 9 MUSIC"FRFRERERDRDRCCRR "[ 当 
3 0 MUSIC"GRGRFRFRERERDDRR" 
次 の 4 9 番 の 行 が 上 の 3 の 番 と まっ た <〈 同 じ ス テー トメ ント で よい と き は 、 カ ー ソ ル を 30 の 
「3」 の と ころ に 持っ て 行っ て 、4 を 打ち rl| キ ー を 押し ます 。 
2 の 9 MUSIC"FRFRERERDRDRCCRR " 
40 MUSIC"GRGRFRFRERERDDRR" 
日 
これ で 30 番 と まっ た < 同じ 行 が も う 1 つ 、4 9 番 の 行 に 作ら れ ま し た 。 
グロ グラ ム を 見 て みみ まし ょ う 。 
LISTr 当 | 
190 MUSIC"CRCRGRGRARARGGRR " 
20 MIUSIGYIERREB 見 RERUD 和 L 了 D 全 @@RR 
3 の 90 MUSIC"GRGRFRFRERERDDRR" 
49 MUSIC'"GRGRFRFRERERDDRR" 
(@⑱】< 


どう で す 。 4 9 番 の 行 が きち ん と で き て いる で し ょ う 。 
次 の 5 9 番 の 行 は 1 の 番 の 行 と まっ た 〈 同 じ で よい の で す が 、 ど うす れ ば よい で し ょ うか ? そう 
で す 。 1 9 の 「 ] 」 の と ころ に カー ソル を 持っ て 行っ て 5 と 打っ て rl| キ ー を 押せ ば よい の で す 。 
5 の 9 MUSIC"CRCRGRGRARARGGRR " 
IMO MUSIC"FRFRERERDRDRCCRR" 
3 の 0 MUSIC"GRGRFRFRERERDDRR" 
40 MUSIC"GRGRFRFRERERDDRR" 
Ok 
次 の 6 0 番 の 行 は 20 番 の 行 と まっ た 〈 く 同じ で す 。 い まち ょ うど 、 カ ー ソ ル が 20 の 「2」 の と こ 
ろ に 来 て いま すね 。 そ の 位置 で 6 と 打っ て rl| キ ー を 押し て くだ さい 。 
5 の 9 MUSIC"CRCRGRGRARARGGRR" 
6 IMUS1GTEHRER REHRRBWRNDRIDRGOGRBT 
BI9 MUSIC"GRGRFRFRERERDDRR" 
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4 の 0 MUSIC"GRGRFRFRERERDDRR" 
Ok 
ブロ グラ ム の 上 に カー ソル が あり 、 プ ログ ラム を 書き 換え て し まう 恐れ の ある と き は 、 陣 置 キ ー を 
使っ て 画面 を 消し て し まい まし ょ う 。 
SHFT キー を 押し な が ら 、 陣 中 キ ー を 押し て みて くだ さい 。 画面 が すっ か りき れい に な り ま し た ね 。 
ciCN グロ グラ ム を 人選 で が かま しょう 。 
IST 
10 MUSIC"CRCRGRGRARARGGRR" 
2 の 0 MUSIC"FRFRERERDRDRCCRR" 
3 の 0 MUSIC"GRGRFRFRERERDDRR" 
40 MUSIC"GRGRFRFRERERDDRR" 
S の 0 MUSIC"CRCRGRGRARARGGRR" 
6 の 9 MUSIC"FRFRERERDRDRCCRR " 
Ok 
これ は 「 キ ラキ ラ 星 」 で だ れ も が 知っ て いる 有名 な 曲 で す が 、 こ の まま この プロ グラ ム を 実行 する 
と 、 テ ン ポ が 非常 に 遅い な が ら も 曲 が 流れ ます 。 
RUNri 
音楽 を 途中 で 止め た いと き は 、[sHiFr] キ ー を 押し な が ら 、[EREAK] キー を 押し て くだ さい 。 一般 的 に 、 
実行 中 の プロ グラ ム を 止め る に は 、[sHFr ] キ ー を 押し な が ら 、[EREAk] キー を 押し ます 。 
曲 の テン ポ を 速く する に は 、 曲 の テン ポ を 指定 する ステ ー ト メン ト を 入れ ます 。 
5 TEMPO300r 遇 | 
つい で に 、 画 面 を 消す ステ ー ト メン ト と 、 タ イト ル を 表示 する ステ ー ト メン ト も 入れ まし ょ う 。 
3 CLSrM 
4 PRINT" キ ラキ ラボ シ " ェ 


人 
3 @E る 
4 PRINT" キ ラキ ラボ シリ " 
5 TEMPO300 
19 MUSIC"CRCRGRGRARARGGRR" 
20 MUSIC"FRFRERERDRDRCCRR" 
39 MUSIC"GRGRFRFRERERDDRR" 
49 MUSIC"GRGRFRFRERERDDRR" 
59 MUSIC"CRCRGRGRARARGGRR" 
69 MUSIC"FRFRERERDRDRCCRR" 
Ok 
行 番号 を 揃え て 、 
RENUM| 
OK 
末 半 ee 
19 CLS 
20 PRINT" キ ラキ ラボ シ " 
3 の 9 TEMPO300 
4 の 9 MUSIC"CRCRGRGRARARGGRR" 
59 MUSIC"FRFRERERDRDRCCRR" 
69 MUSIC"GRGRFRFRERERDDRR" 
79 MUSIC"GRGRFRFRERERDDRR" 
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8 の 9 MUSIC"CRCRGRGRARARGGRR" 
9 の 9 MUSIC"FRFRERERDRDRCCRR" 
Ok 


走ら せ て みる と 、「 キ ラキ ラ 星 」 が 演奏 され ます 。 


4.3 文字 の 挿入 
ここ で 、 タ イト ル の 「 キ ラキ ラボ シ 」 を 画面 の 中 央 に 表示 し た いと き は 、 タ イト ル を 書く 位置 を L 
OCATE と いう キー ワー ド を 使っ て 指定 し ます 。 
「15 LOCATE1 2 , 1 2r 当 |」 と 、1 5 番 の 1 行 を 入力 し て も よい の で す が 、 2 0 の 番号 
と PRINT の 間 に 「LOCATE 1 2 , 1 2 : 」 を 挿入 し て も 同じ アプ ログ ラム に な り ま す 。 
まず カー ソル を PRINT の 「P」 の と ころ に 持っ て 行き まき しょう 。 そ し て 、[sar]+| 問 | キー を 
1 2 回 押す (Lsmr] を 押し た まま | 雇 | キ ー を 1 2 回 打つ ) と 、 カ ー ソ ル の ある P 以 降 が 1 文字 ずつ っ 計 
1 2 文字 分 右 に ずれ 、 挿 入 す る スペ ー ス が あき ます 。 
29 [PHRINT" キ ラキ ラボ シ " 
0 
カー ジル 
NM 
2 の PRINT" キ ラキ ラボ シ " 
1 
カー ジル 
ここ で 「LOCATE 1 2 , 1 2 : 」 と 入力 し て 、 ト | キー を 押す と 挿入 修正 し た 2 0 番 の 行 が 入 
力 さ れ ま す 。 
20 LOCATE 12*12:P 湯 NT キキ ウキ が ボ 2 
3 0 arereheiataianeiae:e 
プロ グラ ム を 確か め て み ま し ょ う 。 
LIST 
LO 6@ 上 5S 
2 の OOA YE 2 。12 :PBRIHINT "キラ キタ 送 『 
3 の TEMPO300 
490 MUSIC"CRCRGRGRARARGGRR" 
S59 MUSIC"FRFERERERDRDRCCRR " 
60 MUSIC"GRGRFRFRERERDDRR" 
70 MUSIC'GRGRFRFRERERDDRR" 
8 の 9 MUSIC"CRCRGRGRARARGGRR " 
990 MUSIC"FRFRERERDRDRCCRR" 
Ok 
さっ そく 実行 し て み ま し ょ う 。 画面 に 「 キ ラキ ラボ シ 」 と 表示 され て 音楽 が 流れ ます 。 


4.4 文字 の 削除 
1 る 
1 の @ES 
2 の LOOATE12,.12:PRINT" キ ラキ ラボ シ " 
3 の TEMPO300 
4 の MUSIC"CRCRGRGRARARGGRR" 
5 の MUSIC"FRFRERERDRDRCCRR" 
69 MUSIC"GRGRFRFRERERDDRR" 
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7 の 9 MUSIC"GRGRFRFRERERDDRR" 
69 MUSIC"CRCRGRGRARARGGRR" 
990 MUSIC"FRFRERERDHRDRCCRR" 


「LOCATE 1 2 , 1 2」 を 消し た いと き は 、 ま ず 、 カ ー ソ ル を 消し た い 文字 の すぐ 後ろ 、 こ こ 
で は PRINT の 「P」 の と ころ に 持っ て 行き ます 。 そ し て 、| 記 | キ ー を 1 2 回 打つ と 、 カ ー ソ ル の 
左 隣り の 文字 が 1 文字 ずつ 計 1 2 文字 消さ れ 、 そ れ に 続く 文字 の 「PR I NT……」 を 引っ 張っ て き 
ます 。 ここ で [ 訓 キ ー を 押す と 、 削 除 修正 し た 行 が 入力 され ます 。 

20 LOCATE1 2 , 12: 上 RINT" キ ラキ ラボ シリ" 
1 
\ カー ソル 


20 PRINT" キ ラキ ラボ シリ " 


回 の 0 
1 
カー ツル 
sHiET | キー を 押し な が ら [ 距 キー を 押し て 画面 を 消し て か ら 、 プ ログ ラム を 確か め て み ま し ょ う 。 
ISTe 員 | 
jj の GIIS 


20 PRINT" キ ラキ ラボ シ " 

3 の 0 TEMPO300 

40 MUSIC"CRCRGRGRARARGGRR" 
S90 MUSIC"FRFRERERDRDRCCRR" 
60 MUSIC"GRGRFRFRERERDDRR" 
70 MUSIC"GRGRFRFRERERDDRR" 
89 MUSIC "CRCRGRGRARARGGRR" 
9 の 90 MUSIC"FRFRERERDRDRCCRR" 


これ まで 簡単 な 例 を 示し な が ら 、 プ ログ ラム の 編集 に つい て ほん の 触り の 部 分 を 説明 し まし た 。 
これ で プロ グラ ム を 作る と いう こと が 、 ど の よう な こと な の か 、 あ る 程度 お わか り に な られ た と 思 
いま す 。 
巡 プロ グラ ム の 編集 方 法 (その 2) 如 
] . カ ー ソ ル は カー ソル キー を 使っ て 自由 に 移動 で きる 。 
届 カ ー ソ ル を 上 へ 移動 する 。 
カー ソル を 下 へ 移動 する 。 
= 引 カ ー ソ ル を 左 へ 移動 する 。 
| に] カー ソル を 右 へ 移動 する 。 
2 . 文字 を 挿 人 する に は 
補 カ ー ソ ル を 挿入 し た い 部 分 に 持っ て 行っ て 、 [siFr ] 二 | 識 |] キー を 押し 、 カ ー ソ ル の 右 に 空白 部 
分 を 作っ て か ら 行 な いま す 。 
3 . 文字 を 削除 する に は 
カー ソル を 削除 し た い 部 分 の すぐ 後に 持っ て 行っ て 、| 距 | キー を 必要 な だ け 押 す 。 
4 . 画面 を きれ い に す る に は 
[smT ] 二 | 嗣 キー を お す 。 (=CL Sr 当 ) 
(L sr ] 十 owl は 「[sHiFr | キー を 押し な が ら | 直 財 キー を 押す 」 の 意味 で す ) 
ーーー ニ ーーーー ニ ーー ニーーー ーー バタ EZ と 水 光 
いま まで 出 て きた 基本 的 な コマ ンド に つい て まとめ て み ま し ょ う 。 


と 
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1 .CL Sr 画面 を きれ い に す る 。 

2 .NEWri 記録 され た プロ グラ ム を 消す 。 

き 。 記録 され て いる プロ グラ ム を 画面 に 表示 する 。 
4 .RUNLH ブロ グラ を 実 春 ずる 。 

5 . RENUMr| プロ グラ ム の 行 番号 を つけ な お す 。 
6.DELETE n-mrll| プログラム の n 番 か ら m 番 まで を 消す 。 


BASIC プ ログ ラム を 作成 する と き に 、 誤 っ て 隣り の キー を 押し て し まっ た り 、 途 中 の 文字 を 抜 
か し て し まっ た りす る 場合 が あり ます 。 ま た 、 行 や ステ ー ト メン ト を 新しく つけ 加え た り 、 今 まで あ 
っ た も の を と っ て し まっ た りす る 編集 作業 を する こと が あり ます 。 こ の よう な 時 の た め に 、 い ろ い ろ 
な スク リー ン エ ディ タ (画面 編集 ) 機能 が 用 意 さ れ て いま す 。 


5.1 基本 的 な 編集 機能 
1) カ ー ソ ル の 移動 
文字 を 修正 し た い 時 に は 、 その 修正 箇所 まで カー ソル を 移動 させ ます 。 カ ー ソ ル を 移動 きせ る に は 
以下 の カー ソル コン トロ ー ル キー を 使用 し ます 。 

| を 押す と カー ソル は 右 へ 移動 し ます 。 画面 の 右端 に カー ソル が ある と き に この キー を 押す と 1 
つ 下 の 行 の 左端 に 移動 し ます 。 ま た 、 画 面 の 一 番 下 の 行 の 右端 に カー ソル が ある と き に この キ 
ー を 押す と 、 画 面 は 1 行 上 へ スク ロー ル (巻き あがり ) し 、 カ ー ソ ル は 一 番 下 の 行 の 左端 に 移 
動 し ます 。 

を 押す と カー ソル は 左 へ 移動 し ます 。 画面 の 左端 に カー ソル が ある と き に この キー を 押す と カ 
ー ソ ル は 1 つ 上 の 行 の 右端 に 移動 し ます 。 ま た 、 画 面 の 一 番 上 の 行 の 左端 に カー ソル が ある と 
き に この キー を 押し て も 、 カ ー ソ ル は 画面 の 右端 に 移動 し ます 。 
を 押す と カー ソル は 上 へ 移動 し ます 。 画面 の 一 番 上 の 行 に カー ソル が ある と き に この キー を 押 
し て も カー ソル は 移動 し ませ ん 。 
を 押す と カー ソル は 下 へ 移動 し ます 。 画面 の 一 番 下 の 行 に カー ソル が ある と き に この キー を 押 
す と 画面 は 1 行 上 へ スク ロー ル (巻き あがり ) し ます 。 

通常 キー ボー ド の キー を 押し 続け る と 同じ 文字 ある い は 同じ 動作 が 継続 し て 入力 され ます (リピ ー 
ト 機能 ) 。 カ ー ソ ルコ ント ロー ルキ ー も 押し 続け る と 押し て いる 間 カ ー ソ ル が 連続 し て 移動 し ます 。 
REPEAT OFFr 避 | と 入力 する こと に より 、 こ の リピ ー ト 機能 は な く な り 、1 文字 ずつ し か 受 
け 付 け な く な り ま す 。 再度 リピ ー ト 機能 を は た ら か せる に は REPEAT ONrl| と 入力 し ます 。 

カー ソル を 瞬時 に ホー ム 位 置 (画面 の 左上 隅 ) に 移動 させ る に は | 貢 計 キー を 押し ます 。 ま た [shiFr 
| 移 財 (LSEr ] キ ー を 押し な が ら | 陣 席 キー を 押す ) を 押す と テキ スト 画面 が すべ て 消さ れ 、 カ ー ソ ル 
は ホー ム 位 置 に 移動 し ます 。 た だ し 、 記 憶 き れ た プロ グラ ム は 消え て いま せん の で L 1 S Tr と す 
れ ば 画面 に 表示 で きま す 。 
(2) 文 字 の 削除 

文字 の 削除 を 行なう 場合 に は 、 削 除 し た い 文 字 の 次 の 文字 に カー ソル を 移動 させ た 後 、| 距 | キー を 
mp 
(3) 文 字 の 挿入 

文字 の 挿入 を 行う 場合 に は 、 文 字 を 挿入 し た い 位置 の 次 の 文字 に カー ソル を 移動 させ た 後 [sHiFr ] 十 
識 |! キ ー を 押し ます 。 こ の 場合 、 カ ー ソ ル か ら 右 の 文字 列 が 右 へ 移動 し 、 カ ー ソ ル 位 置 に は スペ ー ス 
(空白 ) が で きま す 。 こ の スペ ー ス 位置 に 追加 し た い 文 字 を 書き 込み ます 。 

この よう な スク リー ン エ ディタ 機能 を 用 いて プロ グラ ム の 訂正 を 行なっ た 場合 に は 、 各 行 番号 の 文 
の 訂正 が 終わ る 度 に 、 必 ず キ ャ リッ ジリ ター ン キ ー (|) を 押し て くだ さい 。 こ れ に より 、 画 面 に 
表示 され て いる ステ ー ト メン ト の 文字 列 が プア ログラム と し て メイ ン メ モリ ー に 登録 され ます 。 
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( 例 )「19 PLIINT CHS (65)」 を 「19 PRINT CHR$(65) 」 に 訂正 
する 場合 次 の よう に し て くだ さい 。 [は カー ソル を 示し ます 。 
條 の 民 皮 LUNT 選民 抽 (65) 自 | 
と | キー を 押し て カー ソル を 「[,」 の 位置 に 移動 さ 付 R| キー を 押し ます 。 
1 の PRIIINT CH$ (65) 
っ | キー を 押し て カー ソル を 次 の 「1 」 の 位置 に 移動 させ | 皿 キ ー を 押し て 「1」 を 1 文字 削 
除 し ます 。 
19 PRIINT CH$S (65) 
| *| キー を 押し て カー ソル を 「$」 の 位置 に 移動 させ [ar]+ | 引 | キ ー を 押し て 「H」 と 「$ 
」 の 間 に 1 文字 分 の スペ ー ス を 作り ます 。 
10 PRINT CHILIS (65) 
思 ] キー を 押し て 「H」 と 「$」 の 間 に 文 字 「R」 を 挿入 し ます 。 
0 E レ 忌 区 届 天 CHR| 還 | (6 5) 
< 引 | キ ー を 押し て プロ グラ ム を メイ ン メ モリ へ 登録 し ます 。 
以上 の スク リー ン エ ディ タ 機 能 を 利用 し て プロ グラ ム の 修正 は 行 な た を ます が 、 画 面 編集 を より 効率 
よく 迅速 に 行なう た め に 、 さ ら に 便利 な 機能 と し て 次 の よう な 機能 が 用 意 さ れ て いま す 。 


5.2 知っ て いる と 便利 な 編集 機能 
(1) カ ー ソ ル の 移動 . 
〇 水平 TAB 

画面 の 初期 状態 で は 水平 TAB 位 置 は 画面 左端 か ら 8 文 字 単 位 に 設定 され て いま す 。 [g] キー を 
押す と カー ソル は 現在 位置 か ら 次 の 水平 TAB 位 置 (初期 状態 で は 8 文字 右 ) へ 瞬時 に 移動 し ます 。 
この 機能 を 利用 する と 、 文 字 の 始ま り 位置 を 統一 する こと が 容易 に 行 な た な ん ます 。 ま た 、 水 平 TAB 位 
置 は 表示 画面 内 で 任意 に 設定 で きま す 。 ま ず 、 設定 され て いる TAB 位 置 を 取り 消す 場合 に は その 取 
り 消 す 水 平 TAB 位 置 へ カー ソル を 移動 させ [crer + 取 | キー を 押し ます 。 逆 に 新しく 水平 AB を 
設定 する 場合 に は 、 設 定 し た い 水 平 位置 に カー ソル を 移動 させ [crr ] +|T| キー を 押し ます 。 
( 〇 1 ワー ド 単 位 で の カー ソル 移動 

[crmr ] 二 F| キー を 押す と カー ソル は 現在 位置 より 右 ( 先 ) に ある ワー ド の 先頭 に 移動 し ます 。 ま 
た 、LcrRL] +[B] キー を 押す と カー ソル は 現在 位置 より 左 ( 後 ) に ある ワー ド の 先頭 に 移動 し ます 。 
ここ で 、 ワ ー ド と は 空白 、 英 記号 を 除く 連続 し た 文字 列 の こと で す 。 た だ し 、 コ ロン (: ) は ワー ド 
と みな され ます が 、zr は ワー ド と は みな され ませ ん 。 
(2) 文 字 の 削除 
( 〇 カー ソル 位置 か ら そ の 行 の 終わ り ま で の 削除 
erRL | 二 選 | キー を 押す と カー ソル 位置 か ら その 行 の 終わ り ま で の 文字 が 削除 され ます 。 こ の 後 で 
キャ リッ ジリ ター ン キ ー を 押す こと に より プロ グラ ム が 修正 され ます 。 
( 〇 カー ソル の ある 位置 以降 の 画面 クリ ア 
LcrRL ] |Z| キー を 押す と カー ソル 位置 以降 の 画面 を すべ て クリ ア し ます 。 
(3) 文 字 の 挿入 

文 の 途中 で 何 文字 か 挿入 し た い 場 合 に は 、 文 字 を 挿入 し た い 位 置 の 次 の 文字 に カー ソル を 移動 させ 
crer ] 寺 及 | キー を 押し ます 。 こ れ で 、 イ ン サ ー ト モー ド に 設定 され 、 そ れ 以 後に 入力 され た 文字 が 
カー ソル 位置 に 表示 され る と 共に カー ソル より 右 の 文字 列 が 右 へ 移動 し て いき ます 。 イ ン サ ー ト モー 
ド を 解除 する に は [crmr ] +[S| キー (BREAK と 同じ ) を 押し ます 。 ま た 、 カ ー ソ ルコ ント ロー ル 
キー や キャ リッ ジリ ター ン キ ー を 押し て も イン サー トモ ー ド は 解除 され ます 。 ま た 、 イ ン サ ー ト モー 
ド 時 に | 時 | キー を 押し て 文字 を 解除 し て も イン サー トモ ー ド は 解除 され ませ ん 。 
(4⑭) 行 の 分 割 

1 行 の 内 容 を 2 行 に わた る よう に 書き 直し た い 場 合 に は 、 区 切り た い 箇 所 へ カー ソル を 移動 させ 、 
er ] | | キー を 押す と 、 カー ソル か ら そ の 行 の 終わ り ま で の 文 が 、 自 動 的 に メイ ン メ モリ か ら 削 
除 さ れ 、 次 の 行 へ 移動 し ます 。 移 動 し た 行 の 先頭 に 行 番号 を つけ て キャ リッ ジリ ター ン キ ー を 押せ ば 
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これ まで の 1 行 の 内 容 が 2 行 に わた っ て 書か れ ま す 。 

( 例 ) 次 に 示す 行 番号 5 9 で 定義 され て いる プロ グラ ム を C 1 RCLE 文 と PAINT 文 に 分 離し て 
みみ ま ル し ょ う 。 

5 の 9 CIRCLE(199,1090) ,59,1: 還 AINT (1 の 9 の 9,1009) , 

HEXCHR$S ("AAOOAAOOAAO の ") , 1 

カー ソル を PAINT 文 の 「P」 の 位置 に 移動 させ [crmr ] [| キー を 押し ます 。 す る と P 

AI NT 文 以降 が 次 の 行 へ 移動 し ます 。 

8 GRGEE 60 の の ⑳ 。 1 の (00 , 59,。W: 

回 AINT (199 の , 1 の) ,HEXCHR$S ("AA の 0AAO の AA の 0") ,1 


smr ]+ [ 問 | キ ー を 押し て PA INT 文 の 前 に 行 番号 を 挿入 する た め の ス ペー ス を 作り 、 行 
番号 6 0 を 入力 し ます 。 


5 の で 各 馬 6 で 才 民 CK10O。100 ,BW, 1 : 
6 の 9 PAINT (1 の 9,100 の ) ,HEXCHR$S ("AA の O の AA の OOAAOO の ") , 1 
キャ リッ ジリ ター ン キ ー ェ | を 押し て 行 番号 6 0 の 文 を プロ グラ ム と し て メイ ン メ モリ へ 登 
録 し ます 。 
(5) 行 の 結合 
2 行 に わた る 文 を 1 行 に 納め た い 場 合 に は 、 行 の 結合 機能 を 利用 し ます 。 [cr ] +[W| キー を 押す 
と 、 カ ー ソ ル の ある 水平 1 行 と 次 の 1 行 と が 結合 され ます 。 よ っ て 2 行 に わた る 文 が 1 行 と し て 扱わ 
れ 、 こ れ ま で の 2 行 の 文 と 文 の 間隔 は | 忠 | キ ー を 押し て 文字 を 削除 する こと に より つめ る こと が で き 
ます 。 結合 す る 2 つの 行 の うち 前 の 1 行 の 文 が 画面 の 数 行 に わた る と き に は 、 カ ー ソ ル を その 文 1 行 
内 の 最 下 行 に 移動 させ て [CTR ] +[IW| キー を 押し て くだ さい 。 
( 例 ) 次 に 示す 行 番号 5 0 と 6 0 の で 定義 され て いる プロ グラ ム を 1] つの 行 番号 の 文 に まとめ て み ま し 
よう 。 
IS CIRCLE (199,10909) ,50,1: 
6 PAINT (100,100) ,HEXCHRS ("AAO の AAOOAAOO") , 1 
行 番号 5 の の ライ ント 上 に カー ソル を 移動 させ [crRr] |W| キー を 押し ます 。 こ れ に より 行 番 
号 5 の と 60 の 文 が 結合 され まし た 。 こ の 時 点 で は まだ 、 メ イン メモ リ へ は 登録 され て いま せ 
ん 。 
語 の 6@U G 選 (00 10⑳00 。89。1 ユ : 
6 0 AINT (199 , 199) ,HEXCHR$ ("AA の の AAO0AAO の 0 の ") ,1 
カー ソル を PAINT 文 の 「P」 の 位置 に 移動 させ | 避 キ ー を 押す と PA 1I NT 文 が 左 へ 移 
動 し 画面 左端 まで 移動 し ます 。 さ ら に 押し 続け る と ] 行 上 の 50 行 の 画面 右端 より PAINT 
文 が 現われ ます 。C I RCLE 文 の 右 に PA I NT 文 を 並べ た 時 点 で キー を 押し ます 。 
59 QIRKCLE(10 の .10⑳0) ,B の O,1:BRINT (1 の の, 1 の 99) , HEXO 
R$ ("AA の 0 の AAO の AAOO") , 1 日 
これ に より 、 文 番号 5 9 の に CIRCLE 文 と PAINT 文 が プロ グラ ム と し て メイ ン メ モリ 
へ 登録 され まし た 。 し か し 文 番 号 6 9 に は まだ PA INT 文 が 残っ た 状態 と た な っ て いま す の で 
文 番号 6 の の 文 を 消す 必要 が あり ます 。 
司 め 。、CUHRCTLECO0 。 1 の 0 90, 1 : EETRNT (1 の ⑳ , 1 の 00 , 還 昌光 CR 
R$ ("AA の の AAO の AAOO") , 1 
6 の 9 過 
文 番号 6 9 の み を 入力 し て キャ リッ ジリ ター ン キ ー を 押す こと に より 文 番号 6 9 の プロ グラ 
ム が メイ ン メ モリ か ら 削 除 さ れ ま す 。 以 上 に より 2 つの 行 番号 で 定義 され て いた プロ グラ ム が 
] つの 文 番号 内 に 定義 され まし た 。 
(6) 文 字 の コピ ー 
本 機 は 画面 に 表示 され て いる 文字 を その まま 別 の 場所 に コピ ー し て 表示 する 機能 を 持っ て いま す 。 
コピ ー を する に は まず 、 コ ピー する 文字 を 表示 し た い 場 所 に カー ソル を 移動 し [coey1 キ ー を 押し ます 。 
カー ソル は 点滅 を 停止 し 静止 し た 状態 に た な り ま す 。 こ こ で 、 カ ー ソ ルコ ント ロー ルキ ー を 押す と 、 更 


止 し た カー ソル 位置 か ら 点 滅 し た カー ソル が 現われ ます 。 こ の カー ソル を コピ ー し た い 文 字 の 先頭 ま 
で 移動 させ ます 。 [| キー を 押す と 、 点 滅 し た カー ソル 位置 に ある 文字 が 点滅 を 停止 し た カー ソル 位 . 
置 へ コピ ー さ れ 、 両 カー ソル は 右 へ 移動 し ます 。 コ ピー を 終了 する に は 再度 [copyl キ ー を 押し ます 。 
この コピ ー 機 能 に より コピ ー 表 示す る 行 は 水平 1 行 に の み 有 効 で す 。 次 の 行 に わた る 必要 が ある 場 
合 に は 以上 の コピ ー 操 作 を 再度 行なっ て くだ さい 。 
また 、 こ の [copyl キ ー は 次 の よう に プリ ンタ へ の 画面 コピ ー 機 能 を 持っ て いま す 。 
sHiFT | 二 - [copyl1 キ ー を 押す と テキ スト 画面 の み を プリ ンタ に コピ ー し ます 。 
we 十 [copy|! キ ー を 押す と グラ フィ ッ ク 画 面 の み を プリ ンタ に コピ ー し ます 。 
CTRL | 填 [copy| キ ー を 押す と テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 を アリ ンタ に コピ ー し ます 。 
(⑦⑰ 行 間 へ の 新しい 行 の 追加 
表示 画面 の 行 と 行 の 間 を ひろ げ 新 し く 行 を 追加 し た い 場 合 に は 、[ 宰 -]」 キ ー あ る い は [k ] キ ー を 使用 
し ます 。[ 補 | キー を 押す と カー ソル の ある 行か ら 上 の 行 が 1 行 上 に スク ロー ル し ます 。 ま た 、[ 店] キ 
ー を 押す と カー ソル の ある 行か ら 下 の 行 が 1 行 下 に スクロール し ます 。 こ れ に より 、 行 と 行 の 間 が ひ 
ろ げ られ 新しい 行 を 追加 で きま す 。 た だ し 、 次 の 項 (8) に 示す よう に 、 エ ディ ッ ト モ ー ド で は これ ら の 
キー の 働き が 異な り ま す 。 
(8jEDIT 機 能 
プロ グラ ム を 実行 させ た 場合 、 プ ログ ラム に 何ら か の エラ ー が ある と 、 エ ラー の 種類 と その エラ ー 
が 生じ た 行 番号 を 表示 し て 実行 が 中 断 さ れ ま す 。 こ の よう な 場合 ED IT 文 を 使用 する こと に より ェ 
ラー の 発生 し た プロ グラ ム の 修正 を 能率 よく 行 な を ます 。 例 えば ED 1 T . と 入力 する と 、 エ ラー の 
発生 し た 行 を 画面 に 表示 し て 、 カ ー ソ ル は その 行 の 先頭 に 表示 され 、 エ ディ ッ ト モ ー ド に 入り ます 。 
エディ ッ ト モ ー ド で は [中 | キー ある い は [kw キー を 使用 する こと に より 、 巻 き 物 を 見 る よう に 、 画 面 
に 表示 され て いる 文 の 前 後 を 表示 で きま す 。 こ の 機能 を 利用 し て 、 訂 正す る 文 を 画面 に 表示 させ 訂正 
し ます 。 エ ディ ッ ト モ ー ド を 解除 する に は [saFr] 十 陣 記 キー ある い は [SHFT ] 二 [BREAk] キー を 押し て く 
7 だ き 人 Se 
エディ ッ ト モ ー ド で [ 補 また は [ 問 &] キー を 使用 し て 、 プ ログ ラム を 画面 全体 に 表示 し て スク ロー ル 
し て いる 状態 で 新しく 行 を 追加 する に は [ermr] 二 了 | ある い は [crmr ]+ 了 ] キ ー を 使用 し て 画面 に 空白 
部 分 を 作成 し て か ら 行 番号 付 文 を キー 入力 し 、 最 後に キャ リッ ジリ ター ン キ ー を 入力 し て くだ さい 。 
また 、EDTIT 機 能 は エラ ー が 発生 し た 時 の み で な く 、 プ ログ ラム 作成 後 、 プ ログ ラム の 見 直し を 
行なう 場合 に 便利 で す 。L 1 ST 文 の 実行 で も プロ グラ ム の 見 直し は で きま す が 、 画 面 上 部 へ 消え て 
いっ た 行 を 表示 する に は 再度 L,. 1 ST 文 を 実行 する 必要 が あり ます 。 
ED 1 征 文 は 次 の 形式 で 表わし ます 。 


2 

n… 行 番号 

。… 演 り オ ド (.) に は エラー が 発生 し て と き の 行 番号 が 入り ます 。 
(9) 行 番号 の 整理 


プロ グラ ム を 修正 し て 行 を 取り 除い た り 、 新 し い 行 を 追加 する と 行 番号 が ば ら ば ら に な り ま す 。 こ 
の よう な と き 、RENUM 文 を 使用 し て 行 番号 を 整理 する こと が で きま す 。RE NUM 文 は 次 の 形式 
で 表わし 、 旧 行 番号 m で 指定 し た 行 以降 の 行 番号 を 新 行 番号 ? で 始ま る 行 番号 に 増分 n で 付け 換え ま 
す 。 この 場合 、 プ ログ ラム 内 の GOTO 文 な ど で ジ ャ ンプ する 行 番号 も 新しい 行 番号 に 書き 換わり ま 
す 。 


RENUM 〔 (1〕 , 〔m〕 , 〔n〕) 〕 


] … 新 行 番号 。 省 略す る と 1 0。 
m… 旧 行 番号 。 省 略す る と プロ グラ ム の 最初 の 行 。 ( ] ミ m) 
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n… 増 分 。 省略 する に 遇 0⑳。 


5.3 全角 文字 の 編集 

本 機 は 一 般 の 英 数 カナ 文字 に 加え て 、 日 本 語文 字 も 簡単 に テキ スト 画面 に 表示 する こと が で き 、 プ 
ログ ラム 文 内 で も 日 本 語文 字 を 使用 で きま す 。 た だ し 、 標 準 解像度 モー ド ( 縦 200 ラ イン 表示 モニ タ 
用 ) で テキ スト 画面 が 40X 25、40X20、80X25、80X20 行 モー ド 時 に は 日 本 語文 字 は 表示 で きま せん 。 
一 般 の 英 数 カナ 文字 が 1 バイ トコ ー ド で 表わさ れ て 半角 文字 と 呼ば れる の に 対し て 、 日 本 語文 字 は 2 
バイ トコ ー ド で 表わさ れ 全 角 文 字 と 呼ば れ 、 文 字 の 大 き さ も 英 数 カナ 文字 の 水平 方 向 が 2 倍 の 大 き さ 
で 表示 され ます 。 

プロ グラ ム を 編集 する 際 に 、 全 角 文 字 は 半角 文字 と 取り 扱い 方 や セカ ー ソ ル の 動作 が 異な り ま す 。 以 
下 に 、 全 角 文 字 の 編集 方 法 に つい て 説明 し ます 。 
(1) 全 角 文 字 の 表示 

プロ グラ ム の 作成 中 に 全角 文字 を 使用 する 場合 に は 、 ま ず [GrsL ] + lewl キー を 押し て 日 本 語 入力 モ 
ー ド に し ます 。 画面 の 最 下 行 に 変換 フィ ー ル ド が 表 わ れ ます の で 、 表 示 し た い 全 角 文 字 を 指定 し て キ 
ャ リッ ジリ ター ン キ ー を 押す と カー ソル 位置 に 指定 し た 全角 文字 が 2 桁 (1 桁 は 半角 文字 1 文字 分 を 
示し ます ) の 大 き さ で 表示 され ます 。 再 度 [rmc] + [rw] キー を 押す と 日 本 語 入力 モー ド が 解除 され ま 
す 。 日 本 語 入力 モー ド に 関し て は 「9 章 . 日 本 語 処理 」 の 項 を 参照 し て くだ さい 。 
(2) 全 角 文 字 上 の カー ソル の 移動 

カー ソル コン トロ ー ル キー| =| を 操作 し て カー ソル を 全角 文字 上 に 移動 する と カー ソル は 全角 文字 
全体 を 覆 う 大 き さ に 変わ り ま す 。 こ れ は 全角 文字 の 1 桁 目 に カー ソル 位置 が ある こと を 示し ます 。 も 
う 1 回 |<| キー を 押す と その 全角 文字 の 右 半分 の み の 大 き さ に 変わ り ま す 。 こ れ は 全角 文字 の 2 桁 目 
に カー ソル 位置 が ある こと を 示し ます 。 こ の よう に 、 全 角 文 字 列 の 中 で は | *| キー を 2 回 押す こと に 
より カー ソル は 1 文字 進み ます 。 カ ー ソ ル を |+=| キー に より 戻す 場合 に は カー ソル は この 逆 の 動作 を 
行い ます 。 
(3) 全 角 文 字 の 削除 

全角 文字 の 削除 を 行う 場合 に は 、 削 除 し た い 全 角 文 字 の 次 の 文字 に カー ソル を 移動 (次 の 文字 が 全 
角 文 字 の 場合 に は カー ソル 位置 は その 文字 の 前 半 で も 後半 で も か まい ませ ん ) させ た 後 、| 距 | キー を 
押し ます 。 こ の 場合 、 カ ー ソ ル の 左 に ある 全角 文字 が 削除 され カー ソル か ら 右 の 文字 列 が 左 へ 1 文字 
分 (2 桁 ) 移動 し ます 。 
(4) 全 角 文 字 の 挿入 

文字 列 の 途中 に 全角 文字 を 挿入 する 場合 に は 、 挿 入 し た い 位置 の 次 の 文字 に カー ソル を 移動 (次 の 
文字 が 全角 文字 の 場合 に は 、 カ ー ソ ル 位 置 は その 文字 の 前 半 で も 後半 で も か まい ませ ん ) させ た 後 、 
[smir ]+ | 講 | キ ー を 2 回 押し ます 。 こ の 場合 、 カー ソル か ら 右 の 文字 列 が 右 へ 2 桁 移動 し 、 全 角 文 字 
] 文字 分 の スペ ー ス が で きま す 。 こ の スペ ー ス に 追加 したい 全 角 文 字 を 書き 込み ます 。 
(5) 全 角 文 字 の 修正 

入れ まち が えた 全角 文字 を 正しい 全角 文字 に 置き 換え た い 場 合 に は 、 ま ちがっ た 全角 文字 の 前 半 の 
位置 に カー ソル を 移動 させ た 後 、 正 し い 全 角 文 字 を 入力 し ます 。 も し 、 カ ー ソ ル が 全角 文字 の 後半 に 
あっ た 場合 に 新しく 全角 文字 を 入力 する と 、 修 正 し た い 全 角 文 字 の 次 に ある 文字 を 消し て し まい ます 。 
この よう な 機能 を 利用 し て プロ グラ ム の 訂正 を 行なっ た 場合 に は 各行 番号 の 文 の 訂正 が 終わ る 度 に 、 
必ず キャ リッ ジリ ター ン キ ー (r|) を 押し て くだ さい 。 こ れ に より 、 画 面 に 表示 され て いる ステ ー 
トメ ント の 文字 列 が プロ グラ ム と し て メイ ン メ モリ に 登録 され ます 。 

( 例 ) 「10 PRINT" 本 日 語 の 文 を 使い ます 。"」 を 

「10 PRINT' 日 本 語文 字 を 使い ます 。 " 」 に 訂正 する 場合 次 の よう に し て くだ さい 。 

[は カー ソル 位置 を 示し ます 。 
1 の PRINT" 本 日 語 の 文 を 使い ます 。『" 
こ | キー で カー ソル を 「 本 」 の 位置 まで 移動 し ます 。 

1 の PRINT" 林 旧 語 の 文 を 使い ます 。 " 
[epyj キ ー を 押し た 後 、 点 滅する カー ソル を 「 日 」 の 位置 に 移動 させ て | キー を 押し て 「 日 」 
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を 「 本 」 の 位置 


1 の PRINT" 日 国語 の 文 を 使い ます 。" 
キー を 押し て 日 本 語 入 力 モ ー ド に し た 後 、 全 角 文 字 、 ロ ー マ 字 入力 、 音 訓 変換 


SHIFT | 十 


1 


XFER 


10 PRINT" 日 本 語 の 及 使 いま す 。" 


e| キ ー を 1 回 押し て 「 の 」 を 削除 し ます 。 


10 PRINT" 日 本 調 区 を 使い ます 。 " 


| | キー を 2 回 押し て カー ソル を 「 を 」 の 位置 に 移動 させ ます 。 


1 の PRINT" 日 本 語文 半 使 いま す 。" 


SHiFT + | 距 | キ ー を 2 回 押し て 41 


10 PRINT" 日 本 語文 || 使い ます 。" 


日 本 語 入力 モー ド の 状態 で 、 山 | 、 と 入力 し て 「 字 」 を 指定 し て [ 紹 


す 。[ SHiFr 


十 ml キー を 押し て 日 本 語 入力 モー ド を 解除 し ます 。 
1 9 NSR 証文 字 陸 使 いま す 。 " 


| キー を 押し て 修正 し た プロ グラ ム を メイ ン メ モリ へ 登録 し ます 。 


に コピ ー し た 後 、 再 劇 cory 村 一 を 押し て コピ ー モ ー ド を 解除 し ます 。 


モー ド に な っ て いる こと を 確認 し て 国 、【Q| 、 区 、 回 と 入力 し て 「 本 」 を 指定 し て 、 
| キー を 押し ます 。 
1 の PRINT" 日 村 還 の 文 を 使い ます 。" 

キー を 4 回 押し て カー ソル を 「 文 」 の 位置 に 移動 させ ます 。 


「 を 」 の 間 に 全 角 文 字 1 字 分 の スペ ー ス を 作り ます 。 


キー 空 押し ま 


間 et 


以下 に コン トロ ー ル コー ド の 一 覧 表 を 示し ます 。 な お む お 下 の 表 で [crmE] 二 入 は [crRL」 キ ー を 押し な が ら 
條 キー を 押す こと を 意味 し ます 。 


T 


CTEREt | コー ド 処 理 内 容 

@⑨ 2 0 ダミ 

A ま た は a | の 1 | イン サー トモ ー ド 1) に する 。 解除 は [REAxl また は | で 行なえ る 。 
B ま た は b の 2 | 現在 の ワー ド 2) の 先頭 に カー ソル を 戻す 。 

G ま た は o 93 [| 実行 を 停止 する 。 ( ニ [sHiFT ] 十 [gRAk] ) 

D ま た は d の 4 画面 な ど を 標準 の 状態 に 戻す 。 (=INIT) 

E ま た は e の 5 現在 の カー ソル 以降 1 行 を 消す 。 

F ま た は { の 6 | 次 の ワー ド の 先頭 に カー ソル を 戻す 。 

3 また は gd の 7 ビー プ 音 を 鳴ら す 。 (= ニ BEEP) 

H ま た は h | の 8 | 1 文字 分 消し て 戻る 。 (=| 器 |) 

1 また は i | の 9 | 水平 タ 々 ビュ レー ショ ン を 行なう 。(= Ag] ) 

員 ま だ 必 3 の ⑰A | 現在 の カー ソル 以降 を 次 の 行 に 分 ける 。 

K ま た は k | の B | カー ソル を 画面 の ホー ム 位 置 に 移す 。 (= | 貞 叶 ) 

丘 ま た は 1 0 ご | テキ スト 画面 を 消去 する 。 (=[smr] 二 | 衣 | ) 

M ま た は m | の 9D | キャ リッ ジリ ター ン を する 。 (= 本 | ) 

N ま た は n ⑳E | 現在 の カー ソル か ら 上 を 上 方 向 に スク ロー ル す る 。 (=[ 宮 」) 
〇 また は o ⑰F | 現在 の カー ソル か ら 下 を トト 方 向 に スク ロー ル す る 。 (=[ s ] ) 
P ま た だ は ほ わ 1 0 CS 一 

〇 また は q 昌 』 実行 の 一 時 停止 を 解除 する 。 

選 ま た だ 飛 昌光 空白 を 挿 信 する 。 (=[ SsHiFT | 十 | 上 | ) 

S ま た は 13 | 実行 を 一 時 停止 する 。 3) ( = [BREAkI ) 

下 ま 写 紅 14 | 水平 タビ ュ レ ーション 位置 の 新た な 設定 を 行なう 。 
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GT 暴 上 証 


U り また は u 
V ま た は で Y 
W ま た は ww 
XX ま た は x 
まだ は y 
選 ま だ は z 
【 
\ 
] 


ダミ ー。 

ダミ ー。 

現在 の カー ソル が ある 行 と 次 の 行 を つない で 1 つ に する 。 
ダミ ー。 

現在 の カー ソル 位置 の 水平 タビ ュ レ ーション の 解除 を 行なう 。 
現在 の カー ソル より 下 の テ キス ト 画 面 を すべ て 消去 する 。 


カー ソル を 右 へ 移動 する 。 (=| ご 
カー ソル を 左 へ 移動 する 。 (=| = 
カー ソル を 上 へ 移動 する 。 (=| # |) 
カー ソル を 下 へ 移動 する 。 (=| 』 |) 
画面 の 背景 色 を 黒 (透明 ) に する 。 (=COLOR , 0) 
画面 の 背景 色 を 青 に する 。 (=COLOR , 1) 
画面 の 背景 色 を 赤 に する 。 (=COLOR , 2) 


画面 の 背景 色 を マゼンタ に する 。 (=COLOR , 3) 
画面 の 背景 色 を 緑 に する 。 (=COLOR , 4) 
画面 の 背景 色 を シア ァ アン に する 。 (=COLOR , 5) 
画面 の 背景 色 を 黄色 に する 。 (=COLOR , 6) 
画面 の 背景 色 を 白 に する 。 (=COLOR , 7) 


ト ょ の 〇 の の 心 の 〇 O いい ビ ぐ S 


文字 ゲラ フィ ッ ク の 人 色 を 黒 (透明 ) に する 。 (=COLOR 0 の) 
文字 グラフィック の 色 を 青 に する 。 (=COLOR 1) 
文字 ゲ グラフィック の 色 を 赤 に する 。 (=COLO 呈 2) 
文字 ゲ グラフィック の 色 を マゼンタ に する 。 (=COLOR 3) 
文字 グラ フィ ッ ク の 色 を 緑 に する 。 (=COLOR4) 
文字 グラフィック の 色 を シア ァ ン に する 。 (ーCODQOR 55 
文字 グラフィック の 色 を 黄色 に する 。 (=COLOR6) 
文字 グラ フィ ッ ク の 色 を 白 に する 。 (=COLOR 7) 


^O 〇 の の 心 の 〇 OD い ビビ 人 6 


キャ ラク タ ゼ ネ レ ー タ の ROM〆RAM を 切り 換え る 。 (=CGE N) 
文字 を 点 滅 モー ド と ノー マル モー ド と に 切り 換え る 。 (=CFLASH) 
三 文字 を 反転 モー ド と ノー マル モー ド と に 切り 換え る 。 (=CREV) 


※ へ 


] ) イン サー トモ ー ド (insert mode) 挿入 し た い 文 字 キ ー を 押す た びに 、 カ ー ソ ル か ら 右 の 部 分 
が 自動 的 に 右 に 移動 し て 、 キ ー ボ ー ド か ら 入 力 し た 文字 が 挿入 され る モー ド 。 

2) ワー ド (word) 隙間 の な い 英 数 字 の 文字 列 を いい ます 。 

3) プロ グラ ム の 実行 中 は 、 キ ー を 押し て いる 間 だ け 停 止 し 、 キ ー を 離す と 再び 実行 を 開始 し ます 。 


2 草 
フリ ー エ リア に つい て 
| 宗重 本 RM 


本 機 で は 、C じ PU に Z80 の AA を 採用 し て いま す 。 し た が っ て 、 メ イン メモ リ は 64K バ イト の メモ 
リ 空間 を 持っ て いま す 。 こ の うち 、BASTC イ ンタ ー プ リタ に 使用 し て いる 領域 を 除い た 残り の 部 
分 が フリ ー エ リア に な り ま すず す 。 

この フリ ー エ リア の 領域 に アロ グラ ム や デー タ が 格納 され る わけ で す が 、 そ れ ら が フリ ー エ リア よ 
り 大 きく な る と メモ リ が 足り な く 《 く なり " 〇 Out of memory "エラ ー に な り ま す 。 

し た が っ て 、 大 き な プ ログ ラム を 走ら せ た り 、 多 量 の デー タ を 扱う た め に は 、 大 き な フ リー エリ ア 
を 確保 する こと が 必要 で す が メ イン メモ リ は 6 4KK バ イト と 制限 され て いま す の で 、 こ の 中 で フリ ー 
ェ リ ア を 増やそ うと する と 、BAS 1]C を 小さ くす る し か あり ませ ん 。 

し か し 、BAS TIC を 小さ くす る と 、 そ の 分 機能 が 減り 、 か えっ て 使い に くい も の に な っ て し まい 
ま 6 

そこ で 、 本 機 で は グラ フィ ッ ク VRAM を 変数 領域 と し て 使用 で きる よう に し 、 そ の 分 メイ ン メ モ 
リ の プロ グラ ム 領 域 を 増やし 、 フ リー エリ ア の 増大 を 図っ て いま す 。 


1 。 プ 一 エエ り デ アデ 

本 機 の 々 モリ は BIO 〇 OSROM、 メ イン メモ リ 、 グ ラフ ィ ッ ク VRAM な どか ら 構 成 さ れ て いま す 。 

BAS 1 ご は 、 こ の うち の メイ ン メ モリ に ロー ド さ れ 、 残 り の 領域 に プロ グラ ム テ キス ト や プロ グ 
ラム に 使用 され る 変数 が 置か れ 通常 この 部 分 を シフ リー エリ ア と いい ます 。 

し か し 、 フ リー エリ ア は 、 プ ログ ラム の 実行 前 と 実行 後 や ヤグ ラフ ィ ッ ク VRAM を 変数 に 使う か 否 
か な ど に よっ て 異な り ま す 。 

を こ で 、 や う 少 セラ リー ェ リ ア だ つい で 詳し く 見 で MS く と だし ます 。 


1.1 BAS 1TC の 起動 直後 

BAS 1C を 起動 し た 直後 は メイ ン メ モリ に は BASIC シ ステ ム と それ に 必要 な ワー ク な ど が と 
られ る だ け で す 。 ま た 、 グ ラフ ィ ッ ク VHRAM は 変数 と し て 使用 され る モー ド と な っ て いま す の で 、 
図 一 1 の よう 区 な り ま ず 。 


1.2 プロ グラ ムロ ー ド 後 (実行 前 ) 

プロ グラ ム を ロー ド す る と BAS TIC シ ステ ム の 後ろ に プロ グラ ム テ キス ト が 置か れ ま す 。 し た が 
っ て 、 フ リー エリ ア は メイ ン メ モリ か ら BASTIC シ ステ ム ワ ー ク エリ ア 、 プ ログ ラム テキ スト を 除 
いた 部 分 と 、 グ ラフ ィ ッ ク VRAM の 部 分 で 図 - 2 の よう に な り ま す 。 


1.3 プロ グラ ム 実 行 後 

プロ グラ ム を 実行 する と プロ グラ ム テ キス ト の 後ろ に プロ グラ ム で 使用 され る 変数 が と られ ます 。 
また VD IM 命令 を 使っ て いれ ば 、 グ ラフ ィ ッ ク VRAM に も 変数 が と られ ます 。 

この 場合 の フリ ー ェ リア は 図 - 3 で 示す よう に プロ グラ ムロ ー ド 後 の フ リー エリ ア か ら さ ら に 変数 
ェ リ ア を 除い た 部 分 に な り ま す 。 
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の "マイ や セル 


4 グラ フィ ッ ク HALM を 変数 
高 解像度 グラ フィ ッ ク を 
に 使用 され 、 変 数 を 格納 す 
格納 する こと は で きま せん 
これ ら の 場合 、 メ イン メ 
図 - 1 BAS1IC 起 動 直 
2 1 
BASIC 
ファ イル 用 バッ ファ 
FAC 
ルー チン 
図 -2 プロ グラ ムロ ー ド 後 (実行 前 
| 
BASIC 


_ 


図 -3 プロ グラ ム 実 行 後 


BASIC 


VDIM 変 数 領域 


プ 品 グラ ム テ キス ト 


ファ イル 用 バッ ファ 


変数 領域 


// 
| 


FAC 


・FAC と は 演算 処理 時 に 使用 され る ワー クエ リア で す 。 
・ フ ァイル 用 バッ ファ は ファ イル を アク セス する 際 に 使用 され る バッ ファ で MAXFILES 


命令 に より 確保 され る 大 き さ が 異な り ま す 。 


オプ ショ ンス クリ ー ン と フリ ー エ リア 

グラ フィ ッ ク VRAM を どの よう な 用 途 で 使用 する か を 決め る に は 〇 OPTION SCREEN と 
いう 命令 を 使い ます 。 

O 〇 OPTION SCREEN で 定義 され る スク リー ン モ ー ド は 全部 で B つ あり 、 〇 OPTION S 
CREEN 9~-OPTION SCREEN 4 で 設定 し ます 。 

この うち 、 グ ラフ ィ ッ ク VRAM を 変数 領域 と し て 使用 で きる の は OPTION SCREEN 
1 と OPTUDON SCREEN 2 で 、 そ れ 以 外 は すべ て グラ フィ ッ ク ま た は 外部 記憶 と し ます 。 
(1)OPTION SCREEN 0 (OPTION SCREEN 1 


BASIC BASIC 


⑱OPT1ON SCHEEN 2 OPTION SCEREEN 3 


BASIC BASIC ーー 


MEM 0 : 変数 G MEM 1 : 


ーー! 


OPTION SCREEN 4 


BASIC 


MEM 0 : MEM 1 ・ 


さば は グラ フィ ッ ク 描 画 用 
IMEMO : , MEM 1] : は デバ イス 名 を 示し ます 。 
(1)OPTION SCREEN 69 
グラ フィ ッ ク VRAM の バン ク の 、 バ ンク 1] と も グラ フィ ッ ク の 描画 に 使用 され ます 。 
その 結果 、 グ ラフ ィ ッ ク と し て は 次 の 画面 モー ド で 使用 で きま す 。 


64 の 9 の x400 ] 画面 32 の 9 の x400 2 画面 
640x384 1 画面 32 の 90x384 2 画面 
64 の 9 の X200 2 画面 329x200 4 画面 
64 の 9x192 2 画面 32 の 9 の x192 4 画面 


この モー ド で は VDIM、VDIM CLEAR、INIT"MEMO の :"、INIT"MEM1 
:・” の 命令 を 実行 し よう と する と "Bad scoreen mode" エ ラー と な り ま す 。 
また 、 変 数 、 プ ログ ラム 領域 と し て 使用 で きる の は メイ ン メ モリ 上 の み で す 。 
(OPTION SCREEN 1 
グラ フィ ッ ク VRAM の バン ク の ⑳⑰ は 、 グ ラフ ィ ッ ク 描 画 用 と し て 使用 し 、 バ ンク 1] を 変数 領域 と し 
て 使用 し ます 。 
画面 モー ド と し て は 、 
6409x200 ] 画面 3290x200 2 画面 
64 の 9x192 ] 画面 320x192 2 画面 
と な り 、 ス クリ ー ン の 解像度 は 制限 され ます が 、VD 1 M 命 令 に より グラ フィ ッ ク エ リア に 変数 を 
確保 する こと が で きま す 。 
この モー ド で の フリ ー エ リア は メイ ン メ モリ 上 の 領域 と グラ フィ ッ ク VRAM の バン ク 1 を 合せ た 
部 分 と な り ま す 。 
(80⑨⑩BU TNGONR SORIRWEINN タ 
グラ フィ ッ ク VRAM の バン ク ⑳ は グラ フィ ッ ク 描 画 用 と し て 使用 し 、 バ ンク 1] を 外部 記憶 と し て 
使用 し ます 。 
し た が っ て 、 フ リー エリ ア は メイ ン メ モリ 上 の 領域 と グラ フィ ッ ク VRAM の バン ク 1 を 合せ た 部 
分 と な り ま す 。 
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この モー ド で は VDTIM、VDIM CLEAR、INIT"MEMO : "は 使用 で きま す が 、1 
NIT "MEM1] :" と する と "Bad screen mode" の エラ ー と な り ま す 。 
(4OPTION SCREEN 3 

グラ フィ ッ ク VRAM の バン ク ⑳ は グラ フィ ッ ク 描 画 用 と し て 使用 し 、 バ ンク 1 を 外部 記憶 と し て 
使用 する モー ド で す 。 

プロ グラ ム テ キス ト 、 変 数 は 共に メイ ン メ モリ 上 に の み 確 保 さ れ ま す 。 

(5OPTION SCREEN 4 

グラ フィ ッ ク VRAM の バン ク ⑳、 バ ンク 1 共に 外部 記憶 用 と し て 用 いま す 。 

プロ グラ ム テ キス ト 、 変 数 は 共に メイ ン メ モリ 上 に の み 確 保 さ れ ま す 。 


クラ フィ ッ ク 措 画 と 外部 記憶 
OPTION SCREEN 2、3、4 の モー ド で は グラ フィ ッ ク VRAM を 外部 記憶 と し て 使 
用 で きま す が 、 こ の メモ リ 上 に グラ フィ ッ ク デ ー タ を 描画 する こと も 可能 で す 。 
すなわち 、 次 の 点 に 注意 すれ ば 、 グ ラフ ィ ッ ク VRAM を 外部 記憶 と し て 設定 し た 場合 で も 、 グ ラ 
フィ ッ ク を 描画 する こと も で きま す 。 
また 、48K バ イト の うち も 一 部 を 外部 記憶 と し て 、 フ ァイル を 格納 し 、 残 り を グラ フィ ッ ク 描 画 に 
する こと も 可能 と な り ま す 。 
(1) グ ラフ ィ ッ ク VRAM を 外部 記憶 と し て 、 設 定 し た 場合 、W I DTH 命 令 で メモ リ の 内 容 が クリ ア 
され る こと は あり ませ ん 。 
(2) グ ラフ ィ ッ ク VRAM に 対し 、I NTITT 命 令 を 実行 する と 、 グ ラフ ィ ッ ク VRAM に は メモ リ 管 理 
の た め の デ ー タ が 書き 込ま れ ま す 。 
(3 外部 記憶 と し て 、 使 用 し た 場合 で も 、 グ ラフ ィ ッ ク 命 令 に よっ て 、 グ ラフ ィ ッ ク を 描画 で きま す の 
で 、 フ ァイル と 共存 し て 使用 する 場合 は 注意 が 必要 で す 。 
た と えば QTLS 人 命令 な ど に よっ て ラテ ァ イ 光 を こわ さき さ な ⑱ ま うに し で くだ さい 。 
ファ イル は グラ フィ ッ ク VRAM の 上 位 ア ドレ ス ( 青 の メ モリ ) か ら 順 に 書き 込ま れ て いき ます の 
で 、 上 位 16K バ イト に ファ イル を 格納 し 、 残 り 32KK バ イト ( 赤 と 緑 ) を グラ フィ ッ ク に 使う と 
いう こと や 可能 で すず 。 


ら 器 | 日 本 語 入 力 と フリ ー エ リア 


BAS 1IC を 起動 し た 時 点 で は 、 日 本 語 入 力 は 音 訓 入力 モ ー ド に な っ て いま す 。 音 訓 入 力 モ ー ド で 
は 音 訓 辞書 を ディ スク か ら 読 み 込ん で 変換 を 行ない ます の で 、 音 訓 辞書 を アク セス する た め の ル ー チ 
ン が 必要 で す 。 

この ルー チン は メイ ン メ モリ 上 の F 0 0 0 日 番地 か ら F 3FF 日 番地 を 使用 する た め 、 

CLEAR &HFO の 00 
と な っ て いま す 。 
し た が っ て 、 音 訓 変 換 を 使用 し な い 場合 に は 、 
CLEAR &HF400 
と する こと が で きま す の で 、 フ リー エリ ア が 1 KK バイ ト 増 加 し ます 。 


本 機 の BAS 1IC ご は ゲー ム 、 ビ ジネス 、 教 育 用 な ど あ ら ゆ る 用 途 に 対応 で きる た め 、 ひ じょう に 多 
く の 命令 を 含ん で いま す 。 

その 結果 、 短 い ス テッ プ で 豊富 な 処理 を 扱う こと が で きま す 。 

し か し 、 実際 の プロ グラ ム で は すべ て の 命令 を 使用 し て いる わけ で は あり ませ ん 。 

た と えば 、 外 部 デバ イス に ディ スク し か 使わ な い プ ログ ラム で は カセ ッ ト の 命令 や RS-232C 
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の 命令 は 不要 で す 。 そ れ ら の 命令 に 使用 し て いる メモ リ 領 域 を ユー ザー 用 の フリ ー エ リア と すれ ば よ 
り 大 き な プ ログ ラム や デー タ が 扱え ます 。 

そこ で 、 プ ログ ラム で 使用 し な い 命 令 を 削除 し て フリ ー エ リア を 確保 し よう と する 場合 に 使わ れる 
の が NE WON 命 令 で す 。 

この 命令 に よっ て BAS 1 ご C を ある 程度 カス タマ イズ する こと が で きま す 。 

NE WON で 削除 され る 命令 群 は 1 9 の レベ ル が あり の て 9 の 番号 で 指定 し 番号 が 小さ く な る ほど 
レベ ル は 高く な り ま す 。 

レベ ル の 高い 番号 を 指定 する と それ より 低い レベ ル の 命令 群 は すべ て 削除 され ます 。 

た と えば 、NEWON の 0 と する と NEWON の ~NEWON 9 の すべ て の 命令 が 削除 され ます 。 

NEWON 命 令 で 一 度 削除 され た 命令 は BOO 〇 T 命 令 ふ も し く は 1I PL リセ ッ ト で 再度 BAS1IC を 
起動 し な い 限 り 使 用 で きま せん 。 

( 例 ) 


省 略 | すべ て の コマ ンド 、 ス テー トメ ント 、 関 数 な ど 使用 可 


MIRROR$S , KANTII$S,DTL ,RANDOMIZE,WAIT, 
9 RETLTST、KLLST KBUP CANVAS LAYER . TVPW, 
CHANNEL , VOL 


8 VERIEY,/LOADD "CAS: "CMT CMT 開 際 , HEW。 
SD 上 世 1 呈 に 1T APBS 


・COM: "ON COM GOSUB ,COM ON/OFF ノ STOP , 


PS ON PAT UERN 0 ROL 和 の 8 の RI の OU E 。8U IMK , 
出羽 1 プ 。 EEUS 人 BOOP 。 ん THT 選 遇 。 展 UN"T 。 旨 ws" 

6 CRT,ON KEY GOSUB , KEY ON ノ /OFF ノ STOP 
ON TIME$ GOSUB,TIME$ ON/ZOFF ノ ZSTOP 

5) MKDIR ,CHDIR ,RMDIR ,HDOFF , SET,NAME , FPOS 

4 MOUSE , MOUSE 関 数 , HCOPY 

3 GET の PUT の ,. COGPATS DEVIS, DEVOS , DPOUT 
OMSGOMLE 導 OOPY 
USH は ST 。 思 是 屋 届 B 。 馬上 時 NM AUTNO , DL 。 

2 出 RON WRCOEEJ SAW SBAROR。 KUEL/ OONP : 
エラ ーー メッセー ジ 

1 選 志 誠 MUSIC TEMPO SOUND OBIL AGK 

⑰ WINDGOW,/LUNE。 PSET。PRESET CTROLHB。 BOY 。 
内 INT。SYMBOL POINT ,PRWJCTLLCK NEWON 
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置 s 罰 | フリ ー エ リア の 大 き さ を 確認 する に は 
フリ ー エ リア は F RE 関数 に よっ て 内 容 を 確認 する こと が で きま す 。 
F RE 関数 は 
FRE (n) 
と いう 書式 で 書く こと が で き 、n の 値 が 1] の と き メ イン メモ リ の フリ ー エ リア 、n の 値 が 2 の と き グ 
ラフ ィ ッ ク VRAM の フリ ー エ リア 、n の 値 が の の と き 、 そ れ ら の 合計 が この 関数 の 値 に な り ま す 。 


る 曹 
ファ イル に つい て 
RI 


「 フ ァイル 」 と は 、 日 常 、「 書 類 な どの 情報 を バイ ンダ ー な ど に と じ た も の 」 の 意味 で 使わ れ て い 
ます が 、BAS IT ご C の 「 フ ァイル 」 も これ と ほとん ど 同 じ 意 味 を も っ て お り 、 違 う の は 、 情 報 を 記録 
し て お くも の が 「 バ イン ダー」 で は な く 、「 電 気 や 磁気 に よる 記憶 装置 (デバイス) 」 に な っ て いる 
7 計 GE ボ ら 

ファ イル は 、 一 つの 単位 と し て 取り 扱わ れる 関連 し た レコ ー ド (reoord) か ら 成 り 、 そ こ に 、 
プロ グラ ム や デー タ の 集合 が 記録 され ます 。 


ファ イル は 、 ア クセ ス 1) の 仕方 に よっ て 、 シ ー ケ ン シ ャ ル ア ク セス ファ イル と ラン ダム アク セス 
ファ イル に 分 類 さ れ ま す 。 
1) アク セス (aooeg sg) メモ リ や 1 ジ O 〇 を 読み 書き する こと は 、 す ず すべて アク セス と いい 
ます が 、 こ こ で は 、「 フ ァイル を 読み 書き する 」 の 意味 で 使用 し て いま す 。 


2.1 シー ケン シャ ル ア ク セス ファ イル 

ファ イル 中 の デー タ が 書き 込ま れ た 順に 並ん を で むり 、 デ ー タ を 読み 書き する 際 に は 、 先 頭 か ら 順 番 
に し か で き な い よう な ファ イル の こと を 、 シ ー ケ ン シ ャ ル ア ク セス ファ イル と いい ます 。 

一 般 に 、 こ の ファ イル で は デー タ が 順序 良く 並ん で いて 、 無 駄 が あり ませ ん が 、 特 定 の デー タ だ け 
を 読み 込む こと は で きま せん 。 そ の た め 、 デ ー タ の 内 容 を 変更 する 場合 は 、 内 容 を 変更 し な い デ ー タ 
も 順に 読み 出し 、 処 理 を 行なっ た 後 、 別 の ファ イル に 書き 込ま な けれ ば な り ま せん 。 


2.2 ラン ダム アク セス ラフ ァイル 

ファ イル 中 の 特定 の デー タ を 内 容 の イン デック ス に よっ て 、 直 接 そ の 記憶 位置 を 指定 し て 読み 書き 
で きる よう 選 な っ で いる ファ イル を ぞ 、 ラ ンダ ム ア ク セス ファ イ 光 た us い MS まず 。 

この 場合 、 デ ー タ は 1] レコ ー ド (256 バ イト ) 単位 で 読み 書き され ます 。 

この ファ イル で は 、 任意 の デー タ を 指定 で きる の で 、 シ ー ケ ン シ ャ ル ア ク セス ファ イル で は で き な 
か っ た 、 特 定 の デー タ の 変更 、 追 加 、 削 除 を する こと が で きま す 。 


Oo  。 . .. 


バイ ンダ ー に と じ た フ ァイル は 書棚 に し まっ て 整理 する よう に 、 コ ンピュータ で も 、 フ ァイル を 
「 デ バイ ス 」 と 呼ば れる 書棚 に し まっ て 整理 し ます 。 
デバ イス に は 、 次 の よう な も の が あり ます 。 


*・ ウ ロッ ピ ピー ディズ タタ ウネ ク ジョ レイ テレ 公 
^ 迷 形 トド デー ジジ ・ キ ー ボ ー ド 

"グラ フィ ッ ク タメ モリ > グリ ジグ 

・ 外 部 メモ リ (EMM) SNR eS 


ツー ド デ ザ スウ 


書棚 に し まっ て ある ファ イル に は 見 出し を 付け て お く よ う に 、 デ バイ ス に し まっ て ある ファ イル に 
も 名 前 が 付け られ て いま す 。 

さら に ファ イル を 探し や すい よう に 名 前 な どの 情報 は ディ レク トリ と よ ば れる 場所 に まとめ て 書か 
れ て いま す 。 

ファ イル の 管理 は この ディ レク トリ に よっ て 行なわ れ て いま す が 、 本 機 で は それ を 階層 ディ レク ト 
リ と 呼ば れる 方 法 に よっ て 行なっ て いま す 。 

以下 階層 ディ レク トリ に つい て 説明 し ます 。 

現在 、 パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ の 記憶 媒体 と し て 、 フ ロッ ピー ディ スク が 多く 使わ れ て お り 、 比 較 
的 安価 で 持ち 運び に 便利 な た め 、 保 存する ファ イル の 数 が 増え る と 、 何 枚 か の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 
分 け て 記録 し 、 そ れ ぞ れ に イン デック スシ ー ル を 貼っ て 区 別 す る よう に し ます 。 と ころ が 、 バ パード デ 
ィ ス ク の よう に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 30 枚 分 も の デー タ を 扱え る デバ イス で は 、 1 台 の 中 に すべ て の 
ファ イル を 保存 する こと が で きま す 。 こ の よう に 、 何 枚 も の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 分 け て 行なっ て い 
た こと を 1] つの ハー ド デ ィ スク で 行 な む うと する と 、 フ ァイル の 管理 上 問題 が 生じ て きま す 。 
た と えば 、 デ ィ ス ク に 入っ て いる ファ イル の リス ト を 見 る た め に FTILIES コ マン ド を 実行 する と 
し ます 。 こ の と き 、 フ ァイル の 数 が 1 の 9 や 2 0 で あれ ば 、 そ の 中 か ら 目 的 の ファ イル を 見 つけ 出す こ 
と は それ ほど 苦 に な り ま せん が 、 フ ァイル の 数 が 1 9 90、29 の 0 の と な っ た 場合 は 、 考 えた だ け で も 探 
す 意 欲 が な く な っ て し まい ます 。 

そこ で 考え 出さ れ た の が 階層 ディ レク トリ と 呼ば れる ファ イル の 管理 方 法 で す 。 


HH ディ レク トリ 

ディ レク トリ と いう の は 、 デ ィ ス ク の 中 に 記憶 され て いる ファ イル の 登録 筐 の こと で 、 ち ょ うど 本 
の 目次 に 当たり ます 。 す な わ ち 、 デ ィ ス ク に お いて 、 フ ァイル 名 や その 種類 、 属 性 、 デ ィ ス ク 上 の 位 
置 、 サ イズ 、 作 成年 月 日 な た など ファ イル に 関す る 情報 が 書か れ て いる 部 分 を いい ます 。 

FILES コ マン ド を 実行 する と 、 こ の ディ レク トリ を 参照 し て 、 そ の 中 に 含ま れ て いる ファ イル 
名 の 一 覧 表 が 表示 され ます 。 


4.2 単 層 デ ィ レ クト リ 
従来 の ファ イル の 管理 は 、 デ ィ ス ク ] 枚 に 1 つの ディ レク トリ 、 す な わ ち 、 下 図 の よう な 単 層 で 行 
疫 札 まし た 。 


oi 


この と き 、F 1 LES も を 実行 する 上 フ ァイル 1 、 ラ ァイル 。、…*… > ファ イ ル の すさ で て の ファ イル 
名 が 一 度 に リス ト さ れる こと に な り ま す 。 


4.3 階層 ディ レク トリ 
容量 の 大 き な デ バイ ス 上 の ファ イル を 効率 的 に 管理 する た め に 考え 出さ れ た も の が 、 下 図 の よう な 
木 構 造 を も つ 階 層 デ ィ レ クト リ で す 。 


た と えば 、 国 内 の と いう 病院 の 電話 番号 を 電話 帳 を 使っ て 調べ る 場合 を 考え ます 。 日 病院 が 東京 
都 千 代田 区 に あっ た と する と 、 ま ず 東 京都 2 3 区 の 電話 帳 が 必要 と な り ま す 。 電話 帳 は 個人 別 の も の 
と 職業 別 の も の と に 分 か れ て いま す が 、 病 院 を 調べ る 場合 は 職業 別 の も の を 使い ます 。 次 に 電話 帳 の 
目次 か ら 病院 の 項 の ペー ジ を 調べ 、 そ の ペー ジ を 開き ます 。 す る と 、 病 院 名 と 住所 、 電 話 番号 が 列記 
し て あり ます が 、 各 区 ご と に 項目 が 分 か れ て いま す 。 そこ で 今度 は 千代 田 区 の 項目 を 探し 出し 、 さ ら 
に その 項 の と ころ に 列記 し て ある 病院 の 中 か ら 日 病院 を 探し 出し 、 電 話 番号 を 知る こと が で きま す 。 
つま り 、 日 病院 の 電話 番号 を 見 つけ る まで の 経路 を 示す と 、 

電話 帳 の 山 一 一 東京 都 一 一 職業 別 一 一 病院 一 千代 田 区 一 日 病院 
と どなり ます 5 

この 例 を 、 階 層 デ ィ レ クト リ に 当て は め る と 、 東 京都 、 職 業 別 、 病 院 、 千 代田 区 が ディ レク トリ に 

対応 し 、 是 病院 と いう の が ファ イル に 対応 し ます 。 
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本 機 の 階層 ディ レク トリ で は 階層 の 経路 を 表わす の に スラ ッシュ ( プ ) を 使用 し ます 。 
し た が っ て 前 記 の 例 は 次 の よう に 表わさ れ ま す 。 
グ 東 京都 職業 別 プ 病院 千代 田 区 ブ 
この と き フ ァイル に あたる 日 病院 に た どり 着く まで の 経路 を パス と いい 、 デ ィ レ クト リ を で 区 切 
っ た 
グ 東 京都 職業 別 の 病院 千代 田 区 
を パス 名 と いい ます 。 
また 階層 ディ レク トリ の 木 構造 の 最上 部 の ディ レク トリ の こと を ルー トディ レク トリ と 呼び 、 先 頭 


の "ノリ" が ルー トディ レク トリ を 指し て いま す 。 


4.4 ディ レク トリ の 作成 方 法 
ディ スク の イニ シャ ライ ズ を 行なう と ディ レク トリ が 初期 化 さ れ フ ァイル は すべ て 消去 され ます 。 


こめ 状態 で E 1 本選 全 コ マ ンド を 実 入 ず る と 、 (ディ スク ドラ イダ ] なら FI1LES" 1 : "上 
一 @⑥a-ugrteYS8 活 mge 
Pa R。 mamg。 "※ 8 グー 


と 表示 され ます 。 
この 表示 は ディ スク 上 に ルー トディ レク トリ の み が 存 在 し て いる こと を 示し て いま す 。 


に oo 


ここ に 新しく ディ レク トリ を 作成 する 場合 、MKD 1I R と いう コマ ンド を 使用 し ます 。 
た と えば 、 ル ー ト ディ レク トリ の 下 に FRANCE と いう ディ レク トリ を 作成 する 場合 、 
MKDIR"FRANCE",| 


必 し 旧 る 
FRANCE 


さら に 、」 有 APAN と いう ディ レク トリ を 追加 する 場合 は 、 
MKDIR"jJAPAN" 


を 実行 し ます 。 
FRANCE 


も ちろ ん 、 こ こ で プロ グラ ム フ ァ イル や デー タフ ァイル (「 プ ログ ラム 、 デ ー タ ファ イル の 保存 と 
再生 」 参 照 ) を 作成 する こと も で きま す 。 
た と えば 、 適 当 な プロ グラ ム を 書い て f i ] e 1 と いう ファ イル 名 で 記録 する 場合 
SAVE"filel"r 
を 実行 し ます 。 
FILES コ マン ド を 実行 する と 、 
XX Glusftuemg。 ee 
BAEh mamm@e " 秋 ・ グ " 
Dir ネ 2 5 BURIANG 。 人 め 上 1 最 " 


大 


し 1 
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D 1 表 
Bas 
と 表示 され ます 。 


FRANCE 


FRANCE と いう ディ レク トリ の 下 に PAR TS と いう ディ レク トリ を 作る に は 、 
MKDIR"FRANCE ン PARIS" (| 
を 実行 し ます 。 


FRANCE 
PARIS 


さら に 下 の 階 層 を 作る 場合 も 同様 に " ノ " で 区 切っ て 追加 し ます 。 
MKDTIR"…… グー…… グー…… グ …… 


4.5 カレ ント ディ レク トリ の 変更 
階層 ディ レク トリ 構造 で は 各 デ ィ レ クト リ は それ ぞ れ 独立 し て ファ イル の アク セス を 行ない ます 。 


し た が っ て 、 同 じ フ ァイル 名 の ファ イル を 別々 の ディ レク トリ の 中 に 作成 する こと が で きま す 。 

ファ イル を アク セス する 場合 、 そ の ファ イル の 存在 する ディ レク トリ に 移動 し ます 。 その後 は その 
ディ レク ト り を 起点 も と し て ファ イル を 指定 する こと が で きま す 。 こ の ディ レク トリ の こと を カレ ント 
ディ レク トリ と 呼び ます 。 カ レン トディ レク トリ の 移動 に は CHDIR コ マン ド を 使い ます 。 

た と えば 、 カ レン トディ レク トリ を ルー トディ レク トリ か ら FRANCE と いう ディ レク トリ に 移 


す 場 合 、 
⑤ 財 DI IVRLNOB 
夫 実 行 し ます 。 
の 多き EL コマ ンド や を 実 行 和志 る と 、 
X 交 LuUStes # ま Pee 
Path name "メメ : グ FRANCE/" 
Dir ネ 『※ 1 紀 負 卓上 S elDANNN 


と 表示 され ます 。 


FRANCE 
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ここ で 、 プ ログ ラム を fi le2 と いう ファ イル 名 で 記録 する 場合 、 
SAVE"file2" 軸 
と し まず 。 


ここ か ら さ ら に その 下 の PAR TS と いう ディ レク トリ に 移る に は 、 
CHDIR"PARIS" 

を 容 和 人 ん まず 。 

また カレ ント ディ レク トリ を ルー トディ レク トリ に 戻す に は 、 
CHDIR "アノ " 当 

ん しま 

JAPAN と いう ディ レク トリ の 下 に TOKYO 〇 と いう ディ レク トリ を 作る に は 、 さ き ほ どの 方 法 

2 


MKDIR"JAPANZTOKYO" 
と し て も よい の で す が 、 い っ た ん カレ ント ディ レク トリ を TAPAN に 移し て か ら 作る 方 法 も あり ま 
す 。 


CHDIR"JAPAN" 過 
MKDIRYTOKYO" 過 


FRANCE 


この 状態 で PAR IS と いう ディ レク トリ の 下 に ファ イル を 作り た いと き は 、 
CHDIR" ン FRANCE ノ PARIS" (| 
を 実行 し て 、 カ レン トディ レク トリ を PARIS に 移し て か ら 、 プ ログ ラム を 作り 、 
SAVE"file3" 同 | 

と し ます 。 


うめ 


さ SSCUBnJ 本 RS を 実 合 赤 る 
XX Clusgtiers free 
Path」 name "※ ぃ メア FRRANCE/ プ PARHTSY 
Bas WS56 下す 1 きる 8 0 
と 表示 され ます 。 


4.6 ディ レク トリ の 削除 
不要 な ディ レク トリ を 削除 する に は RMD I R と いう コマ ンド を 実行 し ます 。 
今 、 カ レン トディ レク トリ を JAPAN と し て 、 そ の 下 の TOKYO 〇 と いう ディ レク トリ を 削除 す 
る 場合 、 
CHDIR"TJAPAN"r 当 
RMDIR"TOKYO" 操 
央 作 束 ま 。 
この と き デ ィ レ クト リ " TOKYO" に ある ファ イル お よび ディ レク トリ は あら か じ め 消 去 さ れ て 
いる 必要 が あり ます 。 
も し ファ イル が 消去 され て いな けれ ば K 1 L 上 」 コ マン ド で 消去 し て くだ さい 。 


ファ イル の 指定 


BASIC か ら フ ァイル を アク セス する と き は 、 シ ー ケ ン シ ャ ル ア ク セス ファ イル 、 ラ ンダ ム ア ク 
セス ファ イル の いずれ の 場合 も 、 ま ず 「 書 棚 の 所 まで 行っ て 、 使 用 し た い フ ァイル を 取り 出し 、 机 の 
上 に 運ん で 開く 」 と いう 操作 を し な けれ ば な り ま せん 。 こ の こと を 「 フ ァイル を オー プン する 」 と い 
いま すず 。 

コン ピュ ー タ に は 、 デ バイ ス と 呼ば れる 何 種類 か の 書棚 が あり 、 い くつ か の ファ イル を 同時 に 使用 
で きる よう に 、 机 が 何 台 か 用 意 さ れ て いま す 。 

ファ イル を オー プン する に は 、 書 棚 と 使用 し た い フ ァイル と 机 を 決定 する 必要 が あり ます 。 書棚 、 
使用 し た い フ ァイル 、 お よび 机 を 決定 する こと を 、 フ ァイル の 指定 と いい ます 。 

ファ イル の 指定 は 、 ど の 書棚 か を 示す デバ イス 名 、 分 類 を 示す パス 名 、 使 用 し た い フ ァイル を 示す 
ファ イル 名 、 お よび 机 を 示す ファ イル 番号 に よっ て 行ない ます 。 

ファ イル の 指定 は 、 フ ァイル ディ スク リプ タ と 呼ば れる 指定 子 に よっ て 行ない ます 。 フ ァイル ディ 
スク リプ タ は 、 次 の 書式 で 書か れ ま す 。 


" 【〔[ デ バイ ス 名 : 〕 〔 パ ス 名 〕 〔 フ ァイル 名 ] " 


人 生 ーー 入 5> の りー さき さ 。 机 り の 一介 9 9。 GA 合 
MEM の : MEM] :、EMM の 9 :-EMM9 :、CRT :、SCR: 
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慌 紀 ま 。、 上 PT SS CDM 


パス 名 1 居 1676 和 6 [ グ ] ディ レク トリ し j: パ スッ ー ド ] ディ レク トリ [ j: パスワード ]〕] グ … ン 
Pe 導 【 。 エ カス テッ ツジ aw ッ ナ ーT5 パス ダード 


( 例 ) LOAD" の: ノ FRANCE デ PARISZ 有 ile1" 


1 1 1 
デバ イス 名 パス 名 ファ イル 名 
OPEN"R" ,#]1 ,"HDO : 営業 部 : SH の 23 プ PROG1 .TST iTAKO* 


l 1 1 
デバ イス 名 2 スス 宮 ファ イル 名 


Oo 


デバ イス 名 は 、 フ ァイル の 存在 する 書棚 (デバ イス ) を 指定 する も の で 、 半 角 文 字 で 最大 4 文字 の 
文字 列 と それ に 続く コロ ン ( : ) で 表わさ れ ま す 。 
次 に 示す よう な 種類 が あり ます 。 


] 
用 途 
デバ イス 名 指定 され る デバ イス | T 
シー ケン シ | シー ケン シ | ラン ダム 入 
ャ ル 入 力 ャ ル 出 力 出力 
『 ディ スク 0 ( 3or5 イン チ 版 ) 〇 〇 | 
信 = ディ スク 3 ( 3or5 イン チ 版 ) 《⑥⑯) ( ( 〇 ) 
M ・ ディ スク 0 ( 8 イン チ 版 ) ] 〇 () 
F3 : ディ スク 3 ( 8 イン チ 版 ) 0 l ( 
† 
9 : | ハー ド デ ィ スク 0 「 ] (| 
HD3 : Ne" コック 3 () 
CAS ・ カセ ッ ト テ ー プ (3 《) 
MEMO : グラ フィ ッ ク メ モリ 0 ⑳) 〇 〇 
MEM1 : グラ フィ ッ ク メ モリ 1 〇 〇 ⑳) 
EMMO : 外部 メモ リ 0 〇 〇 (C) 
EMM9 ・ 外部 メモ リ 9 う (6 〇 
CRT : ディ スプ レイ テレ ビ 〇 
SCR : ディ スプ レイ テレ ビ ( 側 
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KEY キー ボー ド | 〇 
LPT プリ ンタ | ( 多 
通信 デバ イス 
COM : | RS-232C ポー ト | 〇 〇 | 


氷 C 〇 OM : は 特に シー ケン シャ ル 入 出力 用 と し て 使用 する こと が で きま す 。 


パス 名 は 、 ア クセ ス し よう と する ファ イル が 木 構造 を も つ デ ィ レ クト リ の うち の どこ に ある か を 示 
じ し ま が 6 
パス 名 は 、 次 の 規則 に 従っ て つけ られ ます 。 
a) パス 名 は スラ ッシュ (/) に よっ て いく つか の 階層 部 分 に 区 切ら れ て いま す 。 
グ デ ィ レ クト リグ ディ レク トリ ング 0 シバ 
b) 1 つの ディ レク トリ は 、 半 角 文 字 で 1 ~1 3 文字 の 文字 列 で 表わさ れ ま す 。 こ の と き 、 全 角 文 字 
は 、1] 文字 で 2 文字 分 と 数 を ます 。 
c) 各 デ ィ レ クト リ の 後ろ に セミ コロ ン ( : ) を つけ て 、 続 け て パス ワー ド を 指定 する こと が で きま 
す 。 パ スワ ー ド は 、 フ ァイル 内 容 の 秘密 を 守る た め の も の で 、 い っ た ん 指定 する と 、 以 後 パ スワ 
ー ド を 省略 し て ファ イル を アク セス する こと が で き な く な り ま す 。 
グ が ディ レク ドッ パ 及 一世 グ eses'eeieteis 2 
Q) デパ イス 名 、 デ ィ レ クト リ 、 セ ミコ ロン (: ) 、 ペ パスワード を 合わ せ て 、 半 角 文 字 1 28 文 字 以 
内 で な けれ ば な り ま せん 。 
デバ イス 名 : ディ レク トリ : パス ワー ド グ … の の te の 
ュー 
1 2 8 文字 以内 
パス 名 の 先頭 の スラ ッシュ ( プ ) は ルー トディ レク トリ を 指し て いま す 。 し た が っ て 、 先 頭 の ス 
ラッ シュ を 省略 する と 、 現 在 の カレ ント ディ レク トリ の 下 の デ ィ レ クト リ を 指定 する こと に な り 
の 
パス 名 の 指定 の 仕方 が 違う と き は 、「Bad file desoripter」 の エラ ー が 出 
ま 生 る 
( 例 ) 営業 鈴木 
グ 営 業 プ 鈴 木 : AYAKO プ 
グ 技 術 :T の 97 ノ 田 中 :Yoshio ン 


ファ イル 名 は 、 使 用 する ファ イル の 名 前 で デバ イス 名 で 指定 され た デバ イス 上 の どの ファ イル か を 
示し ます 。 
ファ イル 名 は 、 次 の 規則 に 従っ て つけ られ ます 。 
a) ファ イル 名 は 3 つの 部 分 に 区 切る こと が で きま す 。 
名 NL。 8 の デン ション リ | 1 パス ター ドド ) 

5) 名 前 は 、 半 角 文 字 で 1 1 3 文字 の 文字 列 、 エ クス テン ショ ン は 1] て 3 文字 で 表わさ れ ま す 。 フ 
ァイル 名 は 、 名 前 、 ピ リオ ド 、 エ クス テン ショ ン 、 セ ミコ ロン 、 ペ パス ワー ド を あわ せ て 3 1 文字 
以内 で な けれ ば な り ま せん 。 

この と き 、 全 角 文 字 は 1 文字 で 2 文字 分 と 数 えま す 。 


ペン 


に 】 


f 


ペン 


名 前 , モ エク ステ ンション : パス ワー ド 
aa 


に 
3 1 文字 以内 
c) 名 前 が 1 3 文字 より 長かっ た り 、 エ クス テン ショ ン が 3 文字 より 長い 場合 むせ よび ファ イル 名 が 
3 1 文字 を 越え た 場合 は 、「Bad file desorepter」 の エラ ー が 出 ま す 。 
dd) パス ワー ド は ファ イル の 機密 を 保持 する た め に つけ 、 い っ た ん 指定 する と 以後 パス ワー ド を 省略 
し て ファ イル を アク セス する こと が で き な く な り ま す 。 
( 例 ) TEST.Asc 
在庫 管理 .Bin 
Telephone list.Bas :KAMISAN 


WI 


ファ イル 番号 は 、 フ ァイル の オー プン 時 、 用 意 さ れる 机 の 番号 で 、 の ~ 1 5 の 整数 で 表わさ れ ま す 。 
使用 する 机 (ファ イル ) の 数 は 、MAXFILES ス テー トメ ント で 指定 する こと が で きま す 。 
( 例 ) MAXFILES 2…… 1 、2 の 2 つの 机 (ファ イル ) を 使用 する こと が で きま す 。 
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分 村 
ブログ ラム 、 デ ー タ ファ イル の 保存 と 再生 


本 機 の メイ ン メ モリ に キー ボー ド か ら 入 力 し た プロ グラ ム は 、 い っ た ん 電源 を 切る と 、 メ イン メモ 
リ 上 に は 保存 され ませ ん 。 そ こ で 、 カ セッ ト テ ー プ や ヤ や フロッピー ディ スク な ど 外 部 ファ イル へ の 保存 
が 必要 に な り ま す 。 ま た 、 プ ログ ラム 中 で 多く の デー タ を 処理 し た い 場 合 に も 、 外 部 ファ イル に デー 
タ の 保存 ・ 再 生 が 必要 に な り ま す 。 BAS 1 ご で は 、 こ の プロ グラ ム ・ デ ー タ の 保存 ・ 再 生 を それ ぞ 
れ プ ログ ラム ファ イル 、 デ ー タ ファ イル と いう 形 で 行ない ます 。 こ こ で は プロ グラ スム * デー タ の 保存 
お よび 再生 と それ に 関す る コマ ンド を 説明 し ます 。 


語 較 | プロ グラ ム フ ァ イル 


コン ピュ ー タ の メイ ン メ モリ の プロ グラ ム は 、 カ セッ ト テ ー プ や フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク な どの 外部 フ 
ァイル に プロ グラ ム フ ァ イル と し て 保存 ・ 再 生 が 可能 で す 。 そ の 保存 ・ 再 生 は 次 の コマ ンド を 使用 し 
て 行ない まず 。 


SAVE、LTIST、SAVEM、VER IFY、LOAD?、1IRNIT 
OPTION SCREEN、KILL、DEVICE、F ILES、 
LFILES、RUN、MERGE、CHAIN 


1.1 プロ グラ ム の 保存 
メイ ン メ モリ 内 の プロ グラ ム を 外部 ファ イル に 記録 する こと を 、 プ ログ ラム の 保存 (セー ブ ) と い 
い 、SAVE,LIST , SAVEM コ マン ド に よっ て 実行 で きま す 。 


SAVE 〔 "(デバ イス 名 : 〕」 ファ イル 名 " 〕 〔, A〕 


デバ イス 名 …… の :~-3: , CAS : ,MEMO : て MEM1 : ,EMM の : て EMM9 : 
FE の :…F3: ,HD の .: を 要 DSGW COM : 
メイ ン メ モリ 内 の BAS 1C じ プロ グラ ム を 指定 され た デバ イス へ 指定 され た ファ イル 名 を 付け て セ 
ー ブ し ます 。 ま た 、 最 後に 入 を 指定 する と プロ グラ ム を アス キー 形式 で セー ブ プ し ます 。 アスキー 形式 
と は プロ グラ ム を キャ ラク タコ ー ド (アス キー コー ド ) に 変更 し て セー ブ す る こと で す 。 人 を 指定 し 
な いと き が 一 般 的 な 記録 方 式 で あり 、 プ ログ ラム は 中 間 コ ー ド に 変換 され て セー ブ さ れ ま す 。 ア スキ 
ー セ ー ブ は 一 般 的 な セー プ ブ より も 多く の ファ イル 領域 が 必要 に な り ま す が 、. 後 で の べ る MERGE ュ コ 
マン ド で 使用 する こと が で きま す 。 
注意] ① フ ァイル 名 は 、 プ ログ ラム を セー ブ す る と き に ファ イル に つけ る 名 前 で す 。 名 前 は 、 英 数 
字 、 カ ナ 、 記 号 、 日 本 語 を 使用 し 半角 文字 で 1 3 文字 (2 バイ ト 文 字 は 2 文字 と し て 扱 か 
いま す ) まで で す 。 な お 、 名 前 の 中 に .『 : : : は 使用 で きま せん 。 
(グラフィック メモ リ に プロ グラ ム を セー ブ す る 場合 、 あ ら か じ め 次 の 2 つの コマ ンド を 実 
行 し て お く 必 要 が あり ます 。 
6BUL0NI SCREEN 避 .。 (ns 4) 
グラ フィ ッ ク メ モリ を 外部 記憶 装置 と し て 使用 する こと を 定義 し ます 。 そ の 場合 、n の 値 
は 2ー4 を 指定 し ます 。 詳し く は 、『BASTC リ ファ レン スマ ニュ アル 」 を 参照 し て く 
だ さい 。 
INIT"MEM の | :" 
] | 
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グラ フィ ッ ク メ モリ を イニ シャ ライ ズ し セー ブ で きる 状態 に し ます 。 ダイ レク ト 命 令 で 実 
行 し た 場合 「Are you sure? (y or n) 」 と 表示 され ます の で 区 キ 
ー を 入力 も で を だ きい 。 

ディ スク に プロ グラ ム を セー ブ す る 場合 、 デ ィ ス ク を イニ シャ ライ ズ し て お く 必 要 が あり 
ます 。 デ ィ ス ク の ユー ティ リティ プロ グラ ム を 参照 し て ぐだ さい 。 

《④ デ バイ ス 名 に COM : を 指定 し た 場合 に は 、RS 一 2 3 2 どじ ポー ト へ の プロ グラ ム の 送り 
出し が 行なわ れ ま す 。 こ の 場合 に は 、A オ プシ ョ ン を つけ な く て も アス キー 形式 で プロ グ 
ラム を 送出 し ます 。 

で は ほ 。 実際 に プロ グラ ム を セー プ し で み ま し ょ う 。 次 の グロ グラ ム を リ り 次] 一 WORIELDi と いう 
名 前 で セー ブ プ し て みる こと に し ます 。 
( 例 ] 190 INPUT "N=":N 

20 FOR P=1 TO NRN 

2 の 湯 NNUINRS KU ビデ WMJD 

40 NEXT P 

5 の 9 END 

ネプ ログ ラム を RUN す る と 、 回 数 を きい て きま すか ら 、 数 字 を 入力 し て くだ さい 。 入力 し た 回 数 だ 
け げ .! 災 1 一 WORT D」 ょ と 表示 し まず 。 
上 の プロ グラ ム を 入力 後 、 次 の よう に し て セー ブ プ ブ を 行ない ます 。 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (ドラ イブ ナン バー 1 ) に プロ グラ ム を セー ブ す る 場合 。 
SANVEB " li 入 WGORTL で 
Ok 

その セー ブ を アス キー 形式 で 行なう 場合 

SAVE "1: 双 ] 一 WORLD" ,Ar 当 | 

〇 k 

グラ フィ ッ ク メ モリ に セー プ す る 場合 

OPTION SCREEN2 癌 

〇 k 

INIT"MEMO : "| 

Are you sure?(y or n) Y[ 

Ok 

SAVE "MEM9:X1-WORLD" 

〇 k 


Irrsr " デバ イス 名 : ファ イル 名 " 〔,〕 〕 【〔【[ 開 始 行 番号 〕) 【 一 〔 終 了 行 番号 ] 〕 


デバ イス 名 …SAVE コ マン ド 指 定 で きる も の 以外 に SCR : 、CRT : (どちら も 画面 ) 
LLPT (プリ ンタ ) が あり ます 。 
この コマ ンド を 実行 する こと に より メイ ン メ モリ 内 の プロ グラ ム を 指定 され た デバ イス へ 指定 され 
た ファ イル 名 を 付け て アス キー 形式 で セー ブ す る こと が で きま す 。「SAVE "ファ イル ディ スク リ 
プ タ 『" , 久 」 と 異な る 点 は セー ブ す る 行 番号 を 指定 で きる こと で す 。 す な わ ち 、 メ イン メモ リ に ある 
プロ グラ ム の 開始 行 番号 か ら 終了 行 番号 まで (開始 行 番号 だ け を 指定 し た 場合 は その 行 番 だ け ) を セ 
ー ブ す る こと が で きま す 。 こ の コマ ンド と 後 で の べ る MARGE コマンド を 合わ せ て も ちい る こと に 
よっ て 、 あ る プロ グラ ム の サブ ルー チン (プロ グラ ム の 一 部 で まとまっ た 作業 を 行なう 部 分 ) を 他 の 
プロ グラ ム に 追加 する こと が で きま す 。 
また 、 す べ て の パラ メー タ を 省略 する こと に よっ て メイ ン メ モリ 中 の プロ グラ ムリ スト を 画面 に 表 
示す る こと が で きま す 。 
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〔 例 ] LIST"9 の :TEST", 10-40[ 昭 | 
Ok 

この 実行 に より メイ ン メ モリ に ある プロ グラ ム の 行 番号 1 の か ら 4 9 まで が アス キー 形式 で フロ ッ 

ピー ディ スク の ドラ イブ の に セー プ さ れ ま す 。 


SAVEM [" 〔 デ バイ ス 名 : 〕] ファ イル 名 " 〕 , 開始 アド レス , 終了 アド レス [, 実行 
開始 アド レス ]〕] 


ネネ デバ イス 名 …… SAVE コ マン ド と 同じ も の が 指定 で きま す 。 
メイ ン メ モリ 内 の 機械 語 プ ログ ラム を 外部 ファ イル に セー ブ し ます 。 
〔 注 意 〕 開始 アド レス 、 終 了 ア ドレ ス は 機械 語 プ ログ ラム を セー ブ す る と き に その 範囲 を 指定 する も 
の で 、 メ イン メモ リ 上 の 番地 を 指定 し ます 。 こ れ は ファ イル に も 記録 され 、 再 生 の と き に 使 
あれ まう も 
実行 開始 アド レス は 機械 語 プ ログ ラム を 実行 する と き の 開 始 場所 を 指定 する も の で 、 省 略す 
る と セー ブ の 開始 アド レス が 実行 開始 アド レス に な り ま す 。 
〔( 例 ]」 SAVEM"CAS:TEST?'&H8909,&H80FF ,&H8090E 
メイ ン メ モリ 内 の &H8000 か ら &H8 の 9 の FF に ある 実行 番地 信 H800E の プロ グラ ム を カセ 
ッ ト に セー ブ し ます 。 


1.2 プロ グラ ム の 再生 

カセ ッ ト テ ー プ 、 フ ロッ ピー ディ スク な どの 外部 ファ イル に セー プ さ れ た プロ グラ ム を メイ ン メ モ 
リ に 移す こと を プロ グラ ム の 再生 (ロー ド ) と いい ます 。 ロ ー ド は LOAD、RUN、LOADM ュ 
マツ 民 思 よ っ で 実生 で き まず 。 


LO 〇 AD" 〔 デ バイ ス 名 : 〕 ファ イル 名 "〕 」 


デバ イス 名 …… SAVE コ マン ド と 同じ も の が 指定 で きま す 。 
外部 ファ イル に 記録 され て いる BAS 1I 〇 プロ グラ ム を メイ ン メ モリ に ロー ド し ます 。 
〔 注 意 〕] ① プ ログ ラム を ロー ド す る と 、 そ れ ま で メイ ン メ モリ に あっ た プロ グラ ム は 消え ます 。 ま た 
プ ァ イル 争 民 セ ー プ し た と き と 、 倫 る 同じ で な サ れ ば な り ま せん 。 も し 、 導 定 し た ファ ゴイ 
ル 名 の ファ イル が な い 場 合 に は 「File not founmd」 の エラ ー メ ッ セ ー ジ を 
表示 し ます 。 
デバ イス 名 に COM : を 指定 し た 場合 に は RS 一 232 〇 ポー ト よ り プ ログ ラム を 読み 込 
みみ ます 。 こ の 場合 、 通 信 回 線 よ り 送 られ て くる プロ グラ ム は アス キー 形式 で な けれ ば な り 
ませ ん 。 
【 例 」 SAVE コ マン ド の 所 で セー ブ し た ファ イル 名 "XX1 一 WORLD" の プロ グラ ム を ロー ド し 
に 3 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (ドラ イブ ナン バ 1] ) か ら プ ログ ラム を ロー ド す る 場合 、 
LOAD"1:X1-WORLD" 当 
Ok 
氷 な お アス キー 形式 で セー ブ プ さ れ た プロ グラ ム も 同様 に に し て ロー ド で きま す 。 
グラ フィ ッ ク メ モリ か ら プ ログ ラム を ロー ド す る 場合 、 
LOAD "MEMO : X1ーWORLD"( 雪 
Ok 


上 LOADM 【( " 〔 デ バイ ス 名 : 〕) ファ イル 名 " [ , ロー ド 開 始 ア ドレ ス ] 
LO 〇 OADM 〔" 〔 デ バイ ス 名 : 〕 ファ イル 名 " [ , [ロー ド 開 始 ア ドレ ス ] , RR]〕 
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デバ イス 名 …… SAVE コ マン ド と 同じ も の が 指定 で きま す 。 

外部 ファ イル に 記録 され て いる 機械 語 プ ログ ラム を メイ ン メ モリ に ロー ド し ます 。 最後 の パラ メー 

タ R を 指定 し た 場合 ロー ド 終 了 後 プ ログ ラム を 直ちに 実行 し ます 。 

[注意] ロー ド 開 始 ア ドレ ス を 指定 する と 、 そ の アド レス か ら 機 械 語 プ ログ ラム の ロー ド を 開始 し 、 
この 開始 アド レス を 省略 し た 場合 、SAVEM で 指定 し た セー プ 開 始 ア ドレ ス か ら ロ ー ド が 
始ま り ま す 。 

( 例 ]】 LOADM"CAS:TEST"r 昭 | 
Ok 

カセ ッ ト に セー プ さ れ た "TEST " と いう 5 機械 語 プ ログ ラム が ロー ド さ れ ま す 。 
LOADM"CAS:TEST" , ,R 同 
Ok 

"TEST "と いう 機械 語 プ ログ ラム が ロー ド さ れ た 後 、 直 ち に 実行 され ます 。 


RUN 〔" 〔 デ バイ ス 名 : 〕 ファ イル 名 『" 〕 


ネネ デ バイ ス 名 …… SAVE コ マン ド と 同じ も の が 指定 で きま す 。 
外部 ファ イル に 記録 され て いる BAS 1 じ プ ログ ラム を メイ ン メ モリ に ロー ド し た 後 、 直 ち に 実行 
し ます 。 ま た 、 す べ て の パラ メー タ を 省略 し た 場合 、 メ イン メモ リ 中 の プロ グラ ム を 実行 し ます 。 
交 四 RUNT IXI_-WORED TH 
ジア ロッ ピー デシ スウ 0R ラ イア ナン パー 1) の " 交 リ ーWOR TLD ブ ロラ 人 な る 豆 ぼ 刺 計 後 、 
直ちに 実行 し ます 。 


1.8 プロ グラ ム の ペリ ファ イ 

カセ ッ ト テ ー プ に セー ブ し た プロ グラ ム を メイ ン メ モリ に ある プロ グラ ム と くら べ て 、 正 し く セ ー 
プ さ れ た か どう か を 調べ る こと を プロ グラ ム の ベリ ファ イ と いい ます 。 こ の と き に 使う の が 、VER 
IFY ま た は LOAD ? で す 。 こ の 2 つ は 全く 同じ 意味 の コマ ンド で す 。 


VERIFY(" (CAS : 〕 ファ イル 名 『" 〕 
LOAD? 〔(" (CAS : 〕 ファ イル 名 ” 〕 


この 況 マン ド で 扱え る み デ ベイス は CAS : の み で すず 。 
カセ ッ ト テ ー プ に セー ブ し た プロ グラ ム が 正しく 記録 され て いる か どう か を 調べ ます 。 な お 、 こ の 
コマ ンド の 実行 は カセ ッ ト テ ー プ に プロ グラ ム を セー ブ プ 後 す ぐに 行なっ て くだ さい 。 
〔 例 ). さこ で は SAVE コ マン ド の 項 で 示し た プロ グラ ム U 員 三 WO 選 下 了 DD を カセ ッ ト テ ー プ に 
セ デ ダ し た 後 、 ペ リラ テイ しま すず 。 
① プ ログ ラム を 入力 し ます 。 
⑳ カ セッ ド テ ー ジ に "メメ 1 ユーWOHLD "を セー ブ プ し ま 。 
プロ グラ ム を セー プ で きる カセ ッ ト テ ー プ を デー タレ コー ダ に セッ ト し ます 。 テー プ カ ウ ン 
タ を の に し て お く か 、 カ ウン タ 番 号 を 紙 に 書い て お け ば カセ ッ ト テ ー プ の どこ に セー ブ し た 
か の 目印 に な り ま す 。 
SAVE"CAS:X1-WORLD" 過 
と 入力 し て くだ さい 。 画面 に ひ k が 表示 され カー ソル が 点滅 し た ら セ ー プ 終了 で す 。 
テー プ を セー ブ し た 位置 まで 巻き も る ど し 、 次 の よう に 入力 し ます 。 
WIRUEYWOGAS sa メ ユーWOR 馬 "に 
正しく セー ブ さ れ て いれ ば 次 の よう に 表示 され ます 。 
Found"X1--WORLD" 
Ok 
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正しく セー ブ プ され て いな か っ た 場合 は 次 の よう に 表示 され ます 。 
Tape read ERROR 
この 場合 、 も うぅ 一度 セー ブ し て くだ さい 。 


1.4 ファ イル の 削除 
メイ ン メ モリ に ある プロ グラ ム を 消す に は NEW を 使い ます が 、 外 部 ファ イル に 記録 し た プロ グラ 
ム を 消す に は 、K TI LT と いう 命令 を 使い ます 。 


LE 馬上 寺 デパ イス al アァ イル 名 


デ ク パ イス 名 で の :~ て 3 :、MEM の : て MEM 1 : 、EMM の : ーEMM9 : 、 
Os ンド 8?、 DOs そ RUDS 
指定 し た デバ イス 内 の 指定 し た ファ イル を 削除 し ます 。 こ の コマ ンド に よっ て 削除 され た プロ グラ 
ム は も と に も どり ませ ん 。 十分 注意 し て 行なっ て くだ さい 。 
〔 注 意 〕] デバ イス 名 に "CAS : "を 指定 し て 、 カ セッ ト に 記録 され た プロ グラ ム を 消す こと は で き 
ませ ん 。 
( 例 ] KILL "1:X1ーWORILD " 当 
〇 Ok 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (ドラ イブ ナン バ 1 ) に セー プ さ れ た " 双 1 ユ WOR TLD " プログ ラム を 削除 
し まず 。 


1.5 ファ イル 名 の 一 覧 表 


外部 ファ イル に セー ブ さ れ た ファ イル 名 の 一 覧 表 は FTILES、LIFILRES の コマ ンド を 実行 す 
で 区 よっ で 号 られ ます 。 


FILES ("デバ イス 名 :"〕 
|rFrrES "テバ ィ z: 


デバ イス 名 …… の :~ て 3:、CAS :、MEMO : て MEM 1 : 、EMMO の : て EMM9 : 
RE⑳ 5 で ES Ss 和央 0 8 で HDS : 
デバ イス 名 で 指定 し た デバ イス 内 に ある ファ イル 名 の 一 覧 表 が F I LIES の 場合 は 画面 に 表示 され 、 
LFILES の 場合 は プリンタ に 出力 され ます 。 
[注意 ] F ILES を 行なっ た 後 、 そ の 中 に 含ま れる ファ イル を ロー ド 、 削 除 、 実 行 し た い 場 合 は 次 
の よう に する と 簡単 に 行なえ ます 。 
(1) そ の ファ イル 名 の 初め に 表示 され た Ba s また は As c の 所 へ 、 カ ー ソ ル を 移動 する 。 


(2②)B a s また は As o の か わり に LO 〇 AD、K 1 LL、RUN を 入力 し [ 沖 | キ ー を 押す 。 
( 例 」FILES"1:" 過 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (ドラ イブ ナン バー 1] ) の ファ イル が 出力 され ます 。 
氷 フ ァイル リス ト の 初め に 表示 され る Bas、Asc、B in、D ir に は 次 の 意味 が あり ま 


隔 沿 vset BASTC プ ログ ラム の ファ イル 
AA s Co…… アス キー 形式 で 書き 込ま れ た ファ イル 
BN 机 に 機械 語 プ ログ ラム の ファ イル 

D i r…… ディ レク トリ の ファ イル 
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1.6 デバ イス 名 の 省略 

ファ イル に 関す る コマ ンド や ステ ー ト メン ト を 使う プロ グラ ム に お いて 、 何 度 も 同じ デバ イス 名 を 
指定 し な けれ ば な ら な いこ と が あり ます 。 そ の よう な 時 DEVTICE コ マン ド を 使用 し て デバ イス 名 
を 省略 し た 場合 の 指定 が 行なえ ます 。 


DEVICE" デバ イス 名 “ 


デバ イス 名 …… す べ て の デバ イス 名 が 指定 で きま す 。 
G 過 Ti SOM gs、 KSw PT : あら AS SS の 8 や 8 呈 、 
F の :<F3 :、HD の : < て HD3 : 、EMMO : ーEMM9 : 、 
MEMO の : MEM 1 : 、COM : 
BITLES、SAVE、TLOAD な どの ラジ ァイル 田 騙 コ マシ ド 。 お ま び が T. TST、HRUN な どの 
コマ ンド に お いて 、 デ バイ ス 名 を 省略 する と 、 こ の コマ ンド で 指定 され た デバ イス 名 が 指定 され た こ 
と に な たり ま ず 。 
注意] DEVICE コ マン ド で デバ イス 名 が 指定 され て いな い 時 に デバ イス 名 を 省略 し た 場合 、 
AS 1 C 起 動 時 の デバ イス 名 (カセ ッ ト BAS1C で 起動 時 は CAS : ディ スク BAS1IC 起 
動 時 は 0 : ) が 指定 され ます 。 
(0 。 誠 VOY 5 T 


Ok 
OAD TX ユーWORUBT 呈 語 
Ok 
ロー ド さ れる プロ グラ ム は 、 フ ロッ ピー ディ スク の ドラ イブ 1 に ある " 又 1 一 WORLD " に な り 


ます 。 


1.7 プロ グラ ム の マー ジ 

メイ ン メ モリ 上 に ある プロ グラ ム と 、 外 部 ファ イル に 記録 され た プロ グラ ム を 合成 し て 、 1 つの プ 
ログ ラム に する こと を マー ジ す る と 言い ます 。 こ れ は 、 次 の ME RG③E コ マン ド を 実行 する こと に よ 
っ て 行なわ れ ま す 。 


MERGE " デバ イス 名 : ファ イル 名 『 


デバ イス 名 …… SAVE コ マン ド と 同じ も の が 指定 で きま す 。 
この コマ ンド が 実行 され る と 、 指 定 し た デバ イス に 入っ て いる プロ グラ ム が 読み 込ま れ 、 現 在 メ モ 
リ に 存在 する プロ グラ ム と 組み 合わ さっ た 1 つの プロ グラ ム が 作成 され ます 。 
〔 注 意 〕 双方 の 行 番号 が 重複 し た 場合 は 、 フ ァイル か ら 読 み 込 まれ た 方 が 優先 し ます 。 ま た 、 セ ー ブ 
され て いる プロ グラ ム は アス キー 形式 で セー ブ さ れ て いる 必要 が あり ます 。 アスキー 形式 で 
セー プ さ れ て いな い プ ログ ラム を マー ジ し よう と する と 「Bad file mode」 の 
直 ラ テー 遇 示す 。 
〔 例 ] ① 次 の プロ グラ ム を 入力 し て くだ さい 。 
0⑳ DAAATUO.20.8BO,.40!)80.69,.70. 8 の 0.990a190 
2 の 9 INPUT N 
3 の FOR 1=1 TO N 
4 の 0 READ DA (1) 


59 NEXT 
人 連 し た プロ ダラ を アロ ッ ピ ー デ ダディ ォ スタ (ドラ イデ グチ シッ 00 だ アキ ー 形 表 で 生 一 し 
ます 。 
SAVE" の :TEST",. Al 
Ok 


米 削 ISEHE マ ンド に よっ る で も 行夫 うこ と が で きま す 。 
メイ ン メ モリ の プロ グラ ム を 消し ます 。 


NEW 


(③⑳ ト 


ed 


〈《④ メ イン メモ リ に マー ジ す る 次 の プロ グラ ム を 入力 し て くだ さい 。 


6 0 
70 
8 0 
90 


FOR 」=1 TO KN 
双 [=ーK 世 下 寺 D 片 ( 二 ) 
内 馬 【 

が 護 T 人 IT 胡 呈 1 


マー ジ を 実行 し まず 。 
MM 居民" ⑳: TEST" 

⑥ こ こ で メイ ン メ モリ の プロ グラ ムリ スト を と り ま す 。 次 の よう に マー ジ さ れ た ] つの プロ グ 
ラム に な っ て いる こと が 確認 で きま す 。 


まき 1 

1 の 9 DATA 1 の ,.29.3 の 9 の,.49,.59,.69 の ,.79,.89 の ,.90,100 
2 の 9 INPUT N 

さゆ ひ 『FOEI 1=1 TO 枯 
40 READ DA(I) 

S の 9 NEXT 

6 の 9 FOR 」=1 TO N 
7 の 0 KEI=KETI+DA ()) 
8 の 9 NEXT 

人 衣 』 人 NT 必 旧 I 

Ok 


氷 こ の プロ グラ ム は 行 番号 1 0 て 5 0 で DATA 文 か ら 指 定数 だ け デ ー タ を 読み 込み 行 番号 


6 0 一 


9 の 0 で その 合計 を 出し 表示 する と いう も の で す 。 


1.8 プロ グラ ム の チェ イン 
プロ グラ ム が 長 す ぎ て 、 メ イン メモ リ で 処理 で き な い 場合 が あり ます 。 こ の 場合 アロ グラ ム を い 
くつ か に 分 割 し 、 そ れ ぞ れ 別 の ファ イル 名 で 外部 ファ イル に 記録 し て お きま す 。 そ し て 、 1 つの プロ 


グラ ム 実 行 後 、 


自動 的 に 次 の プロ グラ ム を ロー ド し て 実行 する よう に し ます 。 こ の こと を 「 プ ログ ラ 


ム を チェ イン する 」 と いい 次 の CHA IN コマ ンド を 使用 し て 行ない ます 。 


CHATN "(デバ イス 名 : 〕 ファ イル 名 " 


デバ イス 名 …… SAVE コ マン ド と 同じ も の が 使え ます 。 
メイ ン メ モリ 内 に ある プロ グラ ム の 変数 を 保護 し 、 指 定 し た デバ イス 内 の 指定 し た ファ イル 名 の プ 
ログ ラム を ロー ド し て 実行 し ます 。 
[注意 〕) ロー ド す る 前 に オー プン され て いた デー タフ ァイル は 、 こ の コマ ンド で は 閉じ ませ ん 。 
[ 例 ] サン プル (1) 


1 の 
20 
30 
40 
S 0 の 
6 0 
7 0 


DIM IN(20) 

INEU1 "DATLA ノ コス え ゥ ウ ",N 
FOE 上 =1 TO RN 

以 料 二村 0 も > ッ パシ メ メア DATAY" 
INPUT IN(L) 

I 双 区 エ 
CHAIN" の :SAMPLE2" 
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サン プル (2) 
10 FOR M= テ 1 TO N-1 
2⑳ 也 ==ABS (TIN 《M) 一 IN (M+1) ) 
80 PRINT 
2 の BRINT 。TaNLGM) npTkAB、 (110)、 ーー イ LN (MT す 1L) TAB (2 
2) あの 
5 の NEXT 
① サ ンプ ル (2) の プロ グラ ム を 入力 し 、 フ ロッ ピー ディ スク (ドラ イブ ナン バー の ⑦) に " SAM 
EE 2 の Y と いう ラ アァ イル 名 で セー し ます 。 
SAVE"9:SAMPLE2"[| 
Ok 
メイ シメ 足り . を クリ アル し ま か が す 。 
NEWrl 
Ok 
サン プル (1) の プロ グラ ム を 入力 し 、 実行 し ます 。 デ ー タ の 個数 と デー タ を 入力 する と 隣り 合 
う 2 つの 数 の 差 を と っ て 、 そ の 絶対 値 が 表示 され ます 。 
RUN 
了 p 負 人 内 メ コス 及 8 
U ペ ジ メ ノ DLATA 
? 183.3 思 | 
2 バン メ ノ DATA 
2 128485。67 当 
82% 汐 み ノ DD 正和 


? 410r 

188+1 8 一 128348。67=|112192.371 
12345.67-41 の 9 :=]111935.671 
Ok 


サン プル (1) の 行 番号 1 0 て 6 9 は デー タ の 入力 を 行なう だ け で す が 、7 0 行 の CHAIN コ マン ド 
が 実行 され る こと に より 、 フ ロッ ピー ディ スク (ドラ イブ ナン バ の ⑦) か ら サ ンプ ル (2) の プロ グラ ム が 
ロー ド さ れ 実 行 さ ます 。 ま た 、 サ ンプ ル (2) の プロ グラ ム は デー タ の 処理 と 表示 を 行なう だ け で す が 、 
CHA IN コマ ンド に よっ て サン プル (1) の 変数 が 保護 され て いる た め 、 サ ンプ ル (1) の プロ グラ ム で 和信 
力 し た デー た が 処理 され 表示 され ます 。 


1.9 ファ イル 名 の 付け か え 
] 度 セー ブ し た ファ イル 名 を 次 の NAME コ マン ド を 実行 する こと に よっ て 変更 する こと が で きま 
。 


Inaws "【〔 デ バイ ス 名 : ] 旧 フ ァイル 名 "AS " 〔 デ バイ ス 名 : 〕 新 フ ァイル 名 “" 


デバ イス 名 …… の :~ て 3 :、MEM の 0 : て MEM1 : 、EMM の 0 :EMM9 :、FO:ー 
91 生 之 六 ら 昌司 DEol ロ Do79 

旧 フ ァイル 名 で 指定 し た ファ イル の ファ イル 名 を 新 フ ァイル 名 に 変更 し ます 。 

〔 注 意 〕 2 つの デバ イス 名 は 同じ も の で な けれ ば な り ま せん 。 ま た 、 デ バイ ス 名 に CAS : は 使用 で 
きま せん 。 

( 例 ] NAME" の 9 の:TEST"AS" の :SAMPLE "rr 
( 得 叶 ' 

アロ ッ ピ ー デ イィ イズ ス ク (ドラ イジ ナシ バ ⑳) の "TESTT 貼 WW み ファイ 多 を 中 還 全 MBUDE" とい 

う フ ァイル 名 に 変更 し ます 。 
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1.10 フ ァイル の 属性 指定 

作成 し た ファ イル を 誤っ て 消去 し な いよ うに その ファ イル に ライ ト プ ロ テク ト (書き 込み 禁止 ) を 
か けた り 、 リ ー ド アフ タラ イト (ファ イル に 書き 込み を 行う 際 に デー タ を 書き 込ん だ 後 自動 的 に ベリ 
ファ イ を 行なう ) や シー クレ ッ ト (FILES コ マン ド に より ファ イル 名 の 一 覧 を 表示 させ て も シー 
クレ ッ ト 指 定 さ れ た ファ イル は 表示 され な い ) と いう ファ イル の 属性 を 指定 する 場合 に は SET コ マ 
ンド を 実効 し ます 。 


SET | # フ ァイル 番号 隊 | 
"〔 デ バイ ス 名 : ] ファ イル 名 " 本 
7 


WW 


ファ イル 番号 …… オー プン で 指定 し た ファ イル 番号 
デ ペ イス 名 ………… の :~ て 3 :、MEM の 0 : 、MEM1 : EMM の : ーEMM9 : 、 
F の 9 の:~<F3:、HD の :~-HD3: 
属性 を 指定 する 文字 し て 「P」 と 「R」 と 「S」 を 使用 し 、「P」 を 指定 する と ライ ト プ ロ テク 
ト (書き 込み 禁止 ) が か か り 、「R」 を 指定 する と リー ドア フタ ライ ト が 実効 され 、「S」 を 指定 す 
る と シー クレ ッ ト が 実行 され ます 。 属 性 を 取り 除く に は ヌル スト リン グ (" " ) を 指定 し ます 。 
【 例 ] 
① フ ロッ ピー ディ スク (ドラ イブ 0 の) 内 の 「SAMPLE」 と いう BASIC プ ログ ラム ファ イル 
に ライ ト プ ロ テク ト を か け て み ま し ょ う 。 
SET"9:SAMPLE" ,"P"[ 同 
Ok 
これ で ライ ト プ ロ テク ト が か か り ま し た 。F ILES コ マン ド に より ファ イル 名 の リス ト を 表 
示さ せ て みて く 〈 く だ さい 。「SAMPLE」 と いう ファ イル の Ba s の 次 に 「 氷 」 マ ー ク が 付い て 
いま す 。 この マー ク が ライ ト プ ロ テク ト の か か っ た ファ イル で ある こと を 示し ます 。 
② リ ー ド アフ タラ イト の 指定 は 次 の よう に し ます 。 
リー ドア フタ ライ ト を 指定 する ファ イル を OPEN コマ ンド で 開い た 後 (ファ イル 番号 を 1 と す 
る と ) 
層 必 省 電 1。 "中 
を 実行 する と 、 以降 この ファ イル に デー タ を 書き 込む と 自動 的 に ベリ ファ イ 動 作 を 行ない ます 。 
この ファ イル を CLOSE コ マン ド に より 閉じ た 時 点 で この リー ドア フタ ライ ト の 属性 は 解除 さ 
ます 
③ 例 や ① で ライ ト プ テ クト を か けた ファ イル に さら に シー クレ ッ ト 指 定 を 行なっ て み ま し ょ う 。 
きき 才 T す 人 か M: 当 MEL 上 ”" 。 る 8" 
Ok 
これ で シー クレ ッ ト 指 定 され まし た 。FILES"0 の : "[ 恒 と 入力 し て ファ イル 名 の 一 覧 を 表 
示さ せ て みて くだ さい 。「SAMPLT.E」 と いう ファ イル 名 は どこ に も 表示 され て いま せん 。 た だ し 、 
「SAMP LE」 と いう ファ イル が 削除 され て し まっ た わけ で は な く 、 単 に ファ イル 名 の 表示 を 行 な 
わな いと いう だ け で その ファ イル は ディ スク に 残っ て いま す 。 
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1.11 フ ァイル の パス ワー ド 

目 分 で 作成 し た ファ イル を 他人 に 使用 され た く な いと いう 場合 に は 、 そ の ファ イル に パス ワー ド 
(合い 言葉 ) を 指定 し て 、 デ ー タ を ファ イル に 書き 込み ます 。 す る と 、 こ の ファ イル を 読み 出す 時 に 
は 指定 し た パス ワー ド を 入力 し な いと 読み 出せ ませ ん 。 こ の パス ワー ド を 指定 し て ファ イル の アク セ 
ス を 行なう に は 、 名 前 [ , エ クス テン ショ ン ] : パス ワー ド と いう 形式 で ファ イル 名 を 使用 し ます 。 
〔 注 意 〕 


パス ワー ド に は . " : : プ 記号 は 使用 で きま せん 。 ま た ファ イル 名 全体 の 長 さ は 3 1 文字 以内 で な 
けれ ば な り ま せん 。 
〔 例 ] 


例え ば 、 メ イン メモ リ に ある BAS1IC プ ログ ラム を ファ イル ネー ム 「TEST」 で パス ワー ド 
「ABC」 を 付け て ディ スク (ドラ イブ の ) に セー ブ す る に は 、 

SAVE" の :TEST:ABC" 昭 
と 入力 し ます 。FILES" の :"r 当 と 入力 し て ファ イル 名 の リス ト を 表示 し て みて くだ さい 。 指 
定 し た パス ワー ド は 表示 され て お ら ず 、 パ スワ ー ド を 指定 せ ず に セー ブ し た ファ イル と 表面 上 は 何 の 
変化 も あり ませ ん 。 し か し 、LOAD" の : TEST"r| と 入力 し て 読み 出 そ も うと し て も 「No 
Das SWord」 と エラ ー 表 示さ れ 読 み 出 すこ と が で きま せん 。 読み 出す た め に は LOAD" 0: 
TEST :ABC" と 入力 し ます 。 こ れ に より 、 指定 し た パス ワー ド を 知ら な い 人 は その ファ イ 
ル を 扱う こと が で き な く な り ま す 。 


プロ グラ ム 中 で 使用 する デー タ は 、 外 部 ファ イル に デー タフ ァイル と いう 形 で 再生 ・ 保 存 が 可能 で 
す 。 ま た 、 デ ー タ ファ イル に は シー ケン シャ ルフ ァイル と ラン ダム アク セス ファ イル の 2 種類 が あり 
ま づ も 

シー ケン シャ ルフ ァイル と は 、 連 続 的 に 書か れ た デー タフ ァイル の こと で 、 次 の よう な 特徴 が あり 
まま Co 

1) ファ イル の 中 で は 、 デ ー タ は 書き 込ま れ た 順序 で 並ん で むり 、 デ ー タ を 保存 ・ 再 生 す る 際 に は 

先頭 か ら 順番 に し か 行 な た を ませ ん 。 

2) デー タ の 内 容 を 変更 する 際 に は 、 内 容 を 変更 し な い デ ー タ も 順に 読み 出し 、 処 理 を 行なっ た 後 、 

ファ イル に 書き 出す こと が 必要 で す 。 

3) 記録 し た ファ イル の 最後 に デー タ を 追加 する こと が で きま す 。 

44) ファ イル の 中 の デー タ は 順序 良く 並ん で お り 、 無 駄 が あり ませ ん 。 

S) ファ イル の 作成 が 比較 的 簡単 に 行 な た を ます 。 

シー ケン シャ ルフ ァイル を 使用 し て デー タ の 保存 ・ 再 生 を 行なう 場合 、 次 の コマ ンド を 使用 し ます 。 


OPEN、PRINT#、WHT1ITE キ 、INPUT キ 、LINPUT#、CLOSE、 
EOF、INPUT$S、DEVICE、OPTION SCREEN、INIT 


これ に 対し て ラン ダム アク セス ファ イル と は 、 ] レコ ー ド (= ニ 256 バ イト ) 単位 で その 記録 位置 
を 指定 で きる デー タフ ァイル の こと で 、 次 の よう な 特徴 が あり ます 。 
1 ) ファ イル 中 の デー タ は 、 内 部 の イン デック ス に よっ て 直接 その 記憶 位置 を 指定 で きる よう に な 
っ て いる た め 、 デ ー タ の 保存 ・ 再 生 は レコ ー ド ご と に ラン ダム に 行 な ん ます 。 
2) ファ イル 中 の 一 部 の デー タ だ け を 変更 する こと が で きま す 。 
3) 記録 し た ファ イル の 最後 に デー タ を 追加 する こと が で きま す 。 
邊 ) デー タ が 少な い 場合 で も ロー ド 、 セ ー ブ を ] レコ ー ド ご と に 行なう た め 無 駄 な 部 分 が あり ます 。 
S) ファ イル の 作成 の た め に 多く の 設定 が 必要 な た め 、 シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル に 比べ て プロ グラ 
ム が 複雑 に な り ま す 。 
ラン ダム ファ イル を 使用 し て デー タ の 保存 ・ 再 生 を 行なう 場合 、 次 の コマ ンド を 使用 し ます 。 
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OPEN、CLOSE、F TELD、LSET、RSET、GET、PUT、 
DEVICE、OPTION SCREEN、INIT、MKTIS、MKSS、 
MKD$、CV 1I、CVS、CVD 


シー ケン シャ ルフ ァイル を 使え ば 、 ほ と ん どの デー タ 処 理 が 行 な を ます が 、 ラ ンダ ム フ ァ イル を 自 
由 に 使い こなし て こそ 、 初 め て コン ピュ ー タ の 真価 が 発揮 で きま す 。 
(注意 ) デー タフ ァイル も プロ グラ ム フ ァ イル と 同様 に KILL、FEILES、LFITLES、 
NAME SET 命令 に より ファ イル の 削除 、 フ ァイル 名 の 一 覧 表示 等 が 行なえ ます 。 


2.1 シー ケン シャ ルフ ァイル へ の デー タ の 保存 ・ 再 生 
シー ケン シャ ルフ ァイル へ の デー タ の 保存 ・ 再 生 を 行なう 場合 、 プ ログ ラム ファ イル の よう に 1 つ 
の コマ ンド だ け で 行なう こと は で きま せん 。 シー ケン シャ ルフ ァイル の 場合 書き 込み 、 読 み 出し の コ 
マン ド (PRINT#、INPUT # な ど ) の 前 後 で ファ イル の 状態 を 設定 する 必要 が あり ます 。 こ 
こ で は 、 シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル へ の デー タ の 保存 ・ 再 生 に つい て 、 実 際 の プロ グラ ム 例 を 用 いて 説 
明 し ます 。 な お 、 コ マン ド の 詳細 に 関し て は 「BASIC リ ファ レン スマ ニュ アル 」 を 参照 し て くだ 
きい 38 
次 の プロ グラ ム を 入力 し て くだ さい 。 
ま の GEPN TO 3 舌 信 TOT DAEAA " 
29 INPUT "名 前 は " : NAS 
3 の INPUT " 何 才 で すか " : AGE 
4 の PRINT#1] ,NA$ 
5 の PRINT#1 , AGE 
6 の 9 CLOSE#1 
箇 紗 「@⑥B 湯 NT TTYT PV ID 名 員 
110 INPUT#1] ,NA$ 
120 INPUT#1 , AGE 
8⑳・ PT て 名 前 和仁 す 5 NAS ) "です 。 " 
ま 間 0 PB 民 TINT" 歳 は : AE .: 「 で すず 。" 
WS⑳0 LOS 選 事 1 
入力 が お わり まし た ら 、 プ ログ ラム の リス ト を と り 、 間 違い が な いか どう か を 調べ て くだ さい 。 
それ で は 、 プ ログ ラム の 説明 を 行ない ます 。 
の OPEN の ⑨" ,#U, "DATR " 
シー ケン シャ ルフ ァイル ヘ へ デー タ を 書き 込ん だ り 、 読 み 出 し た りす る に は 、 ど の ファ イル に どの よ 
うな 操作 を 行なう の か を 宣言 する 必要 が あり ます 。 そ の 宣言 を 行なう の が この 〇 OPEN コマ ンド で 、 
各 パ ラメ ー タ に よっ て 次 の こと が 設定 され ます 。 
"YO" …… ファ イル へ の デー タ の 書き 込み (OUTPUT) を 設定 し ます 。 
# 1 …… OPEN コマ ンド に よっ て 出力 する ファ イル 番号 を 設定 し ます 。 
IBMUNA 出力 デバ イス を 設定 し ます 。 
すなわち 、 行 番号 1 0 の 実行 で フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (ドラ イブ ナン バー 1 ) に デー タ の 出力 が 可能 に 
な り ま す 。 ま た 、 以 後 の フ ァイル 処理 は 、 フ ァイル 名 で は な く フ ァイル 番号 で 行ない ます 。 
*※ こ の 設定 を 行なう こと を ファ イル を 開く 、 あ る い は ファ イル を オー プン する と いい ます 。 
2 INPUT "名 前 は " : NAS 
3 の INPUT " 何 オ で すか " : AGE 
行 番号 2 0、3. 0 で シー ケン シャ ルフ ァイル に 出力 する デー タ を 用 意 し ます 。 
4 の PRINT#] ,NAS 
5 の PRINT キ 1 , AGE 
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行 番号 4 0、5 9 で は 、 フ ァイル 番号 1 で オー プン され た ファ イル に デー タ を 出力 し ます 。 シー ケン 

シャ ルフ ァイル に デー タ を 出力 する コマ ンド は 、 こ の PR INT# の 他 に WR TI TE 半 が あり ます 。 

この 2 つの コマ ンド の 違い に つい て は 「BASTIC リ ファ レン スマ ニュ アル 」 を 参照 し て くだ さい 。 
6 の 9 CLOSE#1 

すべ て の デー タ を 書き 込ん だ な ら ば 、 そ の 内 容 を 保持 する た め に オー プン し た ファ イル を と じ る と 
いう 処理 が 必要 で す 。 そ の た め の コ マン ド が CLOSE で 、 行 番号 6 9 で は ファ イル 番号 1 の ファ イ 
ル を 閉じ て いま す 。 こ の よう に し て 閉じ られ た ファ イル は 、 再 び オ ー プ ン さ れ な い 限 り 読み 出す こと 
も 書き 込む こと も で き な く な り ま す 。 以上 で シー ケン シャ ルフ ァイル へ の デー タ の 出力 は 終り で す 。 

1 の 01@PHENNW Te 1 :JAHTA" 

次 に 、 書 き 込ん だ デー タ を 読み 出し ます 。 読み 出す 場合 も 書き 込む 場合 と 同様 に OPEN 文 で ファ 
イル を オー プン する 必要 が あり ます 。 た だ 、 書 き 込 み を 指定 し て いた パラ メー タ " 〇 "を "1 "に 変 
え 、 読 み 出 し (I NPUT) 状態 に 設定 する 必要 が あり ます 。 行 番号 1 9 の の 実行 に よっ て 、 フ ロッ 
ピー ディ スク (ドラ イブ ナン バ 1] ) の シー ケン シャ ルフ ァイル "DATA" から デー タ の 読み 出し が 
可能 に な り ま す 。 

119 INPUT#] ,NAS 
1290 INPUT#1 , AGE 
行 番号 1 1 0、1 2 の で は ファ イル 番号 1] で オー プン され た ファ イル か ら デ ー タ を 変数 NA$、 ム 
GE に 読み 込み ます 。 シーケンシャル ファ イル で は 、 デ ー タ を 読み 出す 場合 、 書 き 込 ん だ 順番 に 行 な 
う 必 要 が あり 、 一 部 の デー タ を 読み 出す 場合 で も 、 そ の 前 に 書き 込ま れ た デー タ を いっ た ん 読み 出さ 
な けれ ば な り ま せん 。 ・ 
RS BTNIE "名 前 は "NAS す る 8 店 
140 PRINT" 歳 は " jAGE:" 地 で す 。 

行 番号 1 3 0、1 4 の 9 で は 、 シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル か ら 読 み 込 ん だ デー タ を 画面 に 表示 し ます 。 
80 LOS 昌 # 1 

行 番号 1 959 で は ファ イル 番号 1] の ファ イル を 閉じ て いま す 。 デー タ 書 き 込み だ け で な く 読 み 込み 
の 場合 で も 、 そ の 実行 が 終っ た な ら ば ファ イル を 閉じ る 必要 が あり ます 。 

〔 注 意 〕 デー タ の 保存 、 再 生 を 行なう 場合 、 プ ログ ラム の 保存 、 再 生 と 同様 に ディス ク な ら ば 、 イ ニ 

シャ ライ ズ が 、 グ ラフ ィ ッ ク メ モ リ な ら ば 〇 OPTION SCREEN、1 N IT が 実行 さ 
れ て いる 必要 が あり ます 。 
〔 例 ] で は 、 実際 の 実行 例 を 示し ます 。 
RUN 
名 前 は や? パソ コン テレ ビ | 
何 す で すか ?2 同 
名 前 は ツウ ュ ョ ン デ レビ で すず 。 
歳 は 2 で す 。 
Ok 
氷 プ ログ ラム の 実行 前 に KMODE 1 が 実行 され て いな い 場 合 は 漢字 を 表示 し ませ ん 。 


2.2 シー ケン シャ ルフ ァイル へ の デー タ の 追加 
シー ケン シャ ルフ ァイル で は 、 フ ァイル の 任意 の 位置 へ の 書き 込み 、 読 み 出 し は 行 な を ん ませ ん が 、 
ファ イル の 一 番 最後 に デー タ を 追加 する こと は で きま す 。 こ こ で は 、2 . 1 の プロ グラ ム で 作ら れ た 
シー ケン シャ ルフ ァイル に デー タ を 追加 する 例 を 用 いて 説明 し ます 。 
次 の プロ グラ ム を 入力 し て くだ さい 。 
氷 な お 、 こ の プロ グラ ム は 2 . 1 の プロ グラ ム の 一 部 を 変更 する こと で 簡単 に 作れ ます 。 
p⑳ 〇 OPEN A 1 潜 せ 。 とせ kBDATAA 
29 INPUT "名 前 は " :NA$ 
25 IF NAS$S="END"THEN 60 
3 の INPUT "何で すか " : AGE 
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4 の PRINT# キ 1] ,NA$ 

5 PRINT#1 ,AGE 

585 GOE⑥ 0 

6 @ ぐ LOSE#1 

の の 0 (上 BINIYT" 。 導 1 TLsD 則 TA 

1 の 8 IE ROW(《1) TIEN 150 

1190 INPUT#1] ,NAS 

120 INPUT#1] , AGE 

18 の 選 氏 INT "名 前 ば "NAS と です 。『 

149 の PRINT" 歳 は " : AGE : "で す 。 " 

5 GO の O' 905 

1 8⑳)′ @ ぐ の OS 量 玲 1 
それ で は 、 プ ログ ラム の 説明 を 行ない ます 。 

LO 更 呈 NYA , 失 1 5 "WeD 要 TL" 
デー タ の 追加 で ファ イル を オー プン する 場合 、 パ ラメ ー タ を " 丸 " に し デー タ の 追加 (APPEN 
D) 状態 に し な けれ ば な り ま せん 。 行 番 号 1 の で は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (ドラ イブ ナン ペー1) の " 
DATA" と いう シー ケン シャ ルフ ァイル に デー タ を 追加 する こと を 宣言 し て いま す 。 

2 の 9 INPUT "名 前 は " : NAS 

25 IF NAS$="END"THEN 60 

3 の 9 INPUT "何で すか " : AGE 

4 の PRINT#1] ,NAS 

5 の PRINT#] , AGE 

88 (GOT る の 

69 CLOSE#1 
行 番号 25 の 1F 文 と 行 番号 5 5 の GOT 〇 文 で 何 回 $ も データ が 入力 で きる よう に な っ て いま す 。 
シー ケン シャ ルフ ァイル に デー タ を 追加 する 場合 OPEN コマ ンド の パラ メー タ 以 外 は 、 入 力 と 同じ 
手続 き で 行ない ます 。 追加 され る デー タ は 、 そ れ 以 前 の デー タ の 後に 入力 順に 追加 され ます 。 行 番号 
6 9 まで で デー タ の 追加 は 終わ り で す 。 

OO OPENTYMV TPT1L7mDATAT 

OB TE 世 OEKXK1D 民 IENP 15@ 

11 の 0 INPUT#1] ,NAS$ 

120 INPUT#1 , AGE 

18 の 9 PRTNT" 名 前 は "NAS お) "で す 。 『" 

1400 PRHNTWY 蔵 ば "AGE ? "オオ で す 。 

145 GOTO 105 

150 CLOS 選 ま 1 
行 番号 1 0 の 9 1 5 の で は 、 追 加 さ れ た シー ケン シャ ルフ ァイル か ら デ ー タ の 入力 を 行ない 画面 に 
表示 し ます 。 行 番号 19 5 の IF 文 は シー ケン シャ ルフ ァイル ファ イル の 終り を EOF (END O 
F FILE の 略 ) 関数 に より 検出 し 、 終 わり で あれ は ば 行 番号 1 5 0 の ヘ へ ジ ャ ンプ する こと を 意味 し ま 
す 。EOF 関 数 は 、 最 後 の デ ー タ な ら ば 真 の 値 (一 1 ) を 与え ん 、 そ う で な いな ら ば 偽 の 値 (の ⑰) を 与 
えま す (詳し く は 、BASIC リ ファ レン スマ ニュ アル を 参照 くだ さい 。) 
〔 例 〕] 以下 は 、 プ ログ ラム の 実行 例 で す 。 


RUN 

名 前 は ? 小沢 
何で すか ? 28 
名 前 は ? 相原 


何で すか ? 24 
名 前 は ? END 


介 介 他人 仙 
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者 前 紅 。 \ ツ ツ コ シテ レビ で ず 。 

歳 は 2 才 オ で す 。 

名 前 は 小沢 で す 。 

歳 は 2 8 オ で す 。 

名 前 は 相原 で す 。 

歳 は 2 4 オ で す 。 

Ok 

氷 「 名 前 は ?」 の 所 で END を キー 入力 する こと に よっ て デー タ の 追加 が 終わ り ま す 。 


2.3 ラン ダム アク セス ファ イル へ の デー タ の 保存 ・ 再 生 


ラン ダム ファ イル も シー ケン シャ ルフ ァイル と 同様 に 書き 込み 、 読 み 出 し の コマ ンド の 前 後 で ファ 
ィ イル の 状態 を 設定 する 必要 が あり ます 。 ま た 、 ラ ンダ ム フ ァ イル は 、 デ ー タ の 入出 力 を ファ イル バッ 
ファ (メイ ン メ モリ 上 で デー タ を 一 時 的 に 蓄え る 部 分 ) を 介 し て 行ない 、 そ の ファ イル バッ ファ へ の 
入出 力 は 文字 型 の デー タ で な けれ ば な り ま せん 。 そ の た め ラ ンダ ム フ ァ イル より も 次 の よう に 多く の 


手続 き を 必要 と し ます 。 


1 . データ の 保存 
① フ ァイル を オー プン し ます 。 LAN スッ つ UE や アヤ [OPEN] 
ラン ダム ファ イル の デー タ を 用 意 し ます 。 データ が 数 値 
型 な ら ば 文字 型 に 変更 を 行なう 必要 が あり ます 。………… [MKI$、MKS$、MKDS$) 
ファ イル バッ ファ に 文字 変数 を 割り つけ ます 。…………… ( 選 如 時 員 9 
《④ フ ァイル バッ ファ に デー タ を 書き 込み ます 。……………… し 紀 S 革 電 S 民 癌 虹 T] 
ファ イル バッ ファ の 内 容 を ディ スク 、 グ ラフ ィ ッ ク メ モ 
リ に 書き 込み ます 2 eee [PUT〕 
⑥ フ ァイル を 閉じ ます oo [CLOSE〕 
2 . デー タ の 再生 
⑨① ラ ァイル を オー プシ し ます 入信 邊 の ドロ [OPEN] 
② フ ァイル バッ ファ に 文字 変数 を 割り つけ ます 。…… (it… LF IEED] 
ランダム フ ァイル 上 の デー タ を ファ イル バッ ファ に 読み 
時 議 DCCCOP ワ OPCCOLY OPC YE IGE 呈 ] 


(《④ フ ァイル バッ ファ 上 の デー タ を 取り 出し て 処理 し ます 。 


文字 型 に 変換 し て いた 数 値 を も と の 数 値 型 に 変換 し な お 
Ye (CVI、CVS、 CVD) 
(アァ イル 東 問 じ 埋 生 セー m ヤ ツア *tmeoeeomerrgreoeeerei (CLOSE) 


それ で は 、 実 際 の プロ グラ ム 例 を 用 いて 説明 し て いき ます 。 な お 、 各 コマ ンド の 詳細 に 関し て は 


「BAS1C り ファ レン スマ ニュ アル 」 を 参照 し て くだ さい 。 
次 の プロ グラ ム を 入力 し て くだ さい 。 
プロ グラ ム (⑪⑬……… デー タ 保 存 例 
旧 。 ⑯ 此 抽 NT RT 汰 山 ば vs RIDAUAA 
2 の 9 INPUT "名 前 は " : NAS 
3 の INPUT " 何 才 で すか " : AGE% 
4 の T$ お =MKI$ (AGE%) 
5 の FIELD#] ,19 AS AS,2 AS B$ 
6 の LSET AS$=NAS 
7 の LSET B$=TS 
8 PUT ま 1,] 
9 の CLOSE#1 
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それ で は 、 プ ログ ラム の 説明 を 行ない ます 。 
中 の OOPERNUTR 7 , 疾 1 , " 0C RMDAIH AI 
ラン ダム ファ イル を オー プン する 場合 "R" の モー ド (Random fiile mode) 指定 
を 行ない ます 。 な お 、 ラ ンダ ム フ ァ イル の 場合 入力 、 出 力 で 別 の モー ド 指 定 を 行なう 必要 は な く 1 つ 
の O 〇 PE N 文 で デー タ の 入出 力 を する こと も 可能 で す 。 行 番号 1 0 で は 、 フ ロッ ピー ディ スク (ドラ 
イプ ナン ペー1) 区 "RIDAT 負 "と いう 名 の ラジ ダム ファ イル を オー デジ で ゆま す 。 
29 INPUT" 名 前 は " :NAS$ 
3 の INPUT " 何 す で すか " :AGE% 
4 の 0 T$=MKIS$(AGE%) 
ラン ダム ファ イル に 出力 する デー タ は 文字 型 の も の だ け で 、 数 値 型 の も の は 使用 する こと が で きま 
せん 。 そ の た め 、 数 式 を 文字 列 に 変換 し た 後 、 出 力 す る 必要 が あり ます 。 数 式 を 文字 列 に 変換 する コ 
マン ド は 、 行 番号 4 の 9 の MK I $ の 他 に MK S $、MKD$ が あり ます 。 そ れ ぞ れ の コマ ンド に 関し 
て は 「BAS1IC リ ファ レン スマ ニュ アル 」 を 参照 し て くだ さい 。 
WITTEEBD 1 1 の ・ 只 S 表し り 作 AS 'B$ 
ラン ダム ファ イル に デー タ の 入出 力 を 行なう 場合 、] レコ ー ド (256 バ イト ) の デー タ を ファ イ 
ル バ ッ ファ に 鞭 えて お き 、 ] レコ ー ド 分 づつ 入出 力 を 入 な いま す 。 ま た 、 そ の ファ イル バッ ファ は 、 
入出 力 の 前 に デー タ の 割り 付け が な され て いな けれ ば な り ま せん 。 そ れ を 行なう の が F IE 工 攻 文 で 
行 番号 5 0 の 場合 、 フ ァイル 番号 1 用 の ファ イル ハッ ファ (256 バ イト ) の 最初 の 1 9 バイ ト を ん 
$、 次 の 2 バイ ト を B$ に 割り 付け て いま す 。 な お この 場合 、 残 り の 2 44 バ イト は 未 使用 と な り 、 
た い へ ん ぜいたく な 使い 方 と いえ ます 。 
FIELD 文 は ファ イル バッ ファ に 変数 の 割り 付け を 行なう だ け で 、 デ ー タ を ファ イル バッ ファ お 
よび ファ イル に 入出 力 し ませ ん 。 
690 LSET AS$=NAS 
7 の 9 LSET B$=TS 
行 番号 6 90、7 9 で は F IELD 文 で 割り 付け た ファ イル バッ ファ に デー タ を 出力 し て いま す 。 フ 
ァイル バッ ファ に デー タ を 出力 する 場合 、 こ の LSET の 他 に RSET と いう コマ ンド が あり ます 。 
2 つの 違い に つい て は 「BASIC リ ファ レン マニ ュ ア ル 」 を 参照 し て くだ さい 。 
SO 尼 UWUW 蛋 上 1, ま 
PUT 文 に によって ファ イル バッ ファ の 内 容 (256 パ イト ) が ラン ダム ファ イル に 出力 され ます 。 
行 番号 8 9 で は 、 フ ァイル 番号 1 の ファ イル バッ ファ に ある デー タ を OPEN 文 で 指定 し た " RDA 
TA" と いう ファ イル の レコ ー ド 番号 1 に 書き 込ん で いま す 。 ラ ンダ ム フ ァ イル に は 、 レ コー ド 番 号 
が 記録 され る よう に な っ て お り 、 こ の レコ ー ド 番号 の 指定 を 変え 0 る こと に より デー タ の ラン ダム な 人 入 
出力 が 可能 と な り ま す 。 
99 CLOSE#1 
行 番号 9 0 で は 、 オ ー プ ン さ れ て いた ラン ダム ファ イル を 閉じ て いま す 。 ラ ンダ ム フ ァ イル の 場合 、 
入力 出力 別に OP E N 文 を 実行 する 必要 が な いた め 、 フ ァイル を 閉じ な けれ ば 、 デ ー タ の 入出 力 を 1 
つの OPEN 文 、F IELD 文 に よっ て 行なう こと が で きま す 。 
〔 例 〕 実行 例 を 以下 に 示し ます 。 


RUN gl 

名 前 は ? パソ コン テレ ビ | 
何 オ です か? 2 

Ok 


次 の ラン ダム ファ イル か ら デ ー タ 入力 を 説明 し ます 。 

次 の プロ グラ ム を 入力 し て くだ さい 。 

プロ グラ ム (2)……… デー タ 再 生 例 
] 生 OPEN"RRP" ,\1。 "1kRDATA" 
20 FIELD#1,1 の AS AS,2 AS BS$ 
30 GET#1 ,1 


40 AGE=CV1 (B) 
5 の ERINTT 省 前 は AT で まお 。 " 
60 の PBRINT" 歳 は "AGE 7 『 才 で すず" 
7 の 0 コ @ TS 記 指 1 
それ で は 、 プ ログ ラム の 説明 を 行ない ます 。 
0.1⑨BEINY 多 と 人 W) ャ 1 a 陳 也 氏 当 衣 7 
20 FLEELE 1 1 の 負 S 私 お BS 
行 番号 10 で ラン ダム ファ イル を デー タ 入 力 の た め に オー プン し て いま す 。 ラ ンダ ム フ ァ イル の 場 
合 、 前 に 述べ た よう に デー タ の 入出 力 で オー プン 方 法 は 変り ませ ん 。 行 番号 2 0 で は 、 フ ァイル バッ 
ファ に 変数 を 割り 付け て いま す 。 こ の 場合 、 出 力 時 と 変数 名 は か える こと が で きま す が 、 フ ァイル バ 
ッ フ ァ の 割り 付け は 同じ に する 必要 が あり ます 。 
3 の GET#1 ,1 
ファ イル か ら 1] レコード (256 バ イト ) 分 の デー タ を ファ イル バッ ファ に 入力 する に は QET 文 
を 使い ます 。 行 番号 3 0 の 場合 、 フ ァイル 番号 1] の ファ イル バッ ファ に OPEN 文 で 指定 し た " RD 
ATA" と いう ファ イル の レコ ー ド 番号 1 か ら デ ー タ を 256 バ イト 読み 込ん で いま す 。 
40 AGE=CV1I (B$) 
全 の き 太 雇 WNT 全 省 有 前 は je お 2 "で G す の " 
6⑳ 」 只 氏 順 NT " 歳 は 四 た AGE : " 才 で す 。『 
0 LSE 
ファ イル バッ ファ に 読み 込ま れ た デー タ は 、F IELD 文 で 割り 付け た 文字 変数 を 使用 する こと に 
よっ て 取り 出せ ます 。 ま た 、 一 旦 文 字 式 に 変換 し た 数 値 は 、CV 1 、CVS、CVD コ マン ド を 実行 
する こと に より も と の 数 値 に 変換 する こと が で きま す 。 3 つの コマ ンド の 違い に つい て は 「BASTI 
ご リフ ァ レ ンス マニ ュ ア ル 」 を 参照 し て くだ さい 。 以 上 の こと は 行 番号 4 0 て 6 の で 行なわ れ て お り 、 
行 番号 7 9 で は 入力 の た め に オー プン し た ファ イル を 閉じ て いま す 。 
〔 例 ] それ で は 実行 例 を 示し ます 。 な お この プロ グラ ム の 実行 前 た に プログ ラム (1) が 実行 され て いる 必 
要 が あり ます 。 
RUN 
名 前 は パソ コン テ で す 。 
歳 は 2 才 で す 。 
*※ 名 前 の 入力 を する 際 、 パ ソコ ン テ レ ビ と 入力 し まし た が 、F IELD 文 で その ファ イル バッ 
ファ の 領域 を 1 9 バイ ト し か 設け な か っ た た め 、 こ の プロ グラ ム で は ハ ソ コン テ と し か 表示 
され ませ ん 。 デ ー タ を ファ イル バッ ファ に 割り 付け る 場合 、 そ の 大 き さ に 注意 する 必要 が あ 
り ま ずら 。 


2.4 ラン ダム アク セス ファ イル に 関す る デー タ の 追加 ・ 変 更 
ラン ダム ファ イル は シー ケン シャ ルフ ァイル に 比べ て 多く の 手続 き を 必要 と し ます が 、 デ ー タ の 追 
加 ・ 変 更 は 自由 に 行なう こと が で きま す 。 す な わ ち 、 レ コー ド 番 号 を 指定 する こと に よっ て 、 ど の 場 
所 の デー タ も アク セス (呼び 出し ) 可能 で す 。 こ こ で は 、2 . 3 で 作成 し た ラン ダム ファ イル に デー 
タ を 追加 ・ 変 換 す る プロ グラ ム 例 を 説明 し ます 。 
次 の プロ グラ ム を 入力 し て くだ さい 。 
プロ グラ ム (3)……… デー タ 追 加 ・ 変 換 プ ログ ラム 
10 (OOEBENYT RY / ま 1 。 "1 xs 了 BDATA 
20 INPUT "名 前 は ":NAS 
25 IF NAS$="END"THEN 90 
3 の INPUT " 何 オ で すか " : AGE% 
4 の T ふ お =MKI$ (AGE%) 
5⑳0 ETEED# ま 15 の - AS 入 や あら 2 負 S、 B$ 
69 LSET AS$=NA$ 
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0。 誤 要 肌 世 千 晶 め 
5 LINIMUMNT グ コーポ 番 史 "WPN 
8 の PUT#1,N 
85 GOTO 20 
9 の GTOS 選 1 
ほとん ど が プロ グラ ム 1) の 場合 と 同じ で す 。 行 番号 7 5 で 入力 する レコ ー ド 番号 を 変え る こと に よ 
り 、 ど の 場所 の デー タ で も 追加 変更 で きま す 。 な お 、 こ の プロ グラ ム で は 名 前 に 「END」 を 入力 す 
る まで 何 回 で も 追加 ・ 変 更 を 繰り 返 を えす こと が で きま す 。 
〔 例 〕 実行 例 を 示し ます 。 
RUN 
名 前 は ? 小林 
何 思 で ず か や 29 
レラ ロード 箸 号 や 1 
名 前 は ? 中 村 
価 嘱 *⑥ ま が "? ョ 5 
レコ ー ド 番号 ? 3 
名 前 は ? 早川 
何 才 で すか ? 70 
レコ ー ド 番号 ? 2 
名 前 は ? END 
Ok 
それ で は 、 プ ログ ラム (3) で 作成 し た ラン ダム ファ イル か ら デ ー タ を 取り 出す 次 の アプ ログ ラム を 入力 
し で くだ き SW。 
プロ グラ ム (4) 
中 の BN TRY" 。 直り) PH SRDATAIY 
2 弄 由 上 由 了 D 攻 上 4 。 OO 久 避 及 訓 和久 員 8@ 師 貞 
25 INPUT" レ コー ド 番 号 " : N 
28 IF N= の THEN 70 
3 の GET #1,N 
4 の AGE=CV1I (B$) 
8 BRRLINT" 名 前 は \:jAB "で ず 。" 
6 PINT" 歳 は "和己 5" 光 で ず 。 『 
6 8 @G@⑥U⑨' 2 
メ ⑳ 〇 CLOSE 准 1 
この 場合 も また 、 プ ログ ラム (2) と ほとん ど 同 じ で す 。 行 番号 3 0 で アク セス する 行 番号 を 入力 し 、 
行 番号 4 の 、90 の に よっ て 繰り 返し が 行 な た を る よう に な っ て いま す 。 


着 沿 沿 商 問 半 倍 贈 較 胃 
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( 例 ) 実行 例 を 示し ます 。 
RUN | 
レ ュ ー ド 番号 ? 1 
名 前 は 小林 で す 。 
歳 は 2 9 で す 。 中 
レ ュ ー ド 番号 ? 2 過 
名 前 は 早川 で す 。 
歳 は 7 9 才 で す 。 
レ ュ ー ド 番号 ? 3 [ 同 
名 前 は 中 村 で す 。 


歳 は 2 5 で す 。 
レ ュ ー ド 番号 ? の 過 
Ok 


ネ ※ フ ァイル 番号 に の を 入力 する こと に よっ て プロ グラ ム の 実行 が 終り ます 。 
また 、「RDATA」 と いう ファ イル の レコ ー ド 番号 1 に は 、 プ ログ ラム (1) の 実行 に より 
「 パ ソコ ン テ 」 と いう デー タ が 入っ て いま し た が 、 プ ログ ラム (3) の 実行 例 で 示す よう に レコ 
ー ド 番号 1 に 新しく 「 小 林 」 と いう デー タ を 書き 込ん だ た め 、 前 の デー タ は 消去 され て いま 
す 。 
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5 童 
ティ スク の 使い 方 


本 機 で は 、B5 イ ンチ ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (3 イン チコ ン パ クト フロ ッ ピー ディ スク ) の ほか に 
8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク 、5 イ ンチ ハー ド デ ィ スク を BAS TIC で サポ ー ト し て いま す 。 こ こ で 
は これ ら の ディ スク 装置 を 入出 力 装置 と し て 使う 場合 に 、 必 要 な 事柄 を 説明 し て いま す 。 

な お 、 プ ログ ラム や デー タ を 保存 また は 再生 する と き は 「4 章 プロ グラ ム 、 デ ー タ ファ イル の 保存 ・ 
再生 」 を ご 覧 くだ さい 。 


語 較 | ディ スク の 使用 準備 


新 ら し い フ ロッ ピー ディ スク を 使用 され る 場合 あらかじめ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ティ 
ング を 行なっ て お むく 必要 が あり ます 。 

フォ ー マ ッ ティ ング と は 新 ら し い フ ロッ ピー ディ スク を 使用 で きる よう に する こと で 、DISK B 
ASI ご ぴの ユー ティ リティ プロ グラ ム に フォ ー マ ッ ティ ング の た め の プ ログ ラム が 用 意 さ れ て いま す 
の で 、 フ ロッ ピー ディ スク の フォ ー マ ッ ティ ング の 手順 に 従っ て 行なっ て くだ さい 。 (別冊 の 「 テ アプ 
リケーション ソフ ト の 説明 」 参 照 ) 


ドラ イブ 接続 構成 


本 機 は 下記 構成 図 の 様 に 各々 3 "or.5" フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 、 (容量 : 320K バ イト 、 
6 40KK バ イト 、1M バ イト ) 、8" フロッピー ディ スク ドラ イブ (容量 : 1M バ イト 、240 の K バ 
イト ) 及び 5" ハード ディ スク ドラ イブ 容量 (1O つ OM バイ ト ) を 接続 可能 で す 。 


2D : 1M バ イト 
1S : 240K バ イト 


10M バ イト 


CZ-850C 
851C 
852C 


gawー | 2D :320K バ イト 
ディ スク 2DD : 640K バ イト 
ドブ 2HD : 1M バ イト 


CZ-851C 


ドラ イブ 接続 構成 図 


pp bpD 


CZ-850C 


CZ メー85 の 0C は 3 "or5T、8 "フラ ロッ ピー ディ スク 、5 "ハー ド デ ィ スズメ ク の 専用 
イン ター フェ イス ボー ド を 各々 拡張 1 プ 〇 ポー ト に 挿入 し 各 イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド 
に 各 タ イプ の ドラ イブ を 外部 接続 可能 で す 。 
スー8.81C、Z ク ー88.2 ど 〇 は 5 リラ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 到 び イシン ター 
フェ ィ ス を 内 蔵 し て いる の で 3" or5" フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ は 直接 増設 可 
能 で あり 、 8" フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 、 ハ ー ド ディ スク ドラ イブ は 専用 


1 
〇 1 


イン ター フェ イス ボー ド を 使用 し て 外部 接続 が で きま す 。 
ドラ イブ 接続 台数 


内 部 増設 最大 接続 台数 は トー タル で 


( 台 ) 4 台 


外部 増設 


( 台 ) 


8" フ ロッ ピー 専用 イン ター フェ イス 使用 
ディ スク ドラ イブ (人 台 


5" リ "ハードディスク 専用 イン ター フェ イス 使用 
リン の 


(サポ ー ト ドラ イブ を 最大 接続 し た 時 の 容量 は 4 8BM バ イト で す 。) 
な お 、CZ 一 881C、@CZ-882C に は 外部 5『 フ ロッ ピー ディ スク イン ター フ 
ェ イ ス は 接続 し な いで くだ さい 。 


ンス テム フロ グラ ム 起 動 方 法 
本 機 で は 、5" フロッピー ディ スク ドラ イブ を トー タル 4 ドラ イブ 、8" フロッピー ディ スク ドラ 
イブ を 4 ドラ イブ (専用 イン ター フェ イス 使用 ) お よび ハー ド デ ィ スク ドラ イブ を 4 ドラ イブ (専用 
イン ター フェ イス 使用 ) 一 度 に 接続 可能 で あり 、8 種 類 の ディ スク タイ プ  ( 下 表 参照 ) を サポ ー ト 
し て いる の で シス テム プロ グラ ム を 起動 する 場合 ちら か じ め シ ステ ム デ ィ ス ク の 入っ て いる ドラ イブ 
ナン バー と ディ スク タイ プ を 設定 する 必要 が あり ます 。 そ の 方 法 と し て 
(1) 初 期 モ ー ド スイ ッ チ (ディ ッ プ スイ ッ チ ) に より 、 シ ステ ム デ ィ ス ク の タイ プ 設 定 
(2②) キー 入力 に より 、 シ ステ ム デ ィ ス ク の タイ プ 設 定 
の 2 種類 が 可能 で す 。 
(1) の 方 法 は 初期 モー ドス イッ チ に より 起動 する シス テム ディ スク ナン バー を 設定 し 、 シ ステ ム 電 
源 を 採 入 す る ご だ に まっ て サポ ー ト ドラ イダ (3ToOr5"Y お よび 8 “フロッピー ディ スク ドラ イダ デ 、 
ハー ド デ ィ スク ドラ イブ ) の ドラ イブ の か ら 自 動 的 に シス テム プロ グラ ム が 起動 で きま す 。 出荷 時 
ディ ッ プ スイ ッ チ は 全て 〇 ON (ディ スク タイ プ ナ ン バ ー0) に 設定 し て いま す 。 
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ディ スク タイ プ ナ ン バ ー と ディ スク の 種類 


両面 倍 ト ラッ ク 
倍 密度 記録 


両面 高密 度 
倍 密度 記録 


両面 高密 度 
倍 宙 度 記録 


両 面 
倍 密度 記録 


両 面 
倍 密度 記録 


片 面 
単 密度 記録 


4 ヘッ ド 
倍 密度 記録 


米 但し ヘッ ド ⑳、 シ リン ダ の の み ] セク タテ 128 バイ ト の 単 密度 記録 
また シス テム プロ グラ ム を 起動 し た サポ ー ト ドラ イブ の ドラ イブ の に 対す る 
ディ スク タイ プ も 同時 に シス テム の ディ スク タイ プ 設 定 レ ジス タ に 書き 込ま れ 、 以 後 の プ ログ 
ラム 上 で 、 ド ライ ブ の デバ イス 名 を 省略 し て アク セス し よう と し た 場合 は 、 こ の ドラ イイ ブナ ン バ パー 
が 指定 され ます 。 


一 般 に この 様 に シス テム プロ グラ ム を 起動 し た ドラ イブ を 、 カ レン トド ライ ブ と 呼ん で いま す 。 


一 方 、 シ と ステ ム プ ログ ラム が 起動 で き な か っ た 時 は 


Make your devioe readry 
Preisg selleiotedi' Key to atamt dPiwimg: 
F:FLoppy 
R : ROM 


3@GMW 
TsTimey 
と いう 表示 と な る の で 初期 モー ドス イッ チ で 設定 し た ディ スク タイ プ の ドラ イブ 状態 の 再 確認 後 、 再 
び 電 源 を 入れ て シス テム プロ グラ ム を 起動 する か 、 キ ー ボ ー ド 入力 で の 操作 で 、 シ ステ ム プ ログ ラム 
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を 起動 し て くだ さい 。 
(2) キ ー 入 力 で シス テム プロ グラ ム を 起動 する 場合 

初期 モー ドス イッ チ の 設定 に 関係 な く キ ー 入 力 に よっ て ドラ イブ の 選択 を 行ない 任意 の ディ スク 
タイ プ (ナン バー の か ら 7) の ディ スク か ら シス テム プロ グラ ム が 起動 で きま す 。 ま た その ドラ イ 
ブナ ン バ ー が カレ ント ドラ イブ に 設定 され デバ イス 名 を 省略 し て アク セス し た 時 は カレ ント ドラ 
イブ (シス テム プロ グラ ム を 起動 し た ドラ イブ ) が 指定 され ます 。 
操作 方 法 

本 機 の 電源 を ON する と 


II 尼 本 mA Sm get 中 @Gpr deyviee 全 ご で (1) 
と いう 表示 が 表示 画面 に 出 キー ボー ド か ら |F| キ ー を 入力 し ます 。 


Diwie Now (0: 三 9 り | 語 諾 デポ 硝 計 oe (②) 


と いう 表示 と な り ま す の で 、 次 に シス テム プロ グラ ム を 起動 し よう と する ドラ イブ ナン バー (の て 
3) を 指定 する た め に 、 数 字 キ ー の | 0 | | 3| の うち 指定 の ナン バー を キー 入力 する と 、 


We et DU 作 Km? (の 0 一 7) 


5 7ED 82 の KK bytes 2D 。 …ー| の 
O * 
3"FD 640K bytes 2DD 。  ……-| 中 
1M bytes 2 人 mee 人 の 
1M bytes ネネ 2HD 一 3 
ーー ③) 
SERMD LM bytes 2 一 の 66 っ = 4 
1M bytes リーク 610 きっ = 5 


240K bytes 二 5 一 人 間 eows 6 
5 店 回 也 10M bytes 4 
と サポ ー ト し て いる 全て の ディ スク タイ プ が 表示 され ます の で 、 起 動 し た い デ ィ ス クタ イプ に 対応 し 


て いる ナン バー を 指定 する た め に 、 数 字 キ ー の の て 7 キー を 使っ て 入力 する と 任意 の ドラ イブ ナン バ 
ー か ら 任意 の ディ スク タイ プ で シス テム プロ グラ ム が 起動 され ます 。 表示 画面 の と し て は 


IPL is lookino for a program from FD[INOI-- ④⑭ 
(NO は 0 て 3 の うち の どれ か 1 つ ) 


と な り 、 設 定 し た ディ スク タイ プ で 読み 出し 可能 な 時 は 


1 員 抽 。 ag oeagdjno BALSIO で C あ まあ ー8PB@2 ・: ーーー (5) 


表示 と な り 、BAS 1IC の 読み 出し を 開始 し ます 。 
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一 方 設定 し た ドラ イブ ナン バー か ら 、 設 定 し た ディ スク タイ プ で 読み 出し 不可 能 だ っ た 時 は 


Make your device ready 
Press seleoted key to start drivindg: 

F:Floppy 

R : ROM 

C iCMT 

T:Timer 
と いう 表示 と な る の で 、 人 入出 力 装置 の 状態 を 確認 の 上 、 再 操作 し て くだ さい 。 
キー ボー ド か ら 設 定 し て 、 シ ステ ム プ ログ ラム を 起動 し た 場合 、 起動 し た ドラ イブ に 対す る ディ ス 
クタ イプ の ナン バー は 自動 的 に シス テム の ディ スク タイ プ 設 定 レ ジス タ に 書き 込ま れ ま す 。 他 の サポ 
ー ト ドラ イブ に 対し て は 初期 設定 (3" or5" ド ライ ブ の 場合 ディ スク タイ プ の 、8 "ドラ イブ 
の 場合 ディ スク タイ プ 4) され て いる の で 、 各 ドラ イブ に 対し て ディ スク タイ プ を 設定 する 必要 が あ 
り ま す 。 


接続 ドラ イブ の ディ スク タイ プ 


本 機 で は 、 計 1 2 ドラ イブ と 接続 が 可能 で す 。 


ニル ーー 


ェ 又 先 - 


デバ イス 名 
"orS (2D。 2 お BB、。 2 臣 D) --ーーーー 性 ・ ゆー… き て 
* 間 "(DS 18 | テー マー を の イザ プ こ ちょ 「 ま 生ま すす: 
52Reou の 5 欠 少 。。  … 一 | ーー デー を ドサ イデ っ ゞ ゅ 時 的 ャ … 耕 DS 


3 "or5" お よび 8" の フロ ッッ ピー ディ スク ドラ イブ に どの タイ プ の ディ スク が 挿入 され て いる か 、 
本 機 で 認識 する 必要 が あり ます 。 本 機 で 認識 し て いる ディ スク タイ プ と 違う ディ スク を 挿入 する と 、 
書き 込み プ 読み 出し が で き な い 場合 が 生じ ます 。 す な わ ち ディ スク タイ プ に よっ て ヘッ ド 数 、 シ リン 
ダ 数 、 セ クタ 数 が 異な り 、 ま た 、FM 記 録 ZMFM 記 録 、3"or5" (2D、2DD) 5" (2 
HD) 、8" (2D、1 8) の 切換 え を 各 フ ロッ ピー イン ター フェ イス に 指示 する 必要 が ある た めで 
ポ 。 
ディ スク タイ プ を 正確 に 認識 する こと に よっ て 自動 的 に アプ ログ ラム の 書き 込み 読み 出し の 管理 
が で きま ず 。 
ディ スク タイ プ の 設定 方 法 と し て 
(1) ユー ティ リティ プロ グラ ム の 実行 
(2) DEVIOCE 命 令 
(3) ワー クレ ジス タ の 書き 換え 
の 3 方 法 が あり ます 。 
働 司 。 ユ エー ディ リティ ヴ デ ログ ラム を 走ら せ 
各 デ バイ ス 名 、 に 対応 する ディ スク ・ タ イプ No . を キー ボー ド か ら 入 力 する と 自動 的 に 設定 で 
き 涼 : ボ 8 
(2 は 、BAS1C の DEVICE 命 令 で 
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DEVIOCE "テバ イス 名 : ディ スク タイ プ No . " [| 
に よっ て 設定 で きま す 。 ( 下 表 参 照 ) 


0--5"or3"FD 2D 
2DD 
2HD 
2HD 


(3) は モニ タコ マン ド ま た は BAS 1 で 、 ワ ー ク レジ スタ を 変更 する 方 法 で す 。 
ディ スク タイ プ の ワー クレ ジス タ は 各 デ バイ ス 名 に つい て 
5 "ディ スク は 1] バイ ト 、 8" ディ スク は 2 ビッ ト 毎 の ビッ トペ パタ ー ン ] バイ ト か ら 成 っ て い 


ます 。 
ま M bs。 


※ ゴ フラ 却 マ 有 ウド 


FD 
8 8 "標準 フォ ー マ ッ ト 
FD FAB8 


10:1S 8" 標準 フォ ー マ ッ ト 


ス 
MSB LSB 


ーー ボーー ェ ーーーーー ーーーーーー ーーーーーーー 


FO: の ピット パタ ー ン 
F1: の ビッ トバ パ ター ン 
F2 : の ピッ ト パ タ ー ン 
F3 : の ビッ トペ パタ ー ン 


(ビッ ト パ タ ー ン ) 


例え ば 接続 ディ スク が 


8 @ ま 和 | 「 の : 2D 9 FE: 2D※1 ラ フォー マッ トド 
FD に の 人 ) FD RLL sz 2DXX] フォ ー マ ッ ト 
の 2DD F2: 2D8" 標 準 フ ォ ー マ ッ ト 
9383 多加 5 秋 り F3: 1S8" 標 準 フ ォ ー マ ッ ト 
お とう 5 6 ド 
の 場合 
ディ スク タイ の ウー クレ ジス タバ 
FAB4 : 2 0 
BEB 入 BS : 2 0 
FAB6 : 2 1 
BABZ" : 2 2 
FAB8 : 90 と な り ま ず 。 


ディ スク タイ プ の デフ ォ ル ト (初期 モー ドス イッ チ の 設定 の 場合 ) 
(3 Onw8 リ "ディッ スネ ク で B⑥⑨T 財 だ 時 
デバ イス 名 デフ ォ ル ト タ イ プ 


の : ROOT し た ディ スク タイ アゲ 


2 次.1 ラ ォ ー マ ウタ ドド 


2)。 8 ルディ スク 2 で BOOT た 時 


ROOT し た ディ スタ タイ デ 


2D 区 1 ラ ォ ビー マッ ト 


(3) ハー ド デ ィ スク で BOOT し た 時 


ION 本 作 coURS1 2D 双 1 フォー マット 


また 、 キ ニー 義 罰 で 、BOOT し た 時 は 、 BOOT し た ドラ イブ の デパ イス 名 が 、 その ディ スク タ 
イデ に 設 宮 きれ 、 他 の 3 "oy 57 。 8" フロ ue ピー ディ スク ドラ イグ は 
Son 8 7 Do 
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8 "EFD-- 2DX1 フ ォ ー マ ッ ト 
に 設定 され ます 。 


置 : 久 | ティ スク の フォ ー マ ッ ト 構 成 


ディ スク に デー タ の 書き 込み 読み 出し 動作 を 行なう 場合 ディ スク 上 の アド レス 情報 (ヘッ ド No 
シリ ンダ ーNo .、 セ クタ ーNo 等 ) を 基 に し て 、 デ ー タ の 格納 場所 を 検索 し 実行 し ます 。 こ 
の た め 、 デ ィ ス ク 上 に この アド レス を 割り 付け る 必要 が あり ます 。 この 動作 を イ ニシ ャ ライ ズ (1 
次 フォ ー マ ッ ト ) と いい ます 。 


3 "orS5"FD2D、2DD の 市 販 デ ィ ス ク は イニ シャ ライ ズ さ れ て いな い デ ィ ス ク な の で 、 必 
ず イ ニシ ャ ライ ズ す る 必要 が あり ます 。 一 方 、5"FD2HD ぉ ょ び 8"FD2D、1S は 8"fFD 
標準 フォ ー マ ッ ト で イニ シャ ライ ズ さ れ て いる の で 、 必 ず し も イニ シャ ライ ズ す る 必要 は あり ませ ん 
が 全 レ コー ド 25. 6 バイ トノ セク ター, 倍 密度 記録 の X 1 フォ ー マ ッ ト 注 1) に 、 イ ニシ ャ ライ ズ し て 
使用 し て も か まい ませ ん 。 

サポ ー ト し て いる ディ スク タイ プ お よび フォ ー マ ッ ト を 下記 に 示し ます 。 


5 | 
セク ター 
シリ ンダ No | セク ターNo | デー タ (バイ ト ) 内 容 」 
本 1 て 16 256 X] フォ ー マ ッ ト 
| … 1<16 256 Me 
0,1 0 て 76 1 て 26 256 X1 フォ ー マ ッ ト 
] | 
0 て 76 1 て 26 256 注 2) 8" FD 標 準 
ヘッ ド 0 フォ ー マ ッ ト 
シリ ンダ ー0 
128 
0 て 76 1 て 26 [ 256 5 究 
0 て 76 1<26 M 256 注 2) 8" FD 標 準 
ベッ だ 0 ジ ォ ーー マット 
シリ ンダ ー0 
128 
0 て 76 1 て 26 注 3) 8 " FD 標 準 
128 | グ みて マ 
ハー ド デ ィ スク | 0<3 0 て 305 1 て 33 256 EAAu 
WM 


注 1) 又 1 フォー マート は 、 人 交 て の シリ ンダ ー に 対し て 
256 バ イト セク ター の 倍 密 度 記 録 

往 2) 8"FD 標準 フォ ー マ ッ ト は 
ヘッ ド No . の ⑳、 シ リン ダーNo . 9 の セク ターNo . 1 一 26 は 、 
1 2 8 バイ トン セク ター の 単 密度 記録 
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その 他 の 領域 は 
256 バ イト プ セ クタ ー の 倍 密 度 記録 
注 3) 全て の シリ ンダ に 対し て 
1 28 バ イト プ セ クタ ー の 単 密度 記録 
また 、 シ ステ ム で ディ スク 管理 を 行なう た め に は ディ スク 上 に ある 特別 な 領域 、FAT 領 域 と デ 
ィ レ クト リ 領 域 を 設け 、 シ ステ ム に 合う よう に FAT 領域 お よび ディ レク トリ 領域 に 初期 デー タ を 書 
き 込 む 必要 が あり ます 。 こ れ を シス テム フォ ー マ ッ ト (2 次 フォ ー マ ッ ト ) と 呼ん で いま す 。 本 機 
で は ディ スク 管理 する 場合 は 、 全 て の ディ スク タイ プ と も 必ず シス テム フォ ー マ ッ ト す る 必要 が あり 
ます 。 
実際 に ディ スク を フォ ー マ ッ ト す る 場合 は 
ユー ティ リティ プロ グラ ム 中 の フォ ー マ ッ ト プ ロ グラ ム で 実行 し て くだ さい 。 
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5 RD 2HD 


1 
9 PD 2D 5 イプ の ディ スク 構造 


5' ハード ディ スク の ディ スク 構造 


置 久 ディ スク ファ イル 管理 方 法 


3"or85"、8" フ ロッ ピー ディ スク の お よび ぴ び ュ ムード ディ スク 全て の タイ プ の ディ スク へ の き 
込み 読み 出し は 、 ヘ ッ ド 番号 、 シ リン ダ 番 号 、 セ クタ ー 番 号 か ら 連 続 し た 論理 アド レス に 変換 し 、 
その 最小 単位 の レコ ー ド (1 28 バ イト 256 バ イト ) ご と に 、 可 能 で す が 実 際 の ファ イル 管理 で 
の 最小 単位 は 、16 レ コー ド =] クラ スタ (4K バ イト ) で 行なっ て いま す 。 

ファ イル が ディ スク 上 に どの 様 に 記録 され て いる か の 連 が りや 使用 状態 の 管理 は 、FAT (Fil 
e Al location Tabl ee) の クラ スタ 番号 と ディ レク トリ デー タ で 行なっ て いま す 。 
各 デ ィ ス クタ イプ の 記録 容量 に よっ て FAT、 デ ィ レ クト リ 、 デ ー タ 領域 は 下記 の 構成 と な っ て い 


4 (単位 ニレ コー ド ) 
SO 5 ジロ 37 公 デ ュ ス メグ 8" フ ロッ ピー ディ スク ハー ド ] 
ディ スク 
2D 2DD 2HD 2D 
トー 
シス テム 領域 0 0 0 0 0 
FAT 領域 14 28 28 8 
( ( ( 
5 29 29 2 
16 32 32 48 
( ( 
47 47 63 
32 48 48 64 
( ( ( ( 
2559 4003 4003 40127 
ーー ーー ーー 40128 
( 
40391 
= 


ハー ド デ ィ スク の 使用 終了 時 に 、 ヘ ッ ド を デー タ 領 域 以外 に 移動 する こと に より 、 デ ィ ス ク デ ー タ 
の 破 カ イ か ら の 保護 を 行なっ て いま す 。 

8 ”FD の 片面 単 密度 記録 は ] レコ ー ド 単位 の 書き 込み 読み 出し は 可能 で ある が BAS1IC で 
の ファ イル 管理 は サポ ー ト し て いま せん 。 
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(1) デ ィ レ クト リ 

ディ レク トリ は ファ イル 管理 の た め の フ ァイル 名 、 格 納 先 頭 ク ラス タ 番 号 、 デ ー タ 数 、 日 付 等 を 表 
わし 、] ファ イル 32 バ イト で 表現 し て いま す 。 

各 タ イプ の ディ スク と も 階層 ディ レク トリ 形式 な の で 、 デ ー タ 領域 内 に 下位 ディ レク トリ が 設定 さ 
れ 、 答 下位 ディ レク トリ は ディ スク タイ プ に 関係 な く 、1 ク ラス タ 分 (4KK ペ イト : 128 フ ァイル 
数 ) の 領域 を 確保 で きま す 。 最 上 位 デ ィ レ クト リ (ルー トディ レク トリ ) で 管理 で きる ファ イル 数 は 
ディ スク タイ プ で 異な た り 下 表 に 示す と お り で す 。 


ディ スク タイ プ で 
管理 可能 な 最大 ファ イル 数 


少 ー ド ディ レク トド トリ 
領域 レコ ー ド 数 


ディ レク トリ の 構成 は 下図 の 様 な ッ リ ー 構 造 に な り ま す 。 


下位 ディ レク トリ トド 位 ディ レク トリ 


| タメ フ マ 
| 区 / 
イ イ イ イ 
ル ル ル ル 
フ 下位 ディ レク トリ フ フ プ ラプ ラ テラ 
ァ ァ アァ ア 4 アァ ア 
イ イ イ イ イ イ イ 
ノレ ノレ ノレ ノレ ノレ ノレ ノレ 


ディ レク トリ の ファ イル に 対す る 構成 を 以下 に 示し ます 。 


(1 ファ イル =32 バ イト ) 


1 ファ イル 名 に 対す る ディ レク トリ の 構成 


1 バイ ト 目 


2 バイ ト 目 14 バ イト 目 


15 バ イト 目 一 17 バイ ト 目 


種類 を 表わす 。 


内 


00 は KILL され た ファ イル また は 未 使用 領 
域 。FF は 使用 ディ レク トリ テー ブル の 終 


ファ イル (機械 語 で 書か れ た 

ファ イル ) 

ファ イル (BASIC テキ スト で 

書か れ た ファ イル ) 

ファ イル (ASCII セー ブ さ れ 

た ファ イル ) 
FILES で 表示 し な い : 


4 が 1 0… 表 示す る 


5 が 1 … リ ー ド アフ ター ライ ト ON : 0… OFF 


0… 書 き 込 み 
OK 


6 が 1 … 書 き 込み 禁止 ファ イル : 


7 が 1 … 下 位 デ ィ レ クト リ 


3 は 予備 


ファ イル 名 (13 文 字 ) 


ュー ザー 指定 EXTENTION エリ アァ (文字) 


18 バ イト 目 


パス ワー ド の バッ ク ( 無 指定 な ら 20 (16) の 値 ) 


19・20 バ イト 目 


ファ イル の バイ ト 数 (Bas お よび Obj の み 有 効 ) 


・22 バ イト 目 


23・24 バ イト 目 


25 バ イト 目 一 29 バ イト 目 


30 バ イト 目 一 32 バ イト 目 


ファ イル の メイ ン メ モリ ー 先 頭 ア ドレス (Obj の み 有 効 ) 


ファ イル の メイ ン メ モリ ー 実 行 ア ドレ ス (Ob のみ 有 効 ) 


作成 され た 年 、 月 、 曜 日 、 日 、 時 、 分 が 書き 込ま れ て いま す 


例 : 84 年 12 月 01 日 土曜 日 、16 時 36 分 
先頭 か ら 、 年 年 月 曜 日 日 時 時 分 分 
84 C 6 0Q1 16 36 


ファ イル 先頭 クラ スタ 値 
30 バ イト 目 HIGH バ イト 
31 バ イト 目 LOW バイ ト 
32 バ イト 目 MIDDLE バ イト 
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(2) FAT 
FAT は ディ スク で 管理 され る ファ イル の チェ ー ン 状態 を 表わし 、2 バ イ ト の クラ スタ 番号 で 表 
現し て いま す 。 F 及 征 の 必要 容量 (バイ ト 数 ) は (管理 可能 な 最大 ファ イル 数 ) x 2 バイ ト で ず 。 


FAT 構成 と し て は 


アドレス 
0 
( 0-7F 和 ト 
7F 80 て 8F 
80 0 て 13 
上 位 バ イト 
FF 


図 の 様 に F 丸 穫 領 域 の ] レコ ュー ド を 1] 2 8 バイ ト に 分 割 し 、 各 々 を ク ラス タ の 下位 、 上 位 バ イト に 
利 定 し て いま す 。 
各 デ ィ ス クタ イプ に よっ て ディ スク 管理 用 の 予約 バイ ト と し て FAT 領域 の 先頭 か ら 


3"or 5"FD2D,2DD 2 バイ ト 
5" FD2HD 
8" FD2D 3 バイ ト 
2 ディ ネス グ 4 バイ ト 


上 表 の よう に 必要 で す 。 FAT デー タ と し て は 、 次 の よう な も の が あり ます 。 


1 W Or 5 WW FD 8 W FD 
項目 2D 2DD 2HD 2D 
ファ イル が チェ | 02 一 4F |027F 03~7F 037F 04~7F 
ー ン し て いる 100 11F | 100 て 179 | 100 <179 100 17F 
クラ スタ 1300 て 1353 
ファ イル 終了 | sosF 80 て 8F 808F 80-8F 
クラ スタ 
未 使 用 クラ スタ (の ⑳ ⑰ 


69 


o 草 
ディ スプ レイ モー ト 


BAS 1IC は 、 図形 文字 (アル ファ ベッ ト 、 数 字 、 漢 字 、 カ タカ ナ 、 ひ ら が な 、 セ ミグ ラフ ィ ク 文 
字 な ど ) 、 点 、 線 、 そ の 他 複 雑 な 図形 を ディ スプ レイ テレ ビ に 表示 する こと が で きま す 。 

テル ファ ベッ ト な どの 図形 文字 を 表示 する 画面 を テキ スト 画面 、 ド ッ ト に よる 図形 を 表示 する 画面 
を グラ フィ ッ ク 画 面 と 呼び K、 デ ィ ス プレ イ テ レ ビ の 画面 は 、 こ の 2 種類 の 画面 を 重ね て 表示 し て いる 
と 考え ん る こと が で きま す 。 


| 半生 


英 数 字 な どの 文字 列 か ら 構成 され る BAS 1I ご の プロ グラ ム は テキ スト と 呼ば れ 、 こ の テキ スト を 
は じ め と する 図形 文字 を 表示 する 画面 の こと を テキ スト 画面 と いい ます 。 

テキ スト 画面 の 表示 文字 数 ( 横 X た て ) は 、W IDTH ス テー トメ ント を 使っ て 、 次 の 8 通り の 設 
定 を する こと が で きま す 。 た だ し 、 横 の 文字 数 は 、 表 示す る 文字 が 1 バイ トコ ー ド 文字 (半角 文字 ) 
の と き の 数 で す 。 


| 
ステ ー ト メン ト 表示 文字 数 備 考 
ト 
DOT 40X10 標準 ディ スプ レイ モー ド の と きのみ 設定 開始 。 
アン ダー ライ ン が 引け る 。 
WIDTH80,10,g,d, 80X10 グラ フィ ッ ク 画 面 表示 不可 。 
+ ] 
WIDTH40,12,g,d, | 40X12 
WIDTH80,12,g,d 導 80X12 | 
WIDTH40,20,g,d, 40X20 アン ダー ライ ン が 引け る 。 
グラ フィ ッ ク 画 面 表 示 不 可 。 
WIDTH80,20,g,d, 80X20 
WIDTH40,25,g,d, 40X25 
WIDTH80,25,g,d, ] 80xX25 


※ の: グラ フィ ッ ク 画 面 の 解像度 の 設定 09=200/192 ド ッ ト 1=4 の 90/384 ド ッ ト 
d : ディ スプ レイ モー ド の 設定 
の = 本 体 の 標準 ノ 高 解像度 切換 スイッチ の 状態 に 従う 。 
- 計 標準 ディ スプ レイ モー ド (STANDARD ) 
_ 較 : 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド (HIGH) 
サ 様 準 デ ィ ス デレ イモ ー ド 
2 = 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド 
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( 注 ) ・ 次 の WIDTH ス テー トメ ント は 使用 で きま せん 。 


alWD 赴 xenrgl LUL 

・ 本 体 の 標準 高 解像度 切換 え スイッチ が 標準 ディ スプ レイ モー ド ( 呈 ) に セッ ト さ れ て いる 
時 、WIDTH x,yY,1,.0 

だ だ US メー の @prmm90、 ラ 29 op 92 

・ 標 準 デ ィ ス プレ イ で は 、 標 準 デ ィ ス プレ イモ ー ド の み 、 高 解像度 ディ スプ レイ で は 、 高 解 
像 度 デ ィ ス プレ イモ ー ド の み 使 用 可能 で す 。 

・ 専 用 ディ スプ レイ T V で は 、 標 準 デ ィ ス プレ イモ ー ド 及び 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド の 
双方 使用 可能 で す 。 

その 切換 え は 、W IDTH ス テー トメ ント の 第 4 パラ メー タ に よっ て 行ない ます 。 


グラ フィ ッ ク 画 面 は 、2 つ の グラ フィ ッ ク メ モリ (48KB が 2 つ ) か ら 構 成 さ れ て お り 、 次 の よ 
う な 解像度 ( 横 X た て ) を も つ 画 面 を 設定 する こと が で きま す 。 


ステ ー ト メン ト 解 像 度 使 用 ペ ー ジ 数 


WIDTH40,25,0,d 320X200 カラ ー4 ン / 白黒 12 


WIDTH80.25,0,d 640X200 カラ ー2  / 白黒 6 


WIDTH40,12.0.d 320X192 カラ ー4 / 白黒 12 


イ 
WIDTH80,12,0,d 邊 640X192 カラ ー2 ン / 白黒 6 


WIDTH40,25,0,D 320X200 カラ ー4 ンプ 白黒 12 
| 
WIDTH80,25,0,D 640X200 カラ ー2  / 白黒 6 
WIDTH40,12,0,D 320X192 カラ ー4  / 白黒 12 
WIDTH80,12.0,D 640X192 カラ ー2 ン / 白黒 6 | 
WIDTH40,25.1.D 320X400 カラ ー2 ン / 白黒 6 | 
WIDTH8O0,25,1,D 640X400 カラ ー1 / 白黒 3 
財 WIDTH40.12,1.D 320x 384 カラ ー2  / 白黒 6 
WIDTH8O,12,1,D ] 640X384 カラ ー1 / 白黒 3 


d : の or ] (標準 ディ スプ レイ モー ド に 設定 。 ヨ = の の と き 、 本 体 の 標準 ノ 高 解像度 切換 ス 
イッ チ は 標準 ディ スプ レイ モー ド C 還 ) に セッ ト さ れ て いる こと 

D: の or2 ( 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド に 設定 。d= ニ の の と き 、 本 体 の 標準 高度 解像度 
切換 え ス イッ チ は 高 解 像 デ ィ ス プレ イモ ー ド ( 量 ) に セッ ト さ れ て いる こと 
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グラ フィ ッ ク 画 面 の 基本 的 な 構成 図 を 次 に 示し ます 。 
この 説明 書 で は 、 1 枚 目 の グラ フィ ッ ク 画 面 を 1 、2 枚 目 の 画面 を 2 、3 枚 目 の 両 面 を 3 と 


呼ん で 区 別して いま す 。 


く 高 解像度 標準 ディ スプ レイ モー ド で 、WIDTH40,25,0,D を 設定 (D =0 orl or2 ) > 


G1 
PAGE 0 
320X200 
G1 
PAGE 1 
320※X200 
G1 
PAGE 2 
320X200 
G1 
PAGE 3 
320 X 200 


く 高 解像度 標準 ディ スプ レイ モー ド で 、WIDTH80,25,0,D を 設定 ( D= 


G1 
PAGE 0 
640X200 
ee 
G1 
PAGE 1 
640 メ 200 


く 高 解像度 標準 ディ スプ レイ モー ド で 、WIDTH40,12,0,D を 設定 ( D= 


G1 
PAGE 0 
320X 192 


G1 
PAGE 1 
320X 192 


G2 
320X200 直 
G2 
十 
320X200 
G2 
オ 
320X200 
G2 
十 
320X200 
G2 
十 
640X200 
ーー 
G2 
士 
640X200 
G2 
十 
320 X 192 
G2 
土 
320X192 


320X200 


G3 


320※200 


320X200 


320X200 


0orlor2) > 


G3 


640※200 


G3 


640X200 


0or1or2) > 


G3 


320X 192 


G3 


320X 192 


G1 G2 G3 
PAGE 2 寺 十 
320X 192 320 XX 192 320 X 192 


G1 G2 G3 
PAGE 3 玉 Ri 
320X192 320X192 320X192 


く 高 解 像 度 / 標 準 ディ スプ レイ モー ド で 、WIDTH80,12,0,D を 設定 ( D= 0or1or2) > 


G1 G2 G3 
PAGE 0 二 十 
640※X192 640X192 640x192 


G1 G2 G3 
PAGE 1 dH 
640 メ 192 640X192 640X192 


く 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド で 、WIDTH40,25,1,D を 設定 ( D= 0or2 ) > 
G1 G2 G3 


PAGE 0 中 ae 
320X400 320X 400 320X400 


G1 G2 G3 
PAGE 1 十 十 
320X400 320 x 400 320X 400 


く 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド で 、WIDTH80,25,1,D を 設定 ( D= 0or2 ) > 


G1 G2 G3 
PAGE 0 十 十 
640X400 640X400 640※400 


く 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド で 、WIDTH40,12,1.D を 設定 ( D= 0or2 ) > 


G1 G2 G3 
PAGE 0 ー 二 
320 x 384 320 x 384 320 X 384 
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G1 G2 G3 
PAGE 1 十 十 
320 x 384 320 xX 384 320 x 384 


く 高 解 像 度 グ ディ スプ レイ モー ド で 、WIDTH80,12,1.D を 設定 ( D= 0or2 ) > 


G1 G2 G3 
二 エ 
640x384 640x384 640x384 


※ 画面 内 の 積 は 、 ( 横 の ドッ ト 数 ) X (た て の ドッ ト 数 ) を 表わす 。 

G1、G2、G3 の 各 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 は 、 次 の 図 の よう に 〇 1 が 青 、 は 2 が 赤 、G3 が 緑 と いう 
よう に 設定 され て いま す 。 こ の 3 枚 の グラ フィ ッ ク 画 面 は 合成 され て 画面 上 に 表示 され ます 。 た と え 
ば 、 青 の 画面 に ドッ ト が あり 、 赤 と 緑 の 画面 に ドッ ト が な い 場 合 は その ドッ ト は 青 で 表示 され ます 。 
また 、 青 と 赤 の 画面 に ドッ ト が あり 、 緑 の 画面 に ドッ ト が な い 場 合 は 、 そ の ドッ ト は マゼンタ ( 紫 ) 
で 表示 され ます 。 

(カラ ー テ レビ の 画面 は 、 青 、 赤 、 緑 の 3 原色 を 合成 し た も の で す が 、BASI ご C の カラ ー グ ラフ ィ 
ッ ク も 、 同 様 に 、 再 、 赤 、 緑 の 3 枚 の 画面 を 重ね て 表示 し た も の で す 。) 


G1 
青 
3 枚 の グラ フィ ッ ク 画 面 の 合成 
(B RG 合成 ) 
G1 
B 
青 


IN 


カラ ー コ ー ド は の 7 の 整数 で 表わさ れ 、 そ の 値 に よっ て 画面 の 色 が 設定 され ます 。 

次 の 図 は 1 、G2、G3 の 画面 と か ラー コー ド の 関係 を 示し て いま す 。 

この よう に カラ ー コ ー ド と は 、 青 の 画面 を ビッ ト の 、 赤 の 画面 を ビッ ト 1 、 緑 の 画面 を ビッ ト 2 と 
し た 3 ビッ ト の 2 進数 を 1 0 進数 表現 し た も る の と な っ て いま す 。 


守 
色 G3 G2 Gl 2 進数 ビッ ko 
黒 (透明 )| 〇 〇 O 200 の ] 
青 〇 の 〇 @ の 0 1 還 1 
赤 ] 〇 @ 〇 O | の 9 の 10 和 2 
マゼンタ 〇 天 の 1 1 3 
緑 @ 〇 OO 100 | 4 
ツア ジン @ 〇 @ 1 0 1 5) 
黄 @ @ 〇 110 6 
白 @ @ @ 此 織 区 7 


ーー 


※ 欠 は ドッ ト が ある 、 〇 は ドッ ト が な いこ と を 示し て いま す 。 


Oo 


カラ ー コ ー ド は 色 そ の も の を 指定 する コー ド で 、 

の ⑦ = 黒 (透明 ) 、 ] = 青 、 2 = 赤 、3 ニ マゼンタ 、4= 緑 、 ラ = ニシ アァ ン 、6= 黄 、7= 白 
と うい う よ う に 、 数 字 と 色 が 絶対 的 に 対応 し て いま す 。 
これ に 対し て パレ ッ ト コ ー ド も 色 を 指定 する コー ド で の ~ 7 の 数 字 で 表わさ れ ま す が 、 カ ラー コー 
ド の よう に 数 字 に 対す る 色 が きま っ て い ず 、 自 由 に 色 を 設定 する こと が で きま す 。 
パレ ッ ト コ ー ド の 色 の 設定 は PALET ス テー トメ ント を 使っ て 行ない ます 。 
次 の 図 は パレ ッ ト コ ー ド の 設定 の 概念 を 示す も の で す 。 

パレ ッ ト コ ー ド カラ ー コ ー ド 


ーー 黒 (透明 ) 


寺 
月 


赤 
マゼンタ ( 紫 ) 
緑 
シア ン (水色 ) 
黄 
7 | 白 


O 〇 ) 品 心 の 〇 OD い D い ビビ 人 6 


| コ の mg ょ o ら こら 


BAS 1 C が 起動 し た 最初 の 状態 は 上 の よう に パレ ッ ト コ ー ド = ニカ ラー コー ド と な っ て いま す が 、 
次 の よう に フッ ク を か け な お む おす と 、 パ レッ トコ ー ド の 1] と 4 が 白 と し て 使え る よう に な り ま す 。 
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ペレット コー ド カラ ー コ ー ド 


の (透明 ) 

1 

2 

う ゼン タ ( 紫 ) 
さ 

5 シア ァ ン (水色 ) 
6 

4 


中 間 色 コー ド 


グラ フィ ックス テー トメ ント の うち 
上 LINE の BF (ボッ クス フル ) 
PAINT 
SYMBOL 
の 3 つ に 対し て 、 パ レッ トコ ー ド を 指定 する 代わ り に 「 中 間 色 コー ド 」 を 指定 する こと が で きま す 。 
中 間 色 コー ド は 、 
&Hmn (また は m ネ 16+n)  m= テ = の 0 て 7 の パレ ッ ト コ ー ド 
n テ の ⑦~ーF の コー ド 
の 16 進 数 2 けた で 表わさ れ 、m と n の 2 人 色 を 混合 し た 中 間 色 を 出す こと が で きま す 。 
た だ し 、m と n が 同じ パレ ッ ト コ ー ド の 場合 は 、 パ レッ トコ ー ド m か n を 単独 で 指定 し た と き の 色 
に な り ま す 。 ま た 、 黒 と 他 の 色 と の 混合 色 
&H00、&HO の 0 1、……… 、&HO の 7 
民有 ラ ー 紀 ー ド の 
の NBn2 7 
その も の で 中 間 色 を 出す こと が で き な い の で 、 黒 と 他 の 色 と の 混合 色 は 、 
な HH の 08、& を HO9、… の の の" 、&HOF 
で 代用 じ で いま づ あ 
<& 日 mn と &Hnm の 相違 点 > 
&H 1 2 と & 昌 2 1 は パレ ッ ト コ ー ド 1] (初期 状態 が 青 ) と パレ ッ ト コ ー ド 2 (初期 状態 が 赤 ) を 
混合 し た 同じ 中 間 色 (初期 状態 で 紫 ) を 表わし ます が 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 上 の ドッ ト 構 成 は 次 の よう 
に 全く 反転 し て いま す 。 


を 日 12 


(0,0 ) 
[ 引 : パ レッ トコ ー ド 1 ぞ で セッ トド 


: パレ ッ ト コ ー ド 2 で セッ ト 
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< 中 間 色 一 覧 表 > 

中 間 色 コー ド と 表示 され る 色 と の 関係 を 次 の 表 に まとめ ます 。 実際 の 色 を 確認 する 場合 は 表 の 下 の 
プロ グラ ム を 実行 し て くだ さい 。 
中 間 色 コー ド 鐘 Hmn また は m※16 十 n 


hi 0 2 深緑 | 青 緑 2 
0 肖 AD 隊 ei (12) | (13) | (14) 


っ ~ ク | 青 ま | 青 緑 | 空色 | 灰色 | 薄紫 
池 (17) 軸 (20) | (21) | (22) | (23) 


人 茶 | 紫 | 赤 


ピン タク | 黄土 色 | 灰色 | 褐色 | は だ 色 
(36) | (37) | (38) | (39) 


(32) | (33) | (34) 
ピン ク | マセ ツタ | 灰色 | 薄紫 | は だ 色 | 章 ふじ 
3 ro (50) | (51) | (52) | (53) | (54) MS 
| 深緑 | 青 緑 | 黄色 | 灰色 緑青 | 黄 緑 |* 8 
| (63) MT (66) | (67) (69) | (70) | (?1) 
。 | 青 要 | 補色 | 灰色 | 間 此 | 緑青 | シアン 1 水色 
(80) | (81) | (82) | (83) | (84) | (85) (86) (87) 
黄土 色 | 灰色 | 褐色 | は だ 色 | 黄 緑 2 クリ ー ム 
(96) | (97) | (98) | (99) |(100) Ne jp (103) 
灰色 | 薄紫 | が 名 計 rf) 水色 | 29- メ 
(112)|(113) | (114) ren Ce (117)|(118) he 
10 の ' 中 間 色 コー ド 
11 の 9 INIT:WIDTH 89,12,.9:CLS4 
1290 CSIZE2:PRINT# せ の, " 中 間 色 コード ( 


& 結 mm QP 項 表 16 圭 知 ) TOS1Z の sPRINT 
1 30 まま 章介 、:N1 ORR お お (&H815B9。 :『 臣 pu 由 


LJL_JL_」 


・ 色 は 、 初 期 状態 の パレ ッ ト コ ー ド 
に よっ て 出る れる も の 。 
・( ) 内 は 10 進 数 表現 。 


に に コー ME コ ) LE 一 に し 3 て ! に た Ei に JE に ヨコ に ME も た 当 に 当 ーーー( 


ME 当 まき # に ココ し に ーー) し に し に ーー」 9 


上 : 生 の 人馬 も ーー の ・ 6 7 

二 WT 届 っ の あま まき で ド 必 K 央 さ ょ 

169 NEXT 

179 FOR ]= の 9 TO 2 

18SO FOR !ー9 1T あ 5 15 

190 LINE (67 ナ TI ネネ 32.48 二 」 灯 16) 一 (96 ルト kk き 3 .63 キ J 
16) 。PS 純 工 ,」 ま 松寺 | PF 

20 の 9 NEXT 

210 NE 区 

220 LOCATE 9. の 9:END 
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韻 ii 


カラ ー モ ー ド と は 、「SCREEN 文 の 第 3 パラ メー タ (グラ フィ ッ ク モ ー ド の 設定 ) が の と な っ 
て いて 、 全 グラ フィ ッ ク 画 面 が アク セス で きる モー ド 」 の こと を いい ます 。 

この モー ド の と き 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 各 ド ッ ト に 対し て 8 色 の うち 任意 の 1 色 を 指定 する こと が 
で き ( ま が 。 


| Ga 
| e | c 
緑 
G1 R 
赤 
B 
に ニ 
月 


3 枚 の グラ フィ ッ ク 画 面 を 合成 し た 画面 で 、8 色 の カラ ー を 指定 で きる 画面 を カラ ー 画 面 と いい ま 
す 。 
画面 の 解像度 の 設定 に より 、 何 ペー ジ か の 独立 し た カラ ー 画 面 を 設定 する こと が で きま す 。 


解 像 度 カラ ー 画 面 の ペー ジ 数 
320X200 、 320X192 4 (PAGEO 一 PAGE3 ) 
640X200 、 640※192 2 
320X400 、 320X384 (PAGEO , PAGE1 ) 
640X400 、 640X384 1 


ーー 


カラ ー 画 面 が 複数 ペー ジ で ある と き は 、SCREEN ス テー トメ ント の 第 1 パラ メー タ と 第 2 パラ 
メー タ で 表示 する ペー ジ と 書き 込む ペー ジ を 指定 する こと が で きま す 。 


マル チ ペ ー ジ モー ド と は 、「SCHREEN 文 の 第 3 パラ メー タ (グラ フィ ッ ク グモ ー ド ) の 指定 が 1、 
2、3 の いずれ か に な っ て いて 、 1 、G2、G3 の 3 枚 の 画面 を 各々 単色 画面 と し て アク セス で き 
る モー ド 」 の こと を いい ます 。 こ の モー ド の と き 、CANVAS ス テー トメ ント に よっ て 、 各 画面 の 
色 を 任意 の 1 色 に 設定 する こと が で きま す 。 


G1 G2 G3 
8 色 8 色 8 色 
の うち の 1 色 の うち の 1 色 の うち の 1 色 
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画面 の 解像度 に より 、 使 用 で きる 画面 の ペー ジ 数 を 設定 する こと が で きま す 。 


区 記 解 像 度 マル チ 画 面 の ペー ジ 数 

上 

WIDTH40, 320 x 200 

WIDTH40, 320x 192 

WIDTH80,: 640 200 

WIDTH80, 640X192 

WIDTH40, 320x400 
ーー 

WIDTH40, 320x 384 

WIDTH80,: 640X400 

WIDTH80, 640x384 
帳 二 


※d : の 、1、2 (標準 ディ スプ レイ モー ド 又 は は 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド に 設定 。) 
D : の 、2 ( 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド に 設定 。D= の の 時 本 体 の 標準 ノ 高 解像度 切換 ス 
イッ チ は 、H1IG 日 側 に セッ ト さ れ て いる こと 。) 


ディ スプ レイ 画面 上 の 座標 系 


テキ スト 画面 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 と も 画面 の 左上 が 原点 (の , 9) で あり 、 横 方 向 が x 軸 、 た て 方 


向 が y 軸 と な っ て いま す 。 


8.1 テキ スト 座標 系 


テキ スト 座標 系 は 、 テ キス ト 画 面 に お いて 設定 され て いる 座標 系 で 、 表 示 文 字数 に よっ て 次 の 図 の 


ご よ 和 あ 過 義 っ で My まず すず 。 
く WIDTH40,25,G,D ( G=0or1、 


(0, 0) 


(0,24) 


く WIDTH80,25,G, 


(0, 0) 


(0,24) 


D=Oorlor2 ) の と き > 


(39, 0 ) 


(39,24 ) 


D=0or1or2 ) の と き > 


(7Z9。 0 ) 


(79,24 ) 
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く WIDTH40,12,G,D ( G=0or1、 D= テ 0or1or2 ) の と き > 
(0, 0) (39, 0 ) 


区 


(0,11) (39,11 ) 
く WIDTH80,12,G,D ( G= テ 0or1、 D=0Oor1or2 ) の と き > 
(0, 0) (79, 0 ) 


_ 


(0,11) (79,11 ) 
く WIDTH40,20,G,D ( G=0or1、 D= テ 0or1or2 ) の と き > 
(0, 0) (39, 0 ) 


し 


(0,19) (39,19 ) 
く WIDTH80,20,G,D ( G=0or1、 D=0or1or2 ) の と き > 
(0, 0) (79, 0 ) 


昌 


(0,19) (79,19 ) 
く WIDTH40,10,G,D ( G=0or1、 D=0or1) の と き > 
(0, 0) (39, 0 ) 
※D= の の と き 本 体 の 標準 プ 高 解像度 切換 ス 
イッ チ は 標準 ディ スプ レイ モー ド ( 更 ) に 
セッ ト さ れ て いる こと 。 


上 


(0, 9) (39, 9 ) 
く WIDTH80,10,.G,D ( G=0or1、 D=0or1) の と き > 
⑩。 ⑳⑩ (79, 0 ) 


※D= の の と き 本 体 の 標準 プ 高 解像度 切換 ス 
イッ チ は 標準 ディ スプ レイ モー ド ( 玩 ) に 
セッ 下 ざれ て で いる こと 。 


四 


(0, 9) (79, 9 ) 
CON SOLE お よび LOCATE ス テー トメ ント は 、 上 に 示し た 座標 の 範囲 で 設定 する こと が で 
きま す 。 
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8.2 グラ フィ ッ ク 座 標 系 


グラ フィ ッ ク 座 標 系 は 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 に お いて 設定 され て いる 座標 系 で す 。 
グラ フィ ッ ク の 解像度 に よっ て 、 次 の よう な 座標 の 範囲 が 設定 され ます 。 


く WIDTH40,25,.0,D ( D=0or1or2 ) の と き > 
(0, 0) 


上 


(0,199 ) 
く WIDTH40,25,1,D ( D=0or2) の と き > 
(0, 0) 


上 


(0,399 ) 
く WIDTH80,25,0,D ( D=0or1or2 ) の と き > 
(0, 0) 


了 


(0,199 ) 
く WIDTH80,25,1.D ( D=0or2) の と き > 
(0, 0) 


上 


(0,399 ) 
く WIDTH40,12.0,D ( D=0or1or2 ) の と き > 
(0, 0) 


(0,191 ) 
く WIDTH40,12,1.D ( D= ニ 0or2) の と き > 
(0, 0) 


(0,383 ) 


(319,0 ) 


(319,199 ) 
(319,0 ) 
※D= テ の ⑳ の と き 本 体 の 標準 プ 高 解像度 切換 ス 
イッ チ は 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド ( 還 ) 
に セッ ト き され で いる こと 。 


(319,399 ) 


(639,0 ) 


(639,199 ) 
(639,0 ) 
※D= の の と き 本 体 の 標準 高 解像度 切換 ス 
イッ チ は 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド (時 ) 
に セッ ト さ れ て いる こと 。 
(639,399 ) 


(319,0 ) 


(319,191 ) 
(319,0 ) 
※D= テ の の と き 本 体 の 標準 高 解像度 切換 ス 
イッ チ は 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド (上 ) 
に も セット さ れ で いる こ に 


(319,383 ) 
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※WIDTH40,20,G,D ( G=0or1、 D=0or1or2 ) 、 

WIDTH80,20,G,D ( G=0or1、 D=Oorlor2 ) 、 

WIDTH40,10,G,D ( G=0or1、 D=0or1) 、 

WIDTH80,10,G,D ( G=0or1、 D=0or1) の と き は グラ フィ ッ ク 画 面 が 使用 で きま せん 。 し た が っ て 、 
グラ フィ ッ ク 座 標 系 は 設定 され ませ ん 。 


8.3 ユー ザ 座 標 系 と 画面 座標 系 
ディ スプ レイ 画面 は 、 テ キス ト 画 面 と グラ フィ ッ ク 画 面 が 重なっ て 表示 され 、 テ キス ト 画 面 に は テ 
キス ト 座 標 系 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 に は グラ フィ ッ ク 座 標 系 が 設定 され て いま す 。 こ の うち グラ フィ ッ 
ク 座標 系 は 画面 座標 系 と ユー ザ 座 標 系 と いう 2 つの 座標 系 を も っ て いま す 。 
画面 座標 系 と は 、 グ ラフ ィ ッ ク 座 標 系 で 説明 し た 座標 に 一 致す る も の で 、 画 面 上 の 1] ドッ ト が 座標 
単位 の ] に 対応 し ます 。 
ュー ザー 座標 系 と は 、BAS 1IC の WINDOW ス テー トメ ント (BASIC リ ファ レン スマ ニュ 
ァ テル の 2.8.2 W INDOW 参 照 ) に よっ て ユー ザー が 指定 し た 座標 系 で 、 た て 方 向 、 横 方 向 と も ー 1 
-7014118E+38~1 .7014118E+38 (指数 部 38~+38) の 単 精度 の 範囲 
で 指定 で きま す 。 後 ろ の 文法 編 で 詳 述 する PSET,PRESET,LINE,POLY ,CIRC 
LE ,PAINT の グラ フィ ックス テー トメ ント 、 お よび PO1I NT 関数 は この ユー ザー 座標 で 使用 
ざ ま す 。 
下 の 図 は 、 ユ ー ザ ー 座 標 と 画面 座標 系 の 概念 図 で す 。 
(UX,UYi) ユー ザー 座標 系 (0.0) 画面 座標 系 


(GX,GY) 


(GX, GY) = ( 319,199) 
or ( 319,191) 
or ( 319,399) 
or ( 319,383) 
or ( 639,199) 
or ( 639,191) 
or ( 639,399) 


or ( 639,383) 
(UXz,UY2) 


(UX1,UY1 ) = (-1.7014118E 十 38, -1.7014118E 十 38) 
(UX2,UY2 ) = ( 1.7014118E 十 38, 1.7014118E 十 38) 
画面 座標 系 は 実際 に 目 で 見 こと が で きま す が 、 ユ ー ザ ー 座 標 系 の 広大 な 座標 平面 は 目 で 見 る こと が 
で きま せん 。 
し た が っ て ユー ザー は BAS 1C の WINDOW ス テー トメ ント (BASI ぴ リフ ァ レ ンス マニ ュ 
ァ ル の 2.8.2 W I NDOW 参 照 ) を 使っ て 、 ユ ー ザ 座標 系 の 座標 平面 中 の 任意 の 領域 を 画面 座標 系 の 
平面 上 に 割り 当て な けれ ば な り ま せん 。 


I 
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た と えば 、W IDTH8 の 、25、1、2 が 設定 され て いる と き 、 
WINDOW (の 9, の ) (639, 399) , (-1909 の 9 の 9 の, 一 1 の 900) - (100 
の ⑦ の の 0 , 10900) 
を 実行 する と 、 次 の よう に ユー ザー 座標 系 の (-1 の 9099 の 9, 一 1 の 9 の 9 の 9 の) か ら (10 の 900,1 
0900) を 対角線 と する 長方形 の 領域 を 画面 座標 系 全域 (グラフィック 画面 全体 ) に 表示 する こと 
が で きま す 。 
(UXi,UYi) ユー ザー 座標 系 (0, 


(-10000,-10000) ニレ ーー 


| 盾 


| ーーーーー 


(10000,10000) 


一 
一 
ー 

一 
デー 
ーー 

一 
ビー 

上 一 


(UXz, UY。) 
Em 

WINDOW (2909,1909 の ) 一 (49 の 9, 20 の 9) , (-1 の 999, 一 190900) 
ー(19 の 0 の 9, 10000) 
を 実行 する と 、 ユ ー ザ ー 座 標 系 の (一 1000 の 9 の, 一 1 の 90) から (19 の 900 , 19 の 000) 
を 対角線 と する 長方形 の 領域 を 画面 座標 系 の (200 , 1 の 9 の 9) か ら (400 , 200) を 対角線 と 
する 長方形 の 領域 に 表示 する こと が で きま す 。 
(UXi、UYi) ユー ザー 座標 系 (0.0) 画面 座標 系 


ー10000, 一 10000) ニーーー“ 


(10000. 19000) 


(UXz, UY?) 


語 較 テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 

キー ボー ド か ら 入 力 さ れ た 文字 や ヤプログ ラム の リス ト は ディ スプ レイ 画面 に 表示 され ます 。 こ 
の と き も し ディ スプ レイ 画面 に 円 や 線 な どの グラ フィ ッ ク が 描か れ て いれ ば その 上 に 重なっ て 文 
字 が 表示 され ます 。 こ こ て で 画面 消去 の 命令 CL. Sr 中 を 入力 する と 文字 の み が 消 去 さ れ グラ フィ 
ッ ク は その まま 残っ て 表示 され て いま す 。 こ の よう に グラ フィ ッ ク を 描く 画面 と 文字 を 表示 する 画 
面 は 独立 し て むり 、 そ れ ぞ れ グ ラフ ィ ッ ク 画 面 と テキ スト 画面 と いい ます 。 


1.1 テキ スト 画面 

テキ スト 画面 に は アル ファ ベッ ト 、 数 字 、 漢 字 、 カ タカ ナ 、 ひ ら が な 、 セ ミグ ラフ ィ ッ ク 文 字 な ど 
が 書か れ ま す 。 

テキ スト 画面 に 表示 で きる 文字 数 は 使用 する ディ スプ レイ が 標準 ディ スプ レイ か 高 解 像 度 デ ィ ス プ 
レイ か に より 異な り 、 次 の 通り で す 。 

標準 ディ スプ レイ (文字 数 ン 行 ) x ( 行 数 画面 ) 


4 0 文字 x 25 行 E 80 文 字 x25 行 
4 文字 x 1 2 行 3 80 文 字 x 1 2 行 
4 0 文字 x 2 0 人 行 』 8 0 文字 x 2 0 行 
4 0 文字 x 1 0 行 8 0 文字 x 1 0 行 


注 ) 文字 数 は 半角 文字 1 文字 を ] 文字 と する 。 
高 解像度 ディ スプ レイ 


4 0 文字 x25 行 。 80 文 字 x25 行 
4 0 文字 x 1 2 行 の 8 0 文字 x 1 2 行 
4 0 文字 x 2 0 行 8 0 文字 x 2 0 行 


電源 を 投入 し SHARP HuBASIC CZ-8FB の 2 を 起動 し た 直後 は 、 標 準 デ ィ ス 
プレ イ 使 用 時 に は 、8 0 文字 x 1 2 行 に 設定 され 、 高 解像度 ディ スプ レイ を 使用 時 に は 、8 0 文字 X 
2 5 行 に 設定 され て いま す 。 

この 画面 モー ド を 変更 する に は WIDTH 命令 を 使用 し ます 。 


WIDT 廿 〔1 行 当たり の 文字 数 〕 , 〔 画 面 に 表示 する 行 数 ] 


た と えば 、4 0 文字 x 2 5 行 の 表示 画面 に 変更 する に は 
WIDTH 49,.25 
と 入力 し ます 。 す る と 、 画 面 を クリ ア し た 後 、4 0 文字 x 25 行 画面 に 変わ り ま す 。 
WIDT 昌 H 命 令 で 画面 に 表示 する 文字 数 が 設定 で きま し た 。 さ ら に 、CON SOL FE 命令 を 使用 す 
る と 、 表 示 画 面 を テキ スト の 命令 が 有効 な 領域 と 無効 な 領域 に 分 ける こと が で きま す 。 


CONSOLE た て 方 向 の 表示 開始 行 , た て 方 向 の 表示 行 数 , 横 方 向 の 表示 開始 行 
, 横 方 向 の 表示 桁 数 


た と えば 、 横 方 向 の 最初 の 桁 か ら 2 9 桁 行 と た て 方 向 の 最初 の 行か ら 1 0 行 の 領域 を シテ キス ト の 命 今 
が 有効 な 領域 に 設定 する に は 、 
CONSOLE 9,.19.9,.20 


と 入力 し ます 。 す る と 、L IST や F ILES 命 令 を 実行 し た 場合 この 設定 され た 領域 (2 0 文字 X 

1 の 行 ) 内 で リス ト や ファ イル 名 が 表示 され 、 そ れ 以 外 の 領域 に は 表示 され ませ ん 。 こ の よう に し て 、 
テキ スト 表示 領域 内 で 、 表 示 文 字 の 変化 可能 領域 と 変化 不可 能 領域 と に 分 ける こと が で きま す 。 こ の 
画面 分 割 を 解除 する に は 、 再 度 CON SOLE 命令 を 実行 し て 表示 画面 全体 を 指定 する か また は ICTRL | 
十 キー を 押し て くだ さい 。 

また 、 テ キス ト 画 面 の 任意 の 位置 に 文字 を 表示 し た りす る 場合 に は LO 〇 CATE 命 令 を 使用 し ます 。 


LOCATE 横 方 向 の 位置 , た て 方 向 の 位置 


た と えば 、 横 方 向 1 9 桁 目 、 た て 方 向 1 9 行 目 の 位置 か ら ABC と いう 文字 を 表示 させ る に は 
LGQCATE 1 の .19jPRINT ABC" 
と 入力 し ます 。 


1.2 ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 表示 
テキ スト 画面 の 最 下 行 は ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 表示 に 使用 する こと が で きま す 。 
た だ し 、 表 示 画 面 の 最 下行 は 、CON SOLE ス テー トメ ント に より テキ スト へ の 命令 が 無効 領域 
に 設定 され て いる 必要 が あり ます 。 
ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 は KEY LIST と いう 命令 を 使っ て 行ない ます 。 
KEY LIST 9 同 
と 入力 する と ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 は 表示 され ず 、 
KEY LIST 1 同 
と 入力 する と 表示 され ます 。 


1.3 漢字 と セミ グラ フィ ッ ク パ ター ン 
本 機 は 漢字 を テキ スト 画面 に 表示 し ます 。 漢字 を 表示 する 場合 画面 モー ド を 漢字 表示 の モー ド に 
設定 し て お く 〈 必 要 が あり ます 。 こ の 設定 を 行なう に は 、KMODE と いう 命令 を 使い ます 。 


KMODE 凍 


KMODE 1 
と 入力 する と 漢字 表示 モー ド に な り ま す 。 
た だ し 、 標 準 デ ィ ス プレ イモ ー ド で た て て 方向 の 行 数 が 2 5 行 ま た は 2 0 行 に 設定 され て いる 場合 に は 、 
漢字 は 表示 で きま せん 。 
この モー ド で 「 漢 字 」 を 表示 する に は 
PRINT "漢字 "| 
ある い は 
PRINT CHRS (&T3441 ,&]3B7A) [ 当 | 
と 入力 し まず ボ 。 また 、 
PRINT CHR$S(&H8ABF , &H8E9A) ri 
と 入力 し て も 
漢字 
と 表示 され ます 。 
漢字 コー ド は 内 部 で は 2 バイ ト で 表現 され て お り 、 最 初 の 1 バイ ト が &H80 の て &H9F も し く 〈 は 、 
&HE の て &HFF で は じ ま る コー ド と な っ て いま す 。&H80~&H9F ,&HE の 0~ て &HFF の 
ョ ヨー ドド は セミ グラ フィ ッ ク バ パタ ー ン の コー ド と 重 徐 し て いま す 。 し た が っ て 溢 字 と セミ グラ フィック 
パタ ー ン と は 同時 に 表示 で きま せん 。 そこで 漢字 の 代り に セミ グラ フィ ッ ク パ ター ン を 表示 する に は 
KMODE の [本 | 
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右 六 旬 し まま が だ で 

BB 唄 届 N 半 CHRS (&H8ABF) [| 
と 入力 し て みて くだ さい 。 今度 は 「 漢 」 と いう 文字 で は な く 目 ソ と いう セミ グラ フィ ッ ク パ ター ン が 
表示 され ます 。 


テキ スト は 最大 80 文 字 X25 行 の 2000 文 字 を 表示 する こと が で きま す が 、1 文字 単位 で 、 色 を 指定 す 
る こと が で きま す 。 ま た 、 反 転 や 点滅 も 同様 に 1 文字 単位 で 行なえ ます 。 

この 色 や 反転 、 点 減 の こと を 文字 の 属性 と いい ます 。 
その ほか 文字 の 属性 に は 倍 文字 、 ア ンダ ー ラ イン 、ROM ン RAM キ ャ ラク タ ジ ェ ネ レ ー タ が あり ま 
ず 。 
文字 の 属性 は 英 数 字 、 カ ナ 、 漢 字 す べ て に 指定 で きま す 。 


2.1 色 の 指定 
文字 の 色 は CO 〇 LOR と いう 命令 で 行 な たん たま す 。 


| corom 色 の 番号 ー 


⑳ : 黒 、1 : 青 、2 : 赤 、3 ・ マ ゼン タ 、4 : 緑 、8 : シア ァ ン 、6 3 費 、7 : 自 
と する と 、 こ の 命令 を 実行 され て か ら 以 後に 入力 され る 文字 は 指定 され た 色 に な り ま す 。 
また 、LcTRE]」 キ ー を 押し な が ら テ ン キ ー の [^ を 押す こと に よっ て も 文字 の 色 指 定 が で きま す 。 


2.2 反転 文字 
文字 は 標準 状態 で は 指定 され た 色 で 表示 され て いま す が 、 反 転 モ ー ド に し て 入力 する と 、 文 字 の 色 
が 補色 に な り 白 い 四角 で 囲ま れ た 状態 に な り ま す 。 
補色 は 
青 … 黄 
赤み シア ン 
緑 一 マゼンタ 
白黒 
と な り ま す 。 


CREV | の また は 省略 


1 
反転 モー ド に する に は 
CREV 1 
と 込 泊 し 朱 。 
に 9 


CREV の r 避 | も し く は CREV| 
と する と 標準 モー ド に も どり ます 。 
また 、[crmL ]」 キー を 押し な が ら テ ン キ ー の 円 キー を 押す こと に よっ て も 反転 モー ド 、 標 準 モ ー ド の 切 
り 換え が で きま す 。 


2.3 点滅 文字 
点滅 モー ド に する と 、 入 力 さ れ た 文字 は 反転 の 状態 と 標準 の 状態 を 繰り 返し 表示 し ます 。 
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ov 
1 


点滅 モ ー ド に する に は 
CFLASH 1 過 | 
と し ます 。 
標準 モー ド に する に は 
CFLASH 0[ 避 | また は  CFLASH| 
と し ます 。 ま た 、[Srmc] キー を 押し な が ら テ ン キ ー の 国 を 押す こと に よっ て も 点滅 モー ド 、 標 準 モ ー ド 
の 切り 換え が で きま す 


2.4 倍 文 字 

テキ スト 画面 に 表示 され る 文字 は 、 た て 方 向 と 横 方 向 を それ ぞ れ 2 倍 に し て 表示 する こと が で きま 
8 
た て 方 向 、 横 方 向 と それ ぞ れ 独立 し て 2 倍 に で きま す の で 、 合 計 4 通 り の 大 き さ の 文字 を 表示 する こ 
と が で きま す 。 こ の 大 き さ を 指定 する 命令 が 
③ 吊 久 定 


CSIZE 番号 


と いう 書式 で 書き ます 。 
番号 は 、 


⑳…ー…- 標 準 の サイ ズ の 文字 
1ーーーー- た て 方 向 2 倍 の 文字 
2--ー--- 横 方 向 2 倍 の 文字 
3-ーーーー た て 、 横 共に 2 倍 の 文字 
を 承 し ます 。 
さら に 、CS 1 ZE で 指し た 大 き さ の 文字 を 表示 する に は PRINT # の を 使い ます 。 
た と えば 横 に 2 倍 の 大 き さ の 文字 " ABC" を 表示 する 場合 
CSIZE 2 過 | 
PRINT # の , "ABC" 
と し ます 。 
倍 文字 の うち 、 た て 倍 文字 と 標準 サイ ズ の 文字 を 同一 行 中 に 含む こと が で き な い な ど 、 使 用 する 条件 
が あり ます の で 、 詳 し く は BAS IC リ ファ レン スマ ニュ アル を 参照 し て くだ さい 。 


2.5 ROMCG と RAMCG 
テキ スト 画面 に 表示 され る 文字 は キャ ラク タ ジ ェ ネ レ ー タ と 呼ば れる 部 分 か ら 呼び 出さ れ た バター 
ン が 表示 され ます が 、 キ ャ ラク タ ジ ェ ネ レ ー タ (略し て CG) は 、 あ ら か じ め 固定 され た パタ ー ン 
が 格納 され て いる ROMCG と 、 ユ ー ザ ー が 自由 に 定義 で きる RAMCG が あり ます 。 
ROMCG の 中 に は 、 英 数 字 、 カ ナ 、 セ ミグ ラフ ィ ッ ク な どの パタ ー ン が 入っ て お り 、 標 準 状態 で キ 
ー を 入力 する と ROMCG の バター ン が 表示 され ます 。R AMCG の 内 容 は 電源 を 切る と 消え て し ま 
いま す 。 し た が っ て 、R AMCG を 使用 する 場合 に は あら か じ め RAMCG に バ パターン を 定義 し て お 
か な けれ ば な り ま せん 。 この 定義 に 使用 する ステ ー ト メン ト が DEFCHR$ で す 。 ま た 、RAMC 
G と ROMCG と の 表示 を 切り 換え る ステ ー ト メン ト が CGHE N で す 。 
そこ で 例 を あげ て 説明 し ます 。 
CGEN 9 過 
PRINT "A" 同 
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と し ます 。 
する と 画面 に は AA と いう 文字 が 表示 され ます 。 
次 に 
DEFCHRS (65) =STRING$S (8 ,&HFF) +STRINGS (8 , &HF0) 
+STRINGS$ (8 ,&H81) [| 
CGEN1[ 当 | PRINT"A"r 避 | (CGEN1[| 以 後 は 『 の キー を 押し て も 白 ベ タ に 表示 され ます 。) 
と する と 画面 に は 結 模 様 の マター ン が 表示 され ます 。 
この パタ ー ン が RAMCG に DEFCHRS で 定義 8 され た パタ ー ン で す 。 
DEFCHR$ (6 5) の 6 5 は ASC 11 コー ド を 示し て いま す 。A SC 11 コー ド 6 5 は 
ROMCG の "AA" に あたり ます 。 
RAMCG は 8X 8 ドッ ト の パタ ー ン で 2 56 個 まで 定義 で きま す 。 
また RAMCG と ROMCG と の 表示 を 切り 換え る に は [GrmF] キ ー を 押し な が ら テ ン キ ー の [を 押す 
こと に よっ て も 可能 で す 。 


2.6 アン ダー ライ ン 
テキ スト 画面 で 、 行 と 行 の 間 に ア ンダ ー ラ イン を 表示 する こと が で きま す 。 
アン ダー ライ ン は 画面 に 表示 する 行 が 2 0 行 $ も し く は 1 の 行 の と き に の み 設 定 す る こと が で きま す 。 
つま り 、 ア ンダ ー ラ イン を 使用 する 場合 、 あ ら か じ め 

WIDTH, 20( 沖 | もしくは. WIDTH,10 過 | 
だ で あ 滞 まま 。 
これ ら の モー ド に する と 、 行 と 行 の 間 に ア ンダ ー ラ イン 用 の ドッ ト が あけ て 表示 され ます 。 
アン ダー ライ ン を 表示 する 場合 、KSEN ス テー トメ ント を 使用 し ます 。 


oo また は 省略 
上 


KSEN 1 過 
と し ます と 、 こ の ステ ー ト メン ト を 実行 され た あと に 入力 され た 文字 の 下 に アン ダー ライ ン が 表示 さ 
れ ま す 。 
さら に アン ダー ライ ン の 色 は KSEN 命 令 の 第 2 パラ メー タ で 指定 で きま す 。 

KSEN 1 , 色 品 
アン グー ニラ イン を 表示 し な い モ ー ド 区 も る どす に は 

KSEN 0r 避 | また は KSEN 同 | 
と し ます 。 


ーー s Ps era 
グラ フィ ッ ク と 文字 表示 
LINE、SYMBOL、GET@、PUT@② は グラ フィ ッ ク だ け で な く 文 字 表示 に も 使用 で きま 
3 
店 多 械 
LINE (0, の 9 の) 一 (39,.9) , "AA",BrH 
と する と (の ⑰ , の ) と (39 , 9) を 対角線 と する BOX 双 を テキ スト 画面 上 に 描き ます 。 
家 法 、 
SYMBGL (0 。0) 。 "ABCD " , 1 。】 , 7 。 の 0, "まま" 
まめ だ 、 「 作 BCDT と いう 炎 守 あり" 疹 "で 植 雪 ます 。 
- これ ら の ステ ー ト メン ト の 応用 と し て 、 属 性 の み の 変 更に 使用 で きま す 。 
た と えば 、8 0 文字 の モー ド で 、 画 面 の 上 か ら 3 行 目 の 文 字 に すべ て アン ダー ライ ン を 付け る 場合 
KSEN 1,72 同 | 
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LINE (の.2) 一 (79,2) ,"" 加 | 
と し ます 。 (この と き 、W IDT 是 ステートメント で アン ダー ライ ン 表 示 可 能 な 画面 モー ド に し て お 
きま す ) つま り 、 文 字 列 の か わり に " " (ヌル コー ド ) を 指定 する と 、 そ の 時 点 の 属性 で 、L I NE 
や SYMBOL を 描く こと が で きま す 。 
次 に 、GE T@ は テキ スト 画面 の デー タ を 配列 変数 に 取り 込む こと が で きま す 。 
た と えば 、 画 面 (⑦ , の ) 一 (8 , 5) の 範囲 に 表示 され て いる 文字 を その まま 、 (25 , 15) 一 
(3 0 , 2 の) の 位置 に 書く 場合 
DIM A(25) 同 | 
GET@( の 9, の 9) 一 (5,5) ,A 
と し 、 配列 変 数 入 に 文字 を 読み 込み ます 。 
そし て 、 
PUT@(28,158) 一 (39,20) ,A 同 | 
と し ます 。 


條 
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8 曹 
プラ フィ ックス 


本 機 の 特長 の 1 つ に 、 豊 富 な グラ フィ ッ ク 処 理 機能 が あげ られ ます 。 特に 、CZ-851C ン CZ 
ー85 2 どじ では 、96KK バ イト も の グラ フィ ッ ク 用 メモ リ を 標準 装備 し て いま す の で 、 複 雑 、 多 様 な 
表現 が 可能 で す 。 本 機 の BA S 1 どじ では 、 多 彩 な グラ フィ ッ ク 処 理 コ マン ド に よっ て 、 こ れ ら の 機能 
を サポ ー ト し て いま す 。 本章 で は 、 多 く の プ ログ ラム 例 を まじ えな が ら 、 こ れ ら コマ ンド 和 群 の 使い 方 
を 説明 し ます 。 本章 で 解説 する コマ ンド ・ ス テー トメ ント を 次 に 示し ます 。 


TNIT、CELS、PSET、PHESET、LTNE、CIHCLE、POLY、 
PAINT、PALET、POSITION、PATTEHRN、SYMBOL、GET@、 
PUT@、PRW、COLOR 


( 注 ) 本 章 は 、「6 章 、 デ ィ ス プレ イモ ー ド 」 の 内 容 を 土台 に し て 書か れ て いま す 。 本 文中 で 何 か わ 
か ら な い 点 が あり まし た ら 、6 章 の 記述 を 参照 し て くだ さい 。 
な お 、40X20、80X20、40X10、80X10 行 の 和 名 モー ド で は グラ フィ ッ ツ ク を 表示 で きま せん 。 


一 園 画面 の 初期 化 


まず 最初 に 、 画 面 を 初期 化す る ステ ー ト メン ト に つい て 説明 し ます 。 コ マン ド ・ ス テー トメ ント 
の 中 に は 、 画 面 状 態 の 設定 も 変え た て し まう も の も あり ます の で 、 そ の まま で は 思い 通り の グラ フィ ッ 
ク を 描け な い 場 合 が あり ます 。 そ の よう な 時 、 次 の ステ ー ト メン ト を 実行 する こと に よっ て 、 画 面 状 
態 は も る と の 設定 に も どり ます 。 


|rNrr 


また 、[crRL [5g] と ダイ レク ト に 入力 する こと に よっ て も 、INIT ス テー トメ ント と 同様 の 結果 が 得 
られ ます 。 
これ ら の 命令 は 、 例 えば 次 の 症状 が 起こ っ て 困っ た 時 な ど に 実行 し て くだ さい 。 


1 | 文字 が すべ て 点滅 文字 に な っ て も と に も どら な いと き 。 


1 


文字 が すべ て 反転 文字 に な っ て も と に も どら な いと き 。 


3 | 文字 の 内 容 が 、 キ ー の 表示 内 容 と 合わ な か っ た り 、 わ け の わか ら な い パ ター ン が 出 て きた 時 


4 | 文字 が 標準 の 大 き さ で な く 、 倍 文字 と な る と き 。 


文字 の 色 を 白色 に も ど し た いと き 。 


1 


6 | LSET]+ | 箇 計 キー を 押し て も 画面 の 文字 が 消え ず に 残っ て いる と き 。 


7 | 40 文 字 モ ー ド で 、 キ ー 入 力 し て も 画面 に 何 も あ ら わ れ な いと き 。 
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8 コン ピュ ー タ の 音 が 鳴り っ ぱな し で 止ま ら な いと き 。 


9 | 画面 の グラ フィ ッ ク が CLSO の 命令 で も 消 を ん な いと き 。 


10 | キー 入力 し た 文字 が グラ フィ ッ ク の うし ろ に か くれ て し まう と き 。 


11 | グラ フィ ッ ク で 描い た 図形 が 指定 し た 大 き さ 、 色 と 合わ な いと き 。 


121LIST,FILES コ マン ド 等 に よっ て 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 が 表示 され な く な っ た と き 。 


上 記 INIT ス テー トメ ント は 、 画 面 の 設定 状態 を 初期 化す る 命令 で す の で 、 画 面 に 描か れ て いる 
内 容 を クリ ア す る こと は で きま せん 。 画面 を クリ ア す る 場合 は 、 次 の ステ ー ト メン ト を 実行 し ます 。 


CLS 〔(n〕) 注 ) (nm= の ⑦~4) 


注 ) 〔 〕 で 囲ま れ た パラ メー タ は 省略 する こと が で きま す 。 
CLS ス テー トメ ント は 、n の 値 に よっ て 処理 が 異な っ て きま す 。 


CTLS 0… の ie…… グラ フィ ッ ク 画 面 G 1 、G2、G3 注 ) を 同時 に クリ ア し ます 。 

CELS 1 の ti… グラ フィ ッ ク 画 面 〇 G 1 の み を クリ ア し ます 。 

CTLS 2………… グラ フィ ッ ク 画 面 さ 2 のみ を クリ ア し ます 。 

CT 条 ・ の つ グラ フィ ッ ク 画 面 3 の み を クリ ア し ます 。 

本 太 用 グラ フィ ッ ク 画 面 G 1 、G2、G3 お よび テキ スト 画面 を 同時 に クリ ア し ます 。 
時 cos テキ スト 画面 の み を クリ ア し ます 。 ([snir | 際 計 と 同じ 処理 を し ます ) o 


注 ) グラ フィ ッ ク 画 面 G1、G2、G3 に つい て は 、「6 章 2 . グ ラフ ィ ッ ク 画 面 」 の 項 を 参照 
し で くだ き M3。 

上 記 INIT、 お よび CLS ス テー トメ ント に よっ て 、 画 面 状態 の 初期 化 と クリ ア が 行なわ れ ま す 。 
し た が っ て 、 こ れ か らい ろ い ろ な コマ ンド 、 ス テー トメ ント を 実行 し て い 〈 中 で 、 画 面 状態 を 元 に 戻 
し た い 場 合 は 、 上 記 ス テー トメ ント を 実行 し て くだ さい 。 


グラ フィ ックス テー トメ ント の 座標 指定 

グラ フィ ッ ク 画 面 の 座標 系 に は 6 章 デ ィ ス プレ イモ ー ド 」 の 「8 . 3 ユー ザー 座標 系 と 画面 座標 
系 」 で 説明 し た よう に 画面 座標 系 と ユー ザー 座標 系 の 2 種類 あり ます 。 画 面 座 標 系 は 、 画 面 上 の 1 ド 
ッ ト が 1 座標 に 1 対 1 対応 し た 絶対 的 な 座標 系 で す の で 、 不 変 で す が 、 ユ ー ザ ー 座 標 系 は W I NDO 
W ス テー トメ ント の 設定 値 に よっ て 変化 し ます 。 こ れ か ら こ の 章 で 述べ て いく 各種 グラ フィ ックス テ 
ー ト メン ト の グラ フィ ッ ク 座 標 は 、 以 上 2 つの 座標 系 の どちら か に 分 類 さ れ ま す が 、 そ の 分 類 の 様子 
は 次 の よう に な り ま す 。 


| 
座標 系 画面 座標 系 ュー ザ 座 標 系 


ゲラ フィ ッ ク グ POB1TION 、 SYMBOL 。、| PD ウゥ E]. PMSEI, 上 し 1 
ステ ー ト メン ト | GET@,.PUT@ 骨 色 、 だ に 1 朋 C 上 LLS) PO し LT 
PAINT 


この よう に グラ フィ ックス テー トメ ント に よっ て 座標 系 が 異な り ま す の で 、W 1I ND 〇 OW ス テー ト 
メン ト を 使用 し た 場合 は 、 ま ず 、 そ の ステ ー ト メン ト が どちら の 座標 系 に 所 属し て いる か を 調べ て か 
ら 座 標 指定 を 行なう よう に し て くだ さい 。 た だ し 、BAS 1 C 起 動 時 に は 、 ユ ー ザ ー 座 標 系 は 、 画 面 
座標 系 と まっ た く 〈 く 同じ も の で す の で 、W I NDOW ス テー トメ ント で ユー ザー 座標 系 を 変え な い 限り 、 
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両者 の 区 別 は あり ませ ん 。 座標 系 の 初期 化 、 す な わ ち 、 ユ ー ザ ー 座 標 系 を 画面 座標 系 と 同一 に する に 
は 、INIT ス テー トメ ント また は [crmr] +[g] を 実行 し ます 。 

( 注 ) W I NDOW ス テー トメ ント の 使用 方 法 に つい て は 「6 章 8.3 ユー ザー 座標 系 と 画面 座標 
系 」 の 項 を 参照 し て くだ さい 。 


グラ フィ ックス テー トメ ント の 色 指 定 


カラ ー モ ー ド に お いて グラ フィ ッ ク 画 面 は 、1 ドット 単 位 に 8 色 の 色 指 定 が 可能 で す 。 こ れ ら の 色 
指定 に は 、 カ ラー コー ド と パレ ッ ト コ ー ド の 2 種類 が 用 いら れ ま す 。 カ ラー コー ド は 、 色 と コー ド が 
1 対 1 に 対応 し た 絶対 的 な コー ド な の で 不変 で す が 、 パ レッ トコ ー ド は 、 色 と コー ド の 対応 関係 が 、 
PALET ス テー トメ ント に よっ て 変化 し ます 。 し た が っ て 、 こ れ か ら こ の 章 で 述べ て いく 各種 グラ 
フィ ックス テー トメ ント の 人 色 指 定 が どちら の コー ド で 行なわ れ て いる の か 、 あ ら か じ め 知 っ て お く 必 
要 が あり ます 。 以下 に 、 そ の 区 別 の 様子 を 示し ます 。 


カラ ー コ ー ド パレ ッ ト コ ー ド 


COLOR,.CANVASIPSET,PRESET,LINE,CIR 
,KSEN CLE,POLY,PAINT , SYMBO 
し, PRW 


た だ し 、BAS 1 C 起 動 時 に は 、 パ レッ トコ ー ド は カラ ー コ ー ド と まっ た く 同 じ 色 に な っ て いま す 
の で 、PALET ス テー トメ ント で パレ ッ ト コ ー ド の 色 指 定 を 変え な い 限り 、 両 者 の 区 別 は あり ませ 
ん 。 パ レッ トコ ー ド を 初期 化す る た め に は 、INIT ス テー トメ ント また は PALET ス テー トメ ン 
ト ま た は [cr ] 十 [g] を 実行 し ます 。 

また 、 グ ラフ ィ ッ クス テー トメ ント に お いて 、 色 指定 (パレ ッ ト コ ー ド ) を 省略 し た 場合 は 、 自 動 
的 に 、C ど OLOR ス テー トメ ント の 第 1 パラメータ で 指定 し た 値 (カラ ー コ ー ド ) を 、 そ の グラ フィ 
ックス テー トメ ント の パレ ッ ト コ ー ド と みな し て 実行 し ます 。 

COLOR ス テー トメ ント の 設定 は 、 次 の 通り で す 。 


COLOHR (el1〕) 〔(,ce2] 


C 1 : テキ スト 文字 の 表示 色 (カラ ー コ ー ド ) 
C 2 : 画面 の 背景 色 (カラ ー コ ー ド ) 
これ より 、 グ ラフ ィ ッ クス テー トメ ント 中 の 色 指 定 を 省略 する と 、 パ レッ トコ ー ド が カラ ー コ ー ド 
と 等 し い 場合 テキ スト 画面 の 文字 の 色 と 同じ 色 で グラ フィ ッ ク が 描か れる こと に な り ま す 。 
例え ば 、C 〇 LOR ス テー トメ ント の 第 1 パラメータ を カラ ー コ ー ド 1 に 設定 し た 場合 、 ヾ レッ ト 
コー ド が 初期 状態 な ら ば 、 パ レッ トコ ー ド の 指定 を 省略 し た グラ フィ ックス テー トメ ント は 青色 と し 
て 実行 され ます 。 ま た 、DPALIET ス テー トメ ント に よっ て 、 パ レッ トコ ヨー ド の 1 が カラ ー コ ヨー ド の 
4 に 設定 され て いれ ば 、 パ レッ トコ ー ド の 指定 を 省略 し た 、 グ ラフ ィ ッ クス テー トメ ント は 緑色 と し 
て 実行 され ます 。 な お 、C 〇 OLOR ス テー トメ ント は 、BAS 1C 起 動 時 に は 、 次 の よう に 設定 され 
て いま す 。 


GRGR 7 の 
また 、C 〇 LOR ス テー トメ ント の か わり に 、 以 下 の よ うな ダイ レク ト 実 行 に よっ て も 同様 な 結果 
が 得 ら れ ま す 。 


crRL | 十 テ ン キ ー[ol (=COLOR の) 
cTRL| 十 テン キー[] (=COLOR 1) 
crRL | 十 テ ン キ ー[ ィ | (=COLOR 7) 
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( 注 ) PALET ス テー トメ ント の 設定 方 法 に つい て は 、 後 述 「9 . 色 を 瞬時 に 変え る 」 の 項 を 参照 
し で くだ さい )。 

( 注 ) 本 章 で は 、 特 に 断 わ ら な い 限り 、 カ ラー モー ド に お ける グラ フィ ッ ク 表 示 に つい て 延べ ます 。 
(カラ ー モ ー ド に つい て は 、「6 章 6 . カ ラー モー ド 」 の 項 を 参照 し て くだ さい 。) 


PS 。 太 6S 上 馬上 上 ステー トメ イト 
で は 、 い よい よ 具 体 的 に グラ フィ ッ ク 画 面 に 対し て アク セス し て いき ます 。 ま ず 最 初 は 、 最 も 単純 
な 点 の 描画 で す 。 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 上 の 任意 の ドッ ト を セッ ト す る に は 、PSET ス テー トメ ント を 
使い ます 。 


lpsgr ey (Co) 


x : 横 の 座標 (ユー ザー 座標 系 ) 
y : 縦 の 座標 ( ク ) 
c : 表示 する 色 (パレ ッ ト コ ー ド ) 
例え ば 、 次 の よう に 入力 する と 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 上 の 座標 (50、100 ) に 緑色 の 点 が 表示 され ま 
す 。 
PSET (50,100, 4) 6 
点 の 色 (パレ ッ ト コ ー ド ) の 指定 を 省略 する と 、 テ キス ト 画 面 の 文字 の 色 に 対応 し た パレ ッ ト コ ー 
ド で 表示 され ます 。 
PSET (50,100) 
[サン プル プロ グラ ム ]〕 
座標 (200,100 ) 、 (300,140 ) を 対 角 と する 白色 の 長方形 を 、PSET ス テー トメ ント を 使っ て 
描き ます 。 
頂 の / 尼 人 量 HT 
2924 の) WID 定 民有 2S WS LNMH 
3 の 9 FOR Y=10 の 9 TO 140 
4 の FOR X=209 TO 320 
SO PSERUE CX WV 7) 
6 の 9 の NEXT XX 
7 の NEXT Y 
PSET ス テー トメ ント が 任意 の 座標 の ドッ ト を セッ ト し て 点 を 表示 する の に 対し て 、PRESE 
T ス テー トメ ント は ドッ ト を リセ ッ ト し て 点 を 消す 働き を し ます 。 


|PRgsmT eyCo) 


x : 横 の 座標 (ユー ザー 座標 系 ) 
y : 縦 の 座標 ( 々 ) 
c : 消去 する 色 (パレ ッ ト コ ー ド ) 
正確 に 言う な ら ば 、PRESET ス テー トメ ント は 点 を 消す の で は な く て 、 指 定 し た 色 を 消す 命令 
で す 。 例え ば 、 白 色 の 点 に 対し て 、PRESET ス テー トメ ント の 第 3 パラ メー タ で 緑色 を 消す よう 
に する と 、 そ の 点 の 色 は マゼンタ に 変わ り ま す 。 これ は 、 青 、 赤 、 緑 の 3 色 か ら 成 る 白色 か ら 緑 色 を 
消し た 場合 、 残 る の は 青 、 赤 か ら 成 る マゼンタ だ か ら で す 。 


沙 シ ジ ダグ ル プロ グ ラム ] 
サン プル プロ グラ ム 1 で 作っ た 白色 の 長方形 の 中 で 、 座 標 (230、119) 、(279、13 
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⑰) を 対 角 と する 長方形 の 部 分 の 緑色 を 消し ます 。 サ ンプ ルプ ログ ラム 1] の 続き と し て 実行 し て くだ 


さい 。 
8 の 


BB 生 馬上 双 工 


9 の FOR Y=11 の 9 TO 130 


100 
110 
120 
130 


[サジ デル プロ グ 


FOR・ メー スタ 3 の 0 TO 270 
P 修 双 SEE 下 (人 #, 4) 
NE 区 ] 交 

NEXT Y 


ラム ]〕 


夜空 に 次 々 と 花火 が 打ち 上 げ ら れ ま す 。 
1 の "花火 
2 の 上 BTH 4 の 9.25.97CL 上 8S4:TNTT 


3 の D 
4 の D 
S0 の 

6 0 
70 
80 
90 
100 
110 
120 
130 
140 
OUND 
150 
160 
170 
180 
190 
200 


EFFNX (CX) =COS (RAD (CX))*CR 
EFFNY (CY) =SIN (RAD (CY))*CE 
FOR KAISU=1 TO 6 
CCX=INT (RND*39 の 9) +10 
CCY=INT (RND*15 の 9) +10 
2E UP ニス の の “1 〇 CTY 9FEP デ ー ュ 
C=INT (RND*7) +1" 
生還 KEK の 肝 P(2) に ド 分 す 5 必ず よび UE 6) 
RE (OPC UP GO) ・ PRESET (CC や TP 0 
NEXT UP 
H=INT (RND*10) +6 
SOUND 7,.&HF7:SOUND 6.43:SOUND 8,.16i5 
1 1 38OUDND 12.1599:SOUND 13.6 
FOR CE=1 TO アデ や ャ STEP 昌 
FOR DEGG= の TO 36 の 9 STEP H 
ご =INT (RND*7) + 1 
PS5 TKFN 基 (DEGD + す COCX FNY (DEG) +CCY . の 6) 
NEXT DEG 
NEXT CR 


21 の 0 NEXT KAISU 


220 


END 


置 > 針 | 線 を 描く 


上 1 
線 を 描く に は 、 
INE ス テー 


NE ステ ー ト メン ト 
LINE ステ ー ト メン ト を 使い ます 。 
トメ ント は 、 た だ 単に 実線 を 引く だ け で は な く 、 パ ラメ ー タ の 設定 に よっ て 次 の 動 


作 を 行なう こと が で きま す 。 


ライ ンス 


タイ ル を 設定 する こと に よっ て 、 点 線 、 破 線 、 一 点 鎖線 等 自由 な 形 の ライ ン を 引く 


二 世 で きま す 。 


⑨ ず 任意 の ラ 


イン スタ イル で 、 長 方 形 を 描く こと が で きま す 。 


⑨⑧ 長 方 形 を 描い て 、 そ の 中 を 任意 の パレ ッ ト コ ー ド 、 中 間 色 コー ド ま た は タイ リン グ パ ター ン 
で 塗り つぶ すこ と が で きま す 。 
④ 座 標 ば か り を 連続 入力 する こと に よっ て 、 任意 の 折れ 線 や 多角 形 を 描く こと が で きま す 。 
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5.1 線 を 引く 
線 を 引く 場合 、 上 LINE ス テー トメ ント の パラ メー タ は 次 の よう に な り ま す 。 


LINE((x1,y1)〕) 一 (x2,y2) 〔,mode,c,1sg] 


x ] ,y] : 始点 座標 (ニー ザー 座標 系 ) 
x 2 , y2 : 終点 座標 (ニー ザー 座標 系 ) 
mode:PSET or PRESETorXOR 
で C: パ レッ トコ ー ド ] s : ラ イン スタ イル 
た だ 単に 実線 を 引く だ け な ら ば 、 例 えば 次 の 命令 を 実行 する だ け で OK で す 。 
LINE( の 9 の, の) 一 (319,199) 

これ で 、2 点 (の , の ) 、(319,199) を 結ぶ 実線 が 引か れ ま す 。 線 の 色 は 、 パ レッ トコ ー 
ド を 省略 し て いる た め 、 テ キス ト 画 面 の 文字 の 色 に 対応 し た パレ ッ ト コ ー ド が 与え られ ます 。 (初期 
状態 で は 白色 で す ) また 、 始 点 座標 が 省略 され る と 、 直 前 に 実行 し た 1 NE ステ ー ト メン ト の 終点 
座標 が 新た に 始点 座標 と し て みな され ます 。 

第 3 パラ メー タ (mode) に は 、PSET , PRESET , XOR の 3 通り の 指定 が 可能 で す 。 
PSET , PRESET に つい て は 「4 . 点 を 描く 」 で 説明 し た 通り で す 。XOR を 指定 する と 、 他 
の グラ フィ ッ ク タク 図形 と 重なっ た 直線 部 分 の 色 が 反転 し ます 。 例 えば 、 す で に 白 ( 青 十 赤 十 緑 ) で ペイ 
ント され て いる 所 へ 、XOR を 使っ て 青 の ラ イン を 引い て や る と 、 重 な っ た 部 分 の ライ ン の 色 は 黄 ( 赤 
十 緑 ) に な り ま す 。 こ の パラ メー タ が 省略 され る と 、 直 前 に 設定 し た モー ド の 影響 が あり ます 。 

第 5 パラ メー タ ( ] s) に は 、 ラ イン スタ イル を 指定 し ます 。 ラ イン スタ イル と は 、 点 線 、 破 線 な 
ど を 16 ビ ッ ト の ビッ トバ パタ ー ン で 表わし た も の で す 。 例え ば 、 次 の よう な 点線 の ライ ンス タイ ル は 
&HCCCC で 表わさ れ ま す 。 


@@ 〇 〇 @@⑧ 〇 〇 @@ 〇 〇 @@ 〇 ( 〇 
& 日 1 (の ( 〇 
この よう に 、 ラ イン スタ イル は 、 1 6 ドッ ト の 男 囲 内 で 任意 の くり 返し パタ ー ン を 設定 する こと が 


で きま す 。 こ の パラ メー タ を 省略 する と 、 実 線 (ライ ンス タイ ル =&HFFFF) で 引か れ ま す 。 以 
下 に 主 な ライ ンス タイ ル と その 破線 の パタ ー ン を 示し ます 。 


$HFFFF 
$HFFO の 0 
ぉ HCCCC 


日 AAAA 
$HFFCC 
HE4E4 
HFCCC 
$HFF24 


で は 、 実際 に 直線 を 引い て み ま し ょ う 。 ま ず 、 画 面 を 初期 化し て 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 を クリ ア し ま 
す 。 
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INIT 
CLS9 器 


次 に 、2 点 (の , の ) 、 (190 , 1 90) を 結ぶ 1 点 鎖線 を 黄色 で 引き ます 。 


LINE( の 9, の ) 一 (199,199) ,PSET,6,&HFFCCI 遇 | 


どう で すか ? ち ゃ ん と 引か れ ま し た か ? も し 、 思 い ど お り の 直線 が ひか れ な けれ ば [SrRL]+ [ 回 を 押 
し て みて 《 く だ さい 。 さ て 、 正 し く 表 示さ れ た ら 、 今度 は 同じ 座標 問 を OR モー ド を 使っ て 黄色 の 実 
線 で 結び ます 。 


LINE( の ,. の ) (199,199) ,XOR,6 同 


どう な り ま し た か ? 今 まで 1 点 鎖 線 が 表示 され て いた と ころ が 透明 に な り 、 今 まで 透明 だ っ た 部 分 
に 黄色 が 表示 され まし た ね 。 こ の よう に 、XOR を 指定 する と 、 重 な っ た 部 分 の XOR 論 理 が と られ 、 
色 が 反転 し て し まい ます 。 

[サン プル プロ グラ ム ] 
各種 ライ ンス タイ ル を 実際 に 表示 させ て み ま す 。 


1 の 
2 0 
25 
30 
4 0 の 
S の 
6 0 
7 0 
8 0 


nHBL NE SO 邊 8EE 

WINE ! あ のり 28 5 の 2OTS.05: T NNTWT 

PRINT "ライ シン スタイル" : SPAOCE$ (10) :" パ ターン" 
RESTORE 1090 

FOR T〒=2 TO 9 

HOOAT EL の 上 L 水 2 

READ A$ 

PRINT A$ 

LTNE (6 の 90.1 ネ 16+4) 一 (319 ,.T ネ 16+4) ,PSET , 7 VA 


L (A$) 


90 


NEXT 


1 の の 9 DATA &HFFFF ,&HFF の の , &HCCCC , &HAAAA,&HFF 
CC,&HE4E4.&HFCCC,&HFF24 


5-2 長方形 を 描く 
長方形 を 描く 場合 、L INE ス テー トメ ント の パラ メー タ は 次 の よう に な り ま す 。 


B : 長方形 を 描く 指定 
指定 し た 2 点 間 の 対角線 を 引く か 、 長 方 形 を 描く か は 、 記 号 " B" (BOX の 略 ) が ある か な いか 
に よっ て 決り ます 。 他 の パラ メー タ は 、 線 を 引く 場合 と まっ た く 〈 同 じ で す 。 
で は 、 実際 に 長方形 を 描い て み ま し ょ う 。 ま ず 、 画 面 の 初期 化 と クリ ア を 行ない ます 。 


INIT 過 
CLSO 過 


次 に 、2 点 (の 0 , の ) (190 , 19 の ) を 対 角 と する 長方形 を シア ン で 描き ます 。 


LINE( の 9. の ) (199,199) ,PSET,5,B 同 


さら に 、 そ の 上 か ら 、 赤 の 点線 で な ぞ っ て み ま す 。 


LINE( の ,. の ) 一 (199,190) ,PSET,2,B,&HCCCC 過 | 


これ で 、 赤 と シア ァ ン の 点線 で 長方形 が 描か れ ま し た 。 


5.3 長方形 を 塗り つぶ す 
長方形 を 塗り つぶ す 場 合 、 I NE ステ ー ト メン ト の パラ メー タ は 次 の よう に な り ま す 。 
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LINE((x1,y1)〕) 一 (x2.y2) ,mode〔(,C〕 ,BF 


C : パ レッ トコ ー ド また は 中 間 色 コー ド 
BF : 長方形 を 塗 つ ぶす 指定 
長方形 を 描い て その 中 を 塗 つ ぶす に は 、 記号" BF" (Box Fi | 1 の 略 ) を 指定 し ます 。 た 
だ し 、 こ の 場合 、 指 定 で きる 色 は パレ ッ ト コ ー ド だ け で な く 、 中 間 色 コー ド も 指定 で きま す 。 
例え ば 、2 点 (の 9 , の) 、(190 , 190) を 対 角 と する 長方形 を シア ァ ン と 赤 の 中 間 色 コー ド で 
漆 り つぶ す 場 合 は 、 次 の ステ ー ト メン ト を 実行 し ます 。 
LINE(9.9) -(199,199) ,PSET,&H28,BFr 
た だ し 、BF を 指定 する 場合 は 、 ラ イン スタ イル を 指定 する こと が で きま せん 。 そ の か わり 、 タ イ 
リン グ パ ター ン を 設定 する こと が で きま す 。 タ イリ ング パタ ー ン と いう の は 、 よ り 複 雑 な 中 間 色 や 色 
模様 を 出す た め の 文 字 列 デー タ で 、 最 大 BXB ド ッ ト の 色 パ ター ン を 定義 むす る こと が で きま す 。 最小 
の タイ リン グ パ ター ン は 横 8 ド ッ ト の 色 パ ター ン で 、 こ れ を 指定 する に は 青 、 赤 、 緑 各 1 バイ ト ず つ 
の 計 3 バイ ト の 文字 列 デ ー タ が 必要 で す 。 し た が っ て 、8X8 ド ッ ト の タイ リン グ パ ター ン を 定義 す 
る 場合 は 、2 4 バイ ト の 文字 列 デ ー タ が 必要 で す 。 こ の よう に 、 中 間 色 が 2 色 の ドッ ト を 交互 に 配置 
する だ け な の に 対し て 、 タ イリ ング パタ ー ン は 、 横 8 ドッ ト の 色 パ ター ン を 自由 に 設定 する こと が で 
きま す 。 タ イリ ング パタ ー ン を 設定 する と 、 そ の 色 パ ター ン を 使っ て 長方形 を 描き 、 か つ 塗 りつ ぶし 
ます 。 タ イリ ング パタ ー ン を 使用 する 時 、L 1I NE ステ ー ト メン ト は 次 の よう に な り ま す 。 


LINE((x1,y1)〕) 一 (x2,y2) ,mode,BF,t$ 


t$: タ イリ ング パタ ー ン (文字 列 ) 
タイ リン グ パ ター ン の 文字 列 は 、CHR $ や HEXCHRS 関 数 に よっ て 用 意 す る の が 一 般 的 で す 。 
例え ば 、 横 8 ドッ ト の パタ ー ン を 、 1] ドット 1 色 ず つ に し て 8 色 を すべ て 使っ て 定義 する 場合 は 次 
の よう に し ます 。 


横 B ド ッ ト の ペタ ー ン 黒 青 赤 マゼンタ 緑 シア ン 黄 日 
!) ! ! \ ! ! 0 4 
衣 デ デ タ の ⑳ 2. の 1 の 1 の 1 =&H55 
赤 デ ー タ の の 1 1 の の 1 1 = 仙 朋 33 
緑 デ ー タ 9 の 0 の ) 1 1 1 =&HOF 


ら も お = 衣 BE 光 OHRS ("5533 の 9P”) 
その タイ リン グ パ ター ン で 、2 点 (9 , の) 、(190 , 190) を 対 角 と する 長方形 を 塗り つぶ 
す に は 、 次 の ステ ー ト メン ト を 実行 し ます 。 
LINE (0. の 9 の) 一 (19 の ,199) ,PSET,BF,HEXOCOHHRS ("85533 の F") 


5.4 折れ 線 を 描く 
IINE ス テー トメ ント は 、 グ ラフ 等 に 必要 な 折れ 線 を 簡単 に 描く こと が で きま す 。 そ の 場合 の パ 
ラメ ー タ は 次 の よう に な り ま す 。 


選 江 還 革 Kx よそ 1)[ー CNW2 , 2 | 一 (生き , 3) … で ー (xn , マロ ) 


x ] , y] : 折れ線 の 始点 座標 
xi , yi : 折 れ 線 の 頂点 座標 (1i=2.3…0 の cro mー コ 9 
xn ,yYn: 折 れ 線 の 終点 座標 
この よう に 、 座 標 を 連続 し て 入力 する と 、 各 座標 問 を 結ん だ 折れ 線 を 描き ます 。 こ れ を 利用 すれ ば 、 
任意 の 形 の 多角 形 を 簡単 に 描く こと も で きま す 。 例 えば 、4 点 (209, の ) 、(1 の の , 100) 、 
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(の , 1 の ) , (100 , の ) を 頂点 と する 平行 四辺 形 を 描く に は 、 次 の よう に 入力 し ます 。 
モミ PT tcI44M WOW WP 
ニコ 


置 久 | 正 多 久 形 を 描く 
POLY ス テー トメ ント 
正 多 角形 に 限り 、POLY ス テー トメ ント を 使っ て 簡単 に 描く こと が で きま す 。 


取 ⑨ 息 (06 の) 。 EE ee 2 の 。 の 5 。 の 6 1] 


x , Y : 正 多角 形 の 中 心 座標 (ニー ザー 座標 系 ) 
r : 中 心から 頂点 まで の 距離 
c : 正 多角 形 の 辺 の 色 (パレ ッ ト コ ー ド ) 
2 の : ステ ッ プ 角 (の 360 度 ) 
9 s : 初期 角 (の 9 て 360 度 ) 
9e : 終了 角 (の 9~ て 360 度 ) 


多角 形 は 、 前 述 の L I NE ステ ー ト メン ト で も 描く こと が で きま す が 、L I NE の 場合 は 各 頂 点 の 
座標 を 計算 し て 入力 し て や ら な けれ ば な り ま せん 。 し か し 、POLY ス テー トメ ント で は 、 円 を 描く 
の と 同じ 要領 で 入力 する こと が で きま す の で 、 正 多角 形 の 中 心 Cx , y) と 半径 r 等 の 設定 だ け で 簡 
単に 描く こと が で きま す 。 (円 に つい て は 「7 . 円 を 描く 」 で 述べ ます ) 。 各 パラ メー タ に つい て 以 
下 に 示し ます 。 

ステ ッ プ 角 (2 の) は 、 正 多角 形 の 頂点 問 の 角度 で 、0 度 に 
近い ほど 真 円 に 近づき ます (た だ し 、0 度 を 指定 する と た だ の 
線 分 に な っ て し まい ます ) 。 初期 角 (の s ) と 終了 角 (9e) は 、 
x 座 標 の 増分 方 向 (画面 の 右 方 向 ) を の 度 と し た 場合 の 、 
多角 形 を 描き 始め る 角度 と 、 描 き 終 える 角度 を 示し ます 。 7 

し た が っ て 、 一 般 的 に 、 正 n 角 形 を 描く に は 、 ご 
次 の よう に 指定 し ます 。 

29=360 ノ n 
の e= の s+360 
で は 、 実際 に 、 正 多角 形 を 描い て み ま す 。 ま ず 、 画 面 を 初期 化し て クリ ア し て くだ さい 。 
INI Tr 
CLS9r 
次 に 、 正 六角 形 を 描い て み ま す 。 正六 角形 の ステ ッ プ 角 は 60 度 (=360+6) で す 。 
POLY (299,1009) ,89,2,60[| 

これ で 、 中 心 座標 (2 0 の , 1 90) 、 頂 点 距 離 8 0 の 赤い 正六 角形 が 描か れ ま し た 。 

今度 は 、 右 側 半分 だ け の 半 円 を 描い て み ま す 。 右側 だ け の 半 円 で すか ら 、 初 期 角 は 9 の 度 、 終 了 角 
は 2 70 度 で 指定 し ます 。 

POLY (209,199) ,89,.6,1,99,270| 

これ で 黄色 の 半 円 が 描か れ ま し た 。 

( 注 ) POL Y ぉ よび C I RCLE ス テー メメ ント に お ける 頂点 距離 また は 半径 は 、 画 面 モ ー ド 
に よっ て 、 実際 の 座標 と 対応 し て いな い 場合 が あり ます 。 詳 しく は 、BASIC リ ファ レン スマ ニュ 
アァ ル の CI RCLE ス テー トメ ント の 項 を 参照 し て くだ さい 。 

[サン プル プロ グラ ム ] 

POL Y で 多角 形 を 重ね ます 。 
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1 の 
20 
3 の 
4 0 
S の 
60 
70 
80 
90 
100 
110 
120 
130 
140 
150 
160 
170 
180 
190 
200 


INIT:CLS4:WIDTH 4 の 9 の.25,.0 の ,0 

RESTORE 160 

FOR KAI=1 TO 5S 

READ STE1,STA1 ,OWA1,.STE2.STA2.OWA2 
C=INT (RND*6) + 1 

FOR =1 TO 14 

FOR Y=1 TO 9 

POLY、(X ネ ルス の ,Y* ネ 2) 。 20. とじ, STE 1 。S7 AA 〇 WW る 1 
POLY_ (XX2012 . Y%20) 。20.C+T1 STE2.5TA2.O0WA2 
NEXT Y 

NEX 二 区 

PAUSE 20 

CLS4 

NEXT KAI 

GOTO 20 

DATA 129 の ,. の ,.3609.12 の .9 の 9 の,.45 め 

DATA _ 99 の. の,.369,.99,.498,.405 

DATA 72. の 9.369 の ,.72.90,.450 

DATA 6 の 9 の. の 9.369,.6 の 9 の,.39,.390 

DATA 144. の 9,.72 の 9 の ,144.9 の 9,.810 


[サン プル プロ グラ ム ] 
時 計 を 描き ます 。 


1 の 
20 
30 
4 0 
S 0 


則 NUTS54 SWIDTH 人 40.。286. の . の 
POLY (160, 1009. 8 の, 7。 830 
TS$=TTIME$ 
IF T$=T1$ THEN. 30 
X= ニ VAE。GH EET 利 (T お 2 ル p 
Y 三 VAWMUIDS お で TOD , 條 2) ) 
Z=VAL (RIGHT$ (TS, 2) ) 
POLY (169 の ,1009) , 4 の 9,.9 の ,. の 9,.99-X1*3 の 9 の 一 INT (Y1/2) 
POLY (169,199) , 5 の ,.9,. の 9,99-Y1 ネ 6 
POLY (169,19 の の) ,69,. の 90, の 9,.9 の 9-Z1 ネ *6 
POLY (16 の 9, 1 の 9 の) , 4 の 9,.5,. の ,.99 の -X*※X3 の 一 INT (Y グ 2) 
BOILY (16 の 0,100) ,50。4 。 の, 99 の --\ 洲 6 
PEOLY (16 の 9 の ,1 の 9) ,.60.6,. の 9 の.99-Z ネ *6 
LOCATE。 16。16.: PRINT る 
1 = ま >Y イ ユー ニーY: か ュー の TL 應 = 生き 
GOTO 30 


円 を 描く 


CIHRCLE ス テー トメ ント 


円 、 棒 円 お よび 円 弧 を 描く ステ ー ト メン ト は 、CIRCLE ス テー トメ ント で す 。 


|ormorgte ep rr rerfr2sr2e ー 


f : 偏平 率 (= た て 径 / 横 径 ) 


の 貞 の 


に 、CIRCLE ス テー トメ ント の パラ メー タ は 、POLY ス テー トメ ント と 似 て いま す 。 
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違い は 、POLY ス テー トメ ント の ステ ッ プ 角 が 、C IRCLE ス テー トメ ント で は 偏平 率 に 変わ 
っ て いる 点 だ け で す 。 ま た 、C IRCLE ス テー トメ ント で は 、@ 記 号 が つく か つか な いか で 、 半径 
及び 偏平 率 の 扱い が 異な っ て きま す 。 
(1) @ 記 号 が つか な い 場 合 
画面 に 表示 され る 円 の 大 き さ は 、320X20 の ドッ トモ ー ド の 時 を 規準 に し て いま す 。 
し た が っ て 、 半 径 が 同じ な ら ば 、 ど の 画面 モー ド で 描い て も 、 画 面 に 表示 され る 円 の 大 き さ 
は 同じ に な り ま す 。 こ の こと は 、 画 面 上 の 座標 と 半径 の 大 き さ と が 、 必 ず し も 一 致し な いこ 
と を 示し て いま す 。 偏平 率 を 指定 し た 場合 も 同様 で す 。 偏平 率 を 省略 する と 、 1 が 設定 され 
まき も 
(2) @ 記 号 が つく 場合 
画面 に 表示 され る 円 の 大 き さ は 、 各 画面 モー ド の 座標 に 従い ます 。 し た が っ て 、 同 じ 半 径 で 
も 画面 モー ド に よっ て 円 の 大 き さ は 異な っ て きま す 。 偏平 率 を 指定 し た 場合 も 同様 で す 。 し 
た が っ て 、 偏 平 率 を ] に 設定 し た か ら と いっ て 、 画 面 モ ー ド に よっ て は 真 円 に た なら な い 場 合 
が あり ます 。 偏平 率 を 省略 する と 、 画 面 上 に 真 円 が 描か れる よう に 、 自 動 的 に 偏平 率 を 設定 
し まま 。 
な お 、 詳 し く は 、BASIC リ ファ レン スマ ニュ アル の C I RCLE ス テー トメ ント 及び C 1 RC 
LE⑨@ ス テー トメ ント の 項 を 参照 し て くだ さい 。 
で は 、 実 際 に 円 を 描い て み ま す 。 中 心 座標 (2 90 , 1 の 0) 、 半 径 8 9 の 半 円 を 描く (ため に は 、 
次 の ステ ー ト メン ト を 実行 し ます 。 
CIRCLE (299,109) , 80| 
[サン プル プロ グラ ム ] 
専用 ディ スプ レイ テレ ビ に お いて 、C 1T RCLE ス テー トメ ント と CIRCTILE② ス テー トメ ント 
に お ける 半径 の 取扱 い の 違い を 示す プロ グラ ム で す 。 
1 、『 AUNTFRGHRR 
20~1NT TOES 人 OPTTON SCREEN の 
3 の = の :RES=1]1 :GOSUB 70 
4 の 0 ご = の :RES=2:GOSUB 70 
S の 9 G=]1 :RES=2:GOSUB 706 
6 の 9 END 
2 の SS 因 紀 
8 の 90 FOR X=49 TO 8 の 9 STEP 40 
9⑳ WUDT 有 H 交 。 2.9 ,Q , RBS 


0 の 近所 "WTDT 時 " : 生 2m 25 "7? 介 ) の 5 全 抽 

1 和 lO の PRWUNITY WP Be CIRCLE (2 の ,1090) , 190 
2" L_jELIt-】 | 

1 の 0 PRINTE * GREEN. . .CIRCLE@(2009 , 1909) , 190 
6 4 WW に 1 


13 の 9 CIRCLE (209,100) , 100, 2 

14 の 0 CIRCLE@(200, 100) , 1090, 4 

15 の A$S=INKEYSB:IF AS$S=""THEN 150 
16 の 9 NEXT 

17 の 9 の RETURN 


色 を 塗る 
PAINT ス テー トメ ント 


グラ フィ ッ ク 曲 線 で 囲ま れ た 任意 の 形 の 図形 を ペイ ント する に は 、PAINT ス テー トメ ント を 使 
いま す 。 
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C 


PAINT (@⑨] (g , ゞ ) ,  【, 衝 よ 計 暫 半 で" の NO , 56] 


t 


C  : パ レッ トコ ー ド また は 中 間 色 コー ド 
t お $ : タ イリ ング パタ ー ン 
pa, b 1 52cmo… b 6 : 境界 色 (パレ ッ ト コ ー ド ) 
ペイ ント する 色 と し て は 、 パ レッ トコ ー ド 、 中 間 色 コー ド 、 ま た は タイ リン グ パ ター ン を 指定 する 
こと が で きま す 。 (タイ リン グ パ ター ン に つい て は 「5 . 線 を 描く 」 の 項 を 参照 し て くだ さい 。 境界 
色 は 、 カ ンマ で 区 切っ て 7 個 ま で 指定 で きま す 。 ま た 、 塗 る 色 自 身 は 常に 境界 色 と み な され ます 。P 
AINT ス テー トメ ント は 、 塗 る 範 胃 が 1 ドッ ト で も 開い て いる と 、 そ こ か ら は み 出 し て 全体 を 塗っ 
て し まう の で 、, 注 意 し て 《 だ さい 。 
で は 、 実際 に 色 を 塗っ て み ま す 。 ま ず 、 境 界 を つく る た め に 、 次 の 命令 を 実行 し ます 。 
CIRCLE (2900,100) , 809,2r 沼 
次 に 、 境 界 色 を 赤 に 設定 し て 、 円 内 を 青色 で 塗り つぶ し ます 。 
PAINT (290 , 100) , 1 , 2 過 
これ に よっ て 、 座 標 (2 の , 1 の の) か ら 青 色 で 塗り 始め られ 、 赤 色 で 囲ま れ た 部 分 を すべ て 塗 
基 つ 5 計 し まま 泌 。 


屋 : 剛 色 を 瞬時 に 変え る 


PALET ス テー トメ ント 
PAIIET ス テー トメ ント は 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 上 の 色 を 瞬時 に 他 の 色 に 変換 し ます 。 


PALET p,c,b 」 


pD : パ レッ トコ ー ド (の <7) 
C : カ ラー コー ド (の て 8) 
1b : ボー ダー カラ ー (0 の or] ) 

PAILIET ス テー トメ ント は 、 色 の 変換 を 行ない ます が 、 実 際 に 塗り つぶ し て 変換 する わけ で は あ 
り ま せん 。 し た が っ て 、 瞬 時 の 色 変 換 が 可能 で す 。 変換 は い 、 パ レッ トコ ー ド を どの カラ ー コ ー ド に 対 
応 さ せる か 、 で 行ない ます 。 パ レッ トコ ー ド お よび カラ ー コ ー ド に つい て は 「6 章 ディ スプ レイ モ 
ー ド 」 の 項 を 参照 し て くだ さい 。 例え ば 、 パ レッ トコ ー ド 1] は 、 初 期 状 態 で は カラ ー コ ー ド 1] す な わ 
ち 青 色 に 対応 し て いま す が 、 赤 色 (カラ ー コ ー ド 2) に 変換 する に は 、 次 の 命令 を 実行 し ます 。 

PALET1 , 2 

また 、PALET ス テー トメ ント に より グラ フィ ッ ク の 透明 と 青 の 2 色 を 、 黒 色 に 変換 する こと が 
で きま す 。 黒色 は 、 カ ラー コー ド 8 に 割り 当て られ て ぉ お り 、PALETO の ,8orPALET1 ,8 の 
どちら か を 指定 し ます 。 前 者 が 透明 を 黒 に 、 後 者 が 青 を 黒 に 変換 し ます 。 た だ し 、 黒 色 と い っ て も 、 
コン ピュ ー タ モー ド で は 透明 と まっ た く 変 わり ませ ん 。 透明 と の 違い が で る の は スー パー イン ポー ズ 
時 の み で す 。 透明 は バッ ク の テレ ヒビ 画面 を 透 き 通 し ます が 、 黒 色 は 透 き 通 し ませ ん 。 

また 、 第 3 パラ メー タ が 1 の 時 、 画 面 の ボー ダー 部 分 を 黒色 に し ます 。⑰ の 時 は 透明 の まま で す 。 
これ に よっ て 、 ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ 時 に テレ ヒビ 画 面 を 黒 ぬ き に する こと が で きま す 。 

また 、PALET ス テー トメ ント は 次 の よう に 設定 する こと も で きま す 。 


E 和 馬 TO の e 1 ,G2 , eS3 , oe 人 4 、gBI el⑥ !@G7 その 8 上 


この 指定 方 法 は 、 複 数 の パレ ッ ト コ ー ド を 一 度 に 変換 する 場合 に 用 いら れ ま す 。 パ レッ トコ ー ド は 、 
パラ メー タ の 位置 に 対応 し て いま す 。 す な わ ち 、 第 1 パラ メー タ が パレ ッ ト コ ー ド の に 、 第 2 パラ メ 
ー タ が パレ ッ ト コ ー ド の 1] に 、 第 8 パラ メー タ が パレ ッ ト コ ー ド 7 に それ ぞ れ 対応 し て いま す 。 例え 
ば 、 パ レッ トコ ー ド 1 を 赤 に 、 パ レッ トコ ー ド 7 を 緑 に 変換 する た め に は 、 次 の 命令 を 実行 し ます 。 

PALET@9,.2.2,.3,4,.5,.6,4 加 | 
(サジ ルプ ルプ ログ ラス ) 
花火 の 点滅 する 感じ を お 楽し みく だ さい 。 

1 の ' 花 火 

20 WIDTH 40。.25 .05CES4W MMNUU 

30 SRBIEIN) ,. JsKLISHOSEPRRUINTU Wailt ja 紹 oment* 

40 DEFFNX (CX) =COS (RAD (CX) ) *CR 

59 DEFFNY (CY) =SIN (RAD (CY) ) *CR 

69 CCX=INT (RND*3009) +10 

7 の 0 CCY=INT (RND*15 の 9) +10 

8 の HH=INT (RND ネ *※10) +6 

90 SCRERN] 。 の EKT ル US の 

1 の = FORE GR 1) 。 T⑥ 本 迷 朗 STEP 明 

11 の 9 FOR DEG= の 9 TO 36 の STEP H 

12 の 9 C=INT(RND*7) + 1 

13 の 0 PSET(RNX (DE⑥) +CCX ,FNY (DEG7 キ CCY ,@⑥) 

149 NEXT DEG 

15 の 9 NEXT CR 

5640%5SGRR 恒 IN UES 人 4 

170 SOUND7,&HEFE:PLAY"ーE1" 

1 の RGR UP ニテ 200 TO OOYT STEP デリ 

19 の 9 C=INT (RND ネ *7) + 1 

2 委 和 が 天上 す OX 。 UP 6) :PS 友 T OOI キ 1 。 PO) 

2 の PRR 皮 ST (OOX 。 OB sPRESET (GOX+1 。UE JO) 

229 NEXT UP 

239 の 9 SCREENO, の 

240 の SOUND 7 。 交 HEF7:SOUND 6.438。.8OWND _ 8, 16 SOU 

N 選 11。 の ONSOUNBD 2 1 の: SOWBD" ド 3 0 

2 の 5 の BB@R =1 T⑨ 18 

26 の 9 FOR 」=1 TO 7 

27 の 0 PATEET ]。((]J キ 1) MOB 2) ゃ 1 

28 の 9 NEXTTJ 

29 の 9 NEXTI 

8 の 0 EOR !=1 TO Z 

31 の 9 PALET 1, の 

920 "PAUSEB 1 

88i0 NEXT 1 


テキ スト 文字 と グラ フィ ッ ク 画 面 の 優先 順位 を 決め る 
PRW ス テー トメ ント 


PRW ス テー トメ ント は 、 テ キス ト 画 面 上 の 文字 と グラ フィ ッ ク 画 面 上 の 図形 が 重なっ た 時 、 ど ち 
ら を 優先 し て 表示 させ る か を 決め る ステ ー ト メン ト で す 。 
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PRW 〔n] 


n= テ の ⑦~255 
グラ フィ ッ ク 画 面 の 各色 と テキ スト 文字 と の 優先 順位 は 、n の 値 で 決定 され ます 。n の 値 は コン ピ 
ュー タ 内 部 で は 8 ビッ ト で 表現 され て お り 、 各 ビッ ト は 次 の よう に 各 パ レッ トコ ー ド に 対応 し て いま 


す 。 
ま 。 8 # ま も さき まほ MI 8 
HIZPEZPHECY2SE 


最 下位 ビッ ト が 透明 に 対応 し 、 最 上 位 ビ ピット が 白 に 対応 し て いま す 。 こ の 時 、 あ る ビッ ト の 内 容 が 
1 に 設定 され る と 、 そ の 色 を も つ グ ラフ ィ ッ ク が 優先 され 、 の に 設定 され る と テキ スト 文字 が 優先 さ 
れ て 表示 され ます 。 例 えば 、 グ ラフ ィ ッ ク の 青 と 緑 を テキ スト より 優先 させ て 表示 させ る に は 、 次 の 
よう に 設定 し まず 。 

PRW &B の 90909 の 10010[ 当 | (PRW 18) 

PRW ス テー トメ ント は 、 パ レッ トコ ー ド に 対す る 命令 で す の で 、 例 えば 、PALET 1 , 2 を 実 
行 し て パレ ッ ト コ ー ド 1 を 赤 に 変換 する と 、 そ の 部 分 の 赤 が テキ スト より 優先 され ます 。 た だ し 、 パ 
レッ トコ ー ド 2 の 赤 は テキ スト に 隠れ た まま で す 。 こ の よう に 、, PRW ス テー トメ ント を 利用 する 
と 、 見 か け 上 同じ 色 で も テキ スト と の 優先 順位 を 変 た る こと が で きま す 。 

優先 順位 を 初期 状態 に ち どす に は 、P R Wrl| を 実行 し ます 。 


語 較 文字 パタ ー ン の 措 画 
SYMBOLL ス テート メン ト 
SYMBOL ス テー トメ ント は 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 上 に 文字 列 を 指定 の 角度 と サイ ズ で 描き ます 。 


C 


SYMBOTL ( 到 ,) 。 到 中 hh,Y, ,/ の 9,.mode 


t $ 


x ,Y: 文字 列 の 表示 を 開始 する 左上 の ドッ ト の 座標 (画面 座標 系 ) 
x : 表示 する 文字 列 
h : 横 方 向 の 倍率 (1、2、3……) 
Y 5 准 方 向 の 倍率 《1 、.②、 Sccsc ) 
Cc ': 文字 の 色 ( パ レッ トコ ー ド or 中 間 色 コー ド ) 
の : 描く 方 向 の 指定 (の 3) 
mode : PSET or PRESET or XOR or 文字 式 or"" 
ド 江 4 必 イ イリ シグ ペタ ー ン 
h , ゞ は 、 そ れ ぞ れ 横 、 縦 方 向 の 倍率 を 指定 し ます 。 設 定 値 は すべ て 整数 と みな され ます 。 小 数 は 
四 捨 五 信 され ます 。 こ の 値 に よっ て は 文字 が 画面 か ら 、 は み 出 し て し まう の で 注意 し て くだ さい 。 
+ お は タイ リン グ パ ター ン で 、HEXCHR$ な ど で 指 定 し ます 。 タ イリ ング パタ ー ン に つい て は 
「5.3 長方形 を 塗り つぶ す 」 の 項 を 参照 し て くだ さい 。 
の は 、 表 示す る 文字 の 方 向 を 示し て いま す 。 
の = の で は 、 通 常 表 示 、 9 = 1 で は 、9 0 度 左 に 回 転 し た も の 
の =2 で は 、1 8 0 度 左 へ 回 転 し た も の 
の = 3 で は 、2 7 0 度 左 へ 回 転 し た も の 
と な り ま す 。 
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mode は 、 文 字 列 の 表示 モー ド を 示し 、PSET ,PRESET , XOR を 指定 する と グラ フィ 
ッ ク 画 面 に 表示 し 、 文 字 式 また は " "= ニ ヌ ルコ ー ド を 指定 する と テキ スト 画面 に 表示 し ます 。 次 に 例 
を 示し ます 。 

SYMBOL (199,109) , "A" ,1,1,1,.9,PSETri 
これ は グラ フィ ッ ク 画 面 に 、 青 色 の 入 と いう 文字 を た て 横 1 倍 で 表示 し ます 。 
SYMBOL (19 の ,199) , "B",2.2.4,1,PSET 
これ は 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 に 緑色 の B と いう 文字 を た て 横 2 倍 の 大 き さ で 表示 し ます 。 そ の 時 B は 
9 の 度 左 に 回 転 さ れ て 表示 し ます 。 

SYMUBO1。 (の 。⑳) 疾 叶 吊 内 1 記 用 04 の 0 明良! 

これ は 、 テ キス ト 画 面 に キャ ラク タ B で 及 と いう 文字 を 表示 し ます 。 


還 間 GET@ と PUT@ 


GET@ は グラ フィ ッ ク 画 面 の 情報 を 配列 変数 に 読み 込む ステ ー メ ント で す 。 
また 、PUT@ と いう ステ ー ト メン ト は GE T@⑨ の 逆 で 、 配 列 変数 の 情報 を 画面 に 描く ステ ー ト メ 
ジグ トド が も 
通常 、 こ れ ら の 2 つの ステ ー ト メン ト を 組み 合わ せ て 用 いる こと に よっ で 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の デ 
ー タ を 別 の 位置 に 移動 させ る こと が で きま す 。 
これ ら の ステ ー ト メン ト は 、 画 面 デ ー タ を 一 度 配 列 変数 に 入れ る の で 、 デ ー タ が 入る だ け の 配列 変 
数 領域 を も あらかじめ 定義 し て お く 必 要 が あり ます 。 
た と えば 、 次 の 例 で は 、 画 面 左 上 に 描い た 円 を 赤 で ぬり 、 そ れ と 同じ 円 を 別 の 場所 に 描い て いま す 。 
小 の IN NT SOGES4 
2 の 9 DIM A%(100) 
SG5I RG5R (や の の ) の SnPAFNNT 6G1 の の 1 の 090 テト タグ 7 
4 の GET@( の 9, の 9) 一 (20, 20) ,A%, 7 
8 の FOR [ミニ の !TOm TO ひ OO STEP 2 の 
6 の ET の @(U , 0 一 (1+20。1+20) ,A PSET , 7 
7 の NEXT 
GE T@ お よび PUT@ の 書式 は 


GET@(x]1 ,y1) 一 (x2,y2) , 配 列 名 , パ レッ トコ ー ド 
PUT@(x1,y1) 一 (x2,y2) , 配 列 名 |, PSET , パ レッ トコ ー ド 
, PRESET 
, 衣 OR 
, OR 
, AND 
, NOT 


x 1] 、y 1] : 読み こむ 領域 の 左上 隅 の 座標 (画面 座標 系 ) 

x2、y2 : 読み こむ 領域 の 右 下 隅 の 座標 (画面 座標 系 ) 
PUT@⑨ ネ テー トド トメ ジ ト で は 表示 の と き に PSET , PRESET , 交 OO 弄 , OR , AND 。 NO 
T と モー ド が あり 、 画 面 に すでに ある ドッ ト と 配列 中 の ドッ ト の 演算 結果 を 画面 に 表示 する こと も で 
きま す 。 ま た 、 パ マレット コー ド を 省略 する と テキ スト 画面 に 対す る ステ ー ト メン ト に な り ま す 。 
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略 E 罰 グラ フィ ッ ク パ ター ン の 描画 
POSITION・PATTARN ス テー トメ ント 


まず 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 に ドッ トペ パ ターン を 描く 際 に は 描画 開始 位置 を 指定 し ます 。 
それ に は POS IT TI の ON スズ ステー ド メン ド を 用 意 じ ます 。 


| *osrrroNz,y 


,Y: ド ッ ト ・ パ ター ン 表 示 の 左上 隅 の 座標 (画面 座標 系 ) 
POS IT ION ス テー トメ ント の 実行 に より 描画 開始 位置 を 指定 し た 後 、PATTERN ス テー 
トメ ント で ドッ トペ ターン を 描画 し ます 。 


PATTERN nn, お (,y お ……… ] 


nm : ド ッ ト パ ター ン の た 方 向 の 段数 を 指定 し 、n く 0 の と き 下 の 方 向 に 重なり n > ⑳ の と き 
上 の 方 向 に 重なり ます 。 
x①,Y お お: ドッ トバ パタ ー ン を 表わす 文字 式 
例え ば 
POSITION 10,10 
PATTERN- 1 ,CHR$ (&H55) 
と 入力 する と 、 座標 10、y 座標 1 0 を 描画 開始 位置 と し て 、 ド ッ ト パ ター ン 
( 圏 が セッ ト 。&H55=&B の 1 の 1010 1) が 表示 され 
まお 。 
また 、 ド ッ ト パ ター ン の 積み 重ね は 段数 を 指定 する n の 値 に より 、 積 み 重 ね の 方 向 と 段数 が 決め ら 
れ ま す 。n が 負 の と き 上 か ら 下 へ 、n が 正 の と き 下 か ら 上 へ 積み 重ね られ ます 。 
表示 色 は 、 テ キス ト 画 面 の 文字 の 色 に 対応 し た マレット コー ド で 描 れ ます 。 
例え ば 
1 の 0 の 0 Ab=HEXCHRS ("8182838485868788898A8B8C") 
1190 POSITION 0 の,0 
1200 BA.TUTERRN ニ 8 。 久 
を 実行 する と 下 の 様 に 表示 され ます 。 


座標 (0.0)、 ウト 6 Ri ト 9 t 
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9 曹 
日 本 語 処理 


本 機 に は 、 強 力 な 日 本 語 処理 機能 を 備え た 漢字 BAS 1C が 標準 装備 さ れ て いま す 。 こ の 漢字 BA 
S 1 〇 は 、 漢 字 、 ひ ら が な 等 の 文字 を BAS 1C プ ログ ラム 上 で 容易 に 扱え る よう に 、 カ ナー 漢字 変 
換 機能 や 外字 登録 機能 を 持っ て いま す 。 こ の 章 で は 、 こ れ ら 全角 文字 と 呼ば れる 文字 の 扱い に つい て 、 
説明 し ます 。 


語 較 | 全角 文 字 と は 


全角 文字 と は 、 漢 字 や ひら が な の よう に 、 そ の フォ ント が 16X16 ド ッ ト で 構成 され た 文字 の こと を 
指し ます 。 そ れ に 対し て 、 そ の フォ ント が 8X8or16X 8 ドッ ト で 構成 され た 文字 を 、 半 角 文 字 と 呼 
ん で いま す 。 

従来 の コン ピュ ー タ で は 、 通 常 、 英 数 字 ・ カ タカ ナ ・ 記 号 ・ セ ミグ ラフ ィ ッ ク 等 の 半角 文字 の み 扱 
っ て お り 、 漢 字 ・ ひ ら が な 等 の 全角 文字 は プロ グラ ム 中 で は コー ド (] 1 8 漢字 コー ド 、 区 点 コ ー ド 
等 ) と し て 扱う こと し か で きま せん で し た 。 (例え ば 、" 亜 "と いう 漢字 は KK 表 NTIS(160 
1 ) で 表わし ます ) し か し 、 本 機 の 漢字 BAS 1 ご で は 、 こ れ ら の 全角 文字 を プロ グラ ム 中 で 半角 文 
字 と 同様 に 文字 の 形 で 扱う こと が で きま す 。 それは 、 次 の よう な 場合 に お いて 可能 で す 。 

(1) PRINT 文 等 の ダブ ルク ォ テ ーション (" ) で 囲ま れ た 部 分 
(2) ファ イル 名 及び ディ レク トリ 名 

(3) REM 文 

(4) DATA 文 (5) 文字 変数 

この よう に 、 本 機 の 漢字 BAS 1 ご で は 、 プ ログ ラム 中 に 漢字 や ひら が な を 混入 させ る こと が で き 
ます が 、BAS 1 C 内 部 で は これ ら の 全角 文字 は 2 バイ ト の コー ド と し て 処理 され て いま す 。 こ の 意 
味 か ら 、 従 来 の 文字 (半角 文字 ) が 1 バイ トコ ー ド 文字 と 呼ば れ て いる の に 対し て 、 全 角 文 字 は 2 バ 
イト コー ド 文 字 と も 呼ば れ て いま す 。 

し た が っ て 全角 文字 の 1 文字 分 は 半角 文字 の 2 文字 分 と みな され ます の で 、 例 えば 、 フ ァイル 名 の 
長 さ 等 、 文 字数 に 注意 する 必要 が あり ます 。 ま た 、 本 機 の 漢字 BAS 1 ど で は 、 全 角 文 字 を 扱う 方 式 
と し て 、 従 来 の 半角 文字 の セミ グラ フィ ッ ク 部 分 の 1 バイト コー ド を 利用 する SHIFT ]ISa 
ー ド 体系 を と っ て いま す 。 し た が っ て 、 全 角 文 字 を 扱う 場合 は セミ グラ フィ ッ ク 文 字 を 混在 させ る こ 
と が で きま せん 。 (た だ し 、 英 数 字 、 カ タカ ナ 、 記 号 等 は 使用 で きま す ) 全角 文字 を 表示 させ る か 否 
か は 、 次 の BASIC コ マン ド に よっ て 決め られ ます 。 

KMODE。 の 0…… 半角 文字 の み 扱 う モ ー ド (セミ グラ フィ ッ ク 文 字 使用 可 ) 
KMODE 1… の の … 全角 文字 も 扱う こと が で きる モー ド (セミ グラ フィ ッ ク 文 字 使 用 不可 ) 

また 、 全 角 文 字 の 場合 その 文字 の フォ ント が た て 16 ド ッ ト で 構成 され て いま す の で 、 表 示 画 面 が 標 
準 デ ィ ス プレ イモ ー ド の 時 に は 、 全 角 文 字 は 次 の 画面 モー ド の 時 の み 表 示す る こと が で きす 。 

WiDm 軸 890。H2. の UL 


WIDTH 89,10,0, 


WIDTH 0 
WIDTH 90 
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較 久 | 全 訪 文字 の 入力 方 式 


ひら が な 、 カ タカ ナ 、 英 数 字 等 の 全角 文字 の 入力 方 式 に は 、 次 の 3 通り の 方 式 が あり ます 。 (また 、 
これ ら の 方 式 で は 半角 文字 の 入力 も 可能 で す ) 
(1) アル ファ ベッ ト 、 数 字 等 の 入力 を 簡単 に 行なえ る 英 数 字 直 接 入力 方 式 
(② ロ ー マ 字 表記 に て 入力 し 、 そ れ を ひら が な また は カタ カナ に 変換 する ロー マ 字 一 カナ 変換 方 式 
(3) 馬 キー を ロッ ク し て カナ 表記 に て 入力 し 、 そ れ を ひら が な また は カタ カナ に 変換 する カ ヵ カナ 入力 方 
式 ま た 、 漢 字 へ の 変換 機能 と し て 、 次 の 2 通り の 方 式 が あり ます 。 
(1) 漢字 の コー ド (本 1 S 漢 字 コ ー ド 又は 区 点 コ ー ド ) を 入力 し て 、 直 接 、 漢 字 、 ひ ら が な 等 の 全角 
文字 に 変換 する コー ド 入 力 方 式 
(2) 上 記 、 ロ ー マ 字 一 カナ 変換 方 式 む な よび カナ 入力 方 式 に お いて 入力 し た ひら が な また は カタ カナ を 、 
漢字 に 変換 させ る カナ ー 漢 字 変換 方 式 
さら に 、 カ ナー 漢字 変換 方 式 に は 、 次 の 2 つの 方 式 が あり ます 。 
1) ひら が な また は カタ カナ の 文字 列 の 先頭 の 1 文字 の み を 判断 し て 、 そ の 読み を も つ 漢 字 を IS 
漢字 コー ド の 配列 通り に 殺 列 し て 変換 する 一 字 変換 方 式 
(2) 漢 字 の 音読 み 、 訓読 み を 入力 し 、 変換 する 音 訓 変換 方 式 
な お 、 一 字 変 換 方 式 は コン ピュ ー タ の 内 部 プロ グラ ム と し て 存在 し ます の で 、 デ ィ ス ク 等 は 一 切 不 
要 で す が 、 音 訓 変 換 方 式 は 附属 の シス テム ディ スク が 必要 で す 。 
これ ら の 全角 文字 入力 機能 は 、 日 本 語 入力 モー ド に お いて 利用 する こと が で きま す 。 日 本 語 入力 モ 
ー ド に 入る た め に は 、 ま ず 次 の 条件 が 満た され て いな けれ ば な り ま せん 。 
〔 条 件 1 
標準 ディ スプ レイ モー ド の 場合 、 画 面 モ ー ド を 次 の いずれ か に 設定 する こと 。 ( 高 デ ィ ス プレ イ 
モー ド の 場合 は 、 制 限 は あり ませ ん ) 
〇 OWIDTH 89,12,0, 


〇 WIDTH 4 の 9,12,0 
〇 WIDTH 8 の,10,0, 
〇 WIDTH 49,10,0 


〔 条 件 2〕 
CON SO 〇 LE ステ ー ト メン ト に よっ て 、 表 示 画 面 の 最 下行 が 変換 フィ ー ル ド エ リ ア と し て 確保 
CUS あ こと 。 
〔 例 ] 
〇 25 行 モー ド な ら ば 、 CONSOLE 9 の,24 
〇 12 行 キー ド な ら ば 、 CONSOLE 0 の,11 
〇 20 行 を ー- ド な ら ば 、 CONSOLE の ,19 
〇 10 行 モー ド な ら ば 、 CONSOLE 0 の 9,9 
た だ し 、CON SOLE ス テー トメ ント だ け で な く 、1INI T 命 令 や [crRL] [キー 入 力 に よっ 
て も 、 変 換 フ ィ ー ル ド エ リ ア は 確保 され ます 。 
〔 条 件 3〕 
KMGODE 1" を 容 答 し て ある で と 。 
以上 の 条件 が 満た され て いる こと を 確認 し た 後 、 日 本 語 入力 モー ド に 入る に は 次 の 2 つの 方 法 が あ 
り ま す が 、 ど ちら を 実 行 し て も か まい せん 。 
(a)LcrRE 」 キー を 押し な が ら キー を 押す 。 
(b)LsHiFr | キー を 押し な が ら キー を 押す 。 
日 本 語 入力 モー ド に 入る と 、 表 示 画 面 の 最 下行 に 変換 フィ ー ル ド が 現われ ます 。 ( 図 9- 1 ) 
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全角 文字 へ の 変換 は 、 す べ て この 変換 フィ ー ル ド 内 で 行なわ れ ま す 。 ま た 、 日 本 語 入力 モー ド か ら 
通常 の 状態 に 戻る に は 、 再 び 前 記 (a4) ま た は (b) を 実行 し ます 。 


ロ に 
思 に 
レレ 4 
ト 
hn 
リ 
0 

ェ 変 

リ 換 

アジ 

シン 

[ = ディ 反 - 獲 , ] 王 計 | ル 


(a&)40 桁 モー ド の 場合 の 入力 画面 


h テ % 圭 中 


[平仮名 ] 叶 


(b)80 桁 モー ド の 場合 の 入力 画面 
図 9- 1] . 日 本 語 入力 モー ド に お ける 表示 画面 
( 注 ] 日 本 語 入力 モー ド に お ける 表示 画面 は 、40 桁 モー ド と 80 桁 キー ド と で は 若干 異な り ま す が 、 動 
作 に 変わ り は あり ませ ん 。 
※ 日 本 語 人 力 モ ー ド 時 の | 距 | キ ー と カー ソル コン トロ ー ル キー の 動作 
KTRI + キー 又は [Sm ]+ RFERI キー に よっ て 日 本 語 入力 モー ド に 入る と 、| 距 | キー と カー 
ソル コン トロ ー ル キー の 働き が 次 に よう に 若干 変 わっ て きま す 。 
(1 変換 フィ ー ル ド 内 に 文字 が ある 場合 は 、 キー は 変換 フィ ー ル ド 内 の 文字 に 対し て 働き ます 。 
(た だ し 、 イ ン サ ー ト は で きま せん ) また 、 カ ー ソ ルコ ント ロー ルキ ー は 無視 され ます 。 
(2 変換 フィ ー ル ド 内 に 文字 が な い 場 合 、 キー は 変換 フィ ー ル ド 内 の カー ソル が 左端 に きた 時 点 
で テキ スト エリ ア 内 の 文字 に 対し て 働き ます 。 カー ソル コン トロ ー ル キー に つい て も 同様 で す 。 
し た が っ て 、 例 えば 変換 フィ ー ル ド 内 の 文字 を デリ ー ト する 場合 、 フ ィ ー ル ド 内 の カー ソル が 左 
端 に きた 時 点 で テキ スト エリ ア 上 の デリ ー ト 動作 に 入り ます の で 、 特 に 注意 する 必要 が あり ます 。 
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コ 
状 態 キー 


変換 フィ ー ル ド 内 に 文字 が ある | 変換 フィ ー ル ド 内 の 文字 を デリ | 無効 
ー ト する | 


変換 フィ ー ル ド 内 に 文字 が な く | テキ スト エリ ア 上 の 文字 に 対し | テキ スト エリ ア 上 の カー ソル 
で 、 フィ ー ル ド 内 の な かー ツル が | で 、 イ シンチ サー ト 〆 デ リー ト 叱 特 | 参 移動 
左端 に ある 。 し 


漢字 グル ー プ を 表示 し て いる 了 

漢字 グル ー プ 内 の カー ソル 
を 移動 
回 | 

漢字 グル ー プ の 次 候補 、 前 
候補 を 選択 


入力 モー ド の 選択 


日 本 語 入力 モー ド で は 、 画 面 に 出力 され る 文字 、 入 力 方 式 、 漢 字 変 換 方 式 を 、 て キ 
ー に よっ て 選択 する こと が で きま す 。 
3.1 画面 出力 文字 の 選択 ( 5 、 了 ]、 に つい て 、 各 々 選択 ) 
: 全角 ノ 半 角 ………… 全角 文字 か 半角 文字 の どちら を 表示 させ る か を 選択 し ます 。 
: 直接 間接 ………… 直接 、 テ キス ト エ リア の カー ソル 位置 に 出力 する か 、 ま た は いっ た 
ん 変換 フィ ー ル ド 内 に 出力 する か を 選択 し ます 。 
: 平仮名 片仮名 …… ロ ー マ 字 一 カナ 変換 方 式 ま た は カナ 入力 方 式 で 入力 し た 時 に 、 ひ ら 
が な を 出力 する か 、 カ タカ ナ を 出力 する か を 選択 し ます 。 
3.2 入力 方 式 の 選択 ( F4 || Fs |[ ヵ ナ ] の 中 か ら 1 っ 選択 ) 
: 英 数 字 直 接 入 力 方 式 …… キ ー ボ ー ド 上 の アル ファ ベッ ト 、 数 字 、 記 号 の 通り に 入力 し ま 
す 。 こ の 入力 方 式 を 選択 する と 、 自 動 的 に 画面 出力 文字 も 英 数 字 、 
記号 と な り ま す 。 
還 : ロ ー マ 字 一 ヵ カナ 変換 方 式 …… ア ルフ ァ ベ ッ ト を 入力 する と 、 自 動 的 に ロー マ 字 と みな さ 
れ 、 ひ ら が な また は カタ カナ に 変換 され ます 。 
※| カナ | キー ロッ ク に よる カナ 入力 方 式 
入力 方 式 が | F4 | ウ 英 数 字 又は | F5 | の ロー マ 字 一 カナ 変換 の モー ド に ある 時 、 キー を ロッ 
ク (押し 下げ た 状態 ) すれ ば 、 直接 カナ に よる 入力 が で きま す 。 
3.3 漢字 変換 方 式 の 選択 ( 5 の 、 の 中 か ら 1 つ 選 択 ) 
IE6| : コ ー ド 入力 方 式 …… 全 角 文 字 の コー ド を 直接 入力 し ます 。 コ ー ド に は 、] 1 S 漢 字 コ ー 
(Lsmr]+ [F ) ド (" 16 進 " と 表示 ) と 区 点 コ ー ド ("区 点 " と 表示 ) と が あり 、 
この キー を 押す 毎 に 切換 わり ます 。 
ly 字 変換 方 式 ……… 漢字 の 読み を 1 文字 だ け 識別 ( 他 の 文字 は 無視 ) し て 漢字 に 変換 し 
(SWFT ] 二 ) ます 。 
IF&| : 音 訓 変換 方 式 ……… 漢字 の 音読 み 、 訓読 み を 入力 し て 、 漢 字 に 変換 し ます 。 
([SHiFT ] 十 ) 
上 : シ ステ ム 辞 書 変換 方 式 (SYSTEM 辞 書 オ プシ ョ ン ) …… SYSTEM 辞 書 ディ スク 
(Lsmr]+ 上 E4| ) を 使っ て 、 熟 語 や か な お くり な どの 変換 を し ます 。 
[FIO| : ユー ザ 辞 書 変換 方 式 (US E R 辞 書 オ プシ ョ ン ) ……… USER 辞 書 デ ィ ス ク を 使っ て 
(Lsmr]+ [5 ) SYSTEM 辞 書 に な い 熟 語 を 登録 し た り 、 オ リ ジ ナ ル 文 字 や 記号 
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な ど を 登録 する こと が で きま す 。 

※ 一 字 変 換 機能 は さ 、 コ ンピュータ の 内 部 プア ログ ラム と し て 常駐 し て いま す 。 ま た 、 音 訓 変 換 方 式 、 シ 
ステ ム 辞 書 変換 方 式 、 ユ ー ザ 辞書 変換 方 式 を 利用 する た め に は 、 そ れ ぞ れ 音 訓 辞書 ディ スク (シス 
テム ディ スク ) 、SYSTEM 辞 書 デ ィ ス ク 、USER 辞 書 デ ィ ス ク が 必要 で す 。 同 時 に 、 変 換 ェ 
リア を メモ リー 内 部 に 確保 する た め に 、L IMIT コ マン ド ま た は CLEAR コマ ンド で エリ ア の 
確保 を 行なう 必要 が あり ます 。 各 方 式 に な ける エリ ア 領 域 は 次 の 通り で す 。 

音 訓 辞書 を 利用 する 場合 : LIMIT&HF の 0 の 9 (また は CLEAR&HFO の 00) 
〇 SYSTEM 辞 書 を 利用 する 場合 : LIMIT&HFO の 0 の 9 (また は CLEAR&HFO0 
の ) 
〇 US E R 辞 書 を 利用 する 場合 : LIMIT&HF の 9 の 9 (また は CLEAR&HFO の 00) 
以上 の 入力 モー ド の 選択 は 、 て IO|] キー の か わり に MGRAPH] キ ー を 押し な が ら 数 字 キー 
< の 9| を 入力 する こと に よっ て 行なう こと が で きま す 。 (た だ し 、 数 字 キ ー と し て テン キー を 用 いる 
こと は で きま せん ) 
〔 例 ] 〇 全角 ン 半 角 の 切換 え 方 法 ………… 又は 十 | 1 | を 入力 する 。 
〇 音 訓 変 換 方 式 へ の 切換 え 方 法 …… (siFr ] 二 ) 又は [GRAP 則 + | 8| を 入力 する 。 
漢字 BAS 1C 起 動 時 に は 、 入 力 モ ー ド は それ ぞ れ 以下 の よう に 初期 設定 され て いま す 。 
(1) 画面 出力 文字 の 選択 
〇 全角 文字 出力 
〇 間接 出力 
〇 平仮名 出力 |F 3 | 
(2) 入力 方 式 の 選択 
〇 ロー マ 字 一 ヵ ナ 変換 方 式 
(3) 漢字 変換 方 式 の 選択 
音 訓 変換 方 式 
また 、 初 期 状 態 で は 音 訓 辞書 が 使用 で きる よう に 、L IMIT&HF の 90 (また は CLEAR& 

HF の 00) が 実行 され て いま す 。 

※ [HELP| キー に よる 入力 モー ド の 確認 
入力 モー ド の 確認 は 四 LPI| キー に よっ て 行ない ます 。 [ELP] キー を 押す と 、 て IO] キ ー の 

選択 内 容 が 最 下行 の 変換 フィ ー ル ド 部 分 に リス ト さ れ ま す 。 こ の 時 、 現 在 の モー ド は 赤字 で 表示 され 

ます 。 な お 、80 桁 モー ド の 場合 は 全 リ スト が 表示 され ます が 、40 桁 モー ド の 場合 は ー の 

内 容 が リス ト さ れ ま す 。 て [FIO] の 内 容 を 知り た い 場 合 は 、 [SHiFr ] キ ー を 押し て くだ さい 。 ま 

た 、 こ れ ら の リス ト を 表示 し た まま の 状態 で ^E10| キー を 押せ ば 、 入 力 モ ー ド の 変更 が で きま 

す 。 日 本 語 入力 モー ド に 戻る た め に は 、 再 び [LPI キー を 押し ます 。 


カナ と ロー マ 字 の 対応 関係 を 表 9 一 1 に 示し ます 。 その他 、 以 下 の よ うな 変換 も 可能 で す 。 
(1) 小文字 は 、[sHiFr] キ ー を 押し な が ら ア ルフ ァ ベ ッ ト を 入力 する こと に よっ て で 変換 で きま す 。 


| 簡 隊 CPUCLOOOO SHIFT 和 ] 和 

| 還 昌 間 隊 COCCPPOYPP SHIFT +II] 

1 凍 隊 COCCOPOP SHIFT + 

ドド PPPPPPCPPPYT SHIFT + 還 | 

1: 生 隊 COCP [sarr |+【OI 

に 凍 隊 COCPPCPPCHPRP LsHiFT | 十 [Y| 

1 生 CCCC の の sHFT ] 填 [Y] 加 

1 生 本 CGCOCPO OO SHlFT + 区 | 【@ 

IE ジ 凍 朗 CCOHPPPTTEP SHIFT +IZ[ また は [ shiFr + 思 また は [ shiFr + 四 回 また は 
SHIFT | 十 7 ャ Y 


(②) 


小文字 の 「 っ 」 は 、 上 記入 力 の 他 に 、 同 じ ア ルフ ァ ベ ッ ト を 2 度 連 続 し て 入力 する こと に よっ 


て 表示 させ る こと も で きま す 。 


H| [Al - [| 」ー ヵ ナ 変 換 出力 「 い 


1| 


【 例 ] ロー マ 字 入力 『[ 中 [R] [Al] [sl] [s] 
らっし ゃ い 」 
「 ん 」 は 、 次 の 様 に も 入力 で きま す 。 
し ルル.」 eeeioeeszssss [smr」 二 | N| また は [|N| [smer]+yd 
「 き ゃ 」、「 ち ぇ 」、「 び ぴゃ 」 な どの 文字 は 、 大 文字 、 小 文字 を 別々 に 入力 する こと も で きま 
【 例 ] 「 き や 」 oon [kl \| | A また は [K| 1 [sr 」 二 | Y| 
ーー イー 
大 文字 「 き 」 入 力 


小文字 「 ゃ 」 入 力 


〔 注 ]】 上 記 の 説明 の 中 で 、 入 力 キ ー を カン マ ( , ) で 区 切っ た 場合 は 、 そ れ ら の キー を 連続 し て 入力 
する こと を 示 し ます 。 逆 に プラ ス ( 十 ) で 接続 し た 場合 は 、 そ れ ら の キー を 同時 に 入力 する こ 


ご を 示し ます 5 
例 IN| [Sm]+ ………… | N| キー を 入力 し た 後 連続 し て 、[sHiFr キー を 押し な が ら 
e] キー を 入力 する こと を 示 し ます 。 
表 9 一 ] ロー マ 字 一 カナ 変換 一 覧 表 
あ い う ええ 。 お 
ん 1 U E (人) 
か き 4 け 6 きゃ き ゅ き ょ 
KA KI KU KE KO 攻 普 人 AIKYU KYO 
さ す せ そ し ゃ し ゅ し ぇ し ょ 
2 SU SW SS 昌 。、S8⑨ に か の に 人 全 ) 4 全 邊 6 
S 日 1 っ ら LA S 上 SHE き 軸 〇 
だ ち つ 光 と ちゃ ちゅ ちゃ ちょ 
AA iT 中 U 定 皮 品 %A HHYU ID 
(@⑧ ョ ロ 上関 呈 AU) CHA GU CRIE @H⑮ 
な 区 ね の に ゃ に ゅ に ょ 
NA NI NU NE NO NYA NYU NYO 
試 ひ ふ ペペ ほ ひ ゃ ひ ゅ ひ ょ 
HA HI HU HE HO YA 且 YU HYO 
FU 
ま み む め も み ゃ み ゅ み ょ 
MA _ MI MU ME MO MYA MYU MYO 
9 ゆ PBM 
YA 党 果 〇 
ら り る れ ろ りゃ り ゅ り ょ 
RA、 RU 昌 U RE RGO RYA RYU 民 W⑨ 
わ を ん 
WA WO X 
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が に 1 ぐ げ ぎ ぎゃ ぎゅ ぎ 


GA GI GU GE GO GYA GYU YO 
ざ 上 ず ぜ ぞ じゃ じゅ じ ぇ じ ょ 
内 選 婦 有 U 22 邑 ZOO 信 当 信和 洲 \ 思 2 人 の ) 
| 」 『 千 JE 上 ⑤⑯ 
(4 ぢ ンク ) 7 ぢ ゃ ぢ ゅ ぢ ょ 
DA DI DU DE DO D\ 入 DYU 9 党 〇 
ば び ぶ べ ぼ び ゃ びゅ び ょ 
BA BI BU BE BO 旨 普 只 時 演 軸 BYO 
械 9 ぶ べ ペ ぽ ぎ び ぴゃ ぴゅ ぴょ 
PA PI PU PE PO PYA PYU P YO 
ぶ ふ あ ふい ぷ ぶ ふえ 。 ふ お 
FA FI FE FO 
※ 特 殊 文 字 の 入力 


入力 方 式 が ロー マ 字 一 カナ 変換 方 式 また は |z| キー ロッ ク に よる カナ 入力 方 式 の 場合 、 
日 本 語文 書 作 成 の 上 で 欠か すこ と の で き な い 特殊 文字 を 入力 する こと が で きま す 。 
(1) 濁点 「 `」 及び 半 濁 点 「 " 」 の 入力 に は 、 次 の キー を 押し ます 。 

eesawms e 

9 、zssssssssss | 


また 間接 出力 モー ド の 場合 、 変 換 フ ィ ー ル ド 内 で ひら が な や カタ カナ の 直後 に 濁点 又 
は 半 濁点 を 入力 する と 、 自 動 的 に 濁点 、 半 濁点 の つい た 1 文字 の カナ に 変換 され ます 。 
( 例 〕] 「 し 」 の 後に 「 `」 を 入力 する と 、 自 動 的 に 「 じ 」 に 変換 され ます 。 
逆 に 直接 出力 モー ド を 選択 し た 場合 、 カ ナ と 濁点 は 各 1 文字 分 の スペ ー ス を と り ま す 
の で 、2 文 字 と し て 扱わ れ ま す 
(2) 読点 「、」 及 び 句 点 「。」 の 入力 に は 、 次 の キー を 押し ます 。 


REEEEEECEEEE SHIFT | 十 DR 
ド 。 yankusksews sHWFT | 上 | 
(3) 始め か き 括 弧 「 「」 及 び 終 わり か き ぎ 括 弧 「」」 の 入力 に は 、 次 の キー を 押し ます 。 
た 4ena 誠 ais sHiFT 上 
』 kde sis sHFT ] 二 " 


カナ ー 漢字 変換 


間接 出力 モー ド 時 に 、 ロ ー マ 字 ー カ ナ 変 換 ま た は | ヵ 計 キー ロッ ク に よる カナ 入力 で 変換 フ 
ィ ー ル ド 内 に 出力 され た ひら が な また は カタ カナ は 、[|rml キー を 押す こと に よっ て その 読み に 対応 し 
た 漢字 に 変換 され ます 。 漢字 は 、 画 面 右 下 に 最高 9 文字 ずつ 維 列 され ます 。 目 的 の 漢字 が 見 つか ら な 
い 場 合 は 、 ス ペー スキ ー、 [ml キー、 ま た は カー ソル コン トロ ー ル キー| : | を 押し ます と 、 次 の 漢字 
の グル ー プ が 表示 され ます 。 ま た 、 前 の グル ー プ に 戻す に は 、 カー ソル コン トロ ー ル キー[ 1 | を 押 
し ます 。 目的 の 漢字 が 見 つか っ た な ら ば 、 そ の 漢字 を 取り 出す わけ で す が 、 そ の 方 法 に は 次 の 2 通り 
が あり ます 。 

(1) |1| >|9| の 数 字 キ ー を 使っ て 指定 する 。 
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党 字 グル ー プ の 左端 の 漢字 が |1| 、 右 端 の 漢字 が 【 如 | の キー に 対応 し て お り 、 目 的 の 漢字 に 対 
応 し た 数 字 キ ー を 押し ます 。 
② [= | | =| の カー ソル コン トロ ー ル キー を 使っ て 指定 する 。 
カー ソル コン トロ ー ル キー を 使っ て 目的 の 漢字 の 上 に カー ソル を 合わ せ 、 リ ター ン キ ー(|) 
を 押し ます 。 
以上 の 操作 に よっ て 、 指 定 さ れ た 漢字 が テキ スト エリ ア 内 の カー ソル 位置 に 表示 され ます 。 
漢字 グル ー プ を 表示 し た 状態 で 、 入 力 誤 り に 気づい た り 、 目 的 の 漢字 が な く て 変換 を 中 止 し た い 場 
合 は 、|mw| キー を 押し ます 。 す る と 、 漢 字 グ ルー プ の 表示 が 消え 変換 フィ ー ル ド 内 に カー ソル が 戻り 
ます の で 、 ひ ら が な また は カタ カナ の 訂正 が で きま す 。 
〔 変 換 例 ] 音 訓 変換 方 式 に よっ て 、 漢 字 " 日本" を 表示 させ ます 。 
① 入 力 モ ー ド を 、 全 角 文 字 出力 、 間 接 出 力 、 音 訓 変換 方 式 に 設定 し ます 。 
@ 変 換 フ ィ ー ル ド に 、 カ ナ " に ち 『" を 入力 し ます 。 
平仮名) に ち 画 て 全 / 半 角 間 ン 直接 ロー マ 字 音 訓 
③ | 品 キー を 押し て 漢字 変換 し ます 。 こ の 時 、 " に ち " と いう 読み を も つ 漢 字 は 、 音 訓 辞 書 中 に 
は "日 "し か あり ませ ん の で 、 漢 字 グ ルー プ を 表示 せ ず に 直ちに テキ スト エリ ア 上 へ 漢字 "日 " 
を 表示 し ます 。 


日 

〔 平 仮名 〕 画 全 プ 半角 間 プ 直接 ロー マ 字 音 訓 
④ 変 換 フ ィ ー ル ド に カナ "ほん" を 入力 し ます 。 

日 

〔 平 仮名} ほん 圏 全 / 半 角 間 ン 直接 ロー マ 字 音 訓 


⑥ [ee キー を 押し て 漢字 変換 し ます 。 す る と 、" ほん "の 読み を 持つ 漢字 グル ー プ が あら われ ま 
ます 。 
日 
[平仮名 」 ほ ん 本 翻 寿 反 品 
⑥@ 漢 字 グ ルー プ の 中 の 該当 文字 " 本 " を 選び ます (カー ソル を 移動 させ て リタ ー ン キー (rl|) を 
押す か 、 数 字 キー| 1| を 入力 し ます 。 
日 本 
[平仮名 〕 画 ー 全 半角 間 ン 直接 ロー マ 字 音 訓 
以上 で 、 漢 字 " 日 本 " が 入力 され まし た 。 
以上 が カナ ー 漢 字 変換 の 概略 で す が 、 一 字 変 換 方 式 及び 音 訓 変換 方 式 で は この よう に 1 度 に 1 文字 
の 漢字 変換 し か で き な い た め 、 変 換 フ ィ ー ル ド 内 の カナ も 漢字 ] 文字 分 の 読み だ けが 有効 と な り ま す 。 
し か し 、 キー を 用 いる と 、 1 度 に 漢字 数 文字 分 の 読み を 変換 フィ ー ル ド に 入力 で き 、 次 々 に 漢 
字 変 換 し て いく こと が で きま す 。 こ の 時 、 キー は 、 漢 字 の 読み と 読み の 間 に 入力 し ます 。 後 は 、 
em キー を 押し て 、 漢 字 変 換 を くり 返す だ け で す 。 
【 変 換 例 ] 暫 Tm] キー を 使っ て 、 漢 字 "日 本 " を 表示 させ ます 。 
① 入 力 モ ー ド を 、 全 角 文 字 出力 、 間 接 出力 、 音 訓 変 換 方 式 に 設定 し ます 。 
@ 変 換 フ ィ ー ル ド に 、 カ ナ " に ち 『" を 入力 し ます 。 


[平仮名 )】 に ち 画 全 / ノ 半角 間 ン 直接 ロー マ 字 音 訓 
⑨ 由 TAg] キー を 押 し ます 。 す る と 、 記 号 " 1 " が 表示 され ます 。 

画 

[平仮名 ) に ち { 画 で 全 ノ 半角 間 ノ 直接 ロー マ 字 音 訓 
④ 続 け て 、 カ ナ " ほん " を 入力 し ます 。 こ れ で 、 読 み の 入力 は 終了 で す 。 

画 

[平仮名 ) に ち 1 ほん 副 て 全 ノ 半角 間 ン 直接 ロー マ 字 音 訓 


⑥ | キー を 押し ます 。 す る と 、 ま ず 最 初 の カナ " に ち " が 漢字 " 日 " に 変換 され ます 。 
日 
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〔 平 仮名 ほん 画 て 全 プ 半角 間 ン 直接 ロー マ 字 音 訓 
⑥ 続 け て 、 eewj キー を 押し ます 。 す る と 、 次 の カナ " ほん " の 読み を も つ 漢 字 グ ルー プ が あら わ 
れ ま す 。 


日 
[平仮名] 較 ほ ん 本 翻 角 看 反 品 
⑦ 漢 字 グ ルー プ の 中 の 該当 文字 "本 " を 選び ます 。 
日 本 還 
〔 平 仮名 ] 較 て 全 プ 半角 間 ン 直接 ロー マ 字 音 訓 


以上 で 、 漢 字 "日本" が 表示 され まし た 。 、 
変換 フィ ー ル ド に 入力 で きる か な 数 は 、 全 角 文 字 で 20 字 、 半 角 文 字 で 40 字 で す 。 暫 g] 記号 " 1 " 
は 半角 文字 と し て 入力 され ます の で 、 1 度 に 変換 で きる 漢字 数 は これ ら よ り 求 め ある こと が で きま す 。 


置 2 財 | 漢 字 変換 方 式 に つい て 
6.1 コー ド 入 力 方 式 
5 種類 ある 漢字 変換 方 式 の 中 で 、 カ ナー 漢字 変換 を 用 いな い の は 、 コ ー ド 入力 方 式 だ け で す 。 
この コー ド 入 力 方 式 を 選択 する に は 、LFe ](LsmFr]+ し コ キー) を 押す か 、 eml | 計 キ ー を 入 
力 し ます 。 (コー ド 入 力 方 式 を 選択 する と 、 画 面 出力 文字 の 選択 及び 入力 方 式 の 選択 は 無視 され ま 
す 。) コー ド に は 、] 1 8 漢字 コー ド と 区 点 コ ー ド の 2 種類 あり 、 ど ちら で 入力 する か は 同じ 〈LFe_] 
(Lsmr ]+ し コキ ー) か mw 十 世 | キー を 入力 する こと に よっ て 切換 える こと が で きま す 。 (本 I 
S 漢 字 コ ー ド が 選択 され る と "16 進 " 、 区 点 コ ー ド が 選択 され る と "区 点 " の 文字 が 表示 され ます ) 
] 1I S 漢 字 コ ー ド と 区 点 コ ー ド の 間 に は 、 次 式 で 示す よう な 関係 が あり ます 。 た だ し 、] 1 8 漢字 
コー ド は 16 進 数 、 区 点 コ ー ド は 10 進 数 で 表わし ます 。 
区 点 コ ー ド (上 位 バ イト ) = (IS 漢字 コー ド (上 位 バ イト ) 20H)10 
III 
NN 
」 1 S 漢 字 コ ー ド (下位 バイ ト ) = (区 点 コ ー ド (下位 バイ ト ) +3 2)16 
コー ド 入 力 方 式 が 選択 され る と 、 変 換 フ ィ ー ル ド 内 に は 数 字 の の て 9 及び アル ファ ベッ ト 大 文字 の 
ムーF の 入力 以外 受け つけ られ ませ ん 。 コー ド の 入力 は 4 桁 で 行ない (上 位 2 桁 : 上 位 バ イト 、 下 位 
2 桁 : 下位 バイ ト ) 本 IS 漢字 コー ド 選 択 時 に は 16 進 数 、 区 点 コ ー ド 選択 時 に は 10 進 数 と し て 自動 的 
に みな され ます 。 ま た 、 コ ー ド と 漢字 等 の 全角 文字 と は 1 対 ] に 対応 し て な おり 、 そ の 対応 関係 の 詳細 
は 別表 に 示さ れる 通り で す 。 以下 に その 概略 を 示し ます 。 


JIS 漢字 コー ド (16 進 数 ) 区 点 コ ー ド (10 進 数 ) 対応 文字 (全角 文字 ) 
0021 て 207E 00010094 入力 無効 ( 無 表示 ) 
2121 て 2F7E 0101-1594 第 1 水準 非 漢字 
3021 て 4F7E 1601 て 4794 第 1 水準 漢字 
5021 て 757E 4801 て 8594 第 2 水準 漢字 (オプ ショ ン ) 
7621 て 7660 8601 て 8664 外字 (PCG 登録 文字 ) 


( 注 ) 以下 の コー ド を 入力 し て も 無効 と な り ま す 。 (※…… バ 任意 の 数 ) 
」 1 S 漢 字 コ ー ド : ※ 氷 の 90 ネネ 氷 20、 ネ 7Fー ネ FEFF 
区 点 コ ー ド : の 0、*※ ネ 95~-*※99 
( 注 ) コー ド 入 力 方 式 で は 、 キー を 押す 必要 は あり ませ ん 。 4 桁 の コー ド を 入力 し た 時 点 で 、 
全角 文字 に 変換 され て し まい ます 。 
( 例 1 〕 変換 フィ ー ル ド 内 で 本 IS 漢字 コー ド 3 0 2 1 を 入力 する と 、 テ キス ト エ リア 内 に 漢字 " 亜 
" が 表示 され ます 。 
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吾 軒 


〔 1 6 進 〕 3021 田 て 全 半角 間 ン 直接 ロー マ 字 コー ド IN 
【 例 2〕 変換 フィ ー ル ド 内 で 区 点 コ ー ド 1 6 ] を 入力 する と 、 テ キス ト エ リア 内 に 漢字 " 亜 " が 表 
示さ れ ま す 。 
亜 園 
〔 区 点 〕 1601 較 て 全 半角 間 ン 直接 ロー マ 字 コー ド IN 


と ころ で 、 全 角 文 字 に は 、 漢 字 ROM に 格納 され て いる 第 1 水準 及び 第 2 水準 の 漢字 、 非 漢字 文字 
の ほか に 、PCG を 利用 し た ユー ザ 登 録 文字 (外字 ) が あり ます 。 外 字 に は 、PCG4 キ ャ ラク タ 分 
に 定義 する 外字 全角 文字 と 、 PCG2 キ ャ ラク タ 分 に 定義 する 外字 半角 文字 の 2 種類 が あり ます が 、 
ここ で は 外字 全角 文字 の 表示 方 法 に つい て 述べ ます 。 (外字 の 定義 の 仕方 に つい て は 、 同 梱 の DEF 
CHR TOOL の 取扱 い 説明 書 を 参照 し て くだ さい ) コー ド 入 力 方 式 に お いて は 、 外 字 全角 文字 を 
表示 させ る た め に 、 外 字 の 各 文 字 に コー ド を 割り 当て て いま す 。 外 字 用 の コー ド は 、 第 1 水準 及び 第 
2 水準 の 全角 文字 と 衝突 し な いよ うに 、 次 の よう に 割り 当て られ て いま す 。 
] 1 8 漢字 ュー ド : 7621~7660 (64 文 字 分 ) 
区 点 コー ド :86 の 1^~8664( ヶ ) 
し た が っ て 、 外 字 全 角 文 字 を 表示 させ る た め に は 、 上 記 コ ー ド の いずれ か を キー 入力 する だ け で 〇 
人 K 定 才 。 
上 記 コ ー ド の どれ が PCG の どの キャ ラク タ に 対応 し て いる か に つい て は 、DEFCHR TOO 
L の 取扱 い 説明 書 を 参照 し て くだ さい 。 
( 注 ) 外字 半角 文字 は は 、 コ ー ド 入力 方 式 で は 表示 で きま せん 。 外 字 半 角 文 字 を 表示 する た め に は 、 次 
の よう に し ます 。 
CGEN2 
PRINT# の 9,CHRS (%) [| 
た だ し 、 は 、 の か ら FE 昌 まで の 偶数 の PC キャ ラク タコ ー ド で す 。 
詳し く は 、DEFCHR TOOL の 取扱 い 説明 書 を 参照 し て くだ さい 。 
6.2 一 字 変換 方 式 
カナ ー 漢 字 変 換 方 式 の 1 つ で 、 変 換 フ ィ ー ル ド 内 に 入力 し た カナ の 最初 の 1 文字 を 判断 し て 、 先 頭 
に その 読み を も つ 漢字 を 、 本 1 8 漢字 コー ド の 順番 通り に 羅 列 し ます 。 羅列 の 仕方 は 、9 文 字 を 1 つ 
の 漢字 グル ー プ と みな し て 、 1 度 に 最大 9 文字 ずつ 、 該 当 す る 漢字 が な く な る まで 交代 に 表示 し ます 。 
漢字 の 選び 方 に つい て は 、「5 . カナ ー 漢 字 変換 」 の 項 を 参照 し て くだ さい 。 
[変換 例 ] 一 字 変 換 方 式 に よっ て 、 漢 字 " 日 本 " を 表示 させ ます 。 
① 入 力 モ ー ド を 、 全 角 文 字 出力 、 間 接 出力 、 一 字 変 換 方 式 に 設定 し ます 。 
② 変 換 フ ィ ー ル ド に カナ " に ち " [RTAg| キー、 カ ナ "ほん" を 入力 し ます 。 
画 
[平仮名 ) に ち T ほ ん 画 ー 全 半角 間 ン 直接 ロー マ 字 1 字 変 換 
⑧[em| キー を 押し ます 。 す る と 、 カ ナ " に ち "の 先頭 文字 " に " の 読み を 頭 に 持つ 漢字 が 羅 列 さ れ 
ます 。 さら に 、 目 的 の 漢字 が 見 つか る まで 、 キー か カー ソル コン トロ ー ル キー| 。 | か スペ 
ー ス キー を 押し 続け ます 。 


工 
〔( 平 仮名] に ち 二 尼 式 遂 匂 賑 肉 虹 廿 
lm キー 入力 
[平仮名 に ち 日 乳 入 如 尿 圧 任 妊 妨 
④ 目 的 の 漢字 "日" を 取り 出し ます (| キー を 押す か 、 数 字 キ ー | 1 | を 入力 し ます ) 。 
日 還 
[平仮名 ) ほん 田 て 全 プ 半角 間 ン 直接 ロー マ 字 1 字 変 換 


⑥⑤ 同 様 に 、 [ee キー を 押し て カナ "ほん "の 先頭 文字 " ほ " の 読み を 頭 に も つ 漢 字 を 列 し ます 。 
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日 田 


[平仮名 ほん 保 舗 積 較 捕 歩 南 補 輔 
) 問 キー 入 カ 
穂 募 墓 慕 成 暮 母 簿 菩 
! 回 キー 入力 
條 俸 包 果報 奉 宝 峰 峯 
) ed キー 入力 
崩 放 抱 捧 放 方 朋 法 泡 
) XFER キー 入力 
京 砲 縫 胞 芳 萌 藩 蜂 春 
| キー 入力 
訪 豊 邦 鐘 飽 鳳 膳 逐 亡 
) キー 入力 
傍 剖 坊 妨 帽 忘 忙 房 暴 
) | ネー 入 カ 
望 某 棒 冒 紡 肪 膨 謀 朋 
) 引 キー 入力 
貿 鐘 防 呈 北 僕 トト 黒 
) 2 キー スカ 
撲 朴 牧 睦 生 釧 勃 没 殆 
日 較 ) キー 入力 
〔 平 仮名) ほん 堀 幌 焦 本 翻 凡 盆 
⑥ 目 的 の 漢字 "本 " を 取り 出し ます 。 
日 本 圏 
[平仮名 〕 田 全 プ 半角 間 ン 直接 ロー マ 字 1 字 変 換 


以上 で 、 漢 字 " 日 本 " が 入力 され ます 。 

と ころ で 、 一 字 変 換 方 式 に は も う 1 つ 別 の 変換 の 仕方 が あり ます 。 そ れ は 、 変 換 フ ィ ー ル ド に 入力 
し た キャ ラク タ の 先頭 の 1 文字 を 判断 し て 、 そ の キャ ラク タコ ー ド を 1 8 漢字 コー ド の 上 位 バ イト 
に 対応 させ た 場合 の 該当 する 全角 文字 を 羅 列 する 方 式 で す 。 例 えば 、 キ ャ ラク タ " |" (キャ ラク タ 
コー ド : & 量 2 1 ) を 入力 し た 場合 、 変 換 フ ィ ー ル ド エ リ ア に 列 させ る 全角 文字 は 、 本 1 9 漢字 コ 
ー ド 2121<2 1 7E ま で の 94 個 の 文字 群 に なり ます 。 こ の 方 式 で す と 、 入 力 文字 の キャ ラク タコ 
ー ド が その まま 本 1 5 漢字 コー ド の 上 位 バ イト に 対応 し ます の で 、 変 換 フ ィ ー ル ド 内 に 入力 する キャ 
ラク タ は ” ! " (キャ ラク タコ ー ド : & 是 2 1) から" u" (キャ ラク タコ ー ド : & 是 75) まで の 
85 文 字 と いう こと に な り ま す 。 以下 に 、 入 力 キ ャ ラク タ と 、 対 応 す る 本 1 S 漢 字 コ ー ド と の 関係 を 簡 
単に まとめ ます 。 


ーー 
入力 キャ ラク タ | キャ ラク タコ ー ド 」 1 8 漢字 コ ー ド 補 足 
軸 cy が &H21 一 &H2F 21212F7E 第 1 水準 非 漢字 

0 ~ 0 &H30 て &H4F 3021 て 4F7E 第 1 水準 漢字 

< h &H50 て &H75 5021 て 757E 第 2 水準 漢字 (オプ ショ ン ) 


維 列 され た 漢字 グル ー プ か ら 目 的 の 漢字 を 取り 出す や り 方 は 、 通 常 の 方 式 と まっ た < く 同じ で す 。 詳 

し く は 、 「 5 . カナ ー 漢 字 変 換 」 の 項 を 参照 し て くだ さい 。 

( 注 ) 入力 方 式 と し て ロー マ 字 一 カナ 変換 方 式 ま た は カナ 入力 方 式 を 選択 し て いる 場合 は 、 ア ルフ ァ 
ベッ ト や 記号 の 一 部 を 入力 する こと が で きま せん 。 その 場合 は 、 英 数 字 直 接 入力 方 式 に 切換 え 
て % 定 き Wa 
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6.3 音 訓 変 換 方 式 

カナ ー 漢 字 変換 方 式 の 1 つ で 、 変 換 フ ィ ー ル ド 内 に 漢字 の 音読 み ま た は 訓読 み を 入力 し て 、 そ れ を 
音 訓 辞 書 を 利用 する こと に よっ て 全角 文字 に 変換 し ます 。 こ の 方 式 の 利用 方 法 に つい て は 、「5 . カ 
ナー 漢字 変換 」 の 項 に 変換 例 を 含め て 述べ ます の で 、 そ ちら を 参照 し て くだ さい 。 

と ころ で 、 音 訓 変換 方 式 に は 、 漢 字 の 音読 み 、 訓 読み だ け で な く 、 各 種 記号 、 ギ リシア 文字 、 ロ シ 
了 文 字 、 外 字 全角 文字 を 表示 させ る た め に 、 次 の 4 種類 の カナ 文字 を 入力 する こと が で きま す 。 

(1) リキ ゴウ "eett 各種 記号 を 維 列 し ます 。 

(2) "ギリ シア 『" … の の ti 各種 ギリ シア 文字 を 維 列 し ます 。 

(3) ロン アア poornmo 各種 ロシア 文字 を 維 列 し ます 。 

(4) リガ イジ "ei… 外字 全角 文字 を 維 列 し ます 。 

変換 方 法 は 簡単 で す 。 す な わ ち 、 変 換 フィ ー ル ド 内 に 上 記 カ ナ 文 字 列 を 入力 し た 後 XFER キー を 押 
し ます 。 す る と 、 変 換 フ ィ ー ル ド エ リ ア に 各種 全角 文字 が 羅 列 さ れ ま す の で 、「 5 . カナ ー 漢 字 変 
換 」 の 項 で 述べ た よう に 、 カ ー ソ ルコ ント ロー ルキ ー や 数 字 キ ー に よっ て 目的 の 文字 列 を 取り 出す こ 
と が で きま す 。 


※ 音 訓 辞 書 の 学習 機能 に つい て 

カナ ー 漢 字 変 換 の 音 訓 変換 方 式 で は 、 使 用 し た 漢字 を 同一 グル ー プ 内 の 先頭 に 配置 変換 する 機能 を 
も っ て いま す 。 し た が っ て 、 直 前 に 使用 し た 漢字 は 、 真 先 に 維 列 され ます 。 

この 機能 は 、 上 記 数 字 キ ー に よる 漢字 の 選択 を 行なっ た 場合 に の み 行 な われ 、 カ ー ソ ルコ ント ロー 
ルキ ー に よる 選択 時 に は 行なわ れ ま せん 。 ま た 、 音 訓 辞 書 ディ スク (シス テム ディ スク ) が 書き 込み 
禁止 状態 に ある 時 に は 動き ませ ん 。 


※ 辞書 ディ スク を 利用 する 前 に 

音 訓 辞書 や シス テム 辞書 、 ユ ー ザ 辞書 を 利用 し て 、 漢 字 変換 を 行なう た め に は 、 そ れ ぞ れ 音 訓 辞 書 デ 
ィ ス ク (標準 装備 ) 、SYSTEM 辞 書 デ ィ ス ク (オプ ショ ン ) 、USER 辞 書 デ ィ ス ク (オプ ショ 
ン ) が 必要 で す 。 これら の 辞書 ディ スク を 利用 する 場合 は 、 辞 書 デ ィ ス ク を 挿入 し た ドラ イブ ナン バ 
ー を コン ピュ ー タ 側 に 教 ん て や ら な けれ ば な り ま せん 。 そ の た め に は 、 次 の 操作 を 行ない ます 。 


① DEVICE コ マン ド を 使っ て 、 辞 書 デ ィ ス ク を 挿入 し た ドラ イブ ナン パー を デフ ォ ル ト デ バ 
イス と し て 指定 し ます 。 
② 日 本 語 入力 モー ド に し て 、 漢 字 変換 方 式 を 選択 し ます 。 選 択 の 仕方 は 次 の 通り で す 。 
・ 音 訓 辞書 ディ スク を 利用 する 場合 ・LsmiEr ] 十 [| FrS | キー 入力 
・SYSTEM 辞 書 デ ィ ス ク を 利用 する 場合 : [shiFr]+[ F4_ ] キ ー 入 力 
・USER 辞 書 デ ィ ス ク を 利用 する 場合 :LsaiEr ] 二 [rs ] キ ー 入 力 
この キー を 入力 する こと に よっ て 、 コ ンピュータ 側 は それ ぞ れ の 辞書 を 利用 する 際 の アク セ 
ス 先 を 知り ます 。 


以上 の 操作 に よっ て 、 コ ンピュータ は それ 以後 の 辞書 ディ スク アク セス の 際 に は 、 指 定 し た ドラ イ 
ブナ ン バ パー に 対し て アク セス を 行ない ます 。 一 度 こ の 操作 を 行なう と 、 再 度 同様 の 操作 に よっ て 指定 
を 変更 し な い 限 り 、 ド ライ ブナ ン バ パー は 変わ り ま せん 。 各 辞書 ディ スク を 並行 し て 使用 する 場合 は 、 
ディ スク を 別々 の ドラ イブ に 挿入 し た 後 、 各 辞書 ディ スク に 対し て 上 記 ①② の 操作 を くり 返し て くだ 
さい 。 


【 例 ) 
音 訓 辞 書 デ ィ ス ク を ドラ イブ 1 に 挿入 し て 利用 する 場合 の 操作 方 法 
の ① DEVICE"1:" 回 … デフ ォ ル ト ・ デ ベイス の 指定 
⑨ [SsHT] 填 Em 日 本 語 入力 モー ド に 切換 え 。 詳し く は 、 
本 章 「2 . 全角 文字 の 入力 方 式 」 を 参照 
し て くだ さい 。 
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③ 十 し ES te 音 訓 変換 方 式 の 選択 


※ デバ イス を 変更 し て も 、 音 訓 辞 書 の 読み 出さ れる デバ イス は 、 変 化し ませ ん 。 


以上 の 操作 を 応用 すれ ば 、 音 訓 辞 書 の 高速 利用 が 可能 に な り ま す 。 こ れ は 、 音 訓 辞 書 を そっ くり そ 
の まま グラ フィ ッ ク 用 VRAM に 転送 する こと に よっ て 行ない ます 。 ア クセ ス 速 度 は 、 フ ロッ ピー 
ディ スク より も グラ フィ ッ ク 用 VRAM の 方 が 高速 で す の で 、 グ ラフ ィ ッ ク 用 VRAM 上 に 音 訓 
辞書 を 移せ ば 、 音 訓 変換 を 一 瞬 の うち に 行なう こと が で きま す 。 そ の た め に は 、 次 の 操作 を 行ない ま 
ば も 


① グラ フィ ッ ク 用 VRAM の 使用 目的 を 、 外 部 記憶 用 に 設定 し ます 。 
OPTION SCREEN 2 
"OPTION SCREEN 3" ま た は "OPTION SCREEN 4" で も か まい 
ませ ん 。 (詳し く は 、BAS IC リ ファ レン ス ・ マ ニュ テル 「OPTION SCHREEN 
の 項 参 照 。) 
グラ フィ ッ ク 用 VーRAM を 初期 化し ます 。 
INIT"MEM の :" 周 | 
と する と 、 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます の で |Y| キー を 押し ます 。 
Are you sure ? (y or n) 
("OPTION SCREEN 3 "に 設定 し た 時 は 、" MEM の "の か わり に "MEM1 
" を 実行 し て くだ さい (以後 、 同 じ よ うに し ます 。) 。) 
③⑬ 音 訓 辞書 (ドラ イブ の ) を グラ フィ ッ ク 用 VーRAM に 転送 し ます 。 
COPY" 0 : 音 訓 変換 .DIC"AS"MEMO: "| 


デフ ォ ル ト ・ デ バイ ス を グラ フィ ッ ク 用 V 一 RAM に 指定 し ます 。 
DEVICE "MEMO : "| 

日 本 語 入力 モー ド に 切換 えま す 。 

[smFr ]+ [eml 

音 訓 変換 方 式 を 選択 し ます 。 

[sHiEr ]+[ Fs 」 

デバ イス の 操作 を ④ 以 前 に も ど し ま す 。 

以上 で 、 以 後 の 音 訓 変換 は グラ フィ ッ ク 用 ーRAM に 対し て アク セス され ます の で 、 非常 に 高速 

な 漢字 変換 が 行なえ ます 。 


@ @ @ 


③ 


注 シス テム 辞書 及び ユー ザー 辞書 に つい て は 、 グ ラフ ィ ッ ク 用 VRAM を 利用 し て 高速 変換 を 
行なう こと が で きま せん 。 


文字 の コピ ー 機 能 : cory キー 


7. ] 画面 上 の コピ ー 

本 機 の 漢字 BAAS 1 ご に は 、 画 面 上 に 表示 され て いる 文字 群 (全角 文字 、 半 角 文 字 を 問わ ず ) を 任 
意 の 場所 に そっ くり コピ ー す る 機能 が あり ます 。 コ ピー の 方 法 を 以下 に 示し ます 。 ま ず 、 コ ピー 先 に 
カー ソル を 移動 し [coey] キー を 押し ます 。 す る と 、 カ ー ン ソル の 点滅 が 止ま り ま す 。 (この 位置 か ら コ 
ピー 文字 の 表示 が 開始 され ます ) 次 に 、 カ ー ソ ルコ ント ロー ルキ ー で コピ ー し た い 文 章 の 先頭 ヘ カ ー 
ソル を 移動 し ます 。 こ の 時 、 移 動 し た カー ソル は 点滅 し て いま す 。 (この 位置 が コピ ー 元 で す ) あと 
は 、 リ ター ン キ ー ([ 当 |) を 押す 毎 に 1 文字 ずつ 、 カ ー ソ ル が 点滅 し て いる 箇所 の 文字 が 、 点滅 し て 
いな い カ ー ソ ル の 箇所 に 、 コ ピー され ます 。 途中 で カー ソル コン トロ ー ル を 押せ ば 、 点滅 し て いる 方 
の カー ソル が 移動 し ます の で 、 任 意 の 箇所 か ら コ ピー を 再開 する こと が で きま す 。 ま た 、 コ ピー 先 
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(点滅 し て いな い 方 の カー ソル ) が 行 割れ を お こす と 、 自 動 的 に コピ ー 機 能 が 停止 し ます 。 コ ピー 動 
作 を 中 止 する 場合 は 、 再 び [or] キー を 押す か 、 |sscl キ ー を 押し て くだ さい 。 
7 .2 ハー ドコ ピー 

[eepy] キー は 、 前 述 し た 画面 上 の コピ ビー 機能 だ け で な く 、 プ リン タ へ の ハー ドコ ピー 機能 も 持っ て 
いま す 。 ハ ー ド コピ ー で きる 画面 は 、 テ キス ト 画 面 の み 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の み 、 テ キス ト 画 面 と グ 
ラフ ィ ッ ク 画 面 を 合成 し た 画面 の 3 通り で す 。 ハ ー ド コピ ー を 行なう た め に は 、 次 の キー を 入力 し ま 


す 。 
(1) [ sHiFT ] 二 OOPY'| ssdeseisee テキ ス ト 画面 の み ハ ー ド コピ ー 
(②) em GO 32azsoosoy グラ フィック 画面 の み ハ ー ド コピ ー 
(3) [crRL | 十 [COPY …………… テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 を 合成 し た 画面 の ハー ドコ ピー 


米 次 の 画面 モー ド で は ハー ドコ ピー は 行ない ませ ん 。 
4 0 文字 X20 行 8 8 0 文字 x 2 0 行 
4 0 文字 x 1 0 行 8 0 文字 x 1 0 行 
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10 章 
ミュ ー シ ッ ツ 


本 機 に は 、 プ ログ ラマ ブル サウ ンド ゼネ レー タ (PSG) と いう 、 擬 似 音 発生 用 L S I が 内 蔵 さ れ 
て いま す 。 こ の PS を 使う こと に より 音楽 演奏 や ゲー ム の 効果 音 を 作る ゐる こと が で きま す 。 こ こ で は 、 
この PS を コン トロ ー ル する サウンド 制御 ステ ー ト メン ト の 使い 方 を 説明 し ます 。 

な お 、 サ ウン ド 制 御 ス テー トメ ント に は 次 の よう な も の が あり ます 。 


BEEP,MUSIC,PLAY , TEMPO, SOUND , SOUND@ 


間 2 


ブザー 音 を 出す た め に は BEEP ス テー トメ ント を 次 の よう に 使用 し ます 。 


の aaieyeeaie ee ブザー 音 を 止め る 。 
ae ブザー 音 を 出し 続け る 。 
省略 …… 短い 「 ポ ボッ | と いう 音 を 出す 。 


【 例 ] BEEP 1。p 沼 


楽譜 を 演奏 する 


MUSIC、PLAY、TEMPO の ステ ー ト メン ト を 使用 し て 楽譜 の 演奏 (B オ クタ ー ブ 、3 和 
音 ) が 行なえ ます 。 


MUSIC 文字 式 昌 


文字 式 で 指定 され た 楽譜 に 従っ て 演奏 し ます 。 文字 式 で は 、 音 程 、 長 さ 、 休 符 、 オ クタ ー プ ブ 、 音 量 
和音 の 指定 を 以下 の よう に し て 行なう こと が で きま す 。 
① 音 程 …………… 音程 は 下記 の よう に CーB の 文字 を 使用 し て 指定 し ます 。 


音程 | ド ド 填 レ レオ トト 妥 叶 ソ ソ ラキ シ 
( レ B) ( ミ ぅ ) ( ツ b) ( ラ b) ( ツ ) 


指定 | C #C |D #D IEIF #F 1| #G |A #A |B 
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ii 音程 の 後ろ る に の て 9 の 整数 を 

。 つり て 、 間 の き を し まま 
(32 分 音符 ) 
(16 分 音符  ) 
( 付 点 16 分 音符 ) 
(8 分 音符 ) 
( 付 点 8 分 音符 ) 
(4 分 音符 ) 
( 付 点 4 分 音符 ) 
(2 分 音符 ) 

) 

) 


ょ oo 中 ーー 中 中 中 中 叶 


( 付 点 2 分 音符 
(全音 符 


氷 音 の 長 さ は 4 分 音符 (整数 5) を 1] と し た と き の 相 対 的 な 値 で す 。 
また 、 整 数 の 指定 が な い 場 合 は 前 の 音 と 同じ 長 さ を 意味 し ます 。 

⑨ 休 待 ………… R の ~ーR 9 で 、 休 み の 長 さ を 指 定 し ます 。 

玉 数 字 の 値 は 上 記 の 長 さ に 対応 し て いま す 。 

④ オ クタ ー ブ …… 〇 1 て 〇 8 の よう に アル ファ ベッ ト の 〇 の 後ろ に 1 て 8 の 整数 を つけ て オク ター ブ 
の 指定 を し ます 。 ま た 、 音 符 の 前 に + キ を つけ る こと に よっ て 上 の 音程 を 、 一 を つけ 
る こと に よっ て 下 の 音程 を 指定 で きま す 。 初期 状態 は ひ 4 で す 。 

⑤ 音 量 …(…… V の ーV 1 5 で 音量 の 指定 を し ます 。 な お 、 こ の 指定 の 次 か ら 音 量 が 変化 し ます 。 

⑥ 和 音 …………… 2 重 音 や 3 和音 を 演奏 する に は 、 上 声 部 と 下 声 部 の 間 に チ ャ ン ネ ル セ バ パレ ー タ : 
(コロ ン ) を は さ み ま す 。 
"チャ シン ネル 所 : チ ャ ン ネ ルル BB : チ ャ ン ネ ル C『 


TEMPO 数 値 (3 の ~-750 の ) 」 


MUS 1 C 文 に よっ て 演奏 され る 曲 の 速 さ (テン ポ ) を 指定 し ます 。 
*※ 指 定 され た 数 値 は 1 分 間 あ た り の 4 分 音符 の 拍 数 を 示し ます 。 
初期 状態 で は 1 2 の に 設定 され て いま す 。 


〇 CC oo = の の mm F CC や ピロ OO 


PLAY | 数値 


文字 式 


MUSIC 文 と TEMPO 文 の 両方 の 機能 を 持ち も 、PLAY の 後ろ が 数 式 の 場合 TEMPO 文 と 同 
様 の 、 文 字 式 の 場合 MU S 1 C 文 と 同様 の 機能 を 持ち ます 。 
【 例 ] オク ター ブ を 1 か ら 8 ま で 変化 させ て か ら テ ン ポ を 速く し 、 こ れ を 繰返し ます 。 
10 REM Music or Play 
20 WIDT 入 人 9sTNIET 
8 GL る 
40 PLAY"V15BRO:V15RO:V15RO"……… バ | 音量 最大 休 符 は 最小 。 
S0 FOR イエ =120 TO 2999 STEP 10 の の ⑳… テ ン ポ を 変化 させ る 。 
69 TEMPO T 
7 の FOR GO: 中 RGD 8 誠人 07001):eigelim オク ター プ ブ を] か ら 8 ま で 変化 させ る 。 
8 の 9 PLAY"O"+CHR$ (48+1 〇 ) + す "CDEFGABAGFEDC : DEFGA 
BAGFEDCB :EFGABAGFEDCBA" 
9 の 9 NEXT O 
1⑳W) NE TH 
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間 拉 DOG の 0 コン KS し 。 。 


本 機 で 音 を 出す に は 、 先 に 述べ た PLAY 文 等 に よっ て 楽譜 を 文字 列 に し て 演奏 する 方 法 と SOU 
ND、S 〇 OUND@ を 使用 し て 直接 P SG に デー タ を 送り 音 を 出す 方 法 が あり ます 。 こ こ で は 、SO 
UND、SOUND@ の 使い 方 を 説明 し ます 。 


| souNp P 8G の レジ スタ 番号 , データ 〔 , デー タ ……) ] 


| soowpe P SG の レジ スタ 番号 , データ , デー タ ……) 」 


SOUND、SOUND@ 命 令 は 、P SQ の 14 個 の レジ スタ ヘ デ ー タ を 書き 込ん で 、 ゲ ー ム の 効果 
音 な ど 様 々 な 音 を 作り 出す 事 が 出来 ます 。 

な お 、SOUND 命 令 は 、 ] つの デー タ で 1 つの レジ スタ (8 ビッ ト ) を 定義 し ます が 、SOUN 
D@ 命 令 は 、 1] つの デー タ で 連続 し た レジ スタ (16 ビ ッ ト ) を 定義 で きま す 。 後 で 説明 する 周波 数 の 
設定 の よう に 連続 し た レジ スタ を 定義 する 場合 に 'S 〇 UND@ を 使用 し ます 。 

また 、 デ ー タ を カン マ ( , ) で 区 切っ て 並べ て 書く と 、 連 続 し た 複数 の レジ スタ に その デー タ を 書 
き 込 むこ と が で きま す 。 

本 機 に 内 蔵 し て いる PS は 、3 つ の トー ン ゼ ネ レ ー タ 、 ノ イズ ゼネ レー タ 、 エ ン ベ ロ ー プ ゼネ レ 
ー タ 、 ミ キサ ー、3 つ の ボリ ュー ムコ ント ロー ル か ら 構 成 さ れ て いま す 。 


その ブロ ッ ク 図 を 下 に 示し ます 。 
ボリ ュー ム ・ コ ント ロー ル A 
ーー 〔R8 で 指定 〕 
M ボリ ュー ム ・ コ ント ロー ル B 


ye [R9 で 指定 〕 
・ ボリ ュー ム ・ コ ント ロー ル C 


時 較 〔R 10 で 指定 〕 


グ N で 


[R6 で 指定 〕 [R7 で 指定 〕 


[R11.R12.R13 で 指定 〕 


( 注 ) 図 中 の R 9 て R13 は レジ スタ 番号 で す 
上 の ブロ ッ ク の レジ スタ に デー タ を 送る こと に より さま ざま な 音 が 発生 し ます 。 
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その 各 レ ジス タ の 機能 表 を 以下 に 示し ます 。 


レジ スタ ッ 
問 レジ スタ 機能 
る | 2 htsehrls 
7 
12 


T』( 粗 調 ) 


上 位 4 ビッ ト 
0 ( 高 ) - 255 ( 低 ) 


議 琴 下位 8 ビッ ト T。( 仙 調 ) 

チャ ン ネ ル A 周 波数 

0 ( 偶 - 15 ( 多 
議員 チャ ン ネ ル B 周 波数 


0 ( 高 ) - 15 ( 低 ) 

旨 O ( 高 ) - 255 ( 低 ) 
ャ ン ネ ル C 周 ? 

上 位 4 ビッ ト 0 ( 高 ) 一 15 ( 低 ) 


T』( 粗 調 ) 


ノイ ズ 周 波数 0 ( 高 ) - 31 ( 低 ) 


0 一 63 
( 各 ビ ピッ ト 共 、0 を 設定 する と 選択 され る ) 


各 チ ャ ン ネ ル と も 
Mー0 の と き 
4 ビッ ト ( 0 一 15) の 値 で 
音量 設定 
Mー 1 の と き ( デ ー タ 値 16) 
音量 は エン ベロ ー プ に 依存 し 
4 ビッ ト デ ー タ は 無効 に な る 。 


チャ ン ネ ル 選 択 


チャ ン ネ ル A 音 量 


チャ ン ネ ル C 音 量 M| 4 ビッ ト | 0( 小 )ー16( 大 ) 


下位 8 ビッ ト Er( 微 調 ) 0 (⑫) ~ 255 (大 ) 


エン ベロ ー プ 周期 
上 位 8 ビッ ト E』( 粗 調 ) 0 ( 小 ) - 255 (大 ) 


ネネ レジ スタ 番号 7 の ビッ ト 6、7 は 、SOUND、SOUND@ 命 令 で は 使用 し ませ ん 。 


それ で は 各 ブ ロッ ク の 設定 方 法 を 説明 し ます 。 
(1) トー ン ゼ ネ レ ー タ 

レジ スタ の 5 で は 、A、B、 〇 各 チ ャ ン ネ ル の 周波 数 を 決定 し ます 。 周 波数 は 音 の 音程 に あたり 、 
] オク ター ブ 音 が 上 る と 周波 数 は 倍 に な り ま す 。 ま た 、 そ の 間 を 12 に 分 ける と 半音 階 が 得 ら れ ま す 。 
下 の 表 は 、 オ クタ ー ブ 4 の 各 音 の 周波 数 を 表わし て いま す 。 


音 階 O4C # じ D #D 19 
周波 数 CHz) |1261.63|1277.181293.66|]311.131329.63 
音 階 F #F G # 〇 A 
周波 数 (Hz) |1349.231369.99|1392.99|415.39 の |44.00 
音 階 # 入 B 
周波 数 (Hz) | 466.16|493.88 
] 


*※ 音 階 は MUS 1 文 の 文字 列 で 表わし て いま す 。 


生還 


日 門 


[ 滞 | | 
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P SG で は 入力 周波 数 で ある 2MH z を 内 部 で 16 分 の ] に 分 周 (周波 数 を 分 割 す る 操作 ) し た も の 
を 、 各 チャ ン ネ ル の 12 ビ ッ ト デ ー タ で さら に 分 周 し て 発生 させ ます 。 
求め た い 周波 数 を f 〔Hz〕 、 分 周 値 を T 〔Hz〕 と する と 次 の 関係 が あり ます 。 


例え ば 、1 KH z の 音 を 発生 する に は 、① を 変形 し た 次 の 式 に 周波 数 を 代入 する こと に より 分 周 値 
を 求め る こと が で きま す 。 


ーー 2 10? ee 
~ 6 ② 
代入 する と 
。 2X105 
エニ で xnos 125 


この 分 周 値 を 各 チ ャ ン ネ ル の レジ スタ ( 丸 チ ャ ン ネ ル の 場合 、 レ ジス タ ] の 上 位 4 ビ ッ ト と レジ ス 
タ 中 の 下位 8 ビッ ト ) に 指定 する こと に より 1 kHz の 音 が 設定 で きま す 。 
AA チ ャ ン ネ ル に 1 KHz を 設定 する 場合 次 の よう に し ます 。 
SOUND@9 , 125 
氷 こ の 場合 レジ スタ の に は 1 2 5 が 、 レ ジス タ ] に は の が 設定 され ます 。 
また 、440 の Hz ( 〇 4 ム ) を 指定 し た い 場 合 は 次 の よう に し ます 。 


、 光 ix108 
0 16 メ 440 


チャ ン ネ ル B に 440Hz ( 〇 4AA) を 指定 する 場合 、 次 の よう に し ます 。 
SOUND@2 , 284 
* ネ この 場合 レジ スタ 2 に は 256 が 、 レ ジス タ 3 に は 2.8 が 送ら れ ま す 。 
(2) ノイ ズ ゼ ネ レ ー タ 
レジ スタ 6 に よっ て 雑音 の 平均 周波 数 を 指定 し ます 。 雑音 と は 周波 数 が 不 規則 に 変化 する も の を 指 
し 、 レ ジ タ ス 6 の 5 ビッ ト の 値 に よっ て 分 周 値 を 設定 し ます 。 
例え ば 、5 KHz の ノイ ズ を 発生 する に は ② の 式 に 周波 数 を 代入 し 分 周 値 を 求め ます 。 


2 X]09 
16X5000 


この 値 を レジ スタ に 設定 する 場合 1] つの レジ スタ の み を 指定 すれ ば よい た め SOUND 命令 を 使い 
ます 。 
SUNIND' 6 , 25 
(3) ミキ サー (チャ ン ネ ル 選 択 ) 
レジ スタ 7 で は 、A , B , 〇 C 各 チャ ン ネ ル 毎 に トー ンプ ノイ ズ ノ (トー ン 十 ノイズ ) 出力 の 有無 を 
選択 し ます 。 例 えば 、 
SOUND7 , 44 ま た は SOUND7 ,&B101100 
と 設定 する と 、 及 チャンネル か ら は トー ン だ け 、B チ ャ ン ネ ル か ら は トー ン キ ノイ ズ 、 ご チャン ネ 
ル か ら は どちら も 出力 され ませ ん 。 
(4) ボリ ュー ムコ ント ロー ル 
レジ スタ 番号 8~ 1 の 9 は 、 各 チャ ン ネ ル の 音量 を 決定 し ます 。 た だ し 、M ビ ッ ト (5 ビッ ト 目 ) の 
値 に より 、4 ビ ッ ト デ ー タ に よる 0 の て 15 まで の 一 定 し た 音量 が 設定 で きる モー ド (M= の ) と 、 自 動 
的 に 音量 が の 1 5 まで 変化 する エン ベロ ー プ モー ド (M= 1 ) と を 選択 で きま す 。 
例え ば 、 
SOUND 9 サル 12 
と 設定 する と B チ ャ ン ネ ル の 音量 を 12 に 設定 で きま す 。 
(5) エン ベロ ー プ ゼネ レー タ 
レジ スタ 1 1 、] 2 で は 、 エ ン ベ ロ ー プ の 周波 数 を 指定 し 、 レ ジス タ 13 で は エン ベロ ー プ の 形状 を 
指定 し ます 。 


等 284 


華 三 25 
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まず 、 周 波数 の 設定 方 法 を 説明 し ます 。 P SG で は 、 エ ェ ン ベロ ー プ の 周波 数 は 入力 周波 数 2MH z 
を 236 分 の 1 に 分 周 し 、 そ れ を レジ スタ ] ] 、] 2 の 1 6 ビッ ト の 値 で さら に 分 周 し て いま す 。 そ 
の た め 、 エ ン ベ ロ ー プ 周波 数 を fE 〔Hz〕 、 分 周 値 を T と する と 次 の 関係 が あり ます 。 


例え ば 、fE= の . 5 〔Hz〕 (エン ベロ ー プ 周期 1 {FE=2 〔 秒 〕 ) を 設定 する に は 、③ 式 を 
変形 し た 次 の 式 に 周波 数 を 代入 する こと に より 分 周 値 求め ! る こと が で きま す 。 


2 メ 106 
ーーー ーーー・ 直 ee ④ 


2 106 
MM 馬 王 


15625 


256 メ 0.5 

この 分 周 値 を 次 の よう に 指定 する こと に よっ て 0 . 5 〔Hz〕 が 設定 で きま す 。 
SOUND@11 ,15625 

この 場合 、 レ ジス タ ] ] に 9 が 、 レ ジス タ 1 2 に 6 1 が 設定 され ます 。 

次 に 、 エ ン ベ ロ ー プ の 形状 を 決定 し ます 。 

それ に は 、 下 の 表 に 示す パタ ー ン に 対応 し た デー タ を レジ スタ 1 3 に 指定 する こと が 必要 で す 。 


RB の アーク 


| 2N 
15 | 


1/f。 ニ エン ベロ ー プ 周期 
〔 例 ] で は 、 実際 に SOUND , SOUND@ 命 令 で 音 を 出し て み ま す 。 下 の プロ グラ ム を 実行 し て 


く 症 き Me 

1 の 9 SOUND@⑨0 28400 mir 入 チ ャ ン ネ ル の 周波 数 設定 。 
29 SOUND6. 2 0 ノイ ズ 周 波数 設定 。 

3 の 0 SOUND@11 .15625…… で の …… エンベロープ 周期 の 設定 。 
49 SOUND13.8 0 iihihihihihihththtltst ェ エンベロープ パタ ー ン の 設定 。 
5 の SOUND8L15 0 hi 久 チ ャ ン ネ ル の 音量 設 

69 SOUND7 ,&B111110…………… 及 チ ャ ン ネ ル の 選択 。 
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只 チ ャ ン ネ ル か ら 440 有 Hz ( 〇 4AA) の 音 が 出 ます 。 音 を と め る に は [ers ]+ID| を 押し て くだ さ 
い 。 次 に 6 0 の 行 目 を 次 の よう に 再 入 力 し て くだ さい 。 


の SOUND SBITUOUPOー マ で AA チャ ン ネ ル に ノイ ズ 二 トー ン を 設定 。 
入 チ ャ ン ネ ル か ら は 、 音 と ノイ ズ の 両方 が 出力 され る 。 次 に 80 行 目 を 次 の よう に 再 入 力 し て くだ 
さい 。 
5 の 9 SOUND8、16 oonrmmTimimimtmlmemrmhr エン ベロ ー プ モー ド を 設定 。 


及 チ ャ ン ネ ル の 音量 に エン ベロ ー プ が か か り 、 お も し ろ い 音 に な り ま す 。 
また 、SOUND 命 令 で ェ エンベロープ を 指定 する こと に より 、PLAY (MUSIC) 文 に よる 同 
一 音程 の 演奏 を 音符 毎 に 区 切る こと が で きま す 。 
DB 本 軸 W120aPTAYWVI1BSO4CSOCDDEED" 
上 の PLAY 文 を 、 次 の よう に か えて みて くだ さい 。 た だ し 、 文 字 式 で の 音量 指定 (V) は V16 
に し ます 。 
1 の 9 SOUND@11 ,.5245:SOUND13,.9:SOUND8 ,16 
2 の 0 E 代 衣 Y120sPDAYTWWVT664@B5CDE 情 隊 り 
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11 草 
機械 語 サ ブル ー チ ン と モニ タ 


ここ で は 、BAS 1IC プ ログ ラム と 機械 語 サ ブ プルー チン を いっ し ょ に 使用 する 方 法 を 説明 し ます 。 
中 較 | 撲 械 語 サ ブル ー チ ン の 入力 


1.1 機械 語 サ ブル ー チ ン の 記憶 領域 の 設定 
機械 語 サ プルー チン を 入力 する た め に は 、 ま ず CLEAR コ マン ド を 用 いて 、 そ の 記憶 領域 を 確保 
する 必要 が あり ます 。 
た と えば 、BAS 1I ご どの 64KEB の メイ ン メ モリ 中 、 上 部 の 8KB (最上 部 の 3KB は ワー クエ リ 
アァ と し て 使用 され る の で 実際 は 5KB) を 確保 し た けれ ば 、 
CLEAR &HEO の 00 
と いう ステ ー ト メン ト を プロ グラ ム の 先頭 に 書く か 、 そ の まま ダイ レク ト に 実行 し ます 。 


メモ リ の 概略 図 

&H の 09000 
BASIC イ ンタ ー プ リタ 
BASTC プ ログ ラム の 仁 城 

&HE0090 ea 
機械 語 サ プルー チン の 領域 

8KB 
&HFFFF ーー 


これ で 、BAS 1 ご プロ グラ ム が 機械 語 サ ブル ー チ ン の 領域 に 侵入 する こと が な く な り ま す 。 

た だ し 、 最 上 部 の &HF4090~ て &HFFFF の 3K バ イト は 、BASIC、IPL (Initi 
al Program Loader) お よび BIOS の ワー クエ リア と な っ て いる た め 使 用 する こ 
と が で きま せん 。 ま た 、&HF0 の 90 て &HF3FF は 辞書 の エリ ア と し て 使用 され る の で 、 辞 書 を 
使う と き は この ェ エリア を 使用 する こと が で きま せん 。 

1.2 機械 語 サ ブル ー チ ン の 入力 方 法 

機械 語 サ プル ー チ ン を メモ リ に 記憶 させ る 方 法 に は 、 次 の 2 通り あり ます 。 

] .POKE ス テー トメ ント を 使う 。 
2 .MON コ マン ド で 機械 語 モ ニタ を 起動 する 。 
【1〕) POKE ス テー トメ ント に よる 入力 
POKE ス テー トメ ント を 使っ て 、 機 械 語 サ ブル ー チ ン を 入力 する 手順 を 次 に 示し ます 。 
] . 機 械 語 (16 進 数 表現 の コー ド ) に よっ て プロ グラ ム を 作り ます 。 
2 . 機械 語 を 、 ] バイ ト ご と に カン マ ( , ) で 区 切っ て 、DATA 文 の 中 に デー タ と し て 用 意 
し まま が 。 
3 . 機械 語 デ ー タ を READ ス テー トメ ント で 逐次 読み 込ん で 、POKE ス テー トメ ント で メ 
モ り に 書き 込み ます 。 
この 方 法 は 、 比 較 的 小さ な プロ グラ ム を 記憶 する と き に 使い ます 。 
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次 に 簡単 な 例 を 示し ます 。 

19 の 9 ' POKE ス テー トメ ント に よる 入力 
11 の 9 CLEAR &HDO900 

129 1= の 

139 READ DS 

14 の 9 D=VAL("&H"+DS) 

15 の 9 POKE &HD の 99+1,D 

16 の 9 の IF D=&HC9 THEN 190 

17 1=1+1 

18 の 9 GOTO 130 

19 の FOR ]=&HD の 9 の TO &HD の 90 の +1 
209 RD=PEEK (]) 

21 の 9 PRINT HEX$(RD) , 


229 NEXT 

239 END 

24 の 機械 語 デ ー タ 

25 の 9 DATA 3E,97 :'"LD A, の 7H 
26 の 9 DATA 9 の 1,.99,29 :'LD BC,2000H 
279 の DATA ED,79 OUT 7 介 
28 の 9 の DATA 3E,41 た 吉 > 電 本 
29 の 9 DATA 91, の 9,3 の 9 :'LD BC,309009H 
3 の の DATA ED,79 DA 
31 の 9 DATA C9 :'RET 


この プロ グラ ム は 、&HD の 900 番地 か ら 機 械 語 デ ー タ を 入力 し て いま す 。 

] 1 の : 機械 語 サ ブル ー チ ン の 記憶 領域 を &HDO0O0 か ら 確 保 し て いま す 。 

139 の て 189:259~ て 3 10 の DAT ム 文 で 指定 され た 機械 語 デ ー タ を 読み 
POKE ス テー トメ ント で メモ リ に 書き 込ん で いま す 。 

1 9 の ~2 20 : 書き 込ん だ デー タ を PEEK 関 数 で 読み 出し て 表示 し て いま す 。 


1.3 機械 語 モ ニタ に よる 入力 

機械 語 モ ー タ (後述 「 機 械 語 モ ニー タ 」 参 照 ) を 用 いて 、 機 械 語 サ ブル ー チ ン を 入力 する 方 法 を 次 に 
示し ます 。 

1 . MONr 当 | と 打ち 込ん で 、 機 械 語 モ ニタ を 起動 し ます 。 

2 . モ ニタ の D コ マン ド か M コ マン ド を 実行 し 、 メ モリ に 機械 語 (1 6 進数 表現 の コー ド ) を 書き 込 
み ま す 。 

3 . 必要 に 応じ て S コ マン ド を 使い 、 作 っ た 機械 語 サ ブル ー チ ン を カセ ッ ト テ ー プ に 記録 し ます 。 
4 .R コ マン ド で 機械 語 モ ニタ か ら BAS 1C に 戻り ます 。 


用 > 久 | BASIC プ ログ ラム か ら 機 械 語 サ ブル ー チ ン を 呼び 出す 方 法 
BAS 1] ご か ら 機 械 語 サ プル ー チ ン を 呼び 出す に は 、C じ ALLL ス テー トメ ント を 使う 方 法 と 、US 
R 関 数 を 使う 方 法 の 2 通り が あり ます 。 


2.1 CALL ス テー トメ ント 
機械 語 サ ブル ー チ ン は 、BASIC の CATLLLL ス テー トメ ント を 使っ て 呼び 出す こと が で きま す 。 
CALLL ス テー トメ ント の 形式 は 次 の 通り で す 。 
文法 xsCALL a 
a : 機械 語 サ ブ プルー チン の 開始 アド レス 。 
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機械 語 サ ブル ー チ ン の 最後 に は 、 も と の プロ グラ ム に 戻る た め に C9 (1 6 進数 、 ニ ー モ ニッ ク で 
は RET) が 置か れ ま す 。 

CALL ス テー トメ ント を 実行 する と 、 プ ログ ラム ・ カ ウン タ の 内 容 を スタ ッ ク に 退避 し 、CAL 
虐 ス テー トメ ント 中 に 指示 され た アド レス a、 す な わ ち サブ ルー チン の 入口 ヘ へ ジャ ンプ し ます 。 
機械 語 サ ブ プルー チン の 処理 を 終え を て C9 に 来る と 、 ス タッ ク に 退避 し て お いた プロ グラ ム ・ カ ウン 
タ を も と に 戻し 、 も と の BAS 1 ご プロ グラ ム の 実行 を 再開 し ます 。 

CALLL ス テー トメ ント で は BAS TOC 上 の デー タ を 機械 語 サ ブル ー チ ン へ 引き 渡す 機能 が あり ま 
せん 。 も し 、 デ ー タ の 引き 渡し が 必要 な 場合 に は 次 に 述べ る US 関数 を 使用 する 方 法 が 便利 で す 。 


2.2 USR 関 数 
USR 関 数 は 、 引 数 の 値 を 受け 渡す こと が で き 、 ま た 、 エ ラー 処理 の サブ ルー チン を 呼び 出す こと 
が で きる 、 と いう 利点 を 備え て いま す 。 
USR 関 数 を 使う た め に は 、 ま ず 、 呼 び 出す 機械 語 サ ブル ー チ ン の 実行 開始 アド レス を 定義 する 必 
要 が あり ます 。 そ れ に は DEFUSR ス テー トメ ント を 使っ て 、 次 の よう に 書き ます 。 
文法 : DEFUSRn=a 
n : USH 関 数 識別 番号 。 の て 9 の 整数 。 
a : 実行 開始 アド レス 。 

( 例 ) 1 の 9 DEFUSR の =&HE0 の 00 
1190 DEFUSR1=&HEC0 の 0 

n は 、 関 数 識別 番号 で 、 の て 9 の 最大 1 の 個 の 機械 語 サ プルー チ ン を 定義 むす る こと が で きま す 。n 
を 省略 する と の が 指定 され ます 。 

実行 開始 アド レス a は 、 機 械 語 サ ブ プルー チン の 実行 が 開始 され る アド レス で あり 、 メ イン ・ メ モリ 
6 4KB 中 の どこ に で も 指定 で きま す 。 

DEFUSR で いっ た ん アド レス を 定義 する と 、 再 度 定義 し な お すま で 、 そ の アド レス が 保持 され 
まず 。 

DEFUSR で 、n と a を 定義 し た ら 次 の よう に し て USH 関 数 を 使う こと が で きま す 。 

文法 : 〔1〕) y=USRn (x) 

y : 数 値 変数 。 
n : USH 関 数 識別 番号 。 の 09 の 整数 。 
x : 数 式 (引数 ) 。 
〔2〕 y$=USRn (x$) 
y  : 文字 変数 。 
n : USH 関 数 識別 番号 。 0 て 9 の 整数 。 
x ヾ : 文字 式 (引数 ) 。 
( 例 ) 20 の 9 AA=USRO (65) 
21 の 9 A$=USR 1 (C$) 

US ER の 後ろ に つけ る 番号 un は 、DEFUSR で 設定 し た 番号 に 対応 し て いま す 。 

USR 関 数 は 、 引 数 x や x $ の 値 を も っ て 、n 番 の 機械 語 サ ブル ー チ ン を 呼び 出し 、 リ ター ン 時 に 
その 値 を ゞ や y$ に 代入 し ます 。 機械 語 サ ブル ー チ ン の 中 で 、 引 数 の 値 を 書き 換え る と 、 そ の 結果 が 
y ヤ y$ お の 値 と な り ま す 。 

US 関数 の 引数 x 、x は 省略 する こと が で きま せん 。 

x は 、 数 式 で 、 単 独 の 定数 、 数 値 変数 で も か まわ ず 、 精 度 も 整数 型 、 単 精度 型 、 培 精度 型 の いずれ 
で も か まい ませ ん 。 

x は 、 文 字 列 を 値 に も つ 文 字 式 で す 。 

USHR 関 数 で 機械 語 サ ブル ー チ ン を 呼び 出す と き 、CPU の 書く レジ スタ に は 次 の よう な 値 が 入っ 
で いま すず 。 

・ 入 レジ スタ (アキ ュ ム レー タ ) 
上 信 レジ スタ (アキ ュ ム レー タ ) に は 、 引 数 の 型 を 示す 値 が 入っ て いま す 。 


130 


中 数 の これ ら の 値 は 、 変数 を 除き 、 メ モリ 内 に お いて 何 バイ ト で 現 
され て いる か を 表わし て いま す 。 


Bees 


2 
9 
に 


Em ュー 


・ 晶 レジ スタ 

HL レジ スタ の 値 は 、 数 値 変数 と 文字 変数 の 場合 で 異な っ て いま す 。 数 値 変数 の 場合 は 引数 の 入っ 
て いる メイ ン ・ メ モリ の アド レス を 示し て お り 、 引 数 が 文字 変数 の 場合 は 、 直 接 文字 列 の 入っ て いる 
アド レス を 示さ ず 、 ス トリ ング ・ デ ィ ス クリ プ タ と 呼ば れ て いる 相対 アテ ドレ ス を 示し て いま す 。 スト 
リン グ ・ デ ィ ス クリ プ タ は 、 メ モリ の 文字 変数 領域 の 先頭 アド レス か ら 何 番地 目 に 文字 列 が 入っ て い 
る の か を 示す 値 で 、 直 接 文字 列 の 入っ て いる アド レス を 示す も の で は あり ませ ん 。 文字 列 の 入っ て い 
る アド レス は 、DE レ ジス タ に 入っ て いま す 。 

引数 の 値 は 、H TL, レジ スタ が 指し て いる アド レス か ら 次 の よう な 形式 で 格納 され て いま す 。 


(整数 凍 ) ………………… 2 バイ ト 〔 位 精度 型 ) ……………… 8 メイト 
時 下位 8 ピッ ト 9 Da 
上 位 8 ビ ッ ト ho 
[ 単 精度 弄 ) ………… 2 
HL 指数 部 
上 位 
仮数 部 
仮数 部 
2 下位 
ee 3 バイ ト 


H 上 ー 文字 列 の 長 さ 
相対 アテ ドレ スト 下位 
相対 アド レス 上 位 
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・ DE お よび B レ ジス タ 

DE と B レ ジス タ は 、 丸 レジ スタ が 3 の と き 、 す な わ ち USRH 関 数 の 引数 が 文字 変数 の と きのみ 意 
味 を も ち ま す 。 

この と き 、DE レ ジス タ に は その 文字 デー タ が 格納 され て いる アド レス (絶対 アド レス ) 、B レ ジ 
スタ に は 文字 デー タ の 長 さ が 入っ て いま す 。 

US R 関 数 の 引数 が 文字 変数 だ け の と き は 、 引 数 の 格納 され て いる アド レス と USH 関 数 実行 後 の 
引数 の アド レス が 同じ な の で 、 引 数 の 値 が 変わ っ て し まう 可能 性 が あり ます 。 し た が っ て 、 文 字 変 数 
を 引数 に する と き は 、 

US (CAD "7 "5 ※『『 は ヌル スズ ストリ シ グ で す 。 

と いう よう に 、 ヌ ルス トリ ング を 連結 し た 形 に する よう に し て くだ さい 。 こ れ で 、 引 数 の 値 が 
USR 関 数 実行 前 と 実行 後 と で 変わ ちる こと は な く な り ま す 。 

・USH 関 数 内 で の エラ ー 処 理 

USH 関 数 の 中 で エラ ー が 発生 し た 場合 、BAS 1 ご に ェ ラ ー の 発生 を し ら せ る こと が で きま す 。 
この と き 、BAS 1IC 内 で あら か じ め ON ERROR GOTO の 処理 を し て いれ ば 、 エ ラー 処理 
ルー チン へ ジャ ンプ する こと も で きま す 。 

その 方 法 は 、 エ ラー 番号 を A レ ジス タ に 入れ ] エ レジ スタ の 示す アド レス に ジャ ンプ する こと に よ 
り 行 な うこ と が で きま す 。 

( 例 ) 機械 語 サ ブ プルー チン 中 に エラ ー が 発生 し た ら 、Type mismatoh (エラ ー 番 号 1 
3) の 処理 へ ジャ ンプ する 場合 、 


JP Z,TYPEMS… の ieoireiii… ェ ラ ー が 発生 し た ら 分 岐 し ます 。 

RET 

TYPEMS ELD AL 13… ぐ ooo ェ ラ ー 番 号 13 を 久 レ ジス タ へ いれ ます 。 1 双 レ ジス タ 
ルル 6.L 茨 ) の 示す アド レス ペ ヘ ジ ャ ツガ し ます 。 


本 機 は 、 機 械 語 の 扱い を 容易 に する た め 、 簡 単 な 機械 語 モ ニタ を 備え て いま す 。 
機械 語 モ ニタ を 起動 する に は 、BAS 1IC の MON コ マン ド を ダイ レク ト に 入力 し て くだ さい 。 


MONr 当 | 
水 


MON コ マン ド を 入力 する と 、 上 の よう に 氷 印 が 表示 され 、 機 械 語 モ ニタ が 起動 し ます 。 

本 機 の 電源 を ON に する か BAS 1C で BOOTr 避 | を 実行 し て 、 1 PL を 起動 し て いる と き 
[smir ] [RAk] を 押し 続け る と 、 図 の 画面 と た なり ます 。 

この 画面 の と き 、 [|M| キー を 押し て も 機械 語 モ ニタ を 起動 する こと が で きま す 。 た だ し 、 こ の 場合 
は モニ タ の コマ ンド の R で 機械 語 モ ニタ か ら 抜 け 出 る こと が で きま せん 。 
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Make your device ready 
Press Selected Key to start drivimndg: 


F:Floppy 
R : ROM 
GOMT 
T:Timer 


機械 語 モ ニタ の コマ ンド 
機械 語 モ ニタ に は 、 次 に 示す 14 種 類 の コマ ンド が 用 意 さ れ て いま す 。 


Dump memory (メモ リ ダ ン プ ) 


set Memory (メモ リセ ッ ト ) 


Find data (デー タ サ ー チ ) 


Printer switoh (プリ ンタ スイ ッ チ ) 


Gosub 


Transfer data (デー タ 転 送 ) 


Verify 


Return 


BIOS ROMZMAIN RAM access mode switch 


| WIDTH40 プ 80 switoch、 画 面 の 初期 化 な ど 


Write ( 各 デ バイ ス へ ) 


read ( 各 デ バイ ス か ら ) 


D (dump memory ゞ ) 

働き : メ イン メモ リ の 内 容 を 表示 し ます 。 

文法 : ※D ( 際 豚 区 区 YYYY〕) ] 
メス XXX : 先頭 アド レス 。 1 6 進数 4 けた 以内 。 の 9 て FFFF。 
YYYY : 最終 アド レス 。 1 6 進数 4 けた 以内 。 の -ーFFFF。 
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説明 : XXXX か ら YYYY ま で の メイ ン メ モリ の 内 容 を 表示 し ます 。 
YYYY を 省略 する と 、XXXX か ら 1 28 バ イト 分 (B8 バ イト x 1 6 行 ) 表示 し ます 。X 
XX も いっ し ょ に 省略 する と 、 そ れ ま で 表示 し た 次 の アド レス か ら 1 2 8 バイ ト 分 表示 し ます 。 
画面 の 1 行 分 の 表示 形式 は 、 次 の よう に な り ま す 。 
: 又 XXX= ニ HH HH HH HH HH HH HH HH/CCCCC .C. 
1 ま # 1 1 1 
(1) (2) (3③) (4) (5) (6) 


(1) 編集 可能 な こと を 示す マー ク 

(2) 先頭 デー タ の アド レス 。 1 6 進数 1 て 4 け た 。 の ーーFFFF。 

(3) アド レス と デー タ 群 の 区 切り 記号 

(4) 1 6 進数 の デー タ 8 バ イト 。 HH が の 0 の ~FF の 1 6 進数 で 、 空 白 を は さん で 8 個 並ぶ 。 

(5) デー タ 群 と 対応 文字 の 区 切り 記号 。 

(6) ⑳ の デー タ 群 に 対応 する 文字 列 。 HH を キャ ラク タ ・ コ ー ド (1 6 進数 ) と する 文字 を 表 
示し ます 。HH が コン トロ ー ル ・ コ ー ド の と き は 、 ピ リオ ド (. ) が 表示 され ます 。 


この 状態 の と き 、 次 の [編集 書 式 〕) に 従っ て 、 メ イン メモ リ の 内 容 を 書き 換え る こと が で き 


ます 。 
表示 の スト ッ プ は 、[EREA] キー、 コ マン ド 待 ち に 戻る に は [SRFT] [ReAK] キー を 押し ます 。 
編集 書式 


機械 語 モ を ニタ も BAS1IC と 同様 に スク リー ン ・ エ ディ タ を 備え て お り 、 メ イン メモ リ の ダン プ 後 、 
ある い は サー チ 後 、 次 の 書式 に 従っ て 内 容 を 書き 換え る こと が で きま す 。 
[書式 ]〕 3 レス = デー タ デー タ We)jeipeiWe(:00!8 本 6 
1 1 1 較 tt 
(1) (2) (3) - (45) 4) (5) 
(1) コロ ン : BAS1IC の 行 番号 と (2) の アド レス を 間違え を な いた め の 記 号 で 、 編 集 可 
能 な 行 で も ある こと を 示し ます 。 
(2) アド レス : 先頭 デ ー タ の アド レス 。 1 6 進数 4 けた 以内 で 指定 し ます 。 の ーFF 
FF。 
(3) イコ ー ル : アド レス と デー タ 群 の 区 切り 記号 。 
(4) デー タ : メ モリ に 書き 込ま れる デー タ で 、 次 の 4 通り の 指定 の 仕方 が あり ます 。 
a) 日 H ら 1 6 進数 2 けた 。 
b) : 双 マ XX は 1 文字 。 


a) の 場合 、1 6 進数 2 けた の 値 が 書き 込ま れ ます 。 
b) の 場合 、 セ ミコ ロン (: ) に 続く 1 バイト に 対応 する キャ ラク タ ・ コ ー ド が 
書き 込ま れ ま す 。 
デー タ と デー タ の 間 は 、 原 則 と し て 、 空 白 で 区 切り ます 。 
c) また は d) の 場合 、XX………X の 部 分 に メッ セー ジ を 書く こと が で きま す 。 
た だ し 、c) の 場合 、 メッセージ 中 に 引用 符 (" ) を 含め る こと が で きま せん 。 ま 
た 、d) の 場合 、 メ ッ セ ー ジ 中 に アポ スト ロフ ィ (「) を 含め る こと が で きま せん 。 
( 例 ) : 8009="CAN'T CONTINUE" 
: 99099= LOADING"BASIC"…" 
書き 換え た 後 、 そ の 行 で [| キー を 押す と 、 そ の 行 の デー タ が メモ り に 記憶 され ます 。 
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M(set memory ゞ ) 
働き : メイ ン メ モリ の 内 容 を 1] バイ ト 表 示し ます 。 
文法 : ネ M[ XXX 双 ] 
XXXX : 先頭 アド レス 。 1 6 進数 4 けた 以内 。 の ~FFFF。 
説明 : MXXXXr 避 | と 入力 する と 、 そ の アド レス の 内 容 を 表示 し て 、 デ ー タ の 入力 待ち と となり ます 。 


*MFE090r 昭 | 
: FE の 0=[H 
1 
カー ジル 
この と き 、 前 述 の 編集 書式 〕 に 従っ て 、 デ ー タ を 書き 換え る こと が で きま す 。 書 き 換え た 後 、 
[ 記 | キ ー を 押す と 、 デ ー タ が メモ リ に 記憶 され 、 記 憶 され た デー タ 数 か ら 次 の アド レス が 計算 さ 
れ て 、 改 行 さ れ ます 。 


*MFE090r 遇 | 
:FE の 09=3E 41 13 90 C9 同 | 
: FE の 6= ロ H 

1 


一 ルル 
この 状態 か ら 抜 け 出 す に は 、[ SHiFr ] [BREAk] キー を 押し ます 。 


Bi( 出 まき mid data) 
働き : デー タ を 探し 出し ます 。 
文法 : FE 炎 光 湊 多 Y WW 導 日 日 日 日 CID て いこ PP て 
XXXX: 先頭 アド レス 。 1 6 進数 4 けた 以内 。 の ~ーFFFF。 
YYYY : 最終 アド レス 。 1 6 進数 4 けた 以内 。 の -ーFFFF。 
HH : デー タ 。 1 6 進数 2 けた 以内 。 の て F F。 
説明 : XXXX か ら YYYY ま で の メイ ン メ モリ か ら 、HH HH  …… ボ …… バ で 指定 され た 一 続き 
の デー タ 群 を 探し 出し 、 見 つか っ た と き は 、 そ の アド レス と デー タ を 表示 し ます 。 


*F1009 2009 CD 41 99 
: 19C3=CD 41 99 ノ へ A. 
* 口 
1 
カー ソル 
の 例 は 、「CD 41 の の 」 と いう 3 バイ ト の デー タ を 、 メ モリ の 10009~2000 番 
地 (1 6 進数 ) か ら 探し て 、1 の C3 番 地 に それ が 見 つか っ た こと を 示し て いま す 。 
この コマ ンド を 実行 する と 、 該 当 す る アド レス と その デー タ を 、 あ る だ け 何 行 で も 表示 し ます 。 
途中 で 、 こ の コマ ンド か ら 抜け 出 た いと き は 、[SHFT ] [REa<] キー を 押し て くだ さい 。 


P (printer switch) 
働き : 画面 表示 と プリ ンタ 表示 の 切り 換え を し ます 。 
文法 : *※P 
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説明 : P コ マン ド を 実行 する と 、D お よび F コ マン ド 実 行 後 の 表 示 を 、 プ リン タ に し た り 、 画 面 に 
し た り 、 切 り 換え る こと が で きま す 。 
機械 語 モ ニタ を 起動 し た 時 点 で は 、 画 面 に 表示 する よう に な っ て いま す が 、 こ の コマ ンド を 
入力 する た びに 、 プ リン タ 表 示 ノ 画面 表示 、 と 表示 する デバ イス が 反転 し ます 。 
プリ ンタ 正しく 接続 され て いな い 場 合 は 、 し ば らく し て か ら 「Err 73」 と 画面 に 表示 
され て コマ ンド 待ち に な り ま す 。 そ の と き は 、 プ リン タ を チェ ッ ク す る か 、 再 度 P コ マン ド を 
実行 し て 表示 を 画面 に 戻し て くだ さい 。 


G (gosub) 
働き : 機械 語 サ ブル ー チ ン を 呼び 出し ます 。 
文法 : *G HHHH 
HHHTH : アド レス 。 1 6 進数 4 けた 以内 。 
説明 : メイ ン メ モリ 上 の 日 日 HH か ら 始 まる サブ ルー チン を 呼び 出し ます 。 


T (transfer data) 
働き : デー タ の 転送 を し ます 。 
2 人 RM 決 軸 TAXX YYYY ググ 
XXXX 双 : デー タ の 先頭 アド レス 。 1 6 進数 4 けた 。 
YYYY : デー タ の 最終 アド レス 。 1 6 進数 4 けた 。 
ZZZZ : デー タ の 転送 先 の アド レス 。 1 6 進数 4 けた 。 
説明 : メイ ン メ モリ 上 の X 双 X 双 か ら YYYY ま で の デー タ を ZZZZ を 先頭 と する 場所 に 転送 し 
まま 9 


S (save) 
働き : メイ ン メ モリ の 内 容 を カセ ッ ト ・ テ ー プ に 記録 し ます 。 
交 演 8 米 86 区 XX YYYY ZZZifile mame 
XXXXX: 先頭 アド レス 。 1 6 進数 4 けた 。 の ーーFFFF。 
YYYY: 最終 アド レス 。 1 6 進数 4 けた 。 の ーーFFFF。 
ZZZZ: 実行 開始 アド レス 。 1 6 進数 4 けた 。 の て FFFF。 
説明 : XXXX か ら YYYY ま で の メイ ン メ モリ の 内 容 を カセ ッ ト ・ テ ー プ に 記録 し ます 。 
再び コマ ンド で ロー ド す る と き 、 先 頭 ア ドレ ス が 省略 され る と 、 双 XX 双 即 から ロー ド さ れ 
了 思 3 
ZZ ZZ は 、1I PL か ら 機 械 語 プ ログ ラム を 走ら せ た り 、BASIC か ら LO 〇 OADM コ マン 
ド の R オ プシ ョ ン に よっ て 走ら せる と き に 、 実 行 の 開始 アド レス と な り ま す 。 


*S の 9 の 9 の 1FFF の 009 の:TEST.BIN 


(1) (2) (3) (4) 
(1) ロー ド 時 の 先頭 アド レス 
(2) ロー ド 時 の 最終 アド レス 
(3) 実行 開始 アド レス 
(4) ファ イル 名 
{file name は 、1 3 文字 以内 の ファ イル 名 と 3 文字 以内 の エク ステ ンション か ら な り 、 
・ の 後ろ に 続け て 書き ます 。 
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上 (1oad) 
働き : カセ ッ ト の デー タ を メイ ン メ モリ に 読み 込み ます 。 
文法 : 上 [XXX 双 X 双 ] 〔(:fi]le name]〕 
XXXX: ロー ド 先 頭 ア ドレ ス 。 1 6 進数 4 けた 。 
説明 : カセ ッ ト ・ テ ー プ に 記録 され て いる デー タ や 機械 語 プ ログ ラム を メイ ン メ モリ に 読み 込み ま 
9 
XXX 双 を 指定 する と 、 そ の アド レス か ら 読 み 込み 、 省 略す る と 、S コ マン ド で 記録 し た 通 
り の 形 で 読み 込み ます 。 
{file name を 省略 する と 、 最 初 に 見 つけ た ファ イル を 読み 込み ます 。 
読み 込ん で いる 途中 で 、[sHiFr ] 十 [BREAkl キー を 押し た り 、 そ の 他 の エラ ー が 生じ た と き は 、 
「Err 29」 と 表示 され コマ ンド 待ち の 状態 に 戻り ます 。 
この コマ ンド は 機械 語 プ ログ ラム を 読み 込む だ け で 実行 は 行ない ませ ん 。 
この コマ ンド に よっ て 、 読 み 込ん だ 機械 語 プ ログ ラム を 実行 する に は 、 コ マン ド を 使い ます 。 


V (verifiy) 

働き : カセ ッ ト の 内 容 と メイ ン メ モリ の 内 容 を 比較 し ます 。 

文法 : ポ V〔(:file name] 

説明 : 指定 し た ファ イル を カセ ッ ト ・ テ ー プ か ら 読 み 込み 、 メ イン メモ リ の 内 容 と 比較 し ます 。 
S コ マン ド で 機械 語 プ ログ ラム や デー タ が 正しく 記録 され た か どう か 調べ る と き に 使い ます 。 
も し カセ ッ ト ・ テ ー プ か ら 読 み 込 ん だ デー タ と メモ リ の 内 容 と 一 致し て いな けれ ば 、「Err 
2.9」 を 出 も て 止ま り ま す 。 
「Err 29」 が 出 た と き は 、 再 度 S コ マン ド で 記録 し た な お し て くだ さい 。 


R (return) 
働き : 機械 語 モ ニタ か ら シ ステ ム に 戻り ます 。 
文法 : 
説明 : 機械 語 モ ニタ を 起動 し た BAS 1IC に 戻り ます 。 
この と き 、SP (スタ ッ ク ・ ポ イン タ ) お よび HL レジ スタ の 内 容 は 保存 され て いる の で 、 
MON の 次 の コマ ンド や ステ ー ト メン ト に 移り ます 。 次 の 命令 が な いと き は 、 コ マン ド 待 ちの 
状態 と な り ま す 。 


カー ツ 江 


! (change access mode) 
働き : IPL  ROM と メイ ン メ モリ の アク セス の 切り 換え を し ます 。 
文法 : 玉 ! 
》 ! 
説明 : モニ タ の コマ ンド (D、M、F、G、T) で アク セス され る メモ リ 、 バ ンク を IP1I, RO 
M に する か 、 メ イン メモ リ に する か を 切り 換え る こと が で きま す 。 
機械 語 モ ニタ を 起動 し た 時 点 で は 、 メ イン メモ リ が アク セス され て お り 、 コ マン ド 待 ちの と 
き 「」 が 表示 され ます が 、 
米 ! 
を 実行 する と 、I PL ROM が アク セス され る よう に な り 、 コ マン ド 待 ちの と き ) ! が 表 
示さ れ ま す 。 
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また 、 そ の 状態 で 
Il 
を 実行 する と 、「※」 が 表示 され メイ ン メ モリ の アク セス に 戻り ます 。 
1 PTL, ROM の アク セス 時 、D コ マン ド に よる 読み 込む メモ リ の 表示 は TI PL ROM に 
な っ て いま す が 、 書 き 込 む メ モリ は あく まで も メイ ン メ モリ に な る の で 注意 し て くだ さい 。 


せ (set screen mode) 
働き : 画面 モー ド の 切り 換え 、PALET の 初期 化 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 消去 を し ます 。 
文法 : 【〔1〕 北 


[2〕 ネネ #P 

[3〕 ネ ※#C 

[4〕] *※#kdm 
k : - の また は 1。 
引 : め …2。 


m: の ⑦ て 5 の 整数 。 
説明 : (1) *※# 癌 | 
WIDTH40 の と WIDTH80 の 切り 換え を し ます 。 
(2) *#P 
PALET の 初期 化 を し ます 。 
PALETO の , の :PALET1 ,1:PALET2,2 
:PALET3,3:PALET4,4:PALET5,5 
:PALET6,6:PALET7, 7r ま た は PALET@9、1、2、 
3、4、5、6、7r 避 | と 同じ 
(3) *#C| 
グラ フィ ッ ク 画 面 の 消去 を し ます 。 
(=CLS6r 届 |) 
(4) *#kdm 
k、d、m の 値 に よっ て 次 の よう な 設定 が で きま す 。 


1 6 進数 表現 の キャ ラク タコ ー ド 8 の 9F、EO の ーFF を 半角 文 
字 (1 パイ トコ ー ド 文字 ) の コー ド と し ます 。 
(=KMODE の r 届 |) 


キャ ラク タコ ー ド 8 の 0 て 9F、E の て FF を 全角 文字 (2 バイ トコ 
ー ド 文字 》 の コード (シフ ト 」1S コ ヨー ド ) の 第 1 バイ ト と し ます 。 


|) 


専用 ディ スプ レイ テレ ビ の 標準 高 解像度 切換 え ス イッ チ の 状態 に 従 
いま す 。 


標準 ディ スプ レイ の 選択 


高 解像度 ディ スプ レイ の 選択 


テキ スト 画面 2 5 行 デ グラ フィ ッ ク 画 面 2 900 ライ ン 


テキ スト 画面 1 2 行 デ グラ フィ ッ ク 画 面 192 ラ イン 


テキ スト 画面 2 9 行 プ グラ フィ ッ ク 画 面 な し 


テキ スト 画面 1 9 行 デ グラ フィ ッ ク 画 面 な し 


テキ スト 画面 2 5 行 プ グラ フィ ッ ク 画 面 4 9 の 09 ラ イン 


テキ スト 画面 1 2 行 ア グラフィック 画面 3 8 4 ライン 


W(device Write) 
働き : メイ ン メ モリ の 内 容 を 指定 デバ イス の 指定 レコ ュー ド に 書き 込み ます 。 
鞭 : 末 WXdimmnmm Fm き aaa 

巡ら デス 名 。 


で ormuvyrwgtonnpz グラ フィ ッ ク ・ メ モリ (d= ニ の また は 1 ) 

1 92 外部 メモ リ (d コ = の て 9) 

D…… に で で …… 3or 5 イン チ 版 ディ スク (d= ニ の < て 3) 

1 OOCPPPCCPPPPEPPEPE 8 イン チ 版 ディ スク (d= テ の < て 3) 

昌 … 人 (に 5 イン チ 1 90M ハ ー ド ディ スク (dd= の < て 3) 


dd : ドラ イブ 番号 。 (デバ イス 名 XX に よっ て 範囲 が 異な り ま す 。) 
nnnn: 書き 込む 先頭 の レコ ー ド 番号 。 最 大 4 けた の 1 6 進数 。 
rr: 書き こむ レコ ー ド 長 ]) 。1~ て FF の 1 6 進数 。 
aaaa: メモ リ の 先頭 アド レス 。 の ーーFFFF の 1 6 進数 。 
1) レコ ー ド 長 1 単位 が 1 セク タ (標準 2856 バ イト ) 。 
説明 : XX で 指定 され た デバ イス の d 番 ドラ イブ の レコ ー ド 番号 nnnn に 、 メ イン メモ リ 内 の アド 
レス &Haa aa から 始ま る レコ ー ド 長 rr の デー タ を 書き 込み ます 。 
デバ イス 叉 に D か F で ディ スク を 指定 する と き は 、M コ マン ド を 実行 し て 、 デ スク の タイ プ 
を 示す デー タ を メモ リ の ワー ク ・ エ リア に 書き 込ん で むく 必要 が あり ます 。 
次 に 、 使 用 する ディ スク の ドラ イブ プ 番 号 と 書き 込む アド レス の 関係 と フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク 
と 書き 込む デー タ の 関係 を 示し ます 。 
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使用 する ドラ イブ 番号 ディ スク の タイ プ を 表わす デー タ を 書き 込む アド レス 


フラ フロッピー ディ スク 
の タイ プ 


3.or 5 イシ チ 放 2 20 に た ) 


5 イン チ 版 2DD (640K) 


1 
5 イン チ 版 2HD (1M) 2 


5 イン チ 版 *2HD (1M, 標準 フォ ー マ ッ ト ) き 


8 イン チ 版 2D-256 (1M) の の 


8 イン チ 版 ネ 2D-256 (1M, 標 準 フ ォ ー マ ッ ト ) 


8 イン チ 版 1S-ー128(240K) 


(8" ディスク の デー タ は 2 ビッ ト 毎 の ビッ トペ パタ ー ン ] バイ ト か ら 成 っ て いま す 。 ) 
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( 例 ) 3or5 イ ンチ 版 の ドラ イブ で 2DD タ イプ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使用 する 場合 

*MFAB4r 

:FAB4=91r 過 | 

: FAB5=0 の [SshiFr | [BREAK] 

*WD の :1 98 C900r……3 or 85 イ ンチ 版 デ ィ ス ク ド ラ イブ の の フロ ッ 
ピー ディ スク 上 の レコ ー ド 番号 1 以降 に 、 メ イ 
ン メ モリ 内 の アド レス & 日 C の 9 の 0 か ら 8 レ コ 
ー ド 分 の デー タ を 書き 込み ます 。 


Y (device read) 
働き : 指定 デバ イス の 指定 レコ ー ド か ら 指 定 の メイ ン メ モリ アド レス に デー タ を 読み 込み ます 。 
文法 : 六 YXdimnmnmmn rm aaaa 
Xs パ イズ 名 。 
Icessqoc グラ フィ ッ ク ・ メ モリ (dd= ニ また は 1 ) 
COO 外部 メモ リ (d= の て 9) 
で Sencs 3or 5 イン チ 版 ディ スク (d= テ の て 3) 
12 8 イン チ 版 ディ スク (d= テ の < て 3) 
evv2ows 5 イン チ 1 0M ハ ー ド ディ スク (d= テ の < て 3) 
dd : ドラ イブ 番号 。 (デバ イス 名 双 に よっ て 男 囲 が 異な る ) 
nnnn: 書き 込む 先頭 の レコ ー ド 番号 。 最 大 4 けた の 1 6 進数 。 
rr: 書き 込む レコ ー ド 長 ]1) 。1~-FF の 1 6 進数 。 
aaaa: メモ リ の 先頭 アド レス 。 の ーーFFFF の 1 6 進数 。 
] ) レコ ー ド 長 1 単位 が 1 セクタ (標準 256 バ イト ) 。 
説明 : 又 で 指定 され た デバ イス の d 番 ドラ イブ の レコ ー ド 番号 nn nn か ら 、 メ イン メモ リ 内 の ア 
ドレ ス &Haaaa か ら 始 まる エリ ア に 、 レ コー ド 長 r r の デー タ を 読み 込む ます 。 
デバ イス 双 に D か F で ディ スク を 指定 する と き は 、M コ マン ド を 実行 し て 、 デ ィ ス ク の タイ 
プ を 示す デー タ を メモ リ の ワー ク ・ エ リア に 書き 込ん で お く 必 要 が あり ます 。 書き込む デー タ 
に つい て は W コ マン ド を 参照 し て くだ さい 。 
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12 草 
テレ ビ コ ン トロ ー ル 


本 機 で は 専用 ディ スプ レイ テレ ビ を 接続 し た と き に キー ボー ド や BAS 1C の 命令 で 自由 に テレ ビ 
を コン トロ ー ル で きま す 。 

さら に 本 機 に は カレ ンダ ー 付 タイ マー 機能 が つい て いま すか ら 、 こ れ ら を 組み 合わ せ て 、 専 用 ディ ス 
プレ イ テ レ ビ を つけ た り 、 消 し た り の テレ ビ コ ン トロ ー ル が 可能 に な り ま す 。 こ こ で は あら か じ め 内 
蔵 さ れ て いる テレ ビタ イマ ー コ ント ロー ル を 使っ た も の と 、BAS 1 で C の 命令 を 使っ た も の と の 2 通 
り の 説明 を し て いま す 。 
ここ で 使う BAS 1 C の 命令 は 次 の と お り で す 。 


ASK、TIME$S、DATE$、DAY$、TVPW、CRT、CHANNEL、 
VOL、SCHROL エ 


呈 較 テレ ビタ イマ ー 


コン トロ ー ル (TV Timer Control) 


1.1 TV Timer contro]1 の 呼び だ し 

クロ ッ ク お よび タイ マー の 設定 は 本 機 の 電源 を 入れ た 直後 、BAS IOC を 読ま せな い 状 態 で は 次 の 
ま タ の 因 し で 行か いま す 。 
BAS 1IC を 読み 込ま な い 場 合 、 
専用 ディ スプ レイ テレ ビ の 画面 上 に 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、T キ ー を 押し て くだ さい 。 


Make your devioe ready 

Press seleocted key to start drivinog: 
FE: HE 1 の 9 お 記 到 

R : ROM 

(GMT 

呈 :T meY 


BAS 1C を 読み 込ま せ て ある 場合 は ASKr| を 入力 し て くだ さい 。 
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1.2 TV Timer contro]1 の 表示 内 容 
画面 は 下図 の よう に か わり 、 カ ー ソ ル が T IMER ※X※ メ プ メ メー- の 最初 の 双 の と ころ で 点滅 し て 
いま ず 。 


クロ ッ ク 表 示 部 ( 白 文字 ) 
xx/OOZOO SS0N COO:CO:COO 
年 月 日 曜日 時 分 秒 


TV Timer contro1 
xx〆ZOOZOO S0N CO:OO:OO 
THMBRE 米 刀 和 ※ グ 角 ※ 炎 ※X ※XsXX ORW 
TIMER2 ネ 」 」 」 OFF 
TIMER3 素 1 1 1 H OFF 


氷 は じ め て 電源 を 入れ た と き は 
表示 が 現在 の 時 刻 と 合っ て いな 
い 場 合 が あり ます が 、 こ れ は 故 
障 で は あり ませ ん 。 ク ロッ ク の 


TIMER7 ネ 設定 手順 通り 設定 し て くだ さい 。 
また 、 メ イン 電源 スイ ッ チ を 切 


っ た 時 も 再度 設定 くだ さい 。 


Month 01-02 or メメ ※ 
選 SC ] 三 FXtt、 [CER ] 三 Reset 


[CR〕] =Set 


タイ マー 設定 表示 部 (赤色 ) 
タイ マー の 設定 が 行なわ れる と 
氷 (アス タリ スク ) が 表示 され ます 。 


タイ マー 表示 部 ( 白 文 字 ) 
SG だ 火災 世 巡 ※ 居 ※:SR0 OMRE 
月 日 曜日 時 分 TV の 入 ・ 切 表示 


入力 モー ド 表 示 A ( 黄 また は 赤 文 字 ) 
カー ソル の 位置 に 対応 し た 入力 モー ド 内 容 が 黄 文字 
で 表示 され 、 入 力 ミ ス し た 場合 、 赤 文字 で エラ ー を 
知ら せる 表示 が で ます 。 
入力 モー ド 表 示 部 B ( 緑 文字 ) 
(Ei キー は クロ ッ ク ・ タ イマ ー 表 示 を 解 
で きま す 。 
注 ) BAS 1C か ら ASKr 避 に よっ て TVTim 
er control] を 呼び だ し た 場合 は BA 
S 1 ご に も どり ます 。 
1 PL より 直接 キー を 入力 し た 場合 は 1 PL 
の メニ ュー 画面 に も どり ます 。 
(CLR) | 協 計 キー は タイ マー 設定 し た 内 容 を 取消 せ 
ます 。 
(CR) [| キ ー は 入力 し た 内 容 で タイ マー マー セッ 
ト で きま す 。 
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1.83 クロ ッ ク (時 計 ) を 現在 時 刻 に 合わ せる 

田 現 在 時 刻 に コン ピュ ー タ 内 蔵 の クロ ッ ク を 合わ せる 必要 が ある と き は 次 の 手順 に 従っ て 設定 し て く 
だ さい 。 

ここ で は 1985 年 1 月 ] 2 日 土曜 午後 3 時 3 分 209 秒 と 仮定 し て 説明 し ます 。 

1、 カ ー ソ ル を カー ソル コン トロ ー ル キー で クロ ッ ク 


表示 部 の 左端 に 移動 させ ます 。 
2、 西 暦 1985 年 の 末尾 2 桁 [gl5j を キー 入力 し ます 。 入力 モー ド 表 示 内 容 
3、1 月 の [oi を キー 入力 し ます 。 
4 、1 2 日 の [ilzl を キー 入力 し ます 。 り 
5S、 土 曜日 の [sIAlr] を キー 入力 し ます 。 Year 00- 99 
6、 午 後 3 時 (1 5 時 ) の [il 調 を キー 入力 し ます 。 Month 01-12 orX※ 
時 刻 は 2 4 時 間 表 示 で すか ら 午 後 3 時 は 1 5 時 に Day 01-31 orX※ 
な り ま す 。 SUN MON TUE WED THU FRI SAT orxxx 
7 、 午 後 3 時 3 分 の 分 の 単位 [slo を キー 入力 し ます 。 Hour 00-23 orX※ 
8、 午 後 3 時 39 分 29 秒 の 秒 の 単位 [slol を キー 入力 Minute 00-59 
し まま 。 Second 00-59 


9 、 設定 時 刻 の 3 時 3 0 分 2 0 秒 に な っ た 瞬間 に [| 
キー を 押す と その 時 点 か ら ク ロッ ク は カウ ント を 
は じ め 、 ク ロッ ク の 設定 は 終了 し カー ソル は T 1I ME R ] の 頭 の と ころ へ 移動 し ます 。 
1.4 タイ マー で 番組 予約 を する 。 
好き な 時 刻 に スイ ッ チ を 〇 ON に する 
クロ ッ ク が 動作 を 始め た と ころ で 今度 は 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の 番組 予約 を する た め の タ イマ ー 設 
定 を 行なっ て み ま し ょ う 。 
例 1 ここ で は 、 先 程 ク ロッ ク を 設定 し た 翌日 つま り 1985 年 1 月 1 3 日 、 日曜 の 午前 9 時 30 
分 か ら は じ ま る 5 チャ ン ネ ル の 1 時間 番 組 を 番組 予約 する と 仮定 し て 説明 し ます 。 
1 、 カ ー ソ ル は タイ マー 表示 部 の TIMER1]1 xx-- 
の 最初 の X の と ころ に き て いる は ず で す が 、 そ う 


hPa cr に gp 

で な いと き は 最初 の X の と ころ へ カー ソル コン ト | カモ ー ド 表示 内 容 | 

ロー ルキ ー で 移動 し ます 。 
2、1 月 の [oi] を キー 入力 し ます 。 NM 
3、1 3 日 の [iT3] を キー 入力 し ます 。 Month 01-12 orX※ 
4、 日 曜日 の [slolNl を キー 入力 し ます 。 Day 01-31 orx ※ 
5、 午 前 9 時 の [olsl を キー 入力 し ます 。 SUN MON TUE WED THU FRI SAT orx xx 
6 、 午 前 9 時 3 0 分 の 分 の 単位 [3loj を キー 入力 し ます 。 Hour 00-23 orX※ 
7 、 カ ー ソ ル は 〇 OFF の 〇 の と ころ で 点滅 し て いま す 。 Minute 00-59 

この 例 で は 専用 ディ スプ レイ テレ ビ を ON させ た TV Poewr ON? (Y or N) 

いわ け で すか ら 入 力 モ ー ド 表示 に こたえ る か た ち 

で (YES) を キー 入力 し ます 。 TV Channe1 1-12 


8、OFF に 変り 表示 され た "ON CH" の うぅ しろ 
で カー ソル が 点滅 し て いま す の で 予約 する チャ ン 
ネル の [sj] を キー 入力 し ます 。 
最後 に | キー 入力 する と この 行 の タイ マー が セッ ト さ れ た こと を 示す 赤色 の (アス タリ ス 
ク ) 
が T IMER ]1 の あと に 表示 され カー ソル は 次 の 行 の 頭 へ 移り ます 。 
TIMER1*X の 1 ンプ 13 SUN 9 の 9:39 ON CH5 
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ここ まで が 専用 ディ スプ レイ テレ ビ を 指定 され た 時 刻 と チャ ン ネ ル で 〇 ON され る タイ マー 
セッ ト で す 。 こ の よう に タイ マー セッ ト が な され る と コン ピュ ー タ 本 体 イ ンジ ケー タ 部 の 
T IMER 表 示 ラ ンプ が 点灯 し 、 タ イマ ー が 動作 中 で ある こと を 表示 し ます 。 


1.5 タイ マー で スイ ッ チ を OFF' に する 

こん ど は 専用 ディ スプ レイ テレ ビ を 指定 され た 時 刻 に OFF さ せる タイ マー セッ ト す る た め 、 さ き 
ほど の 手順 と 同じ よう に 

TIMER2* ネ 09113 SUN 19:39 OFF 

と 入力 し て も よい の で す が 「 1 時間 後に OFF さ せる 」 の な ら 次 の 方 法 が 簡単 で す 。 た だ し 、 こ の 場 
合 毎日 午前 10 : 30 に は 専用 ディ スプ レイ テレ ビ を 〇 OFF する よう に タイ マー が 働き ます の で 、 ご 注意 
si 


9、 カ ー ソ ル は TIMER2 ※X※-- 上 の 最初 の 双 の と こ 
ご ろ に きま す 。 入力 モー ド 表 示 内 容 
10、 カ ー ソ ルキ ー で カー ソル を 順次 右 へ 送り 、 午 前 10 時 


30 分 の 部 分 の み 入 力 し ます 。 \ 

TIMER2xx ノ xx xxx1 の :3 の 9 OFF Month 01-12 orX※ 
11、 団 キー また は 、 ト | キー の 入力 で セッ ト さ れ カ ー ソ ル 

は 次 の 行 の 頭 に 移り ます 。 TV Poewr ON? (Y or N) 


DTMEBR2XX プ ※X※ XX※※10:30 OFEE 
これ で 専用 ディ スプ レイ テレ ビ を 指定 され た 時 刻 に タイ マー セッ ト で きま し た 。 
応用 例 
例 2 毎週 火曜 日 の 午前 11 時 か ら 午 後 2 時 まで 専用 ディ スプ レイ テレ ビ を ON させ 、10 チ ャ ン ネ ル を 
番組 予約 する と き の タ イマ ー 表 示 部 が どう な っ て いる か を ご らん くだ さい 。 
中 上 MM 民 穫 S 炒 ※※ グ % TUE UTU7YOO QRN CO 
TIMER4 ネネ xx ン xxX TUE 14:9 の 9 OFF 
較 例 ] 3 の 内 容 を 見 て 、 お 気付 き の よ うに 、 こ の タイ マー は X (つま り 内 容 を 規定 し な い ) を 使用 
する こと で 、 プ ログ ラマ ー の 思い の まま に 専用 ディ スプ レイ テレ ビ を タイ マー コン トロ ー ル する こと 
が で きる わけ で す 。 
圏 一 度 タ イマ ー セ ッ ト さ れ た 内 容 は 一 度 メ イン 電源 を 切る か また は クリ ア (タイ マー の 取消 し ) を し 
な い 限 り 、 働 き 続 け ま す の で 、 毎 日 繰 返 す よう な タイ マー 設定 の 場合 は 便利 で す 。 


1.6 タイ マー を 取消 す 

先程 キッ ト し た タイ マー 内 容 を 取消 す 場合 は 次 の 手順 で 行ない ます 。TIMER1 か ら TIMER 

6 を 取消 すこ と を 例 に し て 説明 し ます 。 

1 、 カ ー ソ ル を T 1 ME R 1 の 行 へ 移動 させ ます 。 こ の 場合 カー ソル は T 1 ME R 1 の 行 の どの 位置 
で も か まい ませ ん 。 

2 、[Sr ] キ ー を 押し な が ら | 幼 庄 キ ー を 押す と T 1 ME R 1 の 内 容 は 取消 され 表示 は タイ マー 設定 前 
の 状態 に も どり ます 。 

3、 カ ー ソ ル は T 1I ME R 2 の 行 に 移っ て いま す の で 同様 に [sr ] キ ー を 押し な が ら | 軸 キー を 押し 
T IMER2 を 取消 し ます 。 
同じ 操作 で T I ME R 3 以降 、T IMER6 ま で 全部 取消 す と コン ピュ ー タ 本 体 の T 1 MER 表 
示 は 消え タイ マー 設定 され て いな いこ と を 示し ます 。 


ご 注意 


の で 、 再 設定 が 必要 で す 。 


新しい 年 号 を 設定 し て くだ さい 。 


クロ ッ ク 表 示 と メイ ン 電 源 の 入 ・ 切 に つい て 

・ は じ め て メイ ン 電 源 を 入れ た と き は 、 表 示 が 現在 時 刻 と ちがっ て いま す が 、 こ れ は 故障 
で は あり ませ ん 。 ク ロッ ク の 設定 手順 を 参照 し て 、 正 確 な 時 刻 に 合わ せ て くだ さい 。 

・ ま た 、 メ イン 電源 を 切っ た 状態 で 長 時 間 経 過す る と 、 ク ロッ ク 機 能 が 働か な た く な り ま す 


・ 本 機 の クロ ッ ク は 、 年 号 の 自動 切換 え 表 示 を 行ない ませ ん の で 、 年 度 が 改 ま る ご と に 


・ ウ ルウ 年 (2 月 29 日 の ある 年 ) に あたる 場合 は 、 月 日 の 再 設定 が 必要 で す 。 
・ メ イン 電源 を 切り ます と 年 号 は メ x に 変わ り ま す の で 再 設定 し て くだ さい 。 


攻め 鐘 | プロ グラ ム で テレ ビ を コン トロ ー ル する 


2.1 タイ マー 制御 ステ ー ト メン ト 


次 の ステ ー ト メン ト で 内 蔵 タ イマ ー の 設定 ・ 表 示 が 行 な ん ます 。 


TIME$=" 時 間 : 分 : 秒 " 
DATE$ ニ = "年 月 日 " 


コ 


次 の よう に 入力 する こと で 設定 ・ 表 示 が 行なわ れ ま す 。 


TIME$="12:34:56" 
Ok 
DATE$="88 ノ 12 ノ 97" 
Ok 
DAY$="FRI"r 可 | 
Ok 


PRINT TIME$,DATE$B,DAYS 


選 


選 


條 


12:36:r03 8S5/12/97 FEI 


Ok 
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2 テレ ビビ 制御 ステ ー ト メン ト 
BASIC で テレ ビ を コン トロ ー ル する 命令 は つぎ の と お り で す 。 


TVPW ON テレ ビ の 電源 を つけ ます 
OFF テレ ビ の 電源 を 消し ます 


テレ ビ 放 送 を 表示 し ます 

コン ピュ ー タ 画面 を 表示 し ます 

テレ ビ 放 送 の コン トラ スト を 下げ て コン ピュ ー タ 画面 を 重ね て 表示 し ます 
テレ ビ 放 送 と コン ピュ ー タ 画面 を 重ね て 表示 し ます 


*※[saiEr ] 二 | の 状態 は CR T 2 と 同じ で す 。 


CHANNE1T 1] て 12 チャ ン ネ ル を 設定 し ます 


VOL 一 62 (小さ い ) て 63 (大 きい ) 音量 を 変化 させ ます 


SCROLL  N や スー パー イン ポー ズ 画 面 の と き (CRT2、CRT3) 、 コ ン 
ピュ ー タ 画面 の 上 下方 向 の スク ロー ル を 行ない ます 。 
N の 値 が 正 の と き は 上 方 向 に 、 負 の と き は 下方 向 に スク ロー ル 
し ます 。N の 値 が の 、 省 略し た と き ス トッ プ し ます 。 
た だ し N=ー3 か ら 3 ま で の 整数 


氷 ス テー トメ ント の 詳し い 説 明 は 「BASIC リフ ァ レ ンス マニ ュ ア ル 」 を 参照 し くだ さ 
い 。 
で は BASIC プ ログ ラム で テレ ビ を コン トロ ー ル し て み ま す 。 次 の プロ グラ ム を 入力 し て みて く 
だ さい 。 


( 例 1] 1 の 9 TVPW OFF 
2 の 0 khoeNMB ジリ "07:0 の Os の の 0" FTPEHRN の 
3 の TVPW ON:CHANNEL 1 
朝 7 時 に な る と テレ ビ の 電源 が 入っ て 1] チャンネル に な り ま す 。 2 0 行 の 時 刻 、3 0 行 の チャ ン ネ 
ル を 変え る こと で 好き な 時 刻 に 好き な チャ ン ネ ル を つけ る こと が で きま す 。 
これ だ け で は TV Timer oontro]l で 設定 する の と 同じ で すか ら 、TV Time 
r oontro] で は で き な い 機能 を 使っ て 少し 工夫 し た プロ グラ ム に し て み ま す 。 


k 敵 2]10 INI1T:WIDTR 40.25. の 1:CLS4 
2 の 90 CHANNEL 5 
3 電 久 1 2 
4 の 9 CSIZE3:LOCATE の . の :PRINT# の TIME$ 


5 の 9 GOTO 40 


2 0 行 で 指定 し た チャ ン ネ ル に 時 間 を 大 きく 表示 する よう に し た プロ グラ ム で す 。 
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くう 草 
RS-232 じ イン ター フェ イス の 使い 方 


CZ2-851C ビ プ CZ852C は RS 一 232 ど イン ター フェ イス を 内 蔵 し て な おり 、RS-232 
ご イン ター フェ イス を 持っ て いる 機器 と の 間 で シリ アル デー タ の 送 ・ 受 信 が で きま す 。CZ-850 
ご C は RS 一 232 ご どじ イン ター フェ イス を 内 蔵 し て いな いた め 、RS 一 232C ボ ー ド が 必要 で す 。 


ニー ビ に 
語 較 | 接続 方 法 
(1) 接続 例 
RS-232C イ ンタ ー フ ェ イ ス 機 能 を 使用 し て 、 以 下 に 示す よう な シス テム の も と で 、RS-2 
3 2 インター フェ イス 機能 を 持つ 他 の コン ピュ ー タ ある い は 周辺 機器 と の 間 で デー タ の 送 ・ 受 信 が 
* で きき 氷 ボ 。 


音響 カプ ラ 公衆 回 線 音響 カプ ラ 


0 トド ーー 他 の コン ピュ ー タ 
ビル て kMa_srf 


RS-232C 用 
ケー プル 
2 図 1. 公衆 回 線 を 利用 し た 接続 例 


1 ター ボ シ リ ー ズ 


5! RS-232C 用 
X1 タ ー ボ シリ ー ズ 他 の コン ピュ ー タ 
図 2、 他 の ユン ピュ ー タ と の 接続 


還 や の ニニ 


(2) RS-ー232C 〇 インターフェイス 信号 端子 表 
RS-232C イ ンタ ー フ ェ イ ス 用 コネ クタ に は 25 ピ ン Dーsub コネ クタ の メス 形 を 使用 し て お 
り 、 そ の ピン 配置 と 信号 端子 は 次 の と お り で す 。 


⑬⑫⑳⑩⑨⑧ の ⑦ の @⑥@@④@@⑧@ ①/ (外部 より ) 
9 9 9@9 の 969⑳9⑩⑱⑨⑫@⑯⑯G⑳⑲ 


図 3 . RS-232C イ ンタ ー フ ェ イ スコ ネ ク タ ビ ピン 配置 
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RS 一 232C コ ネ ク タ 端 子 表 


端子 番号 信 能 


RXD (受信 デー タ ) 


RTS (送信 要求 ) ON に より 相手 を 送信 可能 と する 


CTS (送信 可 ) ON の 時 送信 可能 と 判断 する 


DSR (デー タ セ ッ ト レ ディ ) 


ON の 時 相手 が 送 ・ 受 信 の 準備 が で き て い 
る と 判断 する 


SG (信号 用 アー ス ) 


CD (キャ リア 検出 ) 


15 ST2 (送信 信号 = レ メ ン ト タ イ | <ーーーー 一 同期 式 通信 時 の 送信 信号 エレメント タイ 
グリ ミン グ 信 号 を 入力 する 


16 NC 


ON の 時 受信 デー タ 有 効 と 判断 する 


17 | RT (受信 信号 エレ メン ト タ イ ミ | 一 | 同期 式 通信 時 の 受信 信号 ェ レ メン ト タ イ 


ング ) ミン グ 信 号 を 入力 する 

8。 19 NC 

20 DTR (デー タタ ー ミ ナル レデ ィ )| 一 > ON に より 送 ・ 受 信 の 準備 が で きた こと を 

3 知ら せる 

21 NC 

22 CI ( 被 呼 表示 ) * ェ ーーー | ON に より 相手 か ら 呼び 出さ れ て いる と 判 

断 す る 

23 NC 

24 S11 (送信 信号 ェ エレメント タイ | 一 一 = 同期 式 通信 時 の 送信 信号 エレ メン ト タ イ 
ミン シング) ミン グ を 出力 する 

25 NC 
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(3) 接続 方 法 

相手 機器 と の 接続 に は 両端 に 2 5 ピン Dーsub コネ クタ の オス を 持つ RS 一 232C 用 ケー ブル を 
使用 し ます 。 相 手機 器 が モデ ム (音響 カプ ラ 含む ) か コン ピュ ー タ か に より コネ クタ 信号 の 方 向 が 異 
な り ま す 。 相手 機器 に よっ て は 使用 コネ クタ また は 信号 配置 が 異な る も る の も ある た め 、 相 手機 器 の 説 
明 書 を 熟読 の 上 接続 し て くだ さい 。 以 下 に 一 般 的 な 接続 例 を 示し ます 。 


図 4 モデ ム や 音響 カプ ラ と 接続 図 5 他 の コン ピュ ー タ (本 機 を 含む ) 
する 場合 の ケー ブル 配線 例 と 接続 する 場合 の ケー ブル 配線 例 
な (相手 コン 
(本 機 ) ケー ブル 配線 音響 カプ ラ ) (本 機 ) ケー ブル 配線 ピュ ー タ ) 
FG FG FG FG 
TxD TxD 2XD 本 TxD 
RxD RxD RxD 較 了 RxD 
RTS RTS RTS 間 間 RTS 
CTS CTS CTS 征 0 CTS 
DSR DSR DSR 加 加 DSR 
SG SG SG SG 
CD CO CO 回 り 回 CO 
ST2 ST2 ST2 ST2 
RT RT RT RT 
DTR DTR DTR 肖 較 . DTR 
G q G 3 Ci 
ST1 ST1 ST2 : ・ ST2 
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ー で 示す 信号 線 は BAS 1 〇 で は サポ ー ト し て お ら ず 特に 接続 する 必要 は あり ませ ん 。 外 部 周期 を 
使用 する 場合 な ど 、 ユ ー ザ ー が マシ ン 語 レベ ル で ソフ ト を 作成 し て 使用 する 時 に 必要 に 応じ て 接続 し 
ます 。 


還 ヶ 罰 | RS-23 ろ イン ター フェ イス の デー タ 信 号 フォ ー マ ッ ト 
RS-ー232C じ イン ター フェ イス は 、 コ ンピュータ か ら の 8 ビッ トペ パラ レル デー タ を シリ アル デー 
タ に 変換 し て RS--232 ぴ 規格 で 規定 され た 電圧 レベ ル ( 土 12V) に 変換 し て 送信 し た り 、 逆 に 受 
信 し た シリ アル デー タ を パラ レル デー タ に 変換 する も の で す ( 図 6 参 照 ) 。 シ リ ァ アル デー タ の 形式 は 
同期 式 、 非 同期 式 通信 方 式 に よっ て 異な り ま す 。 本 機 の BAS 1 〇 で は 非同期 式 通信 方 式 を サポ ー ト 
し て いま す 。 この 場合 の デー タ 信 号 フォ ー マ ッ ト を 図 7 に 示し ます 。 機器 間 で デー タ の 送 ・ 受 信 を 行 
な う 場 合 に は この デー タ 信 号 フ ォ ー マ ッ ト 及 び ボ ー レ ー ト (信号 の 伝送 速度 ) を 一 致 さ せる 必要 が あ 
り ます 。 設 定 方 法 に つい て は 次 項 の BAS 1IC 上 で の RS-232C イ ンタ ー フ ェ イ ス 取 扱 方 法 で 説 
明 し ます 。 


(パラ レル デー タ ) (シリ アル デー タ ) 


パラ レル ーー テ ジ リ テル 」 ーー 
ョ ジン ピュ ーー カベ を 
変換 


図 6 RS-232C 概念 図 


RI 


スタ ビッ ト 2 サディ | ドッグ ば め ド 
ッ ト ビッ ト 


5 


図 7 は デル デー みあ 。 フォーマ ッ ゥ トド 


BASIC で RS-232C イン ター フェ イス を 取り 扱う 方 法 


RS 一 232 じ イン ター フェ イス で 扱う デー タ は ファ イル と いう 概念 で 取り 扱い 、BAS 1IC の 入 
出力 命令 を 使っ て 、 一 般 の 入出 力 装置 と し て 使用 し ます 。RS 一 232C 〇 インター フェイ ス の ファ イ 
ルディ スク リプ タ は 次 の 形式 で 表わさ れ ま す 。 

" COM : 通信 パラ メー タ 『 

通信 パラ メー タ は 次 の と お り で す 。 

く 〈 く ボーレート >〉 ぐ マ リティ > く 〈 く データ ビッ ト 長 > < スト ッ プ ビッ ト 長 > < 通信 制御 指定 > く カ 
ナ の 表現 方 法 指定 > <CR、LF コ ー ド の 送信 処理 > <CR、LF コ ー ド の 受信 処理 > < 日 本 
語文 字 列 の 表現 方 法 指定 > < エン ドコ ュー ド 指 定 > 


く < ポー シー ト 》 
の て 6 の 数 値 に より ボー レー ト を 設定 し ます 。 


全 woosdte 偶数 リティ ・ チ ェ ッ ク を 使用 し ます 。 
⑳aete 奇数 パリ ティ ・ チ ェ ッ ク を 使用 し ます 。 
kssrex 和 パリ ティ ・ チ ェ ッ ク を 使用 し ませ ん 。 

く デ ー タ ビット 長 > 
5 ee… デー タビ ッ ト 長 を 5 ビッ ト と し ます 。 
相 paueyea デー タビ ッ ト 長 を 6 ビッ ト と し ます 。 
osewess デー タビ ッ ト 長 を 7 ビッ ト と し ます 。 
軸 Roeeee デー タビ ッ ト 長 を 8 ビッ ト と し ます 。 


ICO スト ッ プ ビッ ト 長 を 1 ビッ ト と し ます 。 
2 の ee スト ッ プ ピッ ト 必 1 5 ピッド と し ます 。 
Itowomeqs ズ ト ドップ ビッ ト 長 和 を 2 ビッ ド と し ます 。 
く < 通 信 制 御 指定 
通信 制御 方 法 を 選択 し ます 。 
CO XON プ XXOFF コ ー ド に よる 制御 を 行ない ます 。 
RS5ssocsees RTS 制 御 信 号 の ON プ OFF に よる 制御 を 行ない ます 。 
N 
ト 間 … ど ちら の 制御 も $ 行 な いま せん 。 
この 通信 制御 と は 、 デ ー タ 送受 信 時 に 受信 側が デー タ の 受信 処理 が 間に合わ な いと き に 、 送 
信 側 に 対し て 送信 の 一 時 停止 を 要求 し 、 受 信 で きる 状態 に な る と 送信 再開 を 要求 する こと で す 。 
又 を 指定 する と デー タ と し て X 〇 OFF コー ド (& 昌 1 3) を 送信 側 へ 送り 返す こと に より 送信 
の 一 時 停止 を 要求 し 、 双 ON コー ド (&H 1 ] ) に より 送信 再開 を 要求 し ます 。 ま た 、R を 指 
定 す る と 、RTS 制 御 信号 線 を OF F に する こと に より 送信 の 一 時 停止 を 要求 し 、 ON に する 
こと に より 送信 再開 を 要求 し ます 。 


< く カナ の 表現 方 法 指 定 > 
培 P2ANo デー タ 7 ビット モ ー ド で カナ の 送受 信 が で きま す 。 
N 
0 


デー タ 7 ビ ッ ト モ ー ド で カナ の 送受 信 は 、 シ フト アウ トコ ー ド SO (&H の ⑳E) が ある と そ 
れ 以 後 の デ ダー タ は カナ と みな し 、 シ フト イン コー ド S 1 (&H0F) が ある と それ 以後 の デー 
タ を 英 数 字 と みな し ます 。 
く <CR , LF コ ー ド の 送信 処理 > 
(Orooww ー 連 の 文字 列 送信 後 、CR コ ー ド (&HO の D) を 復帰 二 改 行 コ ー ド と し て 送信 し ます 。 
本 PP r れ サー 
省略 |) 行 コ ー ド と し て 送信 し ます 。 
<CR LF コ ー ド の 受信 処理 > 
(io 1 つの CR コー ド (&HO の D) の 受信 で 復帰 十 改 行 コ ー ド と し て 処理 し ます 。 
に NM 二 ーッ on で ーー ペド ーー 
省略 (&H の 0D) と LF コ ー ド (&H の 入 ) を 連続 し て 受信 する と 復帰 十 改 行 コ ー ド と し 
て 処理 し ます 。 
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日 本 語文 字 列 の 表現 方 法 指定 > 
日 本 語文 字 列 の 表現 方 法 を 選択 し ます 。 
orevon 漢字 イン コー ド KI (&H1B4B) で 日 本 語文 字 列 の 始ま り を 示し 、 漢 字 ア ウト コ 
ー ド KK 〇 (&H1B48) で 日 本 語文 字 列 の 終わ り を 示し ます 。 
N 
省略 」… シ フト 1 S 漢 字 コ ー ド を 使用 し ます 。 
く エ ンド コー ド 指 定 > 
デー タ 転 送 の 終了 を 判断 する た め の エ ンド コー ド を 指定 し ます 。 エ ンド コー ド を 設定 する と 
SAVE 命 令 を 実行 し た 場合 アロ グラ ム デ ー タ の 送信 後 指 定 さ れ た エン ドコ ー ド を 送信 し て S 
AVE 動 作 を 終了 し ます 。 LO 〇 AD 命令 を 実行 し た 場合 、 指 定 さ れ た エン ドコ ー ド を 受信 し た 
時 点 で LO 〇 AD 動作 を 終了 し ます 。RS--232C フ ァイル を OPEN 命令 に より アウ ゥ ト プ ッ 
ト オ ー プ ン し た 場合 、CLOSE 命 令 の 実行 に より エン ドコ ー ド が 送信 され ます 。 ま た 、 イ ン 
プッ ト オ ー プ ン し た 場合 、EOF 関数 は エン ドコ ー ド を 受信 する と 真 の 値 と な り ま す 。 
この エン ドコ ー ド と し て コン トロ ー ル コー ド (&H の 0 て &H1F) の 中 か ら 任 意 の 1 つ を 
選択 で きま す 。 パラメータ 値 と し て は キャ ラク タコ ー ド (&H40 の ~&HSF) 対応 する 文字 
を 使用 し ます (&H6 の ~&H7F も 可 ) 。 例 えば 、D (また は d) と 指定 する と 、 ェ エン ドコ 
ー ド と し て CT RLL 一 D (&HO の 4) が 使用 され ます 。 ま た この パラ メー タ を 省略 する と ェ ン 
ドコ ー ド の 送受 信 処 理 は 行ない ませ ん 。 
注意 通信 パラ メー タ の < ボー レー ト ) か ら < スト ッ プ ビッ ト 長 > まで は 省略 で きま せん が 、 そ れ 
以降 の パラ メー タ は 省略 で きま す 。 た だ し 、 途 中 の パラ メー タ を 省略 し て 次 の パラ メー タ を 指 
定 す る こと は で きま せん 。 
日 本 語文 字 の 送 ・ 受 信 は デー タ 長 8 ビッ ト の と き に 可能 で す 。 た だ し 、7 ビ ッ ト モ ー ド で も 
S1/S 〇 ュー ド 制 御 及 び K 1 KO コー ド 制 御 を 使用 する こと に より 可能 で す 。 こ の 場合 の 
デー タ 形 式 は 次 の と お り で す 。 


ICP ロ PIDIE ロ DI 


送受 信 方 向 一 
また 、K エ KK 〇 ュー ド 制 御 に て 日 本 語文 字 を 送 ・ 受 信 す る 場合 は 、 漢 字 表 示 モ ー ド KMO 
DE 1 に 設定 し て くだ さい 。 


入出 力 命令 と 割り 込み 処理 


4.1 RS-ー232C ど インター フェ イス に 関す る 入出 力 命令 
SAVE "COM : 通信 パラ メー タ " 
メイ ン メ モリ 上 の BAS 1C プ ログ ラム を アス キー 形式 に て 、RS-ー232C イ ンタ ー フ ェ 
イス を 介し て 相手 機器 へ 送信 し ます 。 
LOAD "COM : 通信 パラ メー タ " 
相手 機器 より 送ら れ て きた アス キー 形式 の BAS 1I 〇 C ど プ ログ ラム を RS-ー232C イ ンタ ー 
フェ イス を 介し て メイ ン メ モリ へ 読み 込み ます 。 
SAVEM "COM : 通信 パラ メー タ 『" , < 開始 アド レス > , < 終了 アド レス > 
メイ ン メ モリ 上 の マシ ン 語 の プロ グラ ム を RS-ー232C じ インター フェイス を 介し て 相手 機 
器 へ の 送信 し ます 。 
この 場合 の 送信 デー タ 形 式 は 次 の と お り で す 。 
開始 アド レス 終了 アド レス 


LOW HIGH LOW 


ET 
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LOADM " COM : 通信 パラ メー タ " 
相手 機器 より 送ら れ て きた マシ ン 語 プロ グラ ム を RS-ー232 〇 イン ター フェ イス を 介し て 
メイ ン メ モリ へ 読み 込み ます 。 
この 場合 送ら れ て きた デー タ は SAVEM 命 令 の 項 に 示す デー タ 形 式 に な っ て いる 必要 が あり 
ます 


1 
OPEN" {1 〇 |" , [ 革 ] ファ イル 番号 , " C 〇 M : 通信 パラ メー タ " 
(人 
eu イン プッ ト オ ー プ ン (受信 用 ) 
O……… アウ ト プ ッ ト オ ー プ ン (送信 用 ) 
Ce コミ ュ ニ ケー ショ ン オ ー プ ン ( 送 ・ 受 信用 ) 


RS-232C フ ァイル を 開き (通信 パラ メー タ の 設定 を 行う こと ) 、PRINT# IN 
PUT 命令 等 で デー タ の 送 ・ 受 信 が で きる 状態 に し ます 。 コ ミュ ニケ ーション オー プン は R 
S-232C じ ファ イル に つい て の み 有 効 で す 。 コ ミュ ニケ ーション オー プン する と 同一 ファ イ 


PRINT 失 | ファ イル 番号 , (XX1 XX2 ] 
1 2 の の … 出力 する 式 ま た は 文字 列 
RS-232C フ ァイル が アウ ト プ ッ ト オ ー プ ン さ れ て いる 場合 、 式 また は 文字 列 を 相手 機 
器 へ 送信 し ます 。 文字 列 送信 後 通信 パラ メー タ の <〈CR、LF コ ー ド の 送信 処理 > で C が 設定 
され て いる 場合 に は じ コー ド が また 上 が 設定 され て いる 場合 C + 藍 コー ド が 送信 され ま 
お 5 
INPUT# ファ イル 番号 , 駐 」〔,X ぅ 2 ,…… 和 
1 2 Common 入力 し た デー タ を 入れ る 変数 
RS-232C じ ファ イル が イン プッ ト オ ー プ ン さ れ て いる 場合 、 相 手機 器 よ り 受 信 し た デー 
タ を 変数 に 読み 込み ます 。 
LINPUT# ファ イル 番号 , 文字 変数 
LINE INPUT 半 ファ イル 番号 , 文字 変数 
文字 変数 ……… 入力 し た デー タ を 入れ る 文字 型 変数 
RS-232C フ ァイル が イン プッ ト オ ー プ ン さ れ て いる 場合 、 相 手機 器 よ り 受 信 し た デー 
タ (255 文 字 ま で ) を 文字 変数 に 読み 込み ます 。 通信 パラ メー タ の 〈CR、LF コ ー ド の 受 
信 処 理 > で C が 設定 され て いる と CR コー ド が 、 ま た が 設定 され て いる と CR LF コ ー ド 
が くる と L INPUT 動 作 を 完了 し ます 。 
WERUMR 人 mnZ の 502 じ 弟 PL Xoo つ no ] 
PRINT# 文 と 同様 で す が 、 デ ー タ の 区 切り に は カン マ ( , ) を 送信 し 、 文 字 列 デ ー タ の 
必 き (は ダブ ルク まま 三 所 と ション (8 を つけ で 、 詰め で 送信 し まず 。 
INPUT$ (n , 〔#〕 ファ イル 番号 ) 
mn で 読み 込む 文字 数 
RS-232C フ ァイル が イン プッ ト オ ー プ ン さ れ て いる 場合 、 相 手機 器 よ り 受 信 し た n 個 
の 文字 が この 関数 の 値 に な り ま す 。 
LOC (ファ イル 番号 ) 
受信 バッ ファ (64 バ イト ) に た まっ て いる 文字 数 が この 関数 の 値 と な り ま す 。 
EOF (ファ イル 番号 ) 
受信 動作 開始 時 は 偽 の 値 (9) が この 関数 の 値 と な り 、 相 手機 器 よ り ェ ンド コー ド が 送ら れ 
て くる と 真 の 値 (一 1 ) が この 関数 の 値 と な り ま す 。 
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CLOSE 〔 (#〕) ファ イル 番号 1 , 〔#〕 ファ イル 番号 2 , …… ] 
〇 OPEN に よっ て 開か れ た ファ イル を 閉じ ます 。RS-2 3 2C に よる 送 ・ 受 信 を 終了 し ま 
す 。 アウ ゥ ウト プッ ト オ ー プ ン さ れ て いた 場合 に は エン ドコ ー ド を 送信 し ます 。 
層 民 VSB "OM 、 “ 
デバ イス 名 を 省略 を し た と き に 用 いら れる デバ イス 名 を COM : に 設定 し ます 。LOAD、 
SA VE 等 の コマ ンド に お いて デバ イス 名 を 省略 する と 、 デ バイ ス 名 は COM : と 判断 し ます 。 
(使用 例 ) DEVICE "COM : " [| 
SAVE"6N83XNLLJD" 加 | 
の 命令 を 実行 する と RS 一 232 〇 ポー ト へ プロ グラ ム を 送出 し ます 。 
4.2 割り 込み 処理 
INPUT#、INPUT$ 命 令 を 実行 する と 、 受 信 デ ー タ 待ち 状態 と た を り 、 デ ー タ を 受信 する ま 
で プロ グラ ム は 停止 し ます 。 〇 ON COM GOSUB 命 信 を 使用 する こと に より 、 こ の 受信 待ち 
時 間 に は 他 の 仕事 を 実行 させ て お き 、 デ ー タ を 受信 し た 時 点 で 指定 され た 行 番号 か ら の 処理 ルー チン 
の 実行 を 開始 する こと が で きま す 。 こ の 処理 ルー チン か ら の 復帰 は RETURN 命 令 に よっ て 行なわ 
ま ずら 


ON COM GOSUB | 行 番 号 | 
ラペ ベ 贅 独 ば 
RETURN || 行 番号 
2 者 「 


行 番号 、 ラ ベル 名 を 省略 する と 、 中断 し た 所 か ら 処理 を 再開 し ます 。 
また 、COM ON/OFF ン STOP 命 令 に より RS- 2 3 2 ご から の 割り 込み の 許可 、 禁 止 、 
停止 を 設定 で きま す 。 
COM ON ……… 割り 込み 許可 
COM OFF  …… 割り 込み 禁止 
COM STOP…… 割 り 込み 一 時 保留 
[サン プル プロ グラ ム 〕 
ディ スク に ある アス キー 形式 の プロ グラ ム を 読み 込み RS 一 232 〇 イン ター フェ イス より 送信 し 
まず っ 
1 UNEMMH "ESUe 問 き 吉 @8 5 7 / 選 お 
2 の 9 F$=LEFT$S (F$+SPACE$ (13) , 13) 
あの OB うし の ) 作 ト し そま に KW あお 
4 の 0 OPEN"O" ,#2,. "COM : 6N83XNCCND" 
5 の 9 IF EOF (1) = テー1 THEN 100 
6 の 9 LINPUT #1,.D$ 
7 の PRINTD$ 
8 の PRINT#2.,D$ 
99 GOTO 50 
中 の の GIOSE 失 1 , 辛 2 
119 END 
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RS 一 232C イ ンタ ー フ ェ イ ス よ り 受 信 し た プロ グラ ム を グラ フィ ッ ク メ モリ に 書き 込み ます 。 
1 の 1NPUT "Fi le、mniagme::" EN や 

20 ド お =L 記 要 T の (ES+TSPACE$ (13) ,.13) 
3 の OPTIONSCREEN4 

4 の INIT"MEM:" 

5 の OPEN"O 〇 O" ,#]1 , "MEM:"+F$ 

60 OPEN"1", 六 2.YTCOM: 6N88XNOCND'" 
7 の 0 TE RMOP2D テー1 中国 BB 相 及 の 

8 の 9 LINPUT #2,D$ 

9 の PRINTD$ 

1 の の PRINT#1] ,D$S 

の 。 GOUO)i 7 の 

1 の mw :GMLOS 下 「 秦 0 に 才 の 

13 の 9 END 


ライ ン 命 令 実 行 中 に RS 一 232 ど イン ター フェ イス より デー タ を 受信 する と 割り 込み が か か り 、 
その デー タ を 画面 に 表示 し て 前 の 処理 を 再開 し ます 。 

1 の INIT:CLS4 

2 の 9 OPEN"1" ,#]1, "COM:6N83XN" 

3 の ON COM GOSUB 1090 

40 COM ON 

5 の 9 FOR = の TO 99 

ら 60 LINE( の WO,。199+1) 一 (319,.190 お の 昌 T 1 ,BF 

7 の NEXT 

80 COM OFF:CLOSE #1 

9 の 9 END 

1 の の PRINT 1NPUT あ S (LOC (1)-, 1) : 

119 RETURN 


還 : 包 | ユー ザー が マシ ン 語 で RS-232C 用 ソフ ト を 作成 する 場合 の 使用 法 
図 8 に RS- 2 3 2C 周 辺 の シス テム 図 を 示し ます 。 デ ー タ 伝送 に お ける ボー レー ト (伝送 速度 ) 
を 決定 する 基本 タク ロック の 作成 に は 、CTC (カウ ンタ タイ マ 用 L S 1 ) を 使用 し 、 シ リア ル デ ー 
タ 通 信用 S 1 に は S 1 〇 を 使用 し て いま す 。RS- 2 32C じ イン ター フェ イス を 使用 し て デー タ 通 
信 を 行なう 場合 に は この CTC と S 1 の O を 通信 形体 に 合わ せ て 設定 し ます 。 以 下 、CTC 並 びに S 1 
〇 の 設定 方 法 に つい て 説明 し ます 。 
細 @EG (アー80 の ACTC) の 設定 
CTC は カウ ンタ ンタ イマ 機能 を 持ち 、 内 部 に 4 個 の 独立 し た チャ ン ネ ル (チャ ン ネ ルー3) を 
持っ て いま す 。 こ の うち チャ ン ネ ル 1 と 2 の 出力 を S 1 〇 に 入力 し 、 デ ー タ 通信 に お ける ボー レー ト 
を 決定 する 基本 クロ ッ ク と し て いま す 。 (た だ し 、 チ ャ ン ネ ル 2 の 出力 は マウ ス 用 に 使用 し て いる の 
で RS 一 232C イ ンタ ー フ ェ イ ス で 使用 する の は チャ ン ネ ル 1 の 出力 の み で す ) CTC の 各 チ ャ ン 
ネル の 1 プリ アド レス は 次 の と お り で す 。 


チャ ン ネ ル ⑳………… 1FAO (HE 区 ) 
チャ ン ネ ル 1……… 1FA1 
チャ ジホ ネル ウー 1FA2 
チキ 党 球 2 ルー 1FA3 


CTC は カウ ンタ また は タイ マモ ー ド と し て 使用 で き 、 モ ー ド に より 分 周 機能 が 異な り ま す 。 ボー 
レー ト 決 定 用 基本 クロ ッ ク を 作る に は カウ ンタ モー ド で 使用 し 、2MHZ 基 本 クロ ッ ク を 1/1~< 
1 プ 256 まで 分 周 で きま す 。 
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CTC を 動作 させ る に は まず 、 チ ャ ン ネ ル 制 御 レ ジス タ に その チャ ン ネ ル の 使用 モー ド 等 を 決定 す 
る 制御 語 (ここ で は 4 5 (HE 双 ) ) を 設定 し 、 つ づい て 時 間 定数 レジ スタ に 分 周 比 と し て の 一 FF 


(HEX) を 設定 し ます 。 
DBG 1T た 1 月 
LD A,45H 
OO 60 . 放 
LD A, の DH 


@⑳U 氏 6G⑨9 。 内 
これ に より CT どの チャ ン ネ ル ] が カウ ント を 開始 し 、 ボ ー レ ー ト 決定 用 基本 クロ ッ ク を S 1 〇 へ 
出力 し ます 。 ボ ー レ ー ト と 時 間 定 数 レジ スタ 値 と は 一 義 的 に は 定まら ず S 1 〇 の 設定 に より 変 わり ま 


す 。 こ れ に つい て 次 の SI 〇 の 項 で 説明 し ます 。 


Z-80ASIO/0 
(RS-232C) 


1F9(0 一 3) 
回 


ミー ロメ マー 


AB0 
AB1 


CLK/TRG0 
ZC/TO0 


D6 


CLK/TRG2 
ZC/TO2 


4MHz CLK/TRG3 


CPUCLK 


図 8. RS-232C 周 辺 回 踏 図 
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(2⑫) S1O(Z-89 の AA S1IO ン の ) の 設定 

S 1 〇 は シリ アル デー タ 通 信用 チャ ン ネ ル を 2 つ (チャ ン ネ ル A、B) 持っ て お り 、 チ ャ ン ネ ル A 
を RS-232C じ イン ターフ ェ イ ス 用 に 、 ま た チャ ン ネ ル B を マッ ウッ ス 制 御用 に 使用 し て いま す 。 SI 
〇 を 動作 させ る に は まず コマ ンド 書き 込み に より 通信 モー ド を 設定 し 、S 1 〇 を 初期 設定 し た 後 デ ー 
タ の 送 ・ 受 信 を 行い ます 。 S 1 つの チャ ン ネ ル 、 コ マン ドン ノ デ ー タ に 対す る 1 プリ アド レス は 次 の と 


5 り で すず 。 
チャ ン ネ ル 丸 の デー タ ……… 1F90 (HE 又 ) 
チャ ン ネ ル 及 の コマ ンド …… 1F91 
チャ ン ネ ル B の デー タ ……… 1F92 


チャ ン ネ ル B の コマ ンド …… 1F93 
S 1 つ 〇 に は コマ ンド の 書き 込み レジ スタ を 7 ン つ 持 っ て いま す 。 これら の レジ スタ に コマ ンド を 書き 
込む 場合 に は 、 ま ず 書 き 込 み レ ジス タ の に より 実際 に 書き 込み た い レ ジス タ の 番号 を 指定 し ます 。 こ 
れ に より その レジ スタ へ の 書き 込み が 可能 と な り コ マン ド を 書き 込み ます 。 例 えば 書き 込み レジ スタ 
4 に コマ ンド を 書き 込む 場合 は 
LD A,0 の 4H 
I 届 陰 B。 EBI9T 則 


聞け An Qia 8 人 (9 (コマ ンド デー タ ) 

OUT に (C9 - の 人 
の よう に し ます 。 こ の 操作 を 必要 と する 各 レ ジス タ に つい て 行なう こと に より S IO 〇 は 初期 設定 され 
デー タ の 送 ・ 受 信 が 可能 と な り ま す 。 デ ー タ を 送 ・ 受 信 す る 場合 に は 次 の よう に し ます 。 


(送信 ) LD Au, data……… (送信 デー タ ) 
DBGO: 1E9 の 
⑨WT CGC) 。 負 
(受信  LD BC,1F90 
TIN AA, (C) ……… (アキ ュ ム レー タ に 受信 デー タ が 入る ) 


S 1 〇 の 書き 込み レジ スタ 4 の 上 位 2 ビ ッ ト (D7 , D。) で クロ ッ ク ・ レ ー ト の 設定 を 行い ます 。 
クロ ッ ク ・ レ ー ト と は 通信 ボー レー ト と 送信 ・ 受 信 ク ロッ ク (TxC , RxC) の 比率 を 示し 
送信 ・ 受 信 ク ロッ クー ボー レー ト ※ ク ロッ ク ・ レ ー ト 
(1 , 1@ 82 , 649 
と いう 関係 が あり ます 。 た だ し 、 ク ロッ ク ・ レ ー ト 1 は 外部 同期 に て 使用 し ます 。 
CTC ,S1O の 設定 と 通信 お ボーレート と の 関係 を 表 2 に 示し ます 。 


@TC の S 1 〇 の クロ ッ ク ・ レ ー ト に 対す る ボー レー ト (ボー) 
分 周 比 
(時 間 定 数 レジ スタ 値 ) 


表 2 CTC、S1IO の 設定 と ボー レー ト と の 関係 
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RS--232C イ ンタ ー フ ェ イ ス を 使用 し て デー タ の 送 ・ 受 信 を 行なう 場合 、 一 般 的 に は デー タ 信 
号線 (T xD , RxXD) 、 コ ント ロー ル 信 号線 (RTS ,CTS ,DTR,DSR) と GND 線 を 使 
用 し ます 。 これ ら の 信号 線 は S 1I 〇 の チャ ン ネ ル A に より すべ て 制御 で きま す 。 本 機 は これ ら の 信号 
線 の 他 に C 1 ( 被 呼 表示 ) 、CD (キャ リア 検出 ) を 用 意 し て いま す 。 こ の 2 つの 信号 線 の 状態 は S 
1 〇 の チャ ン ネ ル B の 入力 ポー ト に より 読み 出せ ます 。 ま た 、 本 機 は 内 部 同期 だ け で は な く 〈、 外 部 同 
期 に も 対応 で きる よう に 、ST 1 (送信 信号 エレ メン ト タ イ ミン グ ) 、ST 2 (送信 信号 エレ メン ト 
タイ ミン グ ) 、RT (受信 信号 = ょ レ メ ン ト タ イ ミン グ ) も 用 意 し て いま す 。 内 部 プ 外 部 同期 の 切り 換 
え は S 1 〇 の チャ ン ネ ル B の DTRB 出力 ポー ト の 日 i gh ン L ow に より 行ない ます 。 S 1 〇 の チ 
ャ ン ネ ル B は マッ ウス 用 に 使用 し て いる た め 、DT RB 出力 ポー ト を Hiogh プ Low に 切り 換え る 時 
に RT SB 出力 ポー ト の 状態 が 変化 し な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 


置 久 | 当 り 込 み 処理 の 使用 


CPU と S 1 〇 と の 間 で 割り 込み 処理 ( さ ク トル 割り 込み ) を 使用 する 場合 に つい て 説明 し ます 。 
この 割り 込み 処理 を 使用 する 場合 、 ま ん も っ て プロ グラ ム に より 割り 込み ルー チン の スタ ー ト ・ ア 
ドレ ス (2 バイ ト ) の テー ブル を メモ リー の 適当 な 位置 (偶数 テ ド レス か ら 下 位 バ イト 、 上 位 バ イト 
の 順 ) に 配置 し て むき ます 。CPU は 割り 込み を 受け 付け た と き 16 ビ ッ ト の ポイ ンタ で 、 必 要 な 割り 
込み ルー チン の スタ ー ト ・ ア ドレ ス を プロ グラ ムカ ウン タ に 読み 込み 、 そ の アド レス へ ジャ ンプ しま 
す 。 こ の ポイ ンタ (割り 込み スタ ー ト ・ ア ドレ ス の ある 位置 を 示し て いる ) と し て 上 位 B6 ビ ッ ト に は 
1 レジ スタ の 内 容 を 充当 し 、 下 位 B ビ ッ ト は 割り 込み アク ノリ ッ ジ 期間 に S 1 〇 より 割り 込み ベク ト 
ル (プロ グラ ム に より 設定 され て いる こと ) が 自動 的 に 供給 され ます 。 


メイ ン メ モリ 
16 ビ ッ ト ポ イン タ 
上 位 8 ビッ ト 下位 8 ビッ ト 


スタ ー ト ・ ア ドレ ス 
の テー ブル 


I レジ スタ の SIO より 供給 
」 内 容 を 充当 


割り 込み ルー チン の 先頭 へ 


本 機 の BAS 1C を 起動 する と 、I レジ スタ に は &HF 8 が 設定 され F83 の 9~-F83B 番 地 を 割 
り 込 み ス ター ト ・ ア ドレ ス の テー ブル と し て 使用 で きま す 。 
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ボード に つい て 
CZ-859C は RS--232C ボ ー ド を 使用 する こと に より BAS1IO 命 令 で RS-ー232C ピ イィ 
ンタ ー フ ェ イ ス 、 マ ウス が 使用 で きま す 。 ま た この ボー ド 上 の 切換 スイ ッ チ を CZ-851C,CZ 
ご 8.5 2 の の モエ モード & り 換え FCm CZー8 SU CC 852C に 装着 か る た BS 一.2. 89 マイ 
ンタ ー フ ェ イ ス 、 マ ウス 機能 を 2 チャ ン ネ ル 使 用 で きま す 。 た だ し 、 こ の 場合 の オプ ショ ン ・ ボ ー ド 
用 の ソフ ト は ユー ザー が 作成 する 必要 が あり ます 。 こ の 場合 の 1 プ 〇 アド レス は 次 の よう に な り ま す 。 


本 体内 CTC SA⑨ 
チャ ン ネ ル の ⑦ 1FAO (HEX) チャ ン ネ ル 及 の デー タ 1F90 (HE 叉 ) 
チャ ン ネ ル ] 1EAal チャ ン ネ ル 及 の コマ ンド 1F91 
チャ ン ネ ル 2 1FA2 チャ ン ネ ル B の デー タ 1F92 
チャ ン ネ ル 3 1FA3 チャ ン ネ ル B の コマ ンド 1F93 

92 ンジ 

ボー ド 内 CTC S1 〇 
チャ ン ネ ル の 1FA8 (HEX) チャ ン ネ ル 入 の デー タ 1F98 (HE 叉 ) 
チャ シン ネル コ 1 1]T 和 A9 チャ ン ネ ル 信 の コマ ンド 1F99 
チャ ン ネ ル 2 1FAA チャ ン ネ ル B の デー タ 1F9A 
チャ ン ネ ル 3 1FAB チャ ン ネ ル B の コマ ンド 1F9B 


又 ] タ ー ボ シリ ー ズ に XX 1 用 RS--232C イ ンタ ー フ ェ イ スカ ー ド (CZ-8RS) を 装着 で き 
ます が 、RS-232C に 関す る BAS 1O 〇 命令 で この ボー ド を 動作 させ る こと は で きま せん 。 各 機 
種 に 対す る RS 一 232C 〇 イン ター フェ イス ボー ド の 装着 と BAS 1 の サポ ー ト と の 関係 を 図 9 に 
示し ます 。 


X1 タ ー ボ シリ ー ズ 用 


RS-232C ボー ド 
装着 
装 着 | BASIC 
〇 …… 装 着 可能 
vocao 装着 不可 能 
CZ-850C 
BASIC 
サポ ー ト 
区 
CZ-851C 内 蔵 RS- 〇 ……BASIC 命令 に て サポ ー ト 
CZ-852C 232C の み し て いる 


サポ ー ト X……… BASIC 命令 に て サポ ー ト 
し て いな いた め 、 ユ ー ザ 
ー が ソフ ト を 作る 必要 が 
X1 シ リー ズ ある 


図 9 各 機 種 に 対す る RS-ー232C イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド の 
装着 と BAS 1I 〇 の サポ ー ト と の 関係 
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14 曹 
マウ スイ ンタ ー フ ェ イ ス の 使い 方 


本 機 (CZ-ー851C ノ CZ 一 852C) で は マウ スイ ンタ ー フ ェ イ ス が 内 蔵 さ れ て お り 、 コ ネ ク 
タ も コン ピュ ー タ 本 体 の 前 面 ト ビラ 内 と 後面 の 2 ヵ所 に 用 意 さ れ て いま す 。 


語 較 | マウ ス と は 


本 機 用 の マウ ス の ハー ドウ ェ ア は 、 機 械 式 に 属し ます 。 

マウ ス 加 面 (ボタ ン の つい た 面 の 反対 面 ) の 中 央 に 、 大 き な 金 属 の ボー ル が あり 、 そ の ボー ル が マ 
ウス の 移動 に より 回 転 し 、 そ の 回 転 が 本 体内 の ロー ラ に 伝わり 回 転 さ せま す 。 そ し て ロー ラ は 、 ロ ー 
タリ ー エ ンコ ー ダ に 回 転 を 伝え を ます 。 こ れ に より 、 ロ ー タ リー エン コー ダ で は マウ ス の 運転 量 に 応じ 
た 信号 を 発生 し ます 。 


表面 

1 側 

(ホー ム 位 置 ) 
2 側 
(座標 入力 ) 


os の 


マウ ス は 、 ロ ー ラ と ロー タリ ー エ ンコ ー ダ が 双 軸 ( 横 ) 、Y 軸 (た て ) 方 向 用 に 1 組 ずつ 用 意 さ れ 
て いま す 。 し た が っ て 、 マ ウス の 移動 量 が 、 双 方 向 成分 、Y 方 向 成分 に 分 けら れ 、X、Y 座 標 の 相対 
座標 を 表わし て 、 そ の た め 座 標 入力 装置 く ペ イン ティ ング デバ イス > と も 言わ れ ま す 。 

また 、 マ ウス に は 2 つの ボタ ン が つい て いま す 。 

この ボタ ン は 、 機 能 の 選択 や 指示 な ど セ レク ト 用 と し て よく 使わ れ ま す 。 ま た 、BAS IC で も マ 
ウゥ ス 関数 で す サポー ト し て いま す 。 ゲ ー ム 用 と し て 使う 場合 に は ジョ イス ティ ッ ク の トリ ガー ボタ ン と 
同じ 用 途 に も 使え ます 。 


マウ ス を 使う 


本 機 (CZ-ー851C ノ CZ--852C) で は 、DISK BAS 1 ご C に 、 マ ッ ス 関数 が 用 意 さ れ 
て いま す 。 以後 この 関数 の 使い 方 を 中 心 に 説明 し ます 。 


2.1 マウ ス 関 数 の 書式 と 機能 に つい て 


a . 機能 の 設定 ステ ー ト メン ト 
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MOUSE の ゴ 


マッ ゥ ス 機 能 を OF F 状 態 に し ます 。 マ ウス を 使用 し な い の に マッ ス 機 能 を ON 状態 に し て お く と 、 
割り 込み 注 1) の 関係 で 処理 スピ ー ド が 遅く な り ま す 。 で すか ら マ ウス を 使わ な い 時 は 、 こ の ステ ー 
トメ ント を 実行 し て くだ さい 。 
注 1) ここ で いう 割り 込み と は 、 あ る 仕事 を し て いて その 途中 で 別 の 仕事 を し 、 ま た 元 の 仕事 に 戻 
る 、 と いっ た こと を 指し ます 。 す な わ ち マッ ウス 機能 が ON 状態 だ と する と 、 マ ウス を 使う 、 
使わ な い に 関係 な く マ ゥ ス の 状態 を 見 に 行く と いう こと で す 。 別 の 実行 を し て いる と き 導 中 
で マッ ウス の 状態 を 見 に 行く た め に 実行 が 止ま り 、 そ の 分 時 間 が か か っ て し まう の で す 。 


MOUSE1,.Sx,Sy | 


マッ ゥ ス 機 能 を ON 状態 に し 、 初 期 座 標 と し て 、 画 面 座標 の 座標 
(Sx,Sy ) を 設定 し ます 。S x 、Sy の 値 は 、 一 32768 ^ 65535 


まで の 値 が 設定 で きま す 。 し か し 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 上 へ の 表示 
な ど を 考え た 場合 、W IDT 是 ステ ー ト メン ト に よっ て 設定 し た 
解像度 と 一 致す る よう に 、 設 定 す る と よい で し ょ う 。 た だ し 、 
xy ) WIDTH ス テー トメ ント の 設定 は OPTION SCREEN 


ステ ー ト メン ト に よっ て エラ ー と な り ま す の で くわ し く は 、BA 
SIC リ ファ レン スマ ニュ アル を 参照 し て くだ さい 。 

EE 値 が MOUSE (の ) に 、Sy で 設定 され た 値 が MOUSE (1) の 初期 値 と し 
セッ ト さ れ ま す 。 

Sx、Sr を 省略 する と マウ ゥ ス 機 能 を ON 状態 に する だ け と な り ま す 。 た だ し 、S x 、Sy を 省略 
し た 場合 、B A S 1 C 起 動 時 で は 、MOUSE (の ) 、MOUSE (1) に は 、 そ れ ぞ れ の ⑦ が 入り ま 
39 

また 、Sx、Sy を 設定 し た 場合 、 マ ウス カー ソル の 移動 範囲 の 設定 ( (4) MOUS E 3 の 項 参 
照 ) で 、 そ の 値 を 超え て いた 時 、 移 動 範 囲 の 最大 値 に 、 小 さけ れ ば 最小 値 に 変わ り ま す 。 


(3) 
MOUSE 2,d,r 記 


X ( 横 ) 方 向 、Y (た て ) 方 向 の マウ スカ ー ソ ル の 移動 比率 を 設定 し ます 。d は 、 マ ウス カー ソル 
の 移動 方 向 を 指し 、d コ = の で は 、X ( 横 ) 方 向 、d = 1 で は 、Y (た て ) 方 向 の 移動 比率 の 設定 と な 
り ます 。 移動 比率 * は 、1 3 2 の 値 を 設定 で きま す 。 r の 値 が 大 きく な る ほど 、 マ ウス の 移動 に 対 
する 座標 の 変化 は 小さ く な り ま す 。 そ れ は 、 マ ウス の 移動 量 (マウ ス か ら 送 られ て くる 値 ) を 移動 比 
率 で 割っ て いる た めで す 。 つ まり r の 値 が 大 きく な る ほど 、MOUSE (9) 、MOUSE (1) 、 
に 加え られ る 値 が 小さ く な り 、 座 標 の 変化 が 小さ く な り ま す 。 

BAS 1C 起 動 時 で は 、X、Y 方 向 の 移動 比率 r は それ ぞ れ 1 の の 値 で す 。 

(4) 


(②) 
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MOUSE 3,Sx1,.Sy1,.Sx2,.Sy2 」 


マウ スカ ー ソ ル の 移動 範囲 を 設定 し ます 。 
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座標 (Sx 1 ,Sy1) と (Sx2.,Sy2) を 結ぶ 線 を 対角線 と する 四角 形 で 囲ま れ た 領域 を カ 
ー ソ ル 移 動 範囲 と し ます 。 グラ フィ ッ ク 画 面 と の 関係 か ら WTDTT 本 ステ ー ト メン ト に よっ て 設定 し 
た 解像度 と 一 致 さ せる と よい で し ょ う 。 

BASIC リ ファ レン スマ ニュ アテ アル の WIDTH、O 〇 OPTION SCREEN を 参照 し て くだ さい 。 

また 、(2② の 項 の MOUS E 1 , Sx , Sr で 設定 され た 座標 (3 x , Sy) が 、 こ の 移動 範囲 か ら 
ずれ て いた 場合 、 移 動 範 囲 に いち ば ん 近い 座標 と な り ま す 。 実際 は 、 移 動 範 囲 を 出 て いた 方 の 値 が 移 
動 男 胃 の 最大 値 ま た は 最小 値 と な り ま す 。 

座標 (Sx1,Sy1) と (Sx2.,8Sy2) を 設定 する と き は 、Sx1<Sx2,.Sy1<Sy 
2 で な く て は な り ま せん 。 


b . 状態 の 読み 出し 関数 


(1) 
MOUSE (の ⑳) 


マウ スカ ー ソ ル の 現在 の XX ( 横 ) 座標 を この 関数 の 値 と し て 返し ます 。 


(②) 
MOUSE (1) 


マウ スカ ー ソ ル の 現在 の Y (た て ) 座標 を この 関数 の 値 と し て 返し ます 。 


6) 
lyooss (2 ,b) 


指定 され た ボタ ン 番 号 ら の ボタ ン が 押さ れ て いる と き に 、-- 1 の 値 を この 関数 の 値 と し て 返し 、 押 
され て いな いと き は 、0 の の 値 を 返し ます 。 
ボタ ン 番 号 ら と は 、 マ ウス の ケー ブル の 出 て いる 方 向 を 上 に し て 、 
b = 1 て 左側 の ボタ ン が 押さ れ て いる 時 の み 関 数 は 一 1 
b=2 で 右側 の ボタ ン が 押さ れ て いる 時 の み 関 数 は 一 1 
と な り 条 件 を 満た さ な い 場合 この 関数 は 9 となり ます 。 


69 
lyooss (3,) 


ボタ ン 番 号 ら の ボタ ン が 押さ れ た 時 の マウ スカ ー ソ ル の XX ( 横 ) 座標 を この 関数 の 値 と し て 返し ま 


す 。 
lyooss (4 ,) 


(5) 
ボタ ン 番 号 ら 5 の ボタ ン が 押さ れ た 時 の マウ ゥ ウス カー ソル の Y (た て ) 座標 を この 関数 の 値 と し て 返し 


ます 。 
lvooss (5 ,) 


(6) 
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ボタ ン 番 号 ら の ボタ ン が 離さ れ た 時 の マウ スカ ー ソ ル の X ( 横 ) 座標 を 、 こ の 関数 の 値 と し て 返し 
ます 。 も ちろ ん ボタ ン は 、 押 され て いた 必要 が あり ます 。 


(⑰ 
MOUSE (6 ,) 


ボタ ン 番 号 D ら の ボタ ン が 離さ れ た 時 の マウ スカ ー ソ ル の Y (た て ) 座標 を この 関数 の 値 と し て 返し 


ます 。 
MOUSE (7) 


(⑧) 

最後 に この 関数 が 呼び 出さ れ て か ら 、 次 に この 関数 が 呼び 出さ れる まで に マウ スカ ー ソ ル が 動い た 
X ( 横 ) 方 向 の 移動 距離 を この 関数 の 値 と し て 返し ます 。 つ まり 、 最 後に この 関数 が 呼び 出さ れ た 時 
の 座標 と 、 次 の この 関数 が 呼び 出さ れ た 時 の 座標 の XX 座 標 の 差 が この 関数 の 値 と な り ま す 。 


(9 
MOUSE (8) 


最後 に この 関数 が 呼び 出さ れ て か ら 、 次 に この 関数 が 呼び 出さ れる まで に マウ スカ ー ソ ル が 動い た 
Y (た て ) 方 向 の 移動 距離 を この 関数 の 値 と し て 返し ます 。 つ まり 最後 に この 関数 が 呼び 出さ れ た 時 


の マウ スカ ー ソ ル の 座標 と 次 に この 関数 が 呼び 出さ れ た 時 の マウ スカ ー ソ ル の 座標 の Y 座 標 の 差 が こ 
の 関数 の 値 と なり ます 。 


2.2 マウ ス 関 数 を 動か す 
次 の プロ グラ ム を 入力 し て みて くだ さい 。 
の 。 NASWIDHR。 8 の 。 2.8 。 の 。 め 
29 MOUSE1,.09,0 
8 の MG⑥ 居 2 , の 0 , 5 
4 の 9 MOUSE2.,1,12 
8 の MOUSES , の ,.@ 68:9wz1.99 
69 X メ =MOUSE (9) : Y=MOUSE (1) 
7 の 0 S1=MOUSE (2 , 1) :82=MOUSE (2 , 2) 
因 人 選 衣 4NT" ル ルー "ます YY ") そ 。 "8 義 1ー “で / は 1 。 SW ラー 
か る 2 
99 GOTO 606 
RUN[| し て み ま す と 、 下 の 様 に 表示 され ます 。 
メ = の Y= 9 SW1= の SW2= の 
ここ で 、 マ ウス を 動か し て 見 て くだ さい 。 
Xー と Y ニ = の 後 の 数 値 が 変わ り ま す 。 
で は ボタ ン を 押し た り 離 し た り し て 見 て くだ さい 。 
左側 の ボタ ン を 押す と 、SW1] = 一 1 の 表示 が 、 右 側 の ボタ ン を 押す と 、SW2= 一 1 の 表示 
が 現われ 、 離 す と それ ぞ れ 一 1 が の に な る こと が わか り ま す 。 
で は 、 プ ログ ラム を 止め て L 1 S Tr 避 を 入力 し て くだ さい 。 
プロ グラ ム の 止め 方 は 、[SHiFT ] 十 [REAkl キ ー と し て くだ さい 。 
プロ グラ ム の 説明 を し ます 。10 行 目 は 、 画 面 を 初期 化し 、 画 面 座標 系 を 640X200 ドッ ト の 画面 に 
設定 し ます 。 専用 ディ スプ レイ テレ ビ 以 外 の モニ ター を お 使い の 方 は 本 機 の 標準 プ 高 解像度 切換 スイ 
ッ チ で 合せ て くだ さい 。 プ ログ ラム を 直す 必要 は あり ませ ん 。 
20 行 目 は 、 マ ッ ゥ ス 機 能 を ON 状態 に し 、 初 期 座 標 を (の , の ) に 設定 し ます の で 最初 は 、X メ = テ 0 、 
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Y= の を 表示 し ます 。 

30 行 目 は 、XX ( 横 ) 方 向 の 移動 比率 を 5 と 設定 し ます 。 

40 行 目 は 、Y (た て ) 方 向 の 移動 比率 を 12 と 設定 し ます 。 

30 行 目 と 40 行 目 の 移動 比率 ( ] 32 の 値 ) を いろ いろ 変え て みて くだ さい 。 違い が わか り ま す 。 
50 行 目 は 、 マ ウス カー ソル の 移動 範囲 を (の 9 , の ) 一 (639 , 199) に 設定 し ます 。 プ ログ ラ 
ム を 実行 させ た 時 、 マ ウゥ ス を 動か し て みて くだ さい 。 移動 の 範囲 の 値 し か と れ ま せん 。 大 きく な っ た 
り 、 小 さく な っ た り は し ませ ん 。 

60 行 目 は 、 変 数 双 に マウ スカ ー ソ ル の XX ( 横 ) 座 社 の 値 を 変数 Y に マウ スカ ー ソ ル の Y (た て ) 座 
標 の 値 を 代入 し ます 。 

70 行 目 は 、 変 数 S 1 に 左側 の ボタ ン の 状態 を 変数 S 2 に 右側 の ボタ ン の 状態 を 代入 し ます 。 ど ちら 
も ボタ ン が 押さ れ て いる と ー 1 の 値 が 、 離 され て いる と き 0 の の 値 が 入り ます 。 

80 行 目 は 、 そ れ ぞ れ の 変数 と 変数 の 値 の 表示 を し ます 。 

90 行 目 は 、60 行 目 に ジャ ンプ し ます 。 


2.3 マウ スカ ー ソ ル を 表示 させ る 
本 機 で は マウ スカ ー ソ ル を 表示 する に は 、 そ の た め の プ ログ ラム の 入力 が 必要 で す 。 次 に 示す の が 
その サン プル プロ グラ ム で す 。 図 1] の 様 な エン ピッ 状 の マウ スカ ー ソ ル を 表示 し 、 マ ウゥ ス の 左 の ボタ 
ン を 押し な が ら マ ウス を 動か す と 線 を 引き 右 の ボタ ン で 画面 を クリ ア す る と いう も の で す 。 
』 め ひ JNITsPAULET:OPTTION SGREEN の 
2 の 0) WEE 軸 8 の 25, 1, め 
3 0 LINE( の 0 の, の) 一 (7 ,7) ,XOR ,BF,HEXCHRS ("の 90090900 
6 の ひ の 69 つ 0 7PZFVE の 1 分 1 の 102121 マ で ク 727 2.7 区 牙 売 4 214 
(CSS (6 
4 の LINE (8. の) 一 (15,7) ,XOR,BF,HEXCHRS ("の 09090 
0 の 000909090 0090000 8908 の 08 の 494949 292929 909909 
0 484848『") 
び ひ に NNEIT CGC の 0 / 8 が 一 で 7 / ド 9) 7:XO 民 BEHEBR 天 CPURIS で RW1.2TI20 
2 090909 の 4 の 404 の 90202902 の 90101 の 1] の 9 の 99 の 9 の 9 の 090900 
0 99000900『") 
6 NE (8.8)》) 一 (15S 計 BT KOR 5 尋 人 RONMRS 69 2 因 2.4 
24 121212 8A8BA8A 444444 282828 99 の 9999 60960 
690 の 00909090") 
70 DIM A(50) 
の GE UMOW(OITO) (NB あま 1.5 の AA 7 
90 メー の 0:Y=0 : XX= ニ 0 : YY= の 
109 MOUSE1,.09,0 
11 ぬ MOUSE2 の,/5 
1」 の MOUSE2 。 0 ,.4 
13 の 90 MOUSE3.9,/90,.62 人 1,384 
140 PUTO@O (CX, Y)ー (XTT5。 YY 立 十 500 寺 R 、X⑨HR , 7 
159 X メ =MOUSE (の 9) :Y=MOUSE (1) 
上 LO の UE MOUS 呈 て 2 10 NNMTNHIRNN IINE (ORX 。 YY 一 , 
0 。 同志 目 
が の 選 UM 則 ⑨、CX 。Y) 一 (XX キ ]1 史 。Y+ サ 15) 用, XXQOHR , 7 
180 XX=ーX:YY=Y 
ROOTRAEMWOUSNEBNG2 ッ ウーーー 1 "PRIEBNK @1LS の OkGOTO の 150 
2909 GOTO 140 
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デー タ 
Tl | に に ま 上 Jl | 00 00 
| 証 還 111111IIlIiI 60 00 
3 言 箇 硬 肛 弄 油 弁 4 
eri 8 10 
2 内 を 
27. 20 
2% ル 。。 90 
8 人 C を 8 
当 2 め 導 
09 12 
04 8A 
02 44 
0 江 が る 
00 90 
00 60 
00 00 


図 1 マウ スカ ー ソ ル の 形状 例 と デー タ (16 進 数 ) 


プロ グラ ム の 説明 を し ます 。 

10 行 目 は 、 画 面 の 初期 化 で す 。 

20 行 目 は 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 解像度 を 640X400 ドッ ト に し ます 。 で すか ら 専 用 ディ スプ レイ テ 
レビ また は 高 解像度 ディ スプ レイ を お 使い で な い 方 は WIDTH 80, 25 , の , の に 直し て 〈 だ 
さい 。 た だ し 、 マ ウス カー ソル の 形状 は 画面 の た て 、 横 比 の 関係 で 少し ゆがみ ます 。 

30 一 60 行 目 は 、 マ ウス カー ソル の 形状 を グラ フィ ッ ク 画 面 の 座標 (9 , の ) と (15 , 15) を 対 角 点 
と する 四角 形 の 中 に 表示 し ます 。 実際 は 見 えま せん 。 

70 行 目 は 、 配 列 A を 51 個 用 意 し ます 。 

80 行 目 は 、 先 ほど グラ フィ ッ ク 画 面 に 表示 し た マウ スカ ー ソ ル の 形状 を 配列 久 に 読み 込み ます 。 

90 行 目 は 、 変 数 の 初期 値 を の と し ます 。 

100 行 目 は 、 マ ゥ ス 機 能 を ON 状態 に し 、 初 期 座 標 を (⑳ , の ) に 設定 し ます 。 

110 行 目 は 、X ( 横 ) 方 向 の 移動 比率 を 5 と 設定 し ます 。 

120 行 目 は 、Y (た て ) 方 向 の 移動 比率 を 4 と 設定 し ます 。 

130 行 目 は 、 マ ウス カー ソル の 移動 範囲 を (の , の ⑦) 一 ( 624 , 384 ) に 設定 し ます 。 こ こ で 、 注 
意 し て 頂き た い の は 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 座標 (9 , の ) 一 ( 639 ,399 ) と 一 致し て いな い 点 で す 。 
これ は 、PUT@ ス テー トメ ント の 有効 範囲 が この 場合 、 又 方向 639、Y 方 向 399 と な っ て お り 、14 
0 行 目 の ステ ー ト メン ト が 双 十 15、Y 十 15 に な っ て いま す 。 マ ウス の 座標 又 、Y が (625,385 

) を 超え る と 、PUT@ の 有効 範囲 を 超え を て エラ ー と な り ま す 。20 行 目 で WIDTH 80,25,0 
, の と し た 方 は 、MOUSE 3 , の , の , 624 ,184 と し て くだ さい 。 

140 行 目 、170 行 目 は 、80 行 目 で 読み 込ん だ 図形 を 表示 し ます 。 

150 行 目 は 、X に マウ ゥ ス の XX 座標 を Y に マウ ゥ ス の Y 座 標 を 代入 し ます 。 

160 行 目 は 、 マ ウス の 左 の ボタ ン が 押さ れ て いる と 線 を ひき ます 。 

180 行 目 は 、XX に XX の 値 を YY に Y の 値 を 代入 し ます 。 

190 行 目 は 、 マ ウゥ ウス の 右 の ボタ ン が 押さ れる と 画面 を クリ ア し ます 。 

200 行 目 は 、 140 行 目 に ジャ ンプ し ます 。 


使用 上 の 注意 事項 


本 機 に マウ ゥ ス を 接続 する 場合 、 コ ンピュータ 本 体 の 前 面 ト ビラ 内 と 後面 の 2 箇所 の コネ クタ に 同時 
に 取り 付け て 実行 する こと は お や めく だ さい 。 正常 な 動作 を し ませ ん 。 
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15 草 
配列 


コン ピュ ー タ で デー タ を 扱う 場合 、 そ の デー タ が プロ グラ ム の 実行 に よっ て 変化 する よう な 場合 、 
変数 と いう も の を 使い ます 。 

変数 は プロ グラ ム で 使わ れる デー タ の 記憶 場所 で 、 そ の 内 容 に より 数 値 変数 と か 文字 変数 と 呼び ま 
すら 。 

デー タ の 数 が 少な い 場 合 に は 使わ れる 変数 の 数 は 少な く て すみ ます が 、100 個 、1000 個 -- と いう よ 
うに デー タ の 数 が 増え る と 、 い くつ も の 変数 を 用 意 し な く て は な ら ず 、 プ ログ ラム が 複雑 に な っ て し 
まい ます し 、 メ モリ の ムダ も 多く な り ま す 。 

そこ で 、 こ の よう に 扱う デー タ 量 が 多く な っ た 場合 に は 、 配 列 を 使用 する と 便利 で す 。 

配列 と いう の は 一 組 の デー タ に 番号 を 付け て 規則 的 に 並べ た も の で 、 以 下 に 例 を あげ て 説明 し ます 。 
た と えば 、 郵 便 屋 さ ん が 、 あ る アパ ー ト に 手紙 を 配達 する 場合 を 考え て みて くだ さい 。 そ し て 、 そ 
の アパ ー ト が 5 階 建 て で 、 各 階 に 10 件 ずつ の 家 が ある と し ます 。 

さて 、 こ こ で 各 家 庭 に 手紙 を 配達 よう と し た と き 、 手 紙 の 宛名 を みな が ら 一 軒 一 軒 手 紙 を 配っ 
て いく と 、 階 段 を 何 度 も 上 っ た り 降 り た り し て 、 た い へ ん 効率 の 悪い 配り 方 と た り ま す 。 と ころ が 、 
この 手紙 は 2 階 の 3 軒 目 の 家 の 手紙 と いう よう に それ ぞ れ の 手紙 を 何 階 の 何 軒 目 と いう 具合 に 整理 し 
て か ら 配 達する と 、 時 間 も 短 く て 済み 、 効 率 が 良く 配達 で きま す 。 

コン ピュ ー タ で デー タ を 扱う 場合 も 同様 で 、 デ ー タ の 数 が 増え る ほど 一 組 に まとめ て 、 番 号 順 に 並 
べ て 整理 を し た 方 が 、 扱 いや すい も の と な り ま す 。 

この よう に デー タ に ー 連 の 番号 を 付け て 、 並 べた も の を 配列 と いい ます 。 


呈 較 配列 名 と 添字 


配列 は 変数 の 集まり で す の で 名 前 を 付け て 扱い ます 。 こ の 名 前 を 配列 名 と いい 、 使 用 文字 や 長 さ は 
一 般 の 変数 と 同様 で す 。 

配列 で 使用 する 一 連 の 番号 は ( ) で くく り 、 そ の 配列 上 の 位置 を 示し て お り 、 添 字 と 呼び ます 。 

つま り 、 配 列 デ ー タ を 参照 する 場合 は 、 配 列 名 と 添字 を 指定 し ます 。 

また 、 配 列 の 個々 の デー タ を 配列 要素 と いい ます 。 


配列 デー タ の 書き 方 は 次 の よう に し ます 。 
配列 名 (添字 ) 
た と えば 入 と いう 配列 名 で 、5 個 の デー タ を 格納 する 場合 次 の よう に な り ま す 。 


ん (5) 


さら に 、 添 字 は カン マ で 区 切っ て B (3 , 3) の よう に 並べ る こと が で きま す 。 
この 例 で は 、3x3=9 個 の デー タ を 格納 で きま す 。 
委 68 。 80 
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B (3 , 3) と し た 場合 添字 が 2 個 あ り ま す の で 、 2 次 元 配列 と いい ます 。 
添字 が 3 個 あ る 場合 に は 3 次 元 配列 、n 個 ある 場合 は n 次 元 配 列 と いい ます 。 
次 元 は 一 行 で 扱え る 文字 数 と の 関係 か ら 125 次 元 程度 まで 作成 で きま す 。 


2 


配列 を 使用 する 場合 は 、 あ ら か じ め 使 用 する デー タ 領 域 を 確保 する 必要 が あり ます 。 
これ を 配列 宣言 と いい D IM ステ ー ト メン ト を 使い ます 。 


DIM ス テー トメ ント は 次 の よう に 書き ます 。 


Ipr 配列 名 (大 き さ 、 大 き さ 、-- ) 


」 


ここ で 大 き さ と 書い た の は 添字 の 最大 値 の こと で 、 こ の 値 に よっ て 指定 され た 大 き さ の 記憶 場所 を 
確保 し ます 。 


また 配列 宣言 は 省略 する こと も 可能 で す 。 

配列 宣言 を 省略 し て 配列 変数 を 使っ た 場合 は 
DIM 配列 名 (1 0) 

と 宣言 し た の と 同じ に な り ま す 。 


配列 の 添字 の 最小 値 は の か 1 で す 。 
この 値 を 決め る に は 〇 OPTION BASE と いう ステ ー ト メン ト を 使用 し ます 。 


OPTION BASE 本 


OPTION BASE の 
と する と 添字 の 最小 値 が 9 と な り 

OPTION BASE 1 
と する と 添字 の 最小 値 は 1 と な り ま す 。 


〇 OPTION BASE を 実行 する 場合 は 配列 変数 が あら か じ め す べ て 消去 され て いる 必要 が あり 
ます 。 


も し 配列 変数 が 存在 し た 状態 で の OPTION BASE ス テー トメ ント を 実行 し よう と する と 
Duplieate defimition の エ ララ 兆 な り ま す 。 


配列 変数 の 消去 

D IM ステ ー ト メン ト で 宣言 し た 配列 を 消去 する に は CLEAR ステ ー ト メン ト も し く は 、ERA 
SE ステ ー ト メン ト を 使用 し ます 。 

CLEAR ステ ー ト メン ト を 実行 する と 、 変 数 は すべ て 消去 され ます が 、 こ の と き 、 配 列 変数 も す 
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べ て 消去 され ます 。 
ERASE ス テー トメ ント は 指定 し た 配列 変数 の 内 容 の み 消 去 し 、 次 の よう に 使い ます 。 


| ERASE 配列 名 、ーーーー- Ds | 


DIM ス テー トメ ント で 宣言 され る 配列 変数 は 、 メ イン メモ リ 上 に 記憶 領域 を 確保 し ます 。 

し た が っ て 、 大 量 の 配列 を 宣言 する と 、 プ ログ ラム テキ スト と し て 使用 する 部 分 が 少な く な り 、 
out of memory エラ ー の 原因 と な り ま す 。 

そこ で 、 大 量 の デー タ を 扱う 場合 に は 、 グ ラフ ィ ッ ク VRAM の 一 部 を 変数 領域 と し て 確保 し 、 メ 
イン メモ リ に な る べく 大 き な プ ログ ラム テキ スト を 書く 方 法 が 便利 で す 。 

この 場合 、OPTION SCREEN 2 も し く 〈 く は 3 で 、 グ ラフ ィ ッ ク VHRAM を 、 変 数 ェ リ 
アァ と し て 使用 する よう に あら か じ め 定 義 し て お きま す 。 

前 記 の スク リー ン モ ー ド で 、 グ ラフ ィ ッ ク VRAM に 配列 変数 (も し く は 通常 の 変数 ) 領域 を 確保 
する 命令 が VD IM ステ ー ト メン ト で す 。 

VDIM ス テー トメ ント は 


VDIM 配列 名 (大 き さ 、 大 き さ -ー- ) 


の よう に 書き ます 。 

VDIM ス テー トメ ント で 宣言 され た 配列 変数 は 記憶 領域 が グラ フィ ッ ク VRAM に 確保 され る こ 
と 以外 は DIM ス テー トメ ント で 宣言 され た 配列 変数 と 同様 の 使い 方 を し ます 。 

た だ し 、VDIM ス テー トメ ント で 宣言 され た 配列 変数 は CLEAR ステ ー ト メン ト で は 消去 され 
ませ ん 。 

消去 する に は 、VDIM CLEAR と いう ステ ー ト メン ト を 用 いま す 。 

また 、ERASE ス テー トメ ント は D IM の 場合 と 同様 に 、VD I M で 宣言 され た 配列 変数 を 消去 
する こと が で きま す 。 

配列 を 使用 し た 例 

中 の UNI 6 人 品 

20 O 〇 OPTION SCREEN1 

3 の : WIDTH 49.25 

1 の 9 の DIM A$(2558,1) ぞ 配列 デー タ を メイ ン メ モリ 上 で は な く グ ラフ ィ ッ ク 
RAM 上 に と る 場合 は 、1 9 の 行 の DIM AS$(255 , 1) を VDIM 
A$ (285 , 1) に 変更 し ます 。 

11 め EOR ! ニ 0 TQ 255 

上 OSLOOATB 0.WjBRINMI EX ゆ 《1) 

120 FOR 本 = の TO 1 

13⑳ AS (1 , 本 ) =CGPAYTS(C(T+ キ 1) 米 286+1T) 

159 PRINT 

6 PBRUNT #⑳, 作 市 CU。T) wsPAUSHEBB 

170 NEXT ] 

180 NEXT 1 

この 例 は 2 次 元 配 列 を 利用 し た プロ グラ ム で す 。 

1 の の 行 で 、A$ と いう 配列 を 宣言 し て いま す 。 1 3 0 の 行 で キャ ラク タ ゼ ネ レ ー タ の デー タ を 読み 
出し 、 配 列 の 中 に 入れ て いま す 。 配列 AA$ (1 , ) の うち = の と き ROM の デー タ が 入り 、 
」 =] の と き RAM の デー タ が 入り ます 。 1 6 0 行 で 読み 出し た 内 容 を 表示 し て いま す 。 

以上 の 操作 を 256 回 くり 返し て いま す 。 
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配列 デー タ を メイ ン メ モリ 上 で は な く グ ラフ ィ ッ ク RAM 上 に と る 場合 は 、 
1 の 09 行 の DIM A$ (255 , 1) を VDIM A$ (2585 , 1 ) に 変更 し ます 。 
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16 曹 
デジ タル テロ ッ バ ー の 使い 方 


(CZ-851C、CZ-852C を お 持ち の 方 の みお 読み くだ さい ) 


| 交 NN 


CZ-851C ン CZー8 82C で は 専用 ディ スプ レイ テレ ビ (CZー8 5 の D) と の 組み 合わ せ 、 
ある い は 家庭 用 テレ ビ と の 組合 わせ に より 、 コ ンピュータ 画像 と テレ ビ や ビデ オ 画 像 と の 重ね あわ 
せく スー パー イン ポー ズ > 画 像 を 表示 で き 、 ま た それ ら の 映像 を 自由 に コン トロ ー ル 編集 し VTR 
に 録画 する こと が で きま す 。 


①R . G③ . B . 信 号 の み の 信号 む および スー パー イン ポー ズ 信 号 を NT SC の 標準 複合 映像 信号 に 変 
換 す る の で コン ピュ ー タ 画像 や スー パー イン ポー ズ 画 像 を VTR に 録画 する こと が で きま す 。 

づ ② 接 続 機器 ( チ テレビ 、VTR、 ビ デオ ディ スク 、 ビ デオ カメ ラ な ど ) の 映像 信号 と R .G.B . 信 
号 を 同期 させ 、 一 般 家庭 用 テレ ビ (ビデ オ 入 出力 端子 の つい た も の ) に スー パー イン ポー ズ 画 像 
を さら に 、 コ ンピュータ 画像 (NT SC 信号 に 変換 され た も の ) を 表示 する こと が で きま す 。 


各部 名 称 
前 面 ト ビラ 内 後面 


VTR 
RECORD 


旦 OFF(NON-INTER) 
呈 ON (INTER) 


園 | 


VTR 録画 モー ドス イッ チ 


TELOPPER 


⑨e⑨ ee 


映像 出力 欧 介 講 束 色あい 


映像 入力 端子 色あい 調整 


映像 出力 端子 映像 調整 


VTR 録画 モー ドス イッ チ 

ュ ン ピュ ー タ 画像 を V T R に 録画 する と き は スイ ッ チ を O 〇 N (イン ター レー スモ ー ド ) に し ます 。 

詳し く は 「VTR 録 画 モ ー ド スイ ッ チ に つい て 」 を 参照 し て くだ さい 。 

・ 映 像 入力 端子 

接続 機器 (テレビ 、V T R、 ビ デオ ディ スク 、 ビ デオ カメ ラ な ど ) か ら の 映像 信号 を 入力 する 端子 
・ 映 像 出力 端子 

ュ ン ピュ ー タ 画像 (N T SC 信号 に 変換 され た も の ) 、 ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ 画像 、 ビ デオ 画像 の 出 
力 を 行なう 端子 

・ 映 像 調整 、 色 あい 調整 

映像 出力 端子 より 出力 され る コン ピュ ー タ 画像 の 調整 ボリ ュー ム で す が 、 あ ら か じ め 標準 状態 に 
設定 し て あり ます 。 調整 し た い 場 合 は 販売 店 に ご 相談 《 だ さい 。 
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VTR 録画 モー ドス イッ チ 


本 機 前 面 ト ビラ 内 に は VTR 録画 モー ドス イッ チ が あり ます が 、 こ れ に は 2 つの モー ド が あり ます 
が この モー ド に つい て 説明 し ます 。 
この スイ ッ チ は コン ピュ ー タ 画面 に し た と き 使 用 し 、 そ の 画像 を 録画 する 場合 に は ON に し 、 録画 
し な い 場 合 は 〇 OFF と し ます 。 
な お 、 テ レビ (また は ビデ オ ) 画面 、 ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ 画面 に し た 場合 は 、 自 動 的 に イン ター レー 
スモ ー ド に な り 、 ま た 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド に し た 場合 、 自 動 的 に ノン イン ター レー スモ ー 
ド に な り ま す の で スイ ッ チ 操作 を する 必要 は あり ませ ん 。 


VTR 録画 モー ドス イッ チ OFF | VTR 録画 モー ドス イッ チ ON 
(ノン イン ター レー スモ ー ド ) (イン ター レー スモ ー ド ) 


・ コ ンピュータ 画像 を VTR に 録画 
し な いと き (プロ グラ ム 作 成 時 な 
ど ) は ⑨⑥FIE に し て お きま す 。 


・ コ ンピュータ 画像 を VTR に 録画 
する と き は ON に し ます 。 


・ コ ンピュータ 本 体内 部 で 発生 する | ・ コ ンピュータ 本 体 へ 入力 する 映像 


同期 信号 を 使っ て 出力 する の で NT | 信号 の 同期 信号 を 使っ て 出力 する 
SC 標準 複合 信号 か ら 少し は ずれ た | の で 正規 の NTSC 標 準 複合 信号 で す 
信号 で す 。 (内 部 同期 ) (外部 同期 ) 
・ 本 機 の 映像 入力 端子 へ の 入力 と は | ・ 本 機 の 映像 入力 端子 へ NTSC 信 号 の 
無関係 入力 が 必要 。 


・ ノ ン イ ンタ ー レ ー ス 走査 の た め 映 
像 の 垂直 ゆれ (フリ ッ カ ー) が あ 


・ 正規 の NTSC 標 準 複合 信号 だ か ら V 


T R に 録画 が 可能 で す 。 


長 り ま せん 。 ・ 白 文字 に 着色 現象 が あり ませ ん 。 
・ モ ー ド 換え (スー パー イン ポ 
ー ズ コシ ンピュータ テレ ビ ま た 
は ビデ オ ) を 行なっ て も 同期 乱れ 


が あり ませ ん 。 


・ 白 文字 に 着色 現象 が あり ます 。 

・ く し 形 フ ィ ル ター 方 式 の テレ ビ と 
本 機 と を 接続 し た 場合 に は 、 一 般 
の テレ ビ よ り も コン ピュ ー タ 画面 
に 、 に じみ が で ます 。 


・VTE を 映像 入力 と し て 使用 し た 
場合 、VTR 再 生 時 以外 (停止 、 
早送り 、 巻 戻し な ど ) で 画像 に 乱 
れ が 生じ る こと が あり ます 。 


生生 ュー 


屋久 使用 方 法 


本 機内 蔵 の デジ タル テロ ッ パ ー に より 映像 出力 端子 か ら 次 の 3 種類 の 信号 が 出力 され ます 。 

①NT SC 信号 に 変換 され た コン ピュ ー タ 画像 の 出力 。 (. ン イン ター レー スモ ー ド と イン ター レー 
スモ ー ド の 2 種類 あり ます 。) 

② 映 像 入力 端子 に 入力 され た NT SC 信号 と コン ピュ ー タ の RGB 信 号 を 一 つの N T SC 信号 に 合 
成 ・ 変 換 し た スー パー イン ポー ズ 画 像 の 出力 

⑧ 映 像 入力 端子 に 入力 され た NT SC 信号 を その まま 出力 
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接続 に つい て は 、 ご 使用 に な る 接続 機器 (VTR、 ビ デオ ディ スク 、 ビ デオ カメ ラ 、 ビ デオ 人 入出 端子 
付 テ レビ な ど ) の 組み 合わ せ に よっ て さま ざま な 接続 方 法 が あり ます が 、 こ こ で は 標準 的 な 接続 方 法 
2 通り の 説明 を し ます 。 

接続 する 時 に は 各 接続 機器 の 電源 を か な ら ず OFF ( 切 ) に し て くだ さい 。 な お 接続 用 ケー ブル は 最 
寄り の 販売 店 で お 買い 求め ぐだ さい 。 

〇 ① 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ (CZー85 の D) と の 組み 合わ せ 例 


再生 用 VTR 
(また は 、 ビ デオ ディ スク ビデ オカ メラ な ど ) 


デーN 壮 堂 放 


コン トロ ー ラ ノレ 
RGB 


録画 用 VTR 


接続 方 法 


① て ③⑨ 本 機 と ディ スプ レイ テレ ビ と を R . 避 . B . 信号 用 ケー ブル 、 テ レビ コン トロ ー ル ケー ブル 、 
ビデ オカ ッ ト 用 ケー ブル で 接続 し ます 。 

④ 本 機 の 映像 出力 端子 と 録画 用 V T R の 映像 入力 端子 と を 接続 し ます 。 

⑤ 本 機 の 映像 入力 端子 と ディ スプ レイ テレ ビ の モニ タ 出 力 端 子 (映像 ) と を 接続 し ます 。 

⑥ デ ィ ス プレ イ テ レ ビ の モニ タ 出 力 端子 (音声 ) と 録画 用 VTR の 音声 入力 端子 と を 接続 し ます 。 

⑦ デ ィ ス プレ イ テ レ ビ の 映像 入力 端子 と 再生 用 VTR の 映像 出力 端子 と を 接続 し ます 。 

⑧ デ ィ ス プレ イ テ レ ビ の 音声 入力 端子 と 再生 用 VTR の 音声 出力 端子 と を 接続 し ます 。 


操作 方 法 


接続 が で きま し た ら 、 各 接続 機器 の 電源 を ON ( 入 ) に し て くだ さい 。 な お 、 各 接続 機器 の 取扱 い 

操作 に つい て は 、 そ れ ぞ れ の 取扱 説明 書 に し た が っ て くだ さい 。 

① コ ンピュータ 本 体 前 面 ト ビラ 内 の VTR 録画 モー ドス イッ チ を ON ( 入 ) に し て くだ さい 。 

② テ レビ 放送 を 録画 し た いと き は 、 デ ィ ス プレ イ テ レ ビ CZー850D を テレ ヒビ 画面 に し 、 再 生 用 V 
TR の 映像 を 録画 し た いと き は 、 ビ デオ 録画 (画面 表示 は P .) に し ます 。 ( コン ピュ ー タ 画 
像 の み を 録画 し た い 場 合 、 テ レビ 画像 また は ビデ オォ 画像 な どの NT SC 信号 を コン ピュ ー タ の 映像 
入力 端子 に 入力 する 必要 が あり ます 。 ) 

③ 本 機 の キー ボー ド で [shiEr | キー を 押し な が ら テ ン キ ー の [] キー を 押す と ディ スプ レイ テレ ビ に は 
コン ピュ ー タ 画像 が 映し 出さ れ 、 録 画 で きる 状態 に な り ま す 。 

く ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ 画像 の モー ニタ ・ 録 画 を する 場合 > 

④ 本 機 の キー ボー ド で [SsHiEr | キー を 押し な が ら テ ン キ ー の 円 キー を 押す と ディ スプ レイ テレ ビ に は 
スー パー イン ポー ズ 画 像 が 映し 出さ れ 、 録 画 で きる 状態 に た り ま す 。 
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く ビ デオ 画像 の モニ タ ・ 録 画 を する 場合 > 

⑤ 本 機 の キー ボー ド で [shiFr ] キ ー を 押し な が ら テ ン キ ー の 中 キー を 押す と ディ スプ レイ テレ ビ に は 
テレ ビ ま た は ビデ オォ 画像 が 映し だ され 、 録 画 で きる 状態 に た り ま す 。 

く プ ログ ラム を 組む 場合 > 

⑥ 前 面 ト ビラ 内 の VTR 録画 モー ドス イッ チ を OFF ( 切 ) に し 、 本 機 の キー ボー ド で [siFr ] キ ー を 
押し な が ら テ ン キ ー の ・ を 押し ます 。 


(2) 一 般 家 庭 用 テレ ビ と の 組み 合わ せ 例 


アン テ ナ 上 端子 


映像 出力 9 
映像 入力 o 


o 映像 出力 


再生 ビデ オォ 
(まだ は 、 ビ デオ デス ビデ オカ メラ な ど ) 


CZ-851C/CZ-852C 
玉 映 像 入力 端子 付 テ レビ の 場合 は ②、③ の 接続 を 行ない 、 端 子 が な い 場合 に は ① の 接続 を 行ない ます 。 


接続 の 方 法 


① テ レビ に 映像 入力 端子 が な い 場 合 、 こ の 接続 を 行ない ます 。 録画 用 VTR の RF 出力 と テレ ビ の 
アン テ ナ 端 子 を 接続 し ます 。 

テレビ に 映像 入力 端子 が ある 場合 、 こ の 接続 を 行ない ます 。 録画 用 V T R の 映像 出力 端子 と テレ 
ビ の 映像 入力 端子 を 接続 し ます 。 

テレ ビ に 音声 入力 端子 が ある 場合 、 こ の 接続 を 行ない ます 。 録画 用 V T R の 音声 出力 端子 と テレ 
ビ の 音声 入力 端子 を 接続 し ます 。 

④ 本 機 の 映像 出力 端子 と 録画 用 VTR の 映像 入力 端子 を 接続 し ます 。 

⑤ 再 生 用 VTR の 音声 出力 端子 と 録画 用 VTR の 音声 入力 端子 を 接続 し ます 。 

⑥ 再 生 用 VTR の 映像 出力 端子 と 本 機 の 映像 入力 端子 を 接続 し ます 。 

以上 の 接続 が で きま したら 、 各 接続 機器 の 電源 を ON ( 入 ) に し て 次 の よ うに 操作 し で て くだ さい 。 

な お 、 各 接続 機器 の 取り 扱い に つい て は 、 各 々 の 取扱 説明 書 に し た が っ て くだ さい 。 


操作 方 法 


(1) 専用 ディ スプ レイ テレ ビ と の 組み 合わ せ 例 の 操作 方 法 を 参照 し て くだ さい 。 
だ だ し 、 ② 項 に つい て は 、、 次 に 従っ て くだ さい い 。 
② 接続 の 手順 で 、① を 行なっ た 場合 は チャ ン ネ ル を ] ch また は 2ch に 
合わ せま す 。 
②③ を 行なっ た 場合 は 、 ビ デオ ォ 画 面 に し ます 。 
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NM 


本 機 で は テキ スト 画面 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 と も に 黒 抜き 表示 が 可能 で す 。 つ まり 、 テ キス ト 画 面 
は グラ フィ ッ ク 画 面 、 テ レビ 画面 に 対す る 黒 抜き 表示 が 行 な を ん 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 で は テキ スト 画 
面 、 テ レビ 画面 に 対す る 黒 抜き 表示 が 行なえ ます 。 
黒 抜き 表示 は 、 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ (CZ-850D ) と の 組合 わせ で は 双方 の ビデ オカ ッ ト 問 子 
を 接続 する こと に よっ て RGB 出 力 で 直接 行なう こと が で きま す 。 そ れ 以 外 の モニ ター で は 
本 機 の 映像 出力 端子 か ら 出 力 さ れる NT SC 信号 に よっ て 、 黒 抜き 表示 を 行なう こと が で きま す 。 


に 3 に ーー コ 
注意 事項 

① こ の テロ ッ パ ペパー 機能 は 標準 ディ スプ レイ モー ド の と きのみ 使用 可能 で 高 解像度 ディ スプ レイ モー 
ド で は 使用 で きま せん 。 
② コ ンピュータ 画像 また は スー パー イン ポー ズ 画 像 を VTR に 録画 する 際 は NT SC 信号 と いう ぅ 帯 
域 制 限 を 受け る た め 、 コ ンピュータ 画面 を 下 の い ずれ か に 設定 し て くだ さい 。 

40 字 X※10 行 、40 字 X12 行 、40 字 X20 行 、40 字 X25 行 

また 、 タ イリ ング ペイ ント の 様 な 細い ドッ ト 構 成 の 画面 は ちら つき 、 色 変化 を 生ずる こと が あり ま 
す 。 さらに VTR の 性 能 に より 録画 画像 に 色 ず れ 、 画 質 の 劣化 を 生ずる こと が あり ます 。 
(理由 ) 

RGB 信 号 の 周波 数 特性 は 10 一 14MH z で ある の に 対し 、NT SC 信号 は 下図 に 示す よう に 輝度 
信号 の 後に ある 色 信 号 と 交錯 し な いよ うに する た め 3<3.2 MHz 程度 の 帯域 巾 と な っ て いま す 。 
この た め 横 80 字 (水平 640 ドッ ト ) の よう に 細い 指定 を し て も 見 に く か っ た り 、 色 つき が 悪 か 
っ ぅ たり し ます 。 

利得 休 放 信号 成分 。 色 信号 成分 


9 し ア 


3MHz 3.58MHz -- 周波 数 


図 . NTSC 信 号 の 周波 数 スペ クト ラム 


③ 本 機 の 映像 入力 端子 に RCA ピ ン ケ ー ブ ル を 接続 し 、 そ の ケー ブル を 他 の 映像 機器 (VTR、 ヒ 
デオ カメ ラ 、 ビ デオ ディ スク 等 ) の 映像 出力 端子 に 接続 され て いな い 場 合 や 、 接 続 さ れ て いて も 、 
映像 信号 が 本 機 に 入力 され て いる い 場 合 、 本 機 の 映像 出力 信号 は も と より 、 モ ニタ ー の 画像 も 乱 
れ ま す 。 従っ て デジ タル テロ ッ パ ペー 使用 の 際 は 、 必 ず 映 像 入力 端子 に 他 の 機器 より 映 像 信号 を 入 
力 し て くだ さい 。 も し 、 デ ジタル テロ ッ パ ー を 用 いな い 場 合 に は VTR 録画 モー ドス イッ チ を 〇 
FF ( 切 ) に する か 、 も し く 〈 く は 、 本 機 の 映像 入力 端子 か ら RCAA ピ ン ケ ー ブ ル を は ず し て くだ き さ 
い 。 
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RGB ケ ー ブ プル , 
TV コン トロ ー ル ケー ブル 


に SEM が 
1 テロ ッッ パー 部 
/ 


パソ コン ASC 回 路 へ 


ッ \ ソ コン 本 体 


(理由 ) 

スー パー イン ポー ズ は 映像 信号 に RGB 信 号 を 同期 させ て 行なっ て いま す 。 専用 ディ スプ レイ テレ 
ビ と 本 機 と の 組み 合わ せ で は 、 デ ィ ス プレ イ テ レ ビ の 水平 周期 (HD) 信号 、 垂 直 同 期 (VD) 信 
号 に RB 信号 を 同期 させ て スー パー イン ポー ズ を 行ない ます 。 一 方 、 外 部 より 映像 機器 (VTR、 
ビデ オデ ィ ス ク 、 ビ デオ カメ ラ な ど ) を 接続 し 、 ビ デオ 画面 と の スー パー イン ポー ズ を 行なう 場合 、 
本 機 の 映像 入力 端子 と 映像 機器 の 映像 出力 端子 と を RCA ピ ン ケ ー ブ ル で 接続 し ます が 、 こ の と き 
本 機内 部 で は 、RCA ピ ンジ ャ ッ ク を 差し 込ん だ 時 より 、 映 像 機器 か ら HD、VD 信 号 を 供給 する 
こと に な り ま す 。 し た が っ て 、 本 機 の 映像 入力 端子 に RC 和 AA ピン ジャ ッ ク を 差し 込ん で 、 映 像 機器 
に 接続 され な いま まで 放置 され る と 、HD、VD 信 号 が 本 機 に 入ら な く な り 、 画 面 が みだれ て 何 も 
見 え を なく な り ま す 。 

④ 映 像 入力 端子 に モニ ター の 映像 信号 と 異 る 、 映 像 信号 が 入力 され て いる 場合 スー パー イン ポー ズ モ 
ー ド に し ます と モニ ター 画面 が 乱れ ます 。 モニ ター の スー パー イン ポー ズ 画 面 を 使用 する と き は 
映像 入力 端子 に は モニ ター と 同一 の 映像 信号 を 入れ る か また は 何 も 接 続 し な た いで くだ さい 。 

⑤ 本 機 の 映像 入力 端子 へ 入力 され る 映像 が 白黒 で あれ ば 、 ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ モー ド 時 また は コン ピ 
ュー ター モー ド 時 (イン ター レー スモ ー ド ) の と き の コ ンピュータ 画像 は 白黒 に な り ま す 。 た だ し 
映像 が 白黒 で あっ て も る カラー バー スト 信号 が つい て いれ ば カラ ー に な り ま す 。 

⑥ 本 機 に 入力 され る 映像 信号 の 同期 部 分 が 劣化 し て いる 場合 コン ピュ ー タ 画像 が 乱れ る こと が あり 
ます 。 例え ば テレ ビ の アン テ ナ 人 入力 信 号 が 弱い 場合 の テレ ビ 出 力 や 幾度 も ダビ ング され た VTR 
テー プ の 再生 信号 等 。 
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⑦ 下 記 の よう な 接続 で は 、 画 像 が 異常 に た る た め 使用 し な いで くだ さい 。 二 重 ス ー パ ペー インポ ー ズ と 


な り ま す 。 
G⑪ 二 重 ス えー パー インポ ー ズ と な り ます 。 (ii) 専用 ディ スプ レイ テレ ビ (CZ-850D) を 
CZ-850D ビデ オモ ー ド に し た と き 、 同 期 流れ が 
お こり ます る 
CZ-850D 


ケー フル コン ト カッ ト 出力 
ロー ル ケー ブル ぃ 
ケー ブル Pr 


CZ-851,852C 


CZ-851.852C 


⑧ 本 機 の 映像 出力 端子 より 出力 され る スー パー イン ポー ズ 画 像 は 必ず BAS 1I 〇 ステ ー ト メン ト C 〇 
RT 3 (テレ ビ 放 送 と コン ピュ ー タ 画面 を 同時 に 重ね て 表示 ) を 実行 し た 状態 に な っ て いま す 。 プ 
ログ ラム に て 映像 出力 を CRT2 (テレ ビ 放 送 の コン トラ スト を 下げ て 、 コ ンピュータ 画面 を 重 
ね て 表示 ) 状態 と CRT3 の 状態 と を 使い 分 けた い 場 合 は 、 上 ぶた を 開け て 、YM キ ラー スイ ッ 
チ を コン ピュ ー タ 前 面 側 ヘ へ スラ イド させ て くだ さい 。 


ーー = ニー 
| 映像 出力 端子 
映像 入力 端子 


YM キ ラー スイ ッ チ 


胃 = 韻 


設定 位置 CRT2。 CRT3 を 
(CRT3 に 固定 ) 使い 分 けた いと き 。 
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参考 


接続 応用 例 
接続 応用 例 ① 
・ 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ (CZ-850D) を 使用 し て "コン ピュ ー タ 画像 " "テレ ビ と の スー 
パー イン ポー ズ 画 像 "" テレ ヒ 画 像 "を VTR に 録画 する 場合 。 
CZ-850D 


録画 用 VTR 


CZ-851C/CZ-852C 


接続 応用 例 ② 
・ 家 庭 用 テレ ビ (ビデ オォ 入出 力 端子 付 ) に 接続 し 、 テ レビ 画像 と コン ピュ ー タ 画像 を 重ね 合わ せ 、 
スー パー イン ポー ズ 画 像 を 楽し む 場 合 。 
家庭 用 テレ ビ 


CZ-851C/CZ-852C 
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付録 


テキ スト 画面 (V-RAM) へ の アク セス 


テキ スト 画面 と その 属性 エリ ア は 共に 1 プ 〇 ポー ト に あり 、 
テキ スト 画面 が & 日 39 の 9 の ~ て &H37FF (番地 ) 
その 属性 が &H20 の 09 て &H27FF (番地 ) 
漢字 の 属性 が 。 &H389 の 9 の て &H3FFF (番地 ) 
の 男 時 で 、 そ れ ぞ れ 2KB (2048 バ イト ) の 容量 を も っ て いま す 。 
テキ スト 画面 と その 属性 エリ ア と は ちょ うど 1 対 ] に 順序 よく 対応 し て いて 、 次 に 示す 
ステ ー ト メン ト や 関数 を 使っ て 1] バイ ト 単 位 で アク セス する こと が で きま す 。 
出力 用 : POKE@、 〇 OUT 
入力 用 : PEEK@、1INP 


テキ スト 画面 の 属性 1] バイト の ビッ ト 構 成 は 下図 の 通り で す 。 
&H3000 


テキ スト 画面 


&H2000 


テキ スト 属性 


時 BE 


以下 、 下位 選 ッ ト か ら 順 次 説明 避 で 鶴 き ます 。 


EE 


《 川 0 B、R、 G ーーー-- 色 の 指定 を する ( ら COLOR) 
テキ スト 画面 の 文字 の 色 は B ( 青 ) 、 R ( 赤 ) 、 G ( 緑 ) の 3 ビッ ト に より 
次 の よう に 決定 され ます 。 


ビッ ト 。 生 肖 
G 0 @ = 一 3 
人 W ーー 青 
全 1 似 = 赤 
人 は 。 1 1 マゼンタ ( 紫 ) 
0 0 ーー 緑 
1 0 Uno シア ン (水色 ) 
1 も で = 一 黄 
# 5 ーー 白 
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C2) ORPeo 文字 の 反転 モー ド の 指定 (GCREV) 
テキ スト 画面 の 文字 の 反転 の 指定 は ビッ ト 3 で 行ない ます 。 
ビッ ト 3 が の の と き 標 準 モ ー ド 、 ] の と き 反 転 モ ー ド と な り ま す 。 


(3) CE-…-- 文字 の 明 滅 モー ド の 指定 (や CFTLASH) 
テキ スト 画面 の 文字 の 明 減 の 指定 は 4 ビッ ト で 行ない ます 。 
ビッ ト 4 が の の と き 標 準 モ ー ド 、 ] の と き 明 減 モ ー ド と な り ま す 。 


(4) CG… ROMCG/R AMCG の 切り 換え の 指定 (や CGE N) 
キャ ラク タ ・ ジ ェ ネ レー タ に は 、ROMCG と R AMCG 〇 の 2 種類 が あり 、 そ れ ぞ れ 
2 586 文字 ま で 表示 させ る こと が で きま す 。 
テキ スト 画面 に ROMC で 生成 し た 文字 を 表示 する か 、RAMCG で 生成 し た 文字 
を 表示 する か の 指定 は 、 ビ ッ ト 5 で 行ない ます 。 
ビッ ト 5 が の の と き ROMCG、 1 の と き RAMCG を 指定 し ます 。 


(5) VS、HS--- 文 字 の 拡大 モー ド を 設定 し ます (ほら CS 1 ZE) 
テキ スト 画面 の 文字 の サイ ズ の 指定 は ビッ ト 6 と 7 で 行ない ます 。 
た だ し 、 ビ ッ ト 6 (VS) に 1 を 立て る と き は 、 そ の 1 行 の 属性 ポー ト を すべ て の ビッ ト 
6 を 立て な けれ ば な り ま せん 。 


0 0  ……- 標準 文字 

0 穫 。 oouumo た て 2 倍 文字 

1 上 weo 横 2 倍 文字 

1 。。 =rem た て 横 2 倍 文字 


漢字 の 属性 1] バイ ト の ビッ ト 構 成 は 次 の よう に な っ て いま す 。 
&H3800 


テキ スト 属性 


ーー Td 
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以下 、 テ キス ト 必 性 同様 、 下 位 ビ ッ ト か ら 順 次 説明 し て いき ます 。 


(1 ) 


9 


(3) 


(4) 


(5) 


下位 4 ピット (ピット 3 , 2 , 1 , の ) 一 漢字 デー タ 部 の 上 位 4 ビット コード を 示す 。 
全角 文字 (漢字 ) が 表示 され て いる と き 、 そ の デー タ 部 を 示し て いま す 。 こ れ は 、 
BAS1 じ リフ ァ レ ンス マニ ュ テ アル の 付録 「 非 漢字 お よび 1 98 第 一 水準 漢字 一 覧 表 」 の V 
RAM (38) に 当たり ます 。 


ビ ピット 4 ーー- 漢字 ROM の 第 1 水準 か 第 2 水準 か の 指定 
また は 、PC ご の キャ ラク タモ ー ド か 外字 モー ド か の 指定 
テキ スト 画面 の 属性 1 バイ ト の ビッ ト 5 (CG) が の の と き 漢 字 ROM の 指定 で す 。 
1 の と き PCG の 指定 と な る 。 そ し て 、 こ の ビッ ト 4 が の の と き 、JIS 第 一 水準 また は 、 
キャ ラク ター モー ド を 、 ] の と き JIS 第 2 水準 また は 、 外 字 モ ー ド を 指定 し ます 。 


に アン ダー ライ ン の 指定 
アン ダー ライ ン の 指定 は 、 ビ ッ ト 5 で 行ない ます 。 
ここ が 6 の と き ア ンダ ー ラ イン 消去 、 1] の と き ア ンダ ー ラ イン を 表示 し ます 。 


ビ ピット 6 一 …… 全角 文字 の サイ ド 指 定 
全角 文字 ( 漠 字 ) が 表示 され て 、 そ れ が 外字 で な いと き 、 
ここ が ゼロ な ら は ば 文字 の 左側 の 部 分 、1 な ら ば 文字 の 右側 部 分 で ある こと を 示し て いま す 。 


Pr ero CGROM と 漢字 ROM の 選択 の 指定 
⑳ の と き CGROM を 選択 し 、] の と き 漢 字 ROM を 選択 する こと を 指定 し ます 。 
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組み 込み 関数 以外 の 数 学 的 関数 


組み 込み 数 値 関数 に な い 三 角 関 数 と 双曲線 関数 む な よ びそ れ ら の 逆 関数 を 定義 する 公式 を 示し ます 。 
使用 する 場合 に は 各 関 数 の 定義 域 に 注意 する 必要 が あり ます 。 


関数 名 BASIC の 形式 に よる 公式 関数 
secant A (XX ) テル エ ノ 60S ( ) SeGo 
cosecant BBW( 光 ) 中 ZSMN  ) COSeox 
cotangent G う ) 三 1/TAN: ) COtan 六 
arcsine D 〈 ) = ATN(X ン SQR(1-X^2 ) sinx 
arccosine RG ) = ニ -AN/ も /90R 172)+ 大 / の 2 cosx 
arcSecant FX ) =-ATN (SQR (X~2-1 ) )+ 

(SGN % ) -1) ※ ァ ノ 2 senx 
arccoSecant G ( ) 三 ANN (1 グ S0R ( X2-1 ) )+ 

( SGN (X ) -1) ※ ァ ノ 2 coseox 
arccotangent H (X ) =-ATN (% )+ ァ ン ノ 2 cotanx 
hyperbolic sine TK ) 三 ( bB ( 條 ) =BKE に 9) ) / メ 2 8 nh 
hyperbo1ic cosine ] (》 ) = (EXP (X ) -EXP (-X) ) /2 ) coshz 
hyperbolic tangent K (》% ) =-EXP (-》)) (EXPGX)+ 

EXP (-X%) ) 氷 2+1 tanhx 
hyperbo1ic secant () 三 2 ( P ( ) BEP (-) ) seoh 
hyperbolic cosecant M(X ) = 2 (EXP (X ) -EXP (-》%) ) coseohx 
hyperbo1ic cotangent N(X ) = EXP (-》%) / ノ (EXP (X ) -EXP 

(-X) ) 素 2+1 cotanhx 
arc-hyperbolic sine 0 )=LOG(X4SQR(X^2r1 ) ) sinhx 
arc-hyperbolic cosine PX ) = LOG( XSQR ( X^2-1 ) ) coshx 
arc-hyperbolic tangent Q)=LIOG((rX) ノ 1-X ) ) ノ 2 tanhx 
arc-hyperbolic secant RC)=LOG((SQR(1-X~2 ) n) ノ X ) seohx 
arc-hyperbolic cosecant S( 多 ) 三 0OG:( (SGN 人 KK) 北 SQOK(*^2) 

+D *19 5 ) coseohx 
arc-hyperbolic cotangent RX ) 三 LO0G (QHM ) グ (-1.) ) ノン 2 cotanx 


以上 の 各 関 数 を 使う と き は 、「DEF FN」 ス テー トメ ント で あら か じ め プ ログ ラム 中 に 定義 し 
て お く と 便利 で す 。 こ れ ら の 関数 は 、 パ ラメ ー タ 双 の 定義 域 に 十分 注意 し て 使っ て くだ さい 。 


( 例 ) 1909 DEF FNA(X) = ニ 1 プ COS ( 多 ) 


190 Y ニ =・ 
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致 値 精 度 の 変換 


数 値 は 、 整数 の 場合 、 一 3 27 68~327 6 7、 実 数 の 場合 、 約 一 1 . 7x 1 の 8 て 1] 7x1 
の で 、 単 度 型 の と き 和 有効 数 字 8 け た の 精度 、 倍 精度 型 の と き 有 効 数 字 1 6 けた の 精度 て 表現 され 
E: 押 3 

数 値 は 、 変 数 の 属性 文字 (9%、 ! 、#) 、 型 変換 の 関数 (CI NT、CSNG、CDBL) に ょ っ 
て 、 そ の 精度 を 変換 する こと が で きま す 。 

精度 の 変換 は 、 次 の 規則 に 従っ て 行わ れ ま す 。 

(8) 数 値 が 、 別 の 精度 の 数 値 変数 に 代入 され る と 、 そ れ は 代入 先 の 変数 名 の 表わす 精度 で 記憶 され ま 

す 。 

( 例 ) A%=3.14 ----- A% は 整数 型 変数 な の で 、A%% の 値 は 3 と な り ま す 。 
(b) 数 値 を それ より 低い 精度 の 変数 に 代入 する と 、 数 値 は 丸め られ て 低い 精度 で 記憶 され ます 。 
( 例 ) A%=3.1459265358# --- 久 は 単 精度 型 変数 な の で 、 入 の 値 は 
3.1415927 に 丸め られ ます 。 
(c) 数 値 を それ より 高い 精度 の 変数 に 代入 する と 、 数 値 は 高い 精度 の 表示 に な り ま す が 、 よ り 正 確 に 

な る こと は あり ませ ん 。 

( 例 ) 内 #=3.14 ーー- 丸 六 は 倍 精度 型 変数 な の で 、 入 ## の 値 は 3 .1399999 

99664724 と 表示 され ます 。 

(d) 式 の 値 を 求め る と き は 、 最 も 精度 の 高い オペ ラン ド と 同じ 精度 に 変換 され ます 。 
( 例 ) AA#=4 村 7 ーー 4 # が 倍 精 度 型 数 値 な の で 、 計 算 の 結果 は 倍 精度 型 と な り 、 
AA## の 値 は 、.57142857142857 1 4 と な り ま す 。 
(@) 関数 の 値 は 、 単 精度 8 けた が 保証 され ます が 、 引 数 に 倍 精 度 型 の 数 値 が 含ま れる と 倍 精 度 16 け 
た まで 求め る こと が で きま す 。 
( 例 ) AA=SOR (3) ----- AA の 値 は 、] .7329 の 508 
A 半 SOR (3#) ーー AA の 値 は 、] .732059897568877 
(⑪) 数 式 の 値 の 型 変数 を 行なう に は 、C I NT、CS NG、CDBL の 各 関数 を 使い ます 。 
C1 NT は 値 を 整数 型 に 、CS NG は 単 精度 型 に 、CD BL は 倍 精 度 型 に それ ぞ れ 変換 し ます 。 
( 例 ) 丸 =CINT (R ン 100) ---- R の 値 が 3 1 4 の と き 、 丸 の 値 は 3 に な り ま す 。 


数 値 デ ー タ の 誤差 


BAS 1 で 扱う 単 精度 型 お よび 倍 本 度 型 の 数 値 は 、 コ ンピュータ 内 部 で は 2 進 浮動 小数 点 形式 で 
表現 され 、 演 算 や 比較 も この 形式 の まま 行なわ れ ます 。 
単 精度 型 (5 バイ ト ) 
Mt Ne 


指数 部 仮数 部 


倍 精度 型 (8 バイ ト ) 


ト に ドーー レ トー トト! | 


指数 部 仮数 部 


この 内 部 表現 上 の 制約 の た め 、 数 値 は 必ず し ゃ 正確 な 値 と し て 記憶 され る と は 限ら ず 、 こ の た め に 
起こ る 、 演 人 算 結果 お よび 関係 式 の 比較 に お ける 誤差 、 画 面 や ライ ン ・ プ リン ター な どの 出力 装置 に 表 
示さ れる 値 と の ずれ 、 な ど に 注意 する 必要 が あり ます 。 

た と えば 、 単 精度 型 や 倍 精度 型 の 数 値 を 使っ た 演算 の 結果 が 、 数 学 で は 整数 と な る 場合 で も 、 必 ず 
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し ゃ 整数 が 得 ら れる と は 限り ませ ん 。 
数 値 デ ー タ の 内 部 表現 の 誤差 が 表示 され る 値 に 及ぼ す 影 響 に つい て 、 簡 単 な 例 を あげ て 説明 し て み 
味 Ae2a 
( 例 1) 
1 の 0 = 
2 の FOR 1= の 9 TO 1500 
3919 BRUNH XX 
4 の X=X 二 .1 
5 の NEXT 注 ) .1= の . 1 
( 例 1 ) は 、 変数 X の 初期 値 を の と し て の 0、1 ずつ 加え て は 、 そ の 値 を 表示 する と いう プロ グラ ム で 
まず 。 
この プロ グラ な を 実生 する ち 、 は は じ め 人 &、、 ⑳、 1、 。2 ーー と 増え て 行き ます が 、. 46 . 
] を 過ぎ る と 、46 . 1、46 . 199999、46 .299999、-- と いう よう に 誤差 が 現れ ま 
3 
これ は 、 内 部 表現 の 誤差 が た まっ た た め に 生ずる 現象 で す 。 
この 不 合理 を 解消 する 方 法 と し て 、 次 の 3 つが 考え られ ます 。 
(1) 整数 の 1 を 加え 、 そ れ を 1 の で て 割る 。 
1 の 0 X=0 
2 の 0 FOR 1= の TO 1500 
の BARLLN UL ん ん 1 の : 
4 の X=X+1 
の 。NE 秋 1 1 
(2) 1 0 倍 し た 値 を C INT を 使っ て 整数 型 に 変換 し て か ら 1 の で 割る 。 
10 X=0 
20 FOR 1=@ .TO 1800 
3 の 90 PRINT X: 
4 の XX= 双 + . 1 
5 の 9 X=CINT (X* ネ 109) /10 
6 の 9 NEXT 1 
(3) STRS$ を 使っ て 文字 型 に 変換 し て か ら VALL を 使っ て 数 値 型 に 戻す 。 
1 の 0 X=0 
2. の 0 EROR 1= テ の 9 TO 1590 
3 の PRINT XX%: 
4 の 0 X=X+ .1 
の メニ VILL (STERS (人 区) ) 
6 の 9 NEXT I 
( 例 2) 
1 WM PORT 王 W TODO 1 SEEF .1! 
2.0 :PERUNT 1 
3 の NEXT 1 
( 例 2) は 、FOR、NEXT ル ー プ に お いて ルー プ 変 数 1 の 初期 値 を 0、 増 分 を . 1 と し て 、 終 
了 値 1 まで 回 す と いう プロ グラ ム で す 。 
ゆめ Z 還 な 沈 腔 朋 する 用 、 の 。、。、 KS。、 2 ーー 8 . 9 と な っ て 、 最 後 の 上 まで ルー 
グ し まぜ ん ん 
これ も 、 内 部 表現 の 誤差 に よっ て 生ずる 現象 で す 。 
これ を 防ぐ た め に は 、 次 の よう に 、 ル ー プ 変数 の 増分 を 整数 に し ます 。 
1 の FOR 1= の TO 10 
20 ERINW 和 1 サ グ UO : 
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きめ NN 区 交 す ささ 


( 例 3) 
0 入 導 上 〆 さ 8B 
2 の 0 Y#=.1 


3 の 0 PRINTUSING" 半 持 半 . 半 壮 韻 韻 韻 韻 半 韻 韻 半 半 韻 " : 双 寺 :Y 半 
4 の 0 IF X 半 = ニ Y# THEN PRINT"X 后 ニ Y#" 
( 例 3) は 、 の . 1 を 3 で 割っ て 3 倍 し た 値 を も つ 双 # と 、0 の . ] の 値 を も つ Y# せ を 比較 し て 、 等 し 
けれ ば 「 双 半 ニ Y#」 と 表示 する プロ グラ ム で す 。 
この プロ グラ ム を 実行 する と 、「 双 ニーY 半 」 と 表示 し ませ ん 。 こ れ も ま た 、 双 と Y# と の 内 部 
表現 の 誤差 に よっ て 生じ る 現象 で す 。 
これ を 解消 する た め に は 、 次 の よう に 1F 文 の 論理 式 の 部 分 を 変え て 、1 の の 精度 で 比較 する よ 
う も ます 。 


10 X#=.1 ノ 3*3 

2 の Y#=.1 

3 の PRINTUSING"### , 韻 韻 装 半 韻 韻 韻 韻 半 半井 ":X 半 :Y 韻 

4 の IF ABS (X#ーY#) く <. の 0 の 990 の 1 THEN PRINT 
"XX キー ニ Y#" 
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IPL ROM バ ンク メイ ン メ モリ バン ク 


を 0000 0000 


IPL 
お よび 
BIOS サ プルー チン 


「 BASIC イン ター プリ ンタ 
一 部 、BASIC 用 
ワー クエ リア を 含む 


25 トー ぅ NEWONT 指 定 し た 値 


7FFF 
BASIC テ キス ト 用 エリ ア 


メイ ン メ モリ バン ク 
メイ ン メ モリ バン ク (F000-FFFF) 


の 共有 部 分 FO00 


SYS 辞書 ・ 
音 訓 辞書 ・USR 辞 書 の 2) 
カナ 漢字 変換 用 リー クエ リア 


機械 語 す プ ルー チン 用 0 
フリ ー エ リア BASIC ワ ー ク エリ ア 
F800 


演算 用 ワー クエ リア (256 バ 人 ) 
29 ビー CLEAR て 指定 し た 値 


IPL 
お よび 
BIOS ワ ー ク エリ ア 


に 


FFFF 


1) BIOS サ ブル ー チ ン の 機能 2 ) 辞書 を 使用 し な い 場 合 は 、 


・ キ ー 入 力 CLEAR &HF400 

・ 画 面 表示 を 実行 する こと に より 、 機 械 語 サ ブ プルー チ ン 
・ プ リン タ 出 力 用 フリ ー エ リア と し て 使用 で きま す 。 

・ カ セッ ト 出 力 


* ディス み め S HID の りー ドラ イド 
*> グラ ジィ ッ ク サ デジ ルー チ ' ジ 
・C ざ の 定義 ・ 読 み 込み 

・ 四 則 演 算 お よび 関数 

・ そ の 他 
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0000 


2000 
2800 
3000 
3800 
4000 


8000 


CO000 


FEEFE 


1/0 ポ ー ト 


0000 


FFFF 


2 


3 ) 


1/0 メ モリ バン ク 1 


1/0 メ モリ バン タク 0 
の 共 有 部 分 


グラ フク 用 


グラ フク 用 


OPTION SCREEN ] お ょ よび 2 の 場合 、 
VD IM 変数 エリ ア と し て 使用 する こと が で きる 。 

O 〇 OPTION SCREEN の が 設定 され て いる 
場合 は 、 バ ンク の と 同様 グラ フィ ッ ク 表 示 用 エリ ア 
と し て 使用 で きる 。 


VDIM 変 数 エリ アァ と し て 使用 する 場合 、VD1I 
M CLEAR で その 範囲 を 指定 し 、 そ の 外 を グラ 
フィ ッ ク 用 と し て 使用 する こと が で きる 。 

a 1 は 変数 エリ ア の 先頭 アド レス 、a 2 は エン ド 
アドレス 。VDIM CLEAR を 実行 し て いな け 
れ ば 4000 ~FFFF が 変数 エリ ア と し て 使用 で きる 。 
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ユー ザー 定義 文字 の 作り か た 
英 数 字 、 カ ナ 文 字 、 セ ミグ ラフ ィ ッ ク 文 字 、 特 殊 文字 な どの 図形 文字 は 、 小 さ な 点 が 集まっ て 構成 
され て いま す 。 1 つの 文字 を 構成 する 点 は 、 半 角 文 字 で B8X8 ま た は 16X8 ド ッ ト 、 全 角 文 字 で 1 
6 16 ドット あ っ て 、 こ の ドッ トペ パタ ー ン が ROMCG (Read-On1y Memory Character Genertor 
) に 記憶 され て いま す 。 
これ に 対し て 、R AMCG (Random Access Memory Character Generator) が あり 、 ユ ー ザ ー が 好 
き な ド ッ ト バ パタ ー ン を デザ イン し て 、 こ れ に 記憶 させ で お まお く こ ど が で きま す 。 
ユー ザー が デザ イン で きる 図形 文字 (以下 、 ユ ー ザ ー 定 義文 字 と いい ます ) に は 、 そ の サイ ズ に よ 
っ 
〔1〕 た て 8x 横 8 ドッ ト 
[2〕) た て 16x 横 8 ドッ ト 
[3〕] た て 16x 横 16 ド ッ ト 
の 3 つの タイ プ が あり ます 。 
ここ で は 、 そ の 各々 に つい て 作り か た と 表示 の し か た に つい て 説明 し ます 。 
剛 剛 た て 8※ 横 B ド ッ ト の 場合 
た て 8x 横 B ド ッ ト の ユー ザー 定義 文字 を 定義 むす る に は 、2 4 バイ ト の 文字 列 が 必要 で す 。 な ぜ な 
ら ば 、 そ の 文字 列 の 表わす ビッ トバ パタ ー ン が 1 個 の ユー ザー 定義 文字 を 形成 する か ら で す 。 す な わ ち 、 
1 パイ ト の キャ ラク タコ ー ド の ビッ ト パ タ ー ン 8 けた が 、 横 8X た て 1 ドッ ト の パタ ー ン を 表わし 、 
8 バイ ト の 文字 列 で た て 8 ライ ン の ドッ ト パ タ ー ン を 構成 し て いま す 。 こ れ が 3 原色 の 合成 原理 に よ 
り 、 青 、 赤 、 緑 の 3 画面 分 必要 な の で 、 結 局 、8 バ イト X 3 画面 = 2 4 バイ ト の 文字 列 が 必要 と な り 
Eo 
この 2 4 バイ ト の 文字 列 の うち 、 最初 の 8 バイ ト が 青 、 次 の 8 バイ ト が 赤 、 最 後 の 8 バ イト が 緑 の 
部 分 の ドッ トバ パタ ー ン を 表わし て いま す 。 
た と えば 、 ひ ら が な の 「 あ 」 と いう 文字 を 青 地 に シ ァ ン 色 で 作る 場合 に つい て みて み ま し ょ う 。 


は ドッ ト が モット る れ て いる こと を 示す 。 


ュー ザー 定義 文字 は 、8 X 8 ドッ トペ ター ン で 表わさ れ 、 ひ ら が な の 「 あ 」 は 上 の よう な パタ ー ン 
に な り ま す 。 こ れ を 2 進数 の パタ ー ン で 表わし 、 さ ら に 1 6 進数 表現 に 変換 する と 、 次 の よう に な り 
ます 。 
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(2 進数 表現 ) ( 1 6 進数 表現 
の 90010000 1 の woss 
の の 111199 マ . きき で =ー: ⑨ 
の 0010000 1 の ー- ⑨ 
⑳9111110 3E ーー 硬 
の 1 の 19 の 1 の 1 マ 5 5 > ⑮ 
91911 の 1 5 9 ニー 人 @ 
の の 1190010 きり ー の ⑦ 
の 9000009 の 9 の 0 ー- ⑧ 


し た が つの で WTCI の に め ド 2 スパ ターン は 。 
RE 基 CHRS ("10 3 じ 190 3B の 959 99 3S2 @ ぬ 9”") 


⑥ ⑦ 


と な り ま す 。 
シア ン 色 は 青 と 緑 を 合成 し て 得 ら れ 、 青 地 に シ ァ ン 色 の 「 あ 」 と いう 文字 を 作る た め に は 、 青 の 画 
面 、 赤 の 画面 、 緑 の 画面 に 対す る パタ ー ン を それ ぞ れ 次 の よう に 定義 し な けれ ば な り ま せん 。 


( 赤 の 画面 ) 


( 青 の 画 面 ) ( 緑 の 画面 ) 


( 青 の 画面 ) ( 赤 の 画面 ) ( 緑 の 画面 ) 
上 1111111 FE 009000000 90 000100009 10 
11111111 GFF 000 の 09000 必 00 9 の 111109 3C 
に) 1 1411311 ゆま 『 009000090 選 90 の 90 の 0 の 1900 の 9 10 
8 上 311 せ で 字 ほ 『 0000000 の 9 90 0 の 111110 避 3E 
が すす 1 111 WE ば 0000000 の 0 "090 の 1010101 558 
WTUIIL RE 09000000 の 9 90 の 91911091 59 
1tl111】11 は FE 00000000 00 0 の 0119 の 901 の 32 
選 ま よじ UN RE 09000009 の 9 90 の 0 の 90000009 90 


し た が っ て 、 青 地 に シア ン 色 の 「 あ 」 を 定義 むす る の に 必要 な 文字 列 は 、 
HEXCHR お ("FFFFFFFFFFFFFFFFOO00000000000000103C103E55593200 " ) 


と な り ま す 。 


この サイ ズ の パタ ー ン を 定義 で きる コー ド (キャ ラク タコ ー ド ) は の 255 で 、 
256 個 の 文字 を 定義 する こと が で きま す 。 た と えば これ を コー ド の 3 2 に 定義 する に は 
DEFCHR$ ス テー トメ ント を 使っ て 、 3 


DEFCHR お お (32) =HEXCHR お ("FFFFFFFFFFFFFFFFOOO00000000000000103C103E55593200" ) 


と 書き ます 。 


こう し て 定義 し た 文字 は 、CGEN1 と PRINT# の ステ ー ト メン ト を 使っ て 画面 に 
表示 する こと が で きま す 。 
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( 例 ) 100 KMODEO 
110 CGEN1 
120 A ="FFFFFFFFFFFFFFFFOO00000000000000103C103E55593200 " 
130 DEFCHR$ (32) =HEXCHR$ ( AS) 
140 PRINT #0,CHR $ (32) 
150 CGENO 
青 の 画 面 、 赤 の 画面 、 緑 の 画面 の 3 枚 と も 同じ デー タ の 場合 は 、B バ イト の 文字 列 で すま せる こと 
が で きま す 。 
た と えば 、 黒 地 に 白 の 「 あ 」 を 定義 むす る に は 、 
DEFCHR$ お (32) =HEXCHR$ ("103C103E55593200103C103E55593200103C103E55593200 " ) 
上 し 人 な WS で 、 
DEFCHR お (32) =HEXCHR$ お (" 103C103E55593200 " ) 
と する だ け で すみ ます 。 
〔2〕 た て 16 メ X 横 8 ドッ ト の 場合 
た て 1 6X※ 横 8B ド ッ ト の ユー ザー 定義 文字 の 定義 に は 、8X 8 ドッ ト の 文字 が た て 2 倍 に の び た パ 
ター ン な の で 、4 8 バイ ト の 文字 列 が 必要 で す 。 


( 赤 の 画面 ) ( 緑 の 画面 ) 


16X8 ド ッ ト の ユー ザー 定義 文字 は 、16X8 ド ッ ト パ ター ン で 表わさ れ ま す 。 ここ に デザ イン 
し た パタ ー ン を 、8X8 の と き と 同 様 に 2 進数 の パタ ー ン で 表わし 、 さ ら に 1 6 進数 表現 に 変換 し て 
コー ド の 文字 列 に する の で す 。 

この サイ ズ の パタ ー ン を 定義 で きる コー ド は &H100、&H1092、&H10 の 4、 
es 、&H1FE の 1 28 文 字 分 で す 。 た と を ば ある パタ ー ン を コー ド の &H10 の 0 の に 


定義 する に は 、 
DEFCHRS (&H100) =HEXCHRS ("HHH ーー- HHH ") 
96 け た (48 バ イト ) 
と 書き ます 。 


こう し て 定義 し た 文字 は 、CGEN と PRINT# の ステ ー ト メン ト を 使っ て 画面 に 表示 する こと 
が で きま す 。 
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( 例 ) 


な お 、 青 の 画面 、 赤 の 画面 、 緑 の 画面 の 3 枚 と も 同じ デー タ の 場合 は 、 
る 


〔3] 


100 KMODEO 
110  CGEN2 


120  A$ も = "HHH ーー- HHH " ー 48 バ イト の 任意 の 文字 列 


130 DEFCHR お bB (&H100) =HEXCHR ( AS) 
140 PRINT#0, CHR$ (0) 
150  CGENO 


※ 人 & 昌 1 の 0 の コー ド は PRINT# の ,CHRS$ (の ⑦) 
&H102 の コー ド は PRINT# の ,CHRS$ (&H2) 
&H 1 の 4 は PRINT# の ,CHRS$ (&H4) 


と いう よう に 書い て 表示 し ます 。 


と が で きま す 。 
た て 1 6x 横 16 ド ッ ト の 場合 


1 6 バイ ト の 文字 列 で すま 


た て 16X※ 横 16 ド ッ ト の ユー ザー 定義 文字 の 定義 に は 、9 6 バイ ト の 文字 列 が 必要 で す 。 


( 青 の 画面 ) 
ij 】 LIUIIWMLULLULUIULLLLLLDx 
TU | (WI 1 0 1 09 | 
| | 騙 再 19 
中 | ] 1 20 
1 | 1 』 2 
| 」 | | TL HL 村 ] 末 
人 0 し 1 | 本 年 四 に 
う 関 題 画 央 語 還 還 
%( 1 | | | に は け | 際 
0| | | | | ] ze 
| ! | HH 十 穫 
強 | | | | | |zs 
毅 [ | 』 Il 上 上 = 
只 LU 0 上 MU | 1 TL | | ]s 


トト トト トト 敗 民 由 に に に Hm 
uJ 間 峰 還 較 同 包 琴 邊 回 時 帆 園 星 還 時 請 に 
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16X16 ド ッ ト の ユー ザー 定義 文字 は 、 1 6X 16 の ドッ トペ パターン で 表わさ れ ま す 。 こ こ に デ 
ザイ ン し た パタ ー ン を 、8X8 の と き と 同 様 に 2 進数 の パタ ー ン で 表わし 、 さ ら に 1 6 進数 表現 に 変 
換 し て コー ド の 文字 列 に し ます 。 1) 

この サイ ズ の パタ ー ン を 定義 で きる コー ド は &」]7621~ て &]766 の の 64 文 字 分 で す 。 
た と えば 、 あ る パタ ー ン を コー ド の &] 762 1 に 定義 する に は 、 

DEFCHR$ (&]J7621 ) =HEXCHR$ ("HHH --HHH ") 

192 けた (96 バ イト ) 
と 書き ます ず 。 

こう し て 定義 し た 文字 は 、KMODE 1 を 実行 後 、 普 通 の PR I NT 文 を 使っ て 画面 に 表示 する こ 

と の で きま すず 。 
KMODE 1 
選 仙 IND 、@ 四 RRB (GSU 6 多 1) 

な お 、 青 の 画面 、 赤 の 画面 、 緑 の 画面 の 3 枚 と も 同じ デー タ の 場合 は 、3 2 バイ ト の 文字 列 で すま 

示 あ と 上 が で きま すず 。 


注 1) &]7621-&]7660 の の] IS1 6 進 定数 に 定義 され る 文字 を 特に 外字 と 呼び ます 。 


193 


還 


*3 ーー 
Re 


Sg ー 3 

人 
還 に 05 3 

人 MAA 人 ui 1 団 


Ne に WaYTAKCa te 9oTpriEat1s am 


- 3 


の 
xi eu の 電 


ER に 


グー の 7 杯 式 芸 社 


本 社 〒545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 
電話 06 (621) 1221 (大 代表 ) 


電子 機器 事業 本 部 〒329-21 栃木 県 矢板 市 早川 町 174 番 地 
電話 02874 (3) 1131 (大 代表 ) 


お 客 様 へ …… お 買い あげ 年 月 日 、 お 買い あげ 店 名 を 記入 され ます と 、 修 理 な どの 依頼 の と き に 便利 で ある 


お 買い あげ 店 


も より の 
お 客 様 ご 相談 


TMAN-3580CEZZ 
T0569-A③ 4A 


